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平成２４年美浦村告示第１３号 

 

 平成２４年第１回美浦村議会定例会を次のとおり招集する。 

 

  平成２４年２月８日 

 

美浦村長 中 島   栄 

 

 

記 

 

１．期  日  平成２４年３月７日 

 

２．場  所  美浦村議会議場 
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平成２４年美浦村議会第１回定例会会期日程 

 

日 次 月  日 曜 日 議 事 内 容 

１ ３月 ７日 水 

（開会）

○本会議 

・議案上程 

・提案理由の説明 

・一部議案質疑、討論、採決 

・予算審査特別委員会の設置 

２ ３月 ８日 木 

○総務常任委員会 

○経済建設常任委員会 

○厚生文教常任委員会 

○議案調査 

３ ３月 ９日 金 
○本会議 

・一般質問 

４ ３月１０日 土 ○議案調査 

５ ３月１１日 日 ○議案調査 

６ ３月１２日 月 ○議案調査 

７ ３月１３日 火 ○予算審査特別委員会 

８ ３月１４日 水 ○議案調査 

９ ３月１５日 木 ○予算審査特別委員会 

１０ ３月１６日 金 ○議案調査 

１１ ３月１７日 土 ○議案調査 

１２ ３月１８日 日 ○議案調査 

１３ ３月１９日 月 

○本会議 

・議案質疑、討論、採決 

・委員長報告、討論、採決 

・議案上程 

・提案理由の説明 

・議案質疑、討論、採決 

（閉会）
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平成２４年第１回 

美浦村議会定例会会議録 第１号 

 

平成２４年３月７日 開会 

 

議案 

会議録署名議員の指名 

会期決定の件 

（議案一括上程・提案理由の説明・議案審議・採決） 

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第２号 教育委員会委員の任命について 

（議案一括上程・提案理由の説明） 

議案第３号 村道路線の認定について 

議案第４号 村道路線の廃止について 

議案第５号 美浦村部設置条例の一部を改正する条例 

議案第６号 美浦村総合計画策定条例 

議案第７号 美浦村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例 

議案第８号 美浦村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

議案第９号 美浦村復興まちづくり基金条例 

議案第10号 美浦村税条例の一部を改正する条例 

議案第11号 美浦村中央公民館の設置，管理及び職員に関する条例の一部を改正する条例 

議案第12号 美浦村介護保険条例の一部を改正する条例 

議案第13号 平成23年度美浦村一般会計補正予算（第11号） 

議案第14号 平成23年度美浦村国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

議案第15号 平成23年度美浦村農業集落排水事業特別会計補正予算（第７号） 

議案第16号 平成23年度美浦村公共下水道事業特別会計補正予算（第５号） 

議案第17号 平成23年度美浦村介護保険特別会計補正予算（第５号） 

議案第18号 平成23年度美浦村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

議案第19号 平成23年度美浦村水道事業会計補正予算（第４号） 

（議案一括上程・提案理由の説明・特別委員会設置・付託） 

議案第20号 平成24年度美浦村一般会計予算 

議案第21号 平成24年度美浦村国民健康保険特別会計予算 

議案第22号 平成24年度美浦村農業集落排水事業特別会計予算 

議案第23号 平成24年度美浦村公共下水道事業特別会計予算 
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議案第24号 平成24年度美浦村介護保険特別会計予算 

議案第25号 平成24年度美浦村後期高齢者医療特別会計予算 

議案第26号 平成24年度美浦村水道事業会計予算 

 

１．出席議員 

１番  塚 本 光 司 君  ２番  岡 沢   清 君 

３番  飯 田 洋 司 君  ４番  椎 名 利 夫 君 

５番  山 崎 幸 子 君  ６番  富 田 隆 雄 君 

７番  山 本 一 惠 君  ８番  林   昌 子 君 

９番  下 村   宏 君  １０番  坂 本 一 夫 君 

１１番  羽 成 邦 夫 君  １２番  小 泉 輝 忠 君 

１３番  石 川   修 君  １４番  沼 﨑 光 芳 君 

 

１．欠席議員 

 な し  

 

１．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席を求めた者 

村 長  中 島   栄 君 

教 育 長  門 脇 厚 司 君 

総 務 部 長  小 泉 菊 男 君 

保 健 福 祉 部 長  大 橋 幸 雄 君 

経 済 建 設 部 長  沼 崎 武 男 君 

教育次長兼生涯学習課長  岡 田   守 君 

総 務 課 長  増 尾 嘉 一 君 

企 画 財 政 課 長  増 尾 正 己 君 

税 務 課 長  石 橋 喜 和 君 

福 祉 介 護 課 長  松 葉 博 昭 君 

健 康 増 進 課 長  堀 越 文 恵 君 

国 保 年 金 課 長  桑 野 正 美 君 

都 市 建 設 課 長  池 延 政 夫 君 

経 済 課 長  仲 内 秀 夫 君 

放 射 能 対 策 室 長  飯 塚 尚 央 君 

上 下 水 道 課 長  青 野 道 生 君 

学 校 教 育 課 長  浅 野 勝 夫 君 
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１．本会議に職務のため出席した者 

議 会 事 務 局 長  北 出   攻 

書 記

書 記

 

 

木 村 弘 子 

木 鉛 昌 夫 

 

午前１０時００分開会 

○議長（石川 修君） おはようございます。 

 第１回定例会にご参集、ご苦労さまでございます。 

 会議に先立ちまして、茨城県町村議会議長会から、永年にわたる自治功労に対し表彰が

ありましたので、伝達式を行いたいと思います。 

 去る２月14日に開かれました茨城県町村自治功労者表彰式に置いて、議会議員として12

年以上在職し、永年にわたる地域の振興発展に尽力された功績により、沼﨑光芳議員が、

茨城県町村議会議長会長から表彰を受けてございます。まことにおめでたく、心からお喜

びを申し上げる次第でございます。 

 ただいまより表彰状の伝達式を行います。 

○議会事務局長（北出 攻君） それでは、お名前をお呼びいたしますので、前にお進み

いただきたいと思います。沼﨑光芳議員、よろしくお願いします。 

○議長（石川 修君） 表彰状。 

 稲敷郡美浦村、沼﨑光芳殿。あなたは、議会議員として多年にわたり地方自治の振興、

発展に寄与され、その功績はまことに多大であります。よって記念品を贈り、これを表彰

します。平成24年２月14日、茨城県町村議会議長会会長、小野瀬義之。代読。 

 おめでとうございます。 

〔表彰状授与〕 

○１４番（沼﨑光芳君） ありがとうございます。（拍手） 

○議長（石川 修君） それでは、沼﨑光芳君にごあいさつをお願いをいたします。 

○１４番（沼﨑光芳君） 改めましておはようございます。 

 先ほどは議長の方から、茨城県の町村議長会の方から、自治功労者として12年以上の活

動ということで表彰をいただきました。まことにありがとうございました。 

 思い起こせば12年前、26歳という若さだったんですが、議会の方へ入りました。数々の、

多くの皆様のご指導、ご協力があって、これまで12年間活動をさせていただいたと思って

います。特に議員の皆さん、そして執行部の皆さんの温かいご支援、ご協力があったから

今の私があると思っております。 

 今後も、この12年間の経験を生かして、美浦村の発展、そして、村民の皆様の付託にこ

たえるべく、しっかりと議会活動を行ってまいりたいと思いますので、今後とも皆様方の

ご指導、ご協力、よろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。（拍手） 
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○議長（石川 修君） 受賞された沼﨑議員におかれましては、まことにおめでとうござ

います。 

 以上で伝達式を終わります。 

 

○議長（石川 修君） ただいまの出席議員は14名でございます。 

 これより、平成24年第１回美浦村議会定例会を開会いたします。 

 本日の会議を開きます。 

○議長（石川 修君） 本日の議事日程については、お手元に配付のとおりといたします。 

 

○議長（石川 修君） それでは、議事に入ります前に、村長のごあいさつをいただきた

いと思います。 

 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、皆さん、改めましておはようございます。 

 始まる前に、きょうは沼﨑光芳議員が、議会活動と多年にわたる功績を茨城県町村議会

議長会会長の小野瀬さんから表彰を受けました。まことにおめでとうございます。 

 また、今お礼の中で、村のために、村民のために一所懸命尽くしてまいりますという力

強いお言葉もいただきました。執行部ともども、議員の皆様と一緒になって、これからの

美浦村づくりに一緒に邁進していきたいというふうに思っております。 

 本日は、平成24年第１回美浦村議会定例会にご参集をいただき、まことにご苦労さまで

ございます。ことしの冬は例年になく、北陸や東北地方に記録的な降雪で、各地に被害を

与えましたけども、日一日と春の暖かさも感じられる季節にもなってまいりました。議員

各位には、日ごろより本村行政発展のため、議会活動を通して福祉の向上や教育の充実に

尽力されておりますこと改めまして敬意を表する次第であります。 

 今、世界情勢も、中東地域では独裁政権から国民による民主化への流れに、また、ギリ

シャの財政危機が欧州圏のユーロ不安をあおり、ドルも円も巻き込んで、世界経済は低成

長へのシナリオを描いているようであります。日本経済の低迷や製造業にも大きく影響を

与えているのが現状であります。 

 国政においても、昨年３月11日に起きました東日本大震災も１年を迎えますけども、被

害を受けた地域の復旧・復興は遅々として進んでおりません。あわせて、東京電力福島第

一原子力発電所の事故による放射能物質問題においても、除染の決定は遅く、国が示す保

管や処分では地方に受け入れてもらえず、国民の不安は解消されない状況のままでありま

す。 

 与野党の国会議員は、「国民のための政治を第一に」とは口ばかりで、この国難のとき

に政権争いや勢力争いをしていては、被害者はもちろん国民も嫌気を差し、不信を募らせ、
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議員への信頼も希薄化になり、政治離れが進めば、国の将来に希望が持てなくなってまい

ります。 

 今こそ挙党一致でこの国難を乗り切ることが先決であり、国政は地方の声に耳を傾ける

べきであります。国民の安全・安心な日常生活を築き、守る責任が国と地方には課せられ

ているのです。今定例会にも、災害時の防災対策や訓練など危機管理体制の備えについて

多くの意見をいただいております。昨年の被災を忘れずに、議員の皆様・村民各位の協力

をいただき、執行部・職員一同、万全の体制を発揮できるよう取り組んでまいりたいと思

います。 

 今回の定例会の提出議案でございますが、専決処分の承認を求めることが１件、教育委

員会委員の任命についてが１件、村道路線の認定についてが１件、村道路線の廃止につい

てが１件であります。 

 美浦村部設置条例の一部を改正する条例が１件、美浦村総合計画策定条例が１件、美浦

村復興まちづくり基金条例が１件、平成23年度美浦村一般会計補正予算が１件、平成23年

度美浦村特別会計補正予算が５件、平成23年度美浦村水道事業会計補正予算が１件、そし

て、新しく新年度の平成24年度美浦村一般会計予算が１件、平成24年度美浦村特別会計予

算が５件、そして、平成24年度美浦村水道事業会計予算が１件、合わせて26議案でござい

ます。 

 平成24年度も村民とともに、協働のまちづくりを進めていく所存であります。議員各位

におかれましても、ご支援、ご協力をお願いいたしますとともに、よろしくご審議の上、

適切なる議決を賜りますようお願い申し上げ、冒頭でのごあいさつといたします。 

 

○議長（石川 修君） 村長のあいさつが済んだところで、直ちに議事に入ります。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第120条の規定により、次の３名を指名いたします。 

     ３番議員 飯 田 洋 司 君 

     ４番議員 椎 名 利 夫 君 

     ５番議員 山 崎 幸 子 君 

 以上、３名を指名いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第２、会期決定の件を議題にいたします。 

 お諮りをいたします。 

 本定例会の会期は、本日から19日までの13日間としたいが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日から19日までの13日間と決定をいたしました。 
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○議長（石川 修君） 日程第３、議案第１号 専決処分の承認を求めることについて、

及び日程第４、議案第２号 教育委員会委員の任命についてを一括議題といたします。 

 議案の朗読をいたさせます。 

 事務局。 

〔議案朗読〕 

○議長（石川 修君） 提案者の説明を求めます。 

 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、議案第１号 専決処分の承認を求めることについて、

ご説明申し上げます。 

 議案第１号は、東京電力福島第一原子力発電所事故に係る放射性物質汚染による汚染土

壌の撤去及び放射線に対する不安や疑問を解消するためのパンフレット作成・配布を早急

に行うため、平成23年度美浦村一般会計補正予算の専決処分を２月17日に行いましたので、

ご報告をするとともにご承認をお願いするものでございます。それでは、３ページをお開

きいただきたいと思います。 

 第１条の歳入歳出予算の補正の額でございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ

2,918万8,000円を追加しまして、歳入歳出予算の総額を58億803万5,000円とするものでご

ざいます。 

 それでは、歳入歳出の補正の理由につきまして、補正予算事項別明細書に基づきご説明

申し上げます。歳出予算から申し上げます。６ページをお開きいただきたいと思います。 

 衛生費の放射能汚染対策費の需用費では、放射線の基礎知識、家庭での除染を行うため

の注意事項を記載したパンフレット作成のための印刷製本費10万8,000円を新規に計上い

たしております。なお、このパンフレットにつきましては、広報みほ３月号とともに配布

を行っております。 

 次に、工事請負費では、村内の各小学校、保育所、児童館及びみほ白帆幼稚園の汚染土

壌の除染を行うための土壌汚染工事費2,891万9,000円を新規に計上いたしております。 

 環境省「除染ガイドライン」によると、１時間当たり0.23マイクロシーベルト以上の放

射線量が確認された範囲について除染を実施することとなっており、美浦村においては、

児童、生徒を預かる施設について早急に実施することとし、今回の補正予算の計上を行っ

ております。 

 また、その他の子どもの生活空間に係る公共施設等の除染工事につきましては、平成24

年度に実施することとしております。 

 最後に、備品購入費では、土壌汚染工事の実施に伴い必要となるエネルギー補償型放射

線測定器購入費16万1,000円の増額補正をお願いしております。今回の補正は、測定器３

台を購入するに当たり、現計予算残額に対して不足となる分につきまして増額補正をお願
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いしております。 

 続きまして、歳入予算について説明申し上げます。 

 国庫支出金では、ただいま申し上げました経費は、全額が放射線量低減対策特別緊急事

業費補助金として交付されますので、今回の歳出補正予算額と同額の2,918万8,000円増額

補正をいたしております。 

 以上、専決処分につきましてご承認をよろしくお願いいたします。 

 続きまして、議案第２号の教育委員会委員の任命についてご説明申し上げます。 

 美浦村教育委員であります中島賢一氏については、平成16年６月より２期８年間の長き

にわたり、美浦村の教育委員会委員としてご尽力いただいているところであります。また、

この間、平成20年11月より教育委員会委員長を務められております。今般、中島賢一氏の

教育委員としての任期が平成24年６月９日で満了となることから、引き続きの任命をお願

いするものでございます。 

 中島賢一氏は、美浦村大字舟子180番地にお住まいで、昭和23年２月25日生まれ、満64

歳でございます。人格、識見ともに優れ、長年の教育委員の経験を生かし、教育に情熱を

傾けられる方であると申し上げることができ、また多くの村民の皆様からも信頼される方

でございます。 

 以上のことから、積極的に本村教育発展のためにご尽力いただけると確信し、中島賢一

氏を引き続き教育委員会委員に任命いたしたく、議会の同意をお願い申し上げる次第であ

ります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（石川 修君） 議案第１号の質疑に入ります。 

 質疑のある方はどうぞ。 

 小泉輝忠君。 

○１２番（小泉輝忠君） それでは、この間の全協のときに確認すればよかったんですけ

ども、コンマ23以上のところを除染するよということですけども、美浦幼稚園は、コンマ

23を上回る基準点がなかったということです。これは10メートルメッシュで測定したとき

のことを基準にして実施するものと思いますけども、美浦幼稚園についてコンマ23以下で

あるということですけども、どの辺の数値だったのか。一番心配しますのは、どうしても

一番、砂を遊んだりなんか、一番子どもたちが土に接しやすい状況だと思うので、あのと

き確認とればよかったんですけども、もしその数値がはっきりしているのであれば教えて

いただきたいと思って質問します。 

○議長（石川 修君） 経済建設部長。 

○経済建設部長（沼崎武男君） 小泉議員のご質問でございますが、幼稚園の数値につい

て資料をちょっと持ち合わせておりませんので、直ちに確認をしてご報告をさせていただ

きます。 

○議長（石川 修君） 小泉輝忠君。 
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○１２番（小泉輝忠君） よろしくお願いします。そういうことで、もし、そういうよう

な測定した数値があるのであれば、各学校の数値についても、なぜかと言いますと、あれ、

ここ何で同じようなグラウンドの中で、ここは、10メートルメッシュで測定したときに、

入っていなかったんだろうかなと疑問に思う人もいるんですよ。ここはやらなくてもいい

よ、ここはやるよというのは、そのとき測定した数値を基準にしていると思いますので、

できれば、そういう数値がわかっていた方が聞かれたときに答えやすいのでないかという

思いがしますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（石川 修君） そのほか質疑のある方はどうぞ。 

 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） ささいなことではございますけれども、測定器の購入費が16万

1,000円計上されています。これは、３台購入のために現計予算不足額ということであり

ますが、確認のためにお聞きしたいのですが、その３台購入というのは、１月26日開催の

臨時議会で26万9,000円の測定器購入費として補正予算が計上されています。その26万

9,000円と今回の16万1,000円が、３台購入費として考えてよろしいんですか。それとも、

別の予算の一般財源から関係してくるのかお伺いいたします。 

○議長（石川 修君） 経済建設部長。 

○経済建設部長（沼崎武男君） 岡沢議員のご質問にお答えをいたします。 

 議員がおっしゃるように、前回２台を購入をさせていただいております。今回３台を購

入するわけでございますけれども、予算の残額を考慮しまして、実際は40万3,200円ほど

かかります。それに予算残額が24万2,200円ございますので、差し引き16万1,000円をお願

いするものでございます。 

○議長（石川 修君） よろしいですか。 

○２番（岡沢 清君） はい。 

○議長（石川 修君） そのほか質疑のある方はどうぞ。 

 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） ただいま、この補正の金額に関しては了解をするものです。 

 質問したい内容は、パンフレットの印刷製本代なんですけれど、印刷製本に関してなん

ですが、これは、放射線に対する不安や疑問を解消するためのパンフレットということで

すので、より多くの方に配布するべき内容のものであると認識をいたします。 

 そこで、配布方法なんですけれども、本来であれば、区長さんを通じて行政区の方に配

布する内容をお考えかと思うんですけれども、それ以外に、今般、みほ広報もコンビニエ

ンス等に配置されていることには敬意を表するわけでありますが、その広報誌を置いてい

ただく場所すべてにも、同じようにこのパンフレットを配布していただくことが検討され

ているのかどうかということをお尋ねさせていただきます。 
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○議長（石川 修君） 経済建設部長。 

○経済建設部長（沼崎武男君） 林議員のご質問にお答えをいたします。 

 パンフレットの作成につきましては、現在村の方で予算方をして計上している部数につ

きましては、5,550部ほど計上してございます。今の住基上の世帯というのはもっと多い、

6,700近くあると思うんですけれども、現実的に広報誌等の配布部数というのは、5,343と

いうふうに聞いております。 

 その残り分については村保管ということで考えておりますけれども、一たんは、あくま

でも住民が安心して暮らせるということの基礎的な知識の啓蒙普及でございますので、そ

ういった部分で全戸に配布するということを考えております。 

 残った部分に対して、今議員がおっしゃるように、割と村民が集まるようなところに配

布ということは、現段階で村の方で考えておったわけでございませんけれども、今後その

辺の部分については、庁内協議を得ながら確立をしてまいりたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（石川 修君） そのほか質疑のある方はどうぞ。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 議案第１号の採決を行います。 

 本案は、原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり承認することに決定をいたしました。 

 議案第２号の質疑に入ります。 

 質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 議案第２号の採決を行います。 

 本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第５、議案第３号 村道路線の認定についてから、日程第21、

議案第19号 平成23年度美浦村水道事業会計補正予算（第４号）までの17議案を一括議題

といたします。 

 議案の朗読をいたさせます。 

 事務局。 

〔議案朗読〕 

○議長（石川 修君） 事務局、続いての朗読、大変ご苦労さまでございました。 

 会議の途中ではございますけれども、暫時休憩といたします。 

 再開時間は、25分といたします。 

午前１１時１２分休憩 

 

午前１１時２５分開議 

○議長（石川 修君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 先ほど、議案第１号の質疑がありましたけれども、小泉議員から質疑がありましたけれ

ども、これについて答弁を求めます。 

 経済建設部長。 

○経済建設部長（沼崎武男君） それでは、先ほど大変失礼いたしました。 

 測定の結果がまとまりましたので、ご報告をさせていただきます。 

 まず、美浦幼稚園でございますが、最高値が0.215マイクロシーベルトパーアワーです。

それから、最低値が0.140マイクロシーベルトパーアワー。平均値につきましては、0.181

ということで、平均値が0.23マイクロシーベルト以下、なおかつポイントを20ポイントほ

どはかっているわけでございますが、そのポイントの中で上回るポイントがないというこ

とで、除染を要しないとの結果が出ているものでございます。 

 それから、関連でございますが、今回実施する各小中学校等の教育施設について、結果

が出ましたので、それも報告をさせていただきます。 

 施設として９カ所ございます。最高値、最低値、それから平均値、それから測定ポイン

ト数ということで順次読み上げてまいります。単位につきましては省略をさせていただき

ますので、数値のみの報告ということでご了解をいただきたいと思います。 

 まず１番目、大谷小学校、最高値0.380です。最低値0.116、平均値0.207。ポイント数

が215ポイント。では、単位を省略して読み上げてまいります。 

 大谷時計台児童館、0.277、0.152、0.196、ポイント数が７です。 

 それから木原小学校、0.480、0.169、0.142、ポイント数が101であります。 
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 それから安中小学校、0.510、0.155、0.248、ポイント数が154です。 

 美浦中学校、0.330、0.019ですね。平均が0.219、ポイント数が201。 

 大谷保育所、0.232、0.145、0.195、ポイント数が11です。 

 木原保育所、0.230、0.109、0.168、ポイント数が10です。 

 みほ白帆幼稚園、0.280、0.130、0.211、ポイント数が17です。 

 木原城山児童館、0.230、0.200、0.217、ポイント数が４です。 

 以上、報告させていただきます。 

○議長（石川 修君） ご苦労さまでございました。 

 小泉議員、よろしいですか。 

○１２番（小泉輝忠君） はい。 

○議長（石川 修君） それでは、議案第３号から議案第19号までの提案者の説明を求め

ます。 

 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、議案第３号より提案理由を説明してまいります。 

 今回、村道路線の認定をお願いする路線数は、25路線でございます。場所につきまして

は、別紙の村道認定路線位置図①、②、③をごらんいただきたいと思います。 

 美浦村木原地内においては、平成13年度から着手した圃場整備事業が、平成21年度に竣

工となりました。この事業により大区画圃場へと区画整理が行われたわけでございますが、

圃場前の道路も新たに整備されたため、路線の認定をお願いするものであります。 

 また、舟子地内の村道１９５５号線、郷中地内の村道２９３０号線、土屋地内の村道１

９５６号線及び村道１９６１号線、大谷地内の村道１９５７号線、宮地地内の村道１９６

０号線についてですが、当該路線は、私道または私有地でありましたが、寄附により譲渡

を受けたため、新たに路線の認定をお願いするものであります。 

 以上、よろしくご審議のほどお願いいたします。 

 続きまして、議案第４号 村道路線の廃止について、ご説明申し上げます。 

 今回、村道路線の廃止をお願いする路線数は、27路線でございます。場所につきまして

は、別紙の村道廃止路線位置図①、②をごらんください。 

 議案第３号でも述べました木原地内の圃場整備事業の施工により廃止となった道路につ

いて、路線の廃止をお願いするものであります。 

 また、興津地内の村道１６６３号線及び村道１８６３号線については、隣接する村道１

６６２号線が整備され、その一部として位置づけられていることから、路線の廃止をお願

いするものであります。 

 以上、よろしくお願いをいたします。 

 続きまして、議案第５号 美浦村部設置条例の一部を改正する条例について、ご説明申

し上げます。これは、交通安全の推進と防犯の事務について、総務部から経済建設部へ異
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動するものであります。また、緊急及び重要な事項についての事務分掌を総務部所管とす

るものでございます。 

 これまで、交通安全の推進と防犯については総務部総務課で、交通安全施設の整備につ

いては経済建設部生活環境課で実施していましたが、施設整備のハード事業と交通安全運

動のソフト事業の一体的な推進を図るため、さらには、防犯の業務は交通安全と同様に、

警察との連携も必要であることから、平成23年４月より交通安全の推進と防犯の業務を経

済建設部生活環境課へ異動したことにつきまして、条例が対応していませんので、所要の

改正を行います。 

 また、村の活性化のためには、早急に企業誘致を積極的に進める必要があることから、

４月に総務部企画財政課内に担当する係を新設することもあり、緊急・重要な政策につい

ての事務分掌を明確に指定するものであります。 

 続いて、議案第６号 美浦村総合計画策定条例の制定について、ご説明申し上げます。 

 地方自治法の一部改正により、市町村は、地域における事務及びその他の事務を処理す

るに当たっては、「議会の議決を経て、その地域における総合的かつ計画的な行政の運営

を図るための基本構想を定め、これに即して行うようにしなければならない」という規定

が削除され、市町村基本構想の策定義務が廃止されました。 

 地方自治法の改正により、基本構想の策定義務が撤廃されましても、まちづくりを進め

ていく上での指針となる中長期の計画は必要と考えており、村議会の議決を含め、本村の

総合計画の策定等に関し、必要な事項を定めた条例を制定するものであります。 

 よろしくご審議の上、決議のほどよろしくお願いいたします。 

 続きまして、議案第７号 美浦村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例について、ご説明申し上げます。本条例の改正点は、以下

に申します非常勤特別職の委嘱に伴う項目の追加であります。 

 まず初めに、産業医についてであります。平成24年度より産業医を委嘱し、職員の身心

両面にわたる健康の保持・増進と快適な職場環境の形成に取り組むため、その報酬及び費

用弁償の支給についての項目を追加するものでございます。 

 より効率的・発展的な行政運営のため、業務を執行していく職員の心身の健康は不可欠

なものであります。近年、社会では精神疾患による休業者数が急増しておりますが、地方

公務員もこの例に漏れず、こうした状況への対応、予防策として、職場における積極的な

健康保持・増進対策が必要となってきております。専門的な知識・経験を持つ産業医に、

その対応の一端をお願いすることで、対策の促進を図ることができると考えています。 

 次に、教育振興基本計画策定委員会委員であります。 

 平成24年度に美浦村教育振興基本計画を策定するに当たり、策定委員会の立ち上げを予

定しており、その委員各位に対する報酬及び費用弁償の支給についての項目を追加するも

のでございます。策定委員は、核となる識見者を中心に、各関係者にお願いし、いろいろ
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な面から検討していただき、策定したいと考えております。 

 次に、地域自立支援協議会委員であります。本年４月、平成24年度から美浦村地域自立

支援協議会を立ち上げることから、その委員各位に対する報酬及び費用弁償の支給につい

ての項目を追加するものでございます。 

 この地域自立支援協議会につきましては、障害者自立支援法施行規則第65条10に、「地

域における障害福祉に関する関係者による連携及び支援の体制に関する協議を行うための

会議を設置」が規定されており、障害のある人が、障害のない人とともに暮らせる地域を

つくるため、障害福祉にかかわる関係機関が情報を共有し、地域の課題解決に向け、協議

を行うための会議であります。 

 具体的には、相談・支援事業所の評価、困難事例の協議、障害福祉関係機関のネットワ

ークづくり、障害福祉計画の進捗状況の評価などを行います。 

 委員の構成は15名以内とし、学識経験者、相談支援・就労支援事業者、障害福祉サービ

ス事業者、保健・医療関係者、障害者等の教育機関の代表者、企業の代表者、障害当事者

団体の関係者等を委員として、要綱の制定を予定しております。 

 次に、予防接種健康被害調査委員会委員であります。平成24年度から、美浦村予防接種

健康被害調査委員会を立ち上げることから、その委員各位に対する報酬及び費用弁償の支

給についての項目を追加するものでございます。 

 この予防接種健康被害調査委員会は、村が行う予防接種による健康被害等が発生した場

合、医学的見地からの調査・助言のほか、健康被害者防止対策等の検討をしていただくも

ので、委員の構成は５名以内とし、土浦保健所長、医師等を委員として、規則制定を予定

しております。 

 なお、提起の予防接種を起因とする健康被害が発生した場合には、厚生労働大臣の認定

に基づき、救済にかかわる給付が行われるところですが、その認定を受けるためには市町

村の認定請求に、当調査委員会の調査報告を添え、県を経由して国に認定申達を行うこと

となっているところでございます。本村では幸いにして、これまで予防接種による健康被

害はなく、今後もあってはならないことですので、この委員会の設置を機に、さらに万全

を期していきたいと考えております。 

 最後に、物産館建設委員会委員であります。 

 村内では、地元産農産品が直売所で販売され、また、商工会を初めとした特産品が、そ

れぞれ商店において生産販売されております。これらのさらなる販売強化を支援するとと

もに、地元産特産品を村外に伝えることにより、地域の活性化や振興を図りたいと考えて

おります。 

 その拠点となるべき施設として、生産者や消費者交流ができる、村振興の核となる物産

館整備を行うため、物産館建設委員会を設置したいと考えております。その委員各位に対

する報酬及び費用弁償の支給についての項目を追加するものであります。 
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 これらから、別表第１中、「固定資産評価審査委員会委員」の次に、「産業医」「教育

振興基本計画策定委員会委員」「地域自立支援協議会委員」「予防接種健康被害調査委員

会委員」「物産館建設委員会委員」の各項目を加え、また、別表第２中、「地域活性化対

策検討委員会委員」の次に、「教育振興基本計画策定委員会委員」「物産館建設委員会委

員」の各項目を加え、報酬及び費用弁償の支給について改正するものでございます。 

 以上、ご審議いただきますようよろしくお願いいたします。 

 続きまして、議案第８号 美浦村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい

て、ご説明申し上げます。これは職員の単身赴任手当について、新たに規定するものであ

ります。 

 現在、地方分権や市町村単独よりも、より大きな区域による事務執行が効率的と考えら

れるものについて団体が結成されており、県や市町村の職員が派遣され、事務を執行して

おります。本村でも、ここ数年は毎年、茨城県租税債権管理機構や茨城県後期高齢者医療

広域連合に職員を派遣しています。派遣される職員は、通勤手段や住居については業務に

支障がないように本人が選択していますが、勤務先が水戸市となっていることから、住居

を変更している場合もあります。今回の改正では、やむを得ない事情により配偶者と別居

することとなった職員を対象として、単身赴任手当、住居手当を支給するものでございま

す。 

 改正条例案の第３条では「単身赴任手当」を追加し、第12条の２第２号では、単身赴任

手当を支給される職員の配偶者の家賃を規定し、第12条の６で、単身赴任手当の支給を受

ける職員の要件を規定しています。 

 具体的には、やむを得ない事情により配偶者と別居しなければならなくなり、配偶者の

住居から規則で定める距離以上の通勤距離がある職員に対して、月額２万3,000円、距離

に応じて最高で４万5,000円を加算した手当を支給するものであります。 

 詳細は規則で規定しますが、やむを得ない事情とは、配偶者の疾病、就業、父母の介護、

子どもの通学等とし、通勤距離は60キロメートル以上とします。美浦村からでは、水戸市

がおおむね60キロメートルです。支給額や距離数については、近隣の市町村や茨城県と同

様のものとなっております。 

 続きまして、議案第９号 美浦村復興まちづくり基金条例について、ご説明申し上げま

す。 

24ページをお開きいただきたいと思います。 

 今回の基金条例は、茨城県の市町村復興まちづくり支援事業実施要綱が１月５日に制定

され、東日本大震災からの復興に向けて、住民生活の安定や地域コミュニティの再生、地

域経済の活性化など、復興まちづくりを推進するための交付金として、本村は3,800万円

の交付決定を受けており、この交付金を適正に管理及び処分するため、美浦村復興まちづ

くり基金を設置するものであります。 
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 この交付金につきましては、制度のすき間を埋めて、必要な事業の柔軟な実施が可能な

交付金となっており、地域の実情に応じた弾力的かつきめ細やかな復旧・復興事業を行う

ことが可能となっております。 

 本村としましては、災害に強いまちづくりの一環として、美浦村地域防災計画で指定さ

れている防災拠点の耐震化改修事業、道路の復興工事等を予定していますが、有利な補助

制度の制定等を見きわめながら、有効な活用を検討していきたいと思います。 

 なお、この交付金を活用した事業を行う期間は要綱に定められており、本年度を含む平

成23年度から平成27年度までとなっております。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 続きまして、議案第10号 美浦村税条例の一部を改正する条例について説明申し上げま

す。 

 美浦村税条例の一部を改正する条例につきましては、経済社会構造の変化に対応した税

制の構築を図るための地方税法及び地方法人特別税等に関する暫定措置法の一部を改正す

る法律、地方税法施行令の一部を改正する政令及び地方税法施行規則の一部を改正する省

令並びに東日本大震災からの復興に関し、地方公共団体が実施する防災のための施策に必

要な財源の確保にかかわる地方税の臨時特例に関する法律が、平成23年12月２日に公布さ

れたことに伴い、美浦村税条例の改正が生じたため、提案したものでございます。なお、

当該条例改正に関する新旧対照条文につきましては、お手元に配付のとおりとなっており

ます。 

 それでは、順次説明を申し上げます。 

議案書の26ページをお開き願いたいと思います。 

 まず、条例第95条につきましては、県たばこ税の一部を村たばこ税に移譲することに伴

う税率の変更を行ったものでございます。 

 次に、附則第９条につきましては、退職所得の税額控除の廃止により、条文の削除を行

ったものでございます。 

 次に、附則第16条の２につきましては、旧３級品たばこの税率について、第95条同様に

変更を行ったものでございます。 

 次に、附則第25条につきましては、個人村民税の均等割の税率の変更を行ったものでご

ざいます。 

 次に、改正条例附則の第１条から第３条につきましては、退職所得の税額控除の廃止及

び村たばこ税の税率の変更の施行期日と経過措置をそれぞれに定めたものでございます。 

 以上、よろしくご審議のほどお願いいたします。 

 続きまして、議案第11号 美浦村中央公民館の設置、管理及び職員に関する条例の一部

を改正する条例について、ご説明申し上げます。 

 さきの第177回国会において成立し、平成23年８月30日に公布され、地域の自主性及び
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自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律が、平成24年

４月１日に施行されます。第二次一括法による社会教育法の一部改正が行われ、これまで

社会教育法で定めていた公民館運営審議会の委員の委嘱・任命の基準が削除され、市町村

の条例で定めるように改正となりました。そのことにより、美浦村中央公民館の設置、管

理及び職員に関する条例に、公民館運営審議会の委員の委嘱・任命の基準を加えるもので

ございます。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 続きまして、議案第12号の美浦村介護保険条例の一部を改正する条例について、ご説明

申し上げます。 

 今回の改正につきましては、本村の第５期の高齢者福祉計画・介護保険事業計画として

改定し、策定したことに伴い、平成24年度から平成26年度までの３年間における介護保険

事業に係るサービス量等の推計により、新たな介護保険料を設定したことから、この計画

に基づき、第１号被保険者の保険料を主に条例改正を行うものであります。 

 この後、保険料改正のもとになっております第５期高齢者福祉計画・介護保険事業計画

の内容につきましては、議会終了後の全員協議会におきまして、担当の福祉介護課より詳

細をご説明申し上げたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。それでは、

改正内容につきまして、お手元に配付しております新旧対照表によりご説明申し上げます。 

 まず、第１条の改正では、この条例の中で引用している根拠法令として、法令名である

介護保険法の名称を明記し、条文整理を行っております。 

 同様に、第２条においては、介護認定審査会に対する根拠法令を明記する改正となって

おります。 

 第３条についても、第１条の改正の関係で、同様に字・句の改正を行っております。 

 第４条では、保険料率に関する条文ですが、３年ごとの計画見直しの関係から、条文中、

「平成21年度から平成23年度」を「平成24年度から平成26年度」に改めるほか、第１号被

保険者に対する根拠法令をつけ加える改正をしております。 

 保険料につきましては、新旧対照表の右側の第４期計画に基づく現行の第４条各号に規

定する年間保険料から、左側の改正案による第１号から第６号までの年間保険料にそれぞ

れ引き上げる改正を行っております。 

 条文中、今回新たに設けた第７号につきましては、特例、第４段階の部分ですが、前回

の改正では改正条例の附則の中で規定しておりましたが、今回は本則の第４条第７号とし

て追加改正し、わかりやすく条文整理を行っております。 

 このため、新旧対照表の右側の現行の欄には、附則で改正していたため載っておりませ

んが、参考までに申し上げますと、現行の第４期に係る当該保険料３万3,660円となって

おりますので、３万3,660円から４万800円に改正するという内容になっております。また、

この改正条例の附則につきましては、附則の第１条にこの改正条例の施行期日、第２条に



 

- 19 - 

は経過措置を規定しておるところでございます。 

 なお、保険料算定の根拠と詳細につきましては全員協議会でご報告することとしており

ますので、大変簡略な説明で恐縮ですが、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（石川 修君） それでは、村長の説明の途中ではございますけれども、昼食のた

め、暫時休憩をいたします。再開時間は午後１時といたします。 

午前１１時５６分休憩 

 

午後 １時０１分開議 

○議長（石川 修君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、午前中から引き続きまして、議案第13号からご説明申

し上げます。平成23年度美浦村一般会計補正予算（第11号）につきましてご説明申し上げ

ます。 

31ページをお開きいただきたいと思います。 

 初めに、第１条、歳入歳出予算の補正の額でございますが、歳入歳出それぞれ7,071万

9,000円を減額いたしまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ57億3,731万6,000円とする

ものでございます。今回の補正が、平成23年度の最終補正となるため、歳入歳出全般にわ

たり現計予算の見直しを行い、主に事業費が確定したもの及び見込みがついたものの調整、

緊急性を要する事業の補正を行っております。 

 次に、第２条の繰越明許費では、本年度予算措置された事業のうち年度内に完成できな

い見込みの事業について、36ページの第２表の事業を翌年度へ繰り越しのご承認をお願い

するものでございます。詳細につきましては、歳出の補正予算説明の中で説明させていた

だきます。 

 次に第３条の債務負担行為の追加では、平成24年度の予算執行に当たり、３月中に契約

が必要な経費につきましては、36ページの第３表のとおり、債務負担行為の追加をお願い

いたしております。 

 最後に第４条の地方債の補正では、安中小学校地震補強・改修工事費が減額となったこ

とに伴い、その財源としています安中小学校地震補強・改修事業債の限度額につきまして

も、36ページの第４表のとおり変更をお願いするものでございます。 

 それでは、今回の補正は計上されている事項も大変多岐にわたっておりますので、ただ

いま申し上げましたことも含めまして、特に補正額の大きなもの、重要と思われるものに

つきまして、補正予算事項別明細書に基づき説明させていただきます。 

 まず、歳出予算から申し上げます。 

47ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず総務費でございますが、総務管理費の一般管理費では、職員給与関係経費で勧奨退
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職者分の退職手当特別負担金879万円の増額補正をお願いいたしております。 

 次のページをお開きいただきたいと思います。 

 文書広報費では、庁用文書等費で、村例規集・法令集等追録分の消耗品費210万円の減

額をいたしております。村例規集の改正等の際には加除修正の追録を行っておりますが、

平成24年度からは、例規集をペーパーレス化し、経費の節減を図ることとしました。この

ペーパーレス化により、平成23年度12月以降の冊子の追録につきましては、追録後すぐに

破棄してしまうため、追録は行わず、電子データのみを修正することとしたため、消耗品

費の減額をいたしております。 

次のページをごらんいただきたいと思います。 

 財産管理費では、役場庁舎施設耐震改修事業費で、役場庁舎耐震診断業務の完了に伴い、

入札差金の193万円の減額補正をいたしております。 

 次に、企画費では、行政情報化推進事業費で本年度の庁内情報システム用サーバーにつ

いてですが、日々増大するデータ量に伴い、その容量不足に備え、サーバーの追加導入を

当初予算で見込んでおりましたが、保存データの整理を実施することにより、容量不足を

回避することが可能となりましたので、パソコンリース料350万円の減額をいたしており

ます。次のページをお開きください。 

 陸平基金費では、東日本大震災、東京電力福島第一原子力発電所事故の影響等により、

村内ゴルフ場の利用者が減少したことにより、陸平貝塚保存協力寄附金が減少しましたの

で、その寄附金の陸平基金積立金175万1,000円の減額をいたしております。 

 次に、復興まちづくり基金費では、復興まちづくり基金積立金3,800万円を計上いたし

ております。これは、今定例会の議案第９号でご説明しましたが、茨城県から交付された

市町村復興まちづくり支援事業費交付金3,800万円の全額を基金に積み立て、平成24年度

以降に行う復興まちづくりのための事業の財源とするものであります。 

 続いて、民生費について申し上げます。 

52ページをお開きいただきたいと思います。 

 社会福祉事業、社会福祉総務費では、国民健康保険特別会計繰出金887万5,000円の減額

補正を行っております。主な内容は、保険基盤安定負担金の保険者支援分337万3,000円の

増額補正と、保険税軽減分1,779万7,000円の増額補正及び、その他分3,000万円の減額補

正でございます。 

 保険者支援分、保険税軽減分につきましては、国・県の国保基盤安定負担金の確定に伴

い、政令に基づき、一般会計負担分４分の１を超えた繰出金の増額をお願いいたしており

ます。 

 また、その他分につきましては、国民健康保険特別会計の財源不足分としまして、約

9,000万円の繰り出しを行っていますが、国民健康保険特別会計の歳入で、療養給付費交

付金等の特定財源が増加したことにより、3,000万円の減額をいたしております。 
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 次の老人福祉費では、老人保護措置事業費で、老人福祉法による措置入所者の減少によ

り、老人保護措置費363万8,000円の減額をいたしております。 

 次の障害者福祉費では、障害者自立支援給付事業費で、扶助費の障害福祉サービス費

502万5,000円の減額をいたしております。 

 次に、医療福祉費では、医療給付事業費で村単独の小児・妊産婦医療手当、小中学生医

療手当、医療福祉扶助費の現物分・現金分それぞれの執行額の見通しがついたことにより、

全体で1,220万円の減額をいたしております。 

 次のページをお開きいただきたいと思います。 

 次に、児童福祉費の保育所費では、大谷保育所管理費で給湯設備が老朽化により修理不

能となり、ガス給湯設備の更新を行うための施設等修繕料91万4,000円の増額補正をお願

いいたしております。 

次ページをお開きください。 

 災害救助費では、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故による他県から

の避難者の受け入れのための救助費を補正予算により計上いたしてまいりましたが、予算

執行の見込みがないもの及び執行額の見通しがつきましたので、全体で617万円の減額を

いたしております。 

 続いて、衛生費について申し上げます。 

 保健衛生費の予防費では、執行額の見通しがついたことにより、予防接種事業費で836

万5,000円、母子保健事業費で600万9,000円、女性特有のがん検診推進事業費で115万

2,000円、子宮頸がん等予防ワクチン接種緊急促進事業費で707万円をそれぞれ減額いたし

ております。 

次ページをお開きください。 

 環境衛生費の環境整備費では、水の路クリーンアップ事業費で早急な修繕等が必要にな

り、全体で87万円の増額補正をお願いいたしております。主に、主な補正内容としまして

は、浄化施設の点検口のふたが腐食した危険な状態となっておりますので、点検口の修繕

料及び浄化機能を維持するため、接触ろ材の修繕料としまして70万3,000円を計上いたし

ております。 

 続いて、農林水産費について申し上げます。 

 農業費の農業総務費では、12月議会定例会の補正予算で計上いたしました市民農園整備

事業費を、すべて減額いたしております。この事業は、都市と農村の交流による地域活性

化を図るため、馬見山地区に市民農園をつくることで計画を進めてまいりましたが、市民

農園の造成場所を含めて再検討を行った結果、年度内の予算の執行が困難となったため、

事業費全体を減額するものであります。今後は、事業の計画がまとまり次第、新年度補正

予算への計上を行ってまいります。 

 続いて、土木費について申し上げます。 
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次ページをお開きいただきたいと思います。 

 道路橋梁費の道路新設改良費では、国道125号トレセン入り口交差点改良事業費で、茨

城県が行う本年度の事業費の確定により、国道125号大谷交差点改良工事関係県負担金290

万円の減額をいたしております。なお、この負担金につきましては、年度内の執行の見込

みがないため、補正後の予算額1,110万円の全額を平成24年度へ繰り越しをお願いいたし

ております。 

 続いて、消防費について申し上げます。 

61ページをお開きいただきたいと思います。 

 消防費の消防施設費では、消防施設管理費で、デジタル防災行政無線機器購入費1,307

万円の増額補正をお願いいたしております。今回の補正では、国の第３次補正予算により、

新たに補助率３分の１の国庫補助金の消防防災通信基盤整備費補助金が創設されたことに

伴い、平成24年度に計画していました移動系デジタル防災行政無線設備の整備を前倒しし

て行うものであります。 

 整備の内容としましては、美浦村地域防災計画に指定されている指定避難所等に、半固

定型７台、及び携帯型８台の双方向通信端末を設置し、災害時の通信手段を確保するもの

であります。なお、この整備につきましては、今回の補正予算額と現計予算残額を合わせ

た1,492万4,000円を、平成24年度への繰り越しをお願いしております。 

 また、国庫補助金の残りの村負担分につきましては、新たに創設された地方交付税の震

災復興特別交付税が交付される見込みであります。 

 続きまして、教育費について申し上げます。 

 小学校の学校管理費では、安中小学校施設耐震改修事業費で安中小学校地震補強・改修

工事2,032万6,000円の減額をお願いいたしております。この事業の当初計画では、空調設

備整備は含まれていませんでしたが、12月の議会定例会で空調設備整備の追加設計の増額

補正をお願いし、１月の議会臨時会では、平成23年度事業として前倒しで実施することと

し、工事費の計上をお願いしたところであります。空調設備整備の追加をしたことにより、

空調設備を含む全体設計の精査をした結果、予算計上額より低く抑えることができました

ので、減額をお願いするものであります。 

 なお、安中小学校地震補強・改修工事費２億208万7,000円及び地震補強・改修工事等監

理委託料780万8,000円、合わせて２億989万5,000円の全額を平成24年度へ繰り越しをお願

いしております。 

 63ページをお開きいただきたいと思います。 

 社会教育費の公民館費では、中央公民館管理費で、中央公民館正面玄関の外階段のタイ

ルの修繕を主なものとした施設修繕料114万9,000円の増額補正をお願いいたしております。 

 続いて、災害復旧費について申し上げます。 

67ページをお開きいただきたいと思います。 
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 公共公用施設災害復旧費の公立学校施設災害復旧費では、美浦中学校分の施設等修繕料

としまして86万7,000円の増額補正をお願いいたしております。これは、東日本大震災直

後、美浦中学校の普通教室等と特別教室等の連絡路及び普通教室等と体育館の連絡路のエ

キスパンションジョイント部分のカバーが少しゆがんでいた状態でありましたが、その後

の余震により、体育館との連絡路のカバーが落下し、施設施工業者に状況確認を依頼した

ところ、ジョイント部分が外側も含め全体的にゆがんでいることがわかり、特別教室と体

育館との両方のジョイント部分の修繕を行うものであります。 

 ここまで、主な歳出の補正項目につきまして説明申し上げました。 

 ただいま申し上げました以外の各項目でも補正を行っておりますが、事業費の確定、あ

るいは見通しのついたものの調整でありますので、個々の説明は省略させていただきたい

と存じます。 

 続きまして、歳入予算についてご説明申し上げます。 

39ページにお戻りいただきたいと思います。 

 まず、村税について申し上げます。村民税では、個人・法人の現年度課税分で、最終的

には増収が見込まれますので、個人の現年度課税分の所得割で1,035万2,000円、法人の現

年度課税分の法人税割で600万円の増額補正を行っております。また、個人の滞納繰越分

で、滞納対策の取り組みの強化を行ってきた結果として増収が見込まれますので、900万

円の増額補正を行っております。 

 次の固定資産税の償却資産分では、当初予算額を確保することが難しい状況にあるため、

2,413万7,000円の減額補正を行っております。 

 次に、村たばこ税では、平成22年10月のたばこ税の増税により一時的には税収は落ち込

みましたが、前年並みの税収が確保できる見通しとなりましたので、1,050万円の増額補

正を行っております。 

 次の地方譲与税から、次のページの自動車取得税交付金までの各種交付金につきまして

は、本年度の交付決定状況及び景気の動向等を勘案し、それぞれの項目につきまして増減

の調整を行っております。 

 次の地方交付税の特別交付税は、東日本大震災の発生によりさまざまな支出が発生した

ことにより、東日本大震災分として2,482万9,000円の交付決定があったこと等により、

2,656万1,000円の増額補正を行っております。 

 また、特別交付税とは別枠として、東日本大震災に係る復旧・復興事業執行の実施のた

めの特別の財政需要等を考慮して交付するとして、震災復興特別交付税が創設されました。

今回の補正では、歳出の消防費でご説明いたしましたデジタル防災行政無線機器購入費か

ら、国庫補助金も除いた村負担分が震災復興特別交付税の対象となっておりますので、

995万円の計上をいたしております。 

 次に、使用料及び手数料について申し上げます。 
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 教育使用料の保健体育使用料では、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事

故により、他県からの避難者をロッジハウスで受け入れたため、ロッジハウスの一般貸し

出しを行わなかったこと、また、原子力発電所事故による電力不足に対する節電対策とし

て、野球場の夜間の貸し出しを行わなかったこと等により、光と風の丘公園使用料405万

円の減額補正を行っております。 

 次に、国庫支出金・県支出金についてでございますが、事業費が確定したこと、あるい

はその決算額の見通しがついてきたことにより、それぞれの項目で調整し、補正を行った

ものについては、個々の説明は省略させていただき、新たに交付決定を受けたものを中心

に説明させていただきます。 

 衛生費国庫補助金の塵芥処理費補助金では、東日本大震災により発生したがれきの処理

に対する災害等廃棄物処理事業費補助金の計上をいたしております。本村では、東日本大

震災により発生したがれきの処理は、江戸崎地方衛生土木組合で行っております。この処

理費の100万円に対して、補助率２分の１の災害等廃棄物処理事業費補助金が交付される

見込みがつきましたので、50万円の計上をいたしております。 

 次に、教育費国庫補助金の小学校費補助金では、歳出の教育費でご説明申し上げました

安中小学校地震補強・改修工事費の減額に伴い、学校施設環境改善交付金についても、

1,043万6,000円の減額補正を行っております。 

次のページをお開きください。 

 災害復旧費国庫補助金では、木原保育所の災害復旧費に対する補助金として交付決定の

内示を受けた社会福祉施設等災害復旧費補助金34万7,000円の計上をいたしております。 

 次の消防費国庫補助金では、消防施設費補助金で、歳出の消防費で説明いたしましたデ

ジタル防災行政無線機器購入費に対する消防防災通信基盤整備費補助金497万4,000円を計

上いたしております。 

 次の民生費国庫委託金では、児童福祉費委託金で子ども手当の支給に伴う事務費に対す

る子ども手当事務費交付金の交付決定額51万5,000円の計上をいたしております。 

 次に、県支出金について申し上げます。 

 総務費県補助金の総務管理費補助金では、歳出の総務費で説明いたしました市町村復興

まちづくり支援事業費交付金3,800万円の計上をいたしております。 

 次ページを開いていただきたいと思います。 

 民生費県補助金の災害救助費補助金では、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発

電所事故による他県からの避難者に対して行った災害救助費の補助金としまして、総額

1,027万7,000円の計上を行っております。 

 今回計上した補助金は、東日本大震災発生後、３月からことしの１月分までのロッジハ

ウスの避難者に対する食料費等及び村内の民間賃貸住宅に入居している避難者に対する住

宅借上料に対するものであります。なお、ことしの２月分以降の救助費につきましては、
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平成24年度に申請し、交付決定されることとなっております。 

 次に、災害復旧費県補助金の農林水産業施設災害復旧費補助金では、村が土地改良区に

委託して行っている農業用施設等災害復旧事業の災害査定が行われる事業費が決定したこ

と等により、災害復旧事業費等補助金146万4,000円の減額補正を行っております。 

 また、土地改良区に委託して行っている農業用施設等の災害復旧の設計費に対して、災

害復旧事業査定設計委託費等補助金が交付される見込みとなりましたので、172万4,000円

の計上をいたしております。 

 次のページをお開きください。寄附金について申し上げます。 

 一般寄附金では、昭和54年８月に設立した財団法人茨城県勤労者育英基金に対して195

万5,000円の出捐を行ってまいりましたが、平成24年１月末をもって解散することになり、

本村が出捐した195万5,000円について寄附金として返還する決定がありましたので、195

万5,000円の増額補正をいたしております。 

 次の指定寄附金では、歳出の総務費でもご説明いたしましたが、村内ゴルフ場利用者の

減少に伴い、陸平貝塚保存協力寄附金175万1,000円の減額補正を行っております。 

 次に、繰入金についてご説明申し上げます。 

 農業集落排水事業特別会計繰入金では、加入分担金の増収分として379万5,000円の増額

補正を行っております。 

 次の公共下水道事業特別会計繰入金では、平成22年度の消費税確定申告に係る還付金が

確定したことにより、160万1,000円の増額補正を行っております。 

 次の介護保険特別会計繰入金及び後期高齢者医療特別会計繰入金では、平成22年度事業

確定による精算分としまして、それぞれ増額補正を行っております。 

 続いて、基金繰入金でございますが、財政調整基金繰入金では、当初予算において多額

の繰り入れを余儀なくされている状況でありますが、最終補正予算において、一般会計全

体の調整を行った結果として、１億6,067万9,000円を財政調整基金に戻し入れることとい

たしまして、３月補正後の繰入予算額を4,668万5,000円といたしております。 

 次に、諸収入についてご説明申し上げます。 

 延滞金では、村税でご説明いたしましたが、滞納対策の取り組みの強化を行ってきた結

果として、延滞金につきましても増収が見込まれておりますので、1,000万円の増額補正

を行っております。 

 次に、雑入の雑入では、６月の議会定例会の追加補正として、茨城県市町村振興協会か

ら、東日本大震災災害対策支援金を計上いたしましたが、今回の補正では、人口割分とし

て579万円の追加交付の決定を受けましたので、増額補正を行っております。 

 最後に、村債について申し上げます。 

次のページをお開きいただきたいと思います。 

 教育債の安中小学校地震補強・改修事業債では、歳出の教育費で説明いたしました安中
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小学校地震補強・改修工事費の減額に伴い、学校施設環境改善交付金についても、980万

円の減額補正を行っております。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

 続きまして、議案第14号、平成23年度美浦村国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

についてご説明申し上げます。 

 本補正予算案につきましては、歳入歳出予算の総額にそれぞれ47万9,000円を追加し、

補正後の予算総額をそれぞれ19億8,426万5,000円とするものでございます。補正予算の内

容につきましては、事項別明細書により、歳出よりご説明申し上げます。 

85ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、総務費について説明申し上げます。総務管理費の一般管理費では、国民健康保険

事務費に国庫支出金を財源充当したため、財源振替をしております。連合会負担金では、

国保総合システムの稼働時間が延びたため、国保連合会の保険者分担金８万円の補正をお

願いするものでございます。 

 運営協議会費では、旅費で県の運営協議会長会の研修へ参加できなかったため、３万

3,000円の減額補正をするものでございます。 

 趣旨普及費につきましては、印刷製本費でパンフレットが国保連合会のあっせんなどに

より単価が安く購入できたため、９万円の減額補正をするものでございます。 

 続いて、86ページ、保険給付費について申し上げます。第２款の保険給付費では、これ

までの医療費の支払額から今年度の見込額を推計し、過不足額の補正をするものでござい

ます。医療諸費の一般被保険者療養給付費で1,797万8,000円の増額補正、退職被保険者等

療養給付費で400万円の減額、一般被保険者療養費で50万円の増額をお願いするものであ

ります。 

 次の高額療養費では、一般被保険者高額療養費で100万円の増額補正、退職被保険者等

高額療養費で250万円の減額、一般被保険者高額介護合算療養費で８万8,000円の減額、退

職被保険者等高額介護合算療養費で４万8,000円の増額補正をそれぞれお願いするもので

ございます。 

 次の出産育児諸費では、国庫支出金の減額が見込まれるため、財源振替をするものでご

ざいます。 

 続きまして、第３款後期高齢者支援金等、次の第６款介護納付金では、歳入の国庫支出

金等の増額により財源振替をしております。 

 続いて、88ページをお願いしたいと思います。88ページの共同事業拠出金につきまして

説明申し上げます。 

 共同事業拠出金では、拠出額の確定による高額医療費共同事業拠出金283万2,000円の減

額補正、保険財政共同安定化事業拠出金で842万5,000円の減額補正をするものでございま

す。 
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 続いて、保健事業費について申し上げます。 

 保健事業費の保健衛生普及費で、印刷製本費で２種類のパンフレットの購入を予定して

いたところ、周知したい内容が含まれた１種類のパンフレットの購入で済んだため、21万

円の減額。役務費では、国保全世帯へ配るパンフレットを健診漏れ者通知に同封したため、

郵送料の削減ができ、８万円の減額、保健衛生普及費全体で29万円の減額補正をするもの

でございます。 

 次の特定健康診査等事業費では、報償費で特定保健指導に係る健康運動指導士の講師謝

礼７万5,000円の減額、印刷製本費ではパンフレット購入費用で前年度の残りのパンフレ

ットを活用したため、14万円の減額、役務費で、健康受診券・健診結果等郵送料の18万円

の減額、特定健診委託料で50万円の減額、負担金では、健診データ登録手数料等で２万

6,000円の増額、特定健康診査等事業費全体で86万9,000円減額補正をお願いするものでご

ざいます。 

 続きまして、82ページに戻っていただきたいと思います。歳入関係について説明申し上

げます。 

 第３款国庫支出金から第７款共同事業交付金につきましては、それぞれ負担額・補助

額・交付額を算定し、過不足額の補正をしております。国庫負担金の療養給付費等負担金

では、保険給付費等により算定された国庫負担額との差額1,497万円の減額補正、高額医

療費共同事業負担金では、歳出の高額医療費共同事業拠出金の確定により、国・県負担金

の額も確定するため、190万1,000円の増額補正、特定健康診査等負担金では、交付見込額

との差36万1,000円の増額をするものでございます。 

 次の国庫補助金の出産育児一時金補助金では３万円の減額補正、高齢者医療制度円滑運

営事業費補助金では、70歳から74歳までの患者負担割合の引き上げの凍結に係る高齢受給

者証再交付の費用の補助金で４万5,000円の増額補正、国民健康保険災害臨時特例補助金

では、一部負担金を免除した者に係る財政補てんで、76万8,000円の増額補正をするもの

でございます。 

 続く療養給付費交付金では、退職被保険者等医療給付費交付金の額が決定したため、

3,440万円の増額補正をするものであります。 

 続いて、県支出金についてご説明申し上げます。 

 県負担金の高額医療費共同事業負担金では、前述の国庫負担分と負担率が同じなため、

190万1,000円の増額補正、特定健康診査等負担金も国庫負担金と同一基準での算定のため、

36万1,000円の増額をするものでございます。 

 続きまして、共同事業交付金について説明申し上げます。 

 共同事業交付金につきましては、国保連合会からの交付金見込額通知により、第１目の

高額医療費共同事業交付金で151万3,000円の減額補正、第２目の保険財政共同安定化事業

交付金で2,263万円の増額補正をするものでございます。 



 

- 28 - 

 続きまして、繰入金をご説明申し上げます。 

 他会計繰入金の一般会計繰入金では、第１節保険基盤安定繰入金で、繰入金額の確定に

より2,117万円の増額補正を、第２節職員給与費等繰入金では、事務費に国庫支出金が充

てられるため、繰入金４万5,000円の減額。次の第５節一般会計繰入金では、歳入で療養

給付費交付金等の特定財源が多く見込まれるため、一般会計からの繰入額を3,000万円減

額するものでございます。 

 次の項、基金繰入金の支払準備基金繰入金につきましても、歳入が多く見込めるため、

基金の取り崩し額を減らし、4,000万円の減額補正をするものでございます。 

 続きまして、84ページをお開きいただきたいと思います。 

 諸収入の説明を申し上げます。 

 延滞金、加算金及び過料の一般被保険者延滞金では、延滞金の収入見込額を600万円と

推計し、350万円の増額補正をするものでございます。 

 以上、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第15号 平成23年度美浦村農業集落排水事業特別会計補正予算（第７

号）についてご説明申し上げます。 

91ページをお開きいただきたいと思います。 

 今回の予算につきましては、平成23年度最終の補正となるため、各事業の精査・見直し

を行い、過不足の調整を行っております。歳入歳出予算の補正につきましては、歳入歳出

それぞれ211万4,000円を追加しまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億4,270万3,000

円としております。それでは、歳入歳出補正予算の内容につきまして、事項別明細書に基

づき、説明申し上げます。 

95ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳出予算から申し上げます。まず、総務費の一般管理費につきましては、総額1,208万

2,000円の増額補正をお願いしております。 

 内容につきましては、負担金補助及び交付金では、農業集落排水事業接続補助事業の見

直しを行いまして、30万円の減額、積立金では、各施設の施設管理費の見直しによる減額

分について、そのほとんどを農業集落排水事業基金積立金へ積み立てるため、1,064万

4,000円の増額、公課費では、平成23年度分消費税の中間払いとして173万8,000円の増額

補正を計上してございます。 

 次に、舟子、信太及び安中・大須賀津地区施設管理費につきましては、各処理施設管理

費の見直しを行いまして、舟子地区施設管理費につきましては、総額700万7,000円の減額

補正をお願いいたしております。内容につきましては、需用費で452万円、役務費で23万

円、委託料で175万7,000円、備品購入費で50万円の減額補正をそれぞれ計上してございま

す。 

 次に、信太地区施設管理費につきましては、総額171万6,000円の減額補正をお願いして
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おります。内容につきましては、需用費で70万円、委託料で101万6,000円の減額補正をそ

れぞれ計上してございます。 

 次に、安中・大須賀津地区施設管理費につきましては、総額504万円の減額補正をお願

いしております。内容につきましては、需用費で210万円、役務費で32万円、委託料で202

万円、備品購入費で60万円の減額補正をそれぞれ計上しております。 

 次に、諸支出金の一般会計繰出金につきましては、加入分担金として納付のあった金額

を全額一般会計へ繰り出すため、379万5,000円の増額補正を計上いたしております。 

 続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

94ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、分担金及び負担金の農業集落排水事業費分担金につきましては、既施設の新規加

入及び過年度分の納付により、総額379万5,000円の増額補正をお願いしております。内容

につきましては、新規加入分で366万5,000円、過年度分で13万円の増額補正をそれぞれ計

上しております。 

 次に、繰入金の一般会計繰入金につきましては、先ほど申しました農業集落排水事業接

続補助金の減額に伴いまして、30万円の減額補正を計上しております。 

 次に、繰入金の農業集落排水事業基金繰入金につきましては、事業費の見直しによりま

して、138万1,000円の減額補正を計上してございます。 

 以上、よろしくご審議のほどお願いいたします。 

 続きまして、議案第16号 平成23年度美浦村公共下水道事業特別会計補正予算（第５

号）について、説明申し上げます。 

99ページを開いていただきたいと思います。 

今回の補正予算につきましては、平成23年度最終補正となるため、各事業の精査見直し

を行い、過不足の調整を行ってございます。 

 まず、第１条の歳入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ30

万円を追加しまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ12億9,320万8,000円とするものでご

ざいます。 

 次に、第２条の繰越明許費でございますが、公共下水道事業費において、国庫補助事業

に係る費用のうち、年度内に完成できない見込みの事業について、地方自治法第213条第

１項の規定によりまして、翌年度への繰り越しのご承認をお願いするものでございます。 

 次に、第３条の地方債の補正でございますが、公共下水道事業に係る本年度の地方債限

度額を４億8,600万円にお願いするものでございます。 

 それでは、歳入歳出補正予算の内容につきまして、事項別明細書に基づき説明を申し上

げます。 

104ページをお開きいただきたいと思います。歳出予算より説明を申し上げます。 

 まず、下水道費の一般管理費につきましては、施設管理費の見直しによる減額分につい
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て、公共下水道事業基金積立金へ積み立てるため、積立金で674万4,000円の増額補正を計

上してあります。 

 次に、施設管理費につきましては、事業費の見直しを行いまして、総額674万4,000円の

減額補正をお願いしております。内容につきましては、需用費で459万4,000円、役務費で

19万円、委託料で166万円、備品購入費で30万円の減額補正をそれぞれ計上しております。 

 次に、公共下水道事業費につきましては、整備事業費の確定や見直しによりまして、総

額95万円の減額補正をお願いしております。内容につきましては、委託料で874万2,000円

の減額、工事請負費で942万5,000円を増額、負担金補助及び交付金で178万円を減額、補

償補填及び賠償金で14万7,000円の減額補正を計上してございます。 

 次に、諸支出金の一般会計繰出金につきましては、平成22年度の消費税確定申告に係る

還付金について、全額一般会計へ繰り出すため160万1,000円の増額補正を計上してござい

ます。 

 次に、公債費の利子につきましては、平成22年度事業費分に係る借入金の利率確定に伴

いまして、264万9,000円の増額補正を計上してあります。 

 次に、災害復旧費の道路橋梁災害復旧費につきましては、東日本大震災に係る災害復旧

費として、平成23年９月議会においてご承認をいただいておりましたが、幸い公共下水道

区域内については、管渠埋設場所の沈下、陥没等の大きな被害がありませんでしたので、

300万円の減額補正を計上しております。 

 続きまして、103ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳入について申し上げます。 

 分担金及び負担金の公共下水道事業受益者負担金につきましては、総額385万6,000円の

増額補正をお願いしております。内容といたしましては、新規加入者の負担金120万6,000

円、繰り越し分の負担金265万円を計上しております。 

 次に、県支出金の公共下水道費県補助金につきましては、湖沼水質浄化下水道接続支援

事業の見直しを行いまして、86万円の減額補正を計上しております。 

 次に、繰入金の一般会計繰入金につきましては、事業費の見直しによりまして、69万

7,000円の減額補正を計上しております。 

 次の諸収入の雑入につきましては、平成22年度の消費税確定申告に伴う還付金が確定し

たため、160万1,000円の増額補正を計上しております。 

 次に、村債の下水道事業債につきましては、下水道事業に係る受益者負担金の増額等に

よりまして、360万円の減額補正を計上してございます。 

 以上、よろしくご審議のほどお願いいたします。 

 続きまして、議案第17号 平成23年度美浦村介護保険特別会計補正予算（第５号）につ

いてご説明申し上げます。 

 今回の補正につきましては、歳入歳出それぞれ3,834万7,000円を減額いたしまして、予
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算総額８億2,470万円とするものでございます。今回の補正の主な内容につきましては、

最後の補正となることから、介護保険事業全体を見通し、歳入に当たっては、国・県負担

金、支払基金交付金の確定による増減、前年度繰越金の精算、介護給付費準備基金の繰り

入れ、歳出に当たっては保険給付費の増減補正等が主な内容となっております。 

それでは、114ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳出の保険事業勘定より説明申し上げます。 

 まず、総務費の介護保険事務費では、一般非常勤職員に対する認定のための調査員の報

酬37万7,000円、共済費で３万7,000円、交通費に当たる費用弁償として５万9,000円をそ

れぞれ減額しております。 

 次の委託料につきましては、平成24年４月からの介護報酬等改定のためのシステム改修

費委託料としまして262万5,000円を増額計上しております。 

 次の認定審査会費では、認定審査会委員の欠席委員分報酬32万8,000円、同じく費用弁

償として１万6,000円をそれぞれ減額しております。 

 次に、保険給付費では、これまでの支払い実績から、年度内の給付費を科目ごとに見直

した結果、介護サービス等諸費では、居宅介護サービス給付費で400万円、地域密着型介

護サービス給付費で2,000万円、施設介護サービス費で1,700万円をそれぞれ減額しており

ます。 

 また、次の居宅介護サービス計画給付費で114万5,000円を増額計上し、介護サービス等

給付費では3,955万5,000円を減額しております。 

 次に、介護予防サービス等諸費につきましては、これまでの給付実績に基づき、まず介

護予防サービス給付費で500万円、地域密着型介護予防サービス給付費で300万円、介護予

防住宅改修費で60万円、介護予防サービス計画給付費で70万円をそれぞれ減額し、介護予

防サービス等諸費全体で930万円を減額しております。 

 次の高額介護サービス費では、10万円を減額しております。次に、高額医療合算サービ

ス等費につきましては、高額医療合算サービス給付費で230万円、高額医療合算予防サー

ビス給付費では10万円をそれぞれ減額し、総額240万円の減額補正を行っております。 

 次に、特定施設入所者介護サービス等費につきましては、特定施設入所者介護サービス

費で150万円、特定入所者介護サービス費では24万円をそれぞれ減額し、総額174万円を減

額しております。 

 次の基金積立金の介護給付費準備基金積立金ですが、平成22年度繰越金により、すべて

の給付費等を精算充当した残額822万円を介護給付費準備基金の積立金として補正してお

ります。 

 次の介護従事者処遇改善臨時特例基金積立金では、利子分として1,000円を増額計上す

るものであります。 

 次に諸支出金の一般会計繰出金については、平成22年度一般会計繰入金の精算金として
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一般会計への返還金591万9,000円を計上いたしております。 

 続きまして、112ページをお開きいただきたいと思います。介護保険勘定の歳入につい

て、主なものを説明したいと思います。 

 最初に、介護保険料ですが、現年度分特別徴収保険料の収納見通しが立ったことに伴い、

490万円を減額いたしております。 

 次に、国庫支出金ですが、歳出の介護給付費の見直しに基づき、介護給付費負担金984

万円、介護給付費調整交付金1,031万4,000円をそれぞれ減額しております。 

 次に、介護保険事業費補助金ですが、歳出の方でご説明申し上げました、平成24年度か

らの介護報酬等改定に伴うシステム改修費用に対する２分の１の補助金として131万2,000

円を計上しております。 

 次の支払基金交付金では、同様に給付費の減額により2,013万9,000円、県負担金で

1,417万7,000円をそれぞれ減額しております。 

 次に、一般会計繰入金ですが、その他一般会計繰入金につきましては、サービス勘定か

らの繰り入れ減による職員給与費等として90万円、介護保険システム改修分131万3,000円

の増と臨時職員報酬等81万7,000円の減を通算し、総額139万6,000円の増額補正を行って

おります。 

 次に、基金繰入金ですが、第１号被保険者保険料及び国庫支出金、支払基金交付金、県

支出金に不足が予測されることにより、627万5,000円を計上するものであります。 

 次に、介護サービス事業勘定繰入金ですが、給付実績の減により90万円を減額しており

ます。 

 次に、繰越金ですが、平成22年度繰越金のうち、留保しておりました残額1,413万9,000

円を計上しております。 

 続きまして、122ページをお開きいただきたいと思います。介護サービス事業勘定につ

いて説明申し上げます。 

 まず歳入ですが、予防給付費収入では、居宅介護予防サービス計画費の収入減により、

120万円を減額しております。 

 続きまして、歳出ですが、諸支出金の地域支援事業繰出金では、ただいま申し上げまし

た歳入減に伴い、保険事業勘定への繰り出し分90万円を減額しております。 

 次に、サービス事業費の介護予防支援事業費では、新予防給付委託料で30万円の減額補

正を行い、サービス事業勘定の歳出総額では、総額120万円を減額しております。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第18号 平成23年度美浦村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）について説明申し上げます。今回の補正は、歳入歳出それぞれ409万2,000円を追加し、

補正後の予算総額を9,609万2,000円とするものでございます。補正予算の内容につきまし

ては、今年度最終補正となるため、歳入歳出全般にわたり現計予算の見直しを行い、それ
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ぞれの科目に過不足の調整を行っております。 

 それでは、134ページの歳入の明細書よりご説明を申し上げます。 

 後期高齢者医療保険料につきましては、特別徴収保険料が見込みの調定額に追いつかず、

171万8,000円の減額補正、普通徴収保険料については見込みの調定額を上回るため、473

万9,000円の増額補正、滞納繰越分普通徴収保険料については見込みの調定額に追いつか

ず、66万円の減額補正をそれぞれお願いするものでございます。 

 また、一般会計繰入金の80万1,000円の増額補正をいたしております。繰越金につきま

しては、前年度の決算額として93万円の増額補正をしております。 

 次に、135ページを開いていただきたいと思います。歳出の補正内容について説明申し

上げます。 

 広域連合保険料納付金として236万1,000円の増額補正、保険基盤安定納付金は80万

1,000円の増額補正をするものでございます。さらに、一般会計繰出金については、平成

22年度分精算金として93万円の増額補正をお願いしております。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは、最後の議案第19号 平成23年度美浦村水道事業会計補正予算（第４号）につ

いてご説明申し上げます。 

137ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算につきましては、事業費の確定及び見直しによりまして、収益的収入及

び支出の予定額を1,300万円減額し、総額を５億7,934万4,000円としております。 

 内容につきましては、140ページの議案書をお開き願いたいと思います。収益的収入及

び支出の明細書に基づき、説明申し上げます。 

 水道事業費用の営業費用につきましては、総額1,300万円の減額補正をお願いしており

ます。内容については、配水及び給水費の配水場運転管理委託で、業務確定により1,100

万円、配水池清掃業務委託については、配水場更新工事により本年度実施の見込みがなく

なったため、200万円の減額補正をそれぞれ計上いたしております。 

 以上、よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（石川 修君） 村長、続いての提案理由の説明、大変ご苦労さまでございました。 

 ここで、暫時休憩といたします。再開は２時15分再開といたします。 

午後２時０６分休憩 

 

午後２時２３分開議 

○議長（石川 修君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第22、議案第20号に入る前に、先ほど議案第１号で小泉議員から質問がございまし

たけれども、答弁に訂正があるようでございますので、経済建設部長より説明をいたさせ

ます。 
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○経済建設部長（沼崎武男君） 先ほど、各施設の放射能測定値を申し上げたところでご

ざいますが、そのうち木原小学校について、数字の読み間違いをしたようでございますの

で、最初は0.142と平均値をご報告したようでございますが、0.242の間違いでございます。

おわびして訂正させていただきます。何か平均値より下がっちゃったというような感じで

ございます。申しわけありませんでした。 

○議長（石川 修君） 経済建設部長に申し上げます。資料の提出を求めますが、膨大な

資料ということでございますけれども、資料がそろい次第、議員各位に提出をお願い申し

上げます。 

 

○議長（石川 修君） 日程第22、議案第20号 平成24年度美浦村一般会計予算から、日

程第28、議案第26号 平成24年度美浦村水道事業会計までの７議案を一括議題といたしま

す。 

 議案の朗読をいたさせます。 

 事務局。 

〔議案朗読〕 

○議長（石川 修君） 事務局、続いての朗読、大変ご苦労さまでございました。 

 提案者の説明を求めます。 

 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、今、事務局が説明いただきました議案第20号から第26

号までの提案理由について申し上げます。 

 議案第20号から議案第26号までの平成24年度一般会計予算及び特別会計予算並びに水道

事業会計予算につきましては、先般の予算内示会におきまして、予算編成の基本方針、予

算の概要、重点事業及び主要な事業等の資料を提出し、ご説明させていただいております

ので、個々の説明につきましては省略をさせていただきます。 

 以上、よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（石川 修君） 村長、続いての提案理由の説明、大変ご苦労さまでございました。 

 お諮りをいたします。 

 ただいま議題となっております平成24年度予算についての質疑は、予算審査特別委員会

において行うこととし、質疑を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、質疑を省略することに決定をいたしました。 

 お諮りをいたします。 

 議案第20号 平成24年度美浦村一般会計予算から、議案第26号 平成24年度美浦村水道

事業会計まで、以上の７件について、議員全員をもって構成する予算審査特別委員会を設
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置し、付託の上、審査することにいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認め、さよう決定しました。 

 これより予算審査特別委員会を開催し、正副委員長を互選願います。 

 ここで暫時休憩をいたします。 

午後３時０３分休憩 

 

午後３時１５分開議 

○議長（石川 修君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 休憩中に、予算審査特別委員会の正副委員長が決まりましたので、議長から報告をいた

します。 

 予算審査特別委員長に、羽成邦夫君。 

 副委員長に、坂本一夫君。 

 以上でございます。 

 

○議長（石川 修君） 以上で、本日の日程はすべて終了をいたしました。 

 本日は、これにて散会といたします。ご苦労さまでございました。 

午後３時１５分散会 
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平成２４年第１回 

美浦村議会定例会会議録 第２号 

 

平成２４年３月９日 開議 

 

議案 

一般質問 

 

１．出席議員 

１番  塚 本 光 司 君  ２番  岡 沢   清 君 

３番  飯 田 洋 司 君  ４番  椎 名 利 夫 君 

５番  山 崎 幸 子 君  ６番  富 田 隆 雄 君 

７番  山 本 一 惠 君  ９番  下 村   宏 君 

１０番  坂 本 一 夫 君  １１番  羽 成 邦 夫 君 

１２番  小 泉 輝 忠 君  １３番  石 川   修 君 

１４番  沼 﨑 光 芳 君    

 

１．欠席議員 

８番  林   昌 子 君 

 

１．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席を求めた者 

村 長  中 島   栄 君 

教 育 長  門 脇 厚 司 君 

総 務 部 長  小 泉 菊 男 君 

保 健 福 祉 部 長  大 橋 幸 雄 君 

経 済 建 設 部 長  沼 崎 武 男 君 

教育次長兼生涯学習課長  岡 田   守 君 

総 務 課 長  増 尾 嘉 一 君 

企 画 財 政 課 長  増 尾 正 己 君 

都 市 建 設 課 長  池 延 政 夫 君 

経 済 課 長  仲 内 秀 夫 君 

福 祉 介 護 課 長  松 葉 博 昭 君 

健 康 増 進 課 長  堀 越 文 恵 君 

学 校 教 育 課 長  浅 野 勝 夫 君 
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１．本会議に職務のため出席した者 

議 会 事 務 局 長  北 出   攻 

書 記  木 村 弘 子 

 

午前１０時０１分開議 

○議長（石川 修君） おはようございます。 

 本日の欠席議員は、林 昌子君の１名でございます。 

 ただいまから平成24年第１回美浦村定例議会を再開いたします。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 

○議長（石川 修君） 傍聴席の美浦大学の生徒さんには、足元の悪い中、お越しをいた

だきましたこと、大変ご苦労さまでございます。 

 議事日程につきましては、お手元に配付をしました日程のとおりといたします。 

 

○議長（石川 修君） 直ちに議事に入ります。 

 その前に、議長の方からお願いを申し上げます。 

 一般質問の制限時間は、50分となってございます。質問回数・答弁回数ともそれぞれ３

回になっていますので、執行部には明解な答弁を心からお願いを申し上げます。 

 直ちに議事に入ります。 

 日程第１、通告のありました一般質問を行います。 

 通告順に従い、発言を許します。 

 最初に、飯田洋司君の一般質問を許します。 

 飯田洋司君。 

○３番（飯田洋司君） ３番、飯田です。通告書に従い、質問させていただきます。 

 当村の災害対策について、まずお伺いします。 

 今般、都市直下型巨大地震が、Ｍ.６、マグニチュード６よりマグニチュード７へ予測

の変更がございました。美浦村も都心より60キロ圏内。そして、昨年の東日本大震災より

も大きな被害が出ることが予想されると思います。現在、災害対策マニュアル、また計画

策定中と思いますが、想定の範囲を今以上に拡大していだだき、もっとよい災害対策がで

きるよう、また、住民への啓蒙活動もしっかりと推進するとともに、地震災害が極力少な

くて済むよう、美浦村一丸となり、災害に対処できる体制づくりが重要かと思います。 

 村長の見解をお伺いします。よろしくお願いします。 

○議長（石川 修君） 総務部長。 

○総務部長（小泉菊男君） 皆さん、どうもおはようございます。どうもご苦労さまでご

ざいます。 



 

- 39 - 

 

 私の方から、飯田議員ご質問の災害対策の震災の想定についてお答え申し上げます。 

 現在本村では、住民の生命・財産を災害から守ることを目的に、地域における災害予

防・災害応急対策・災害復旧に至る一連の防災活動の指針となるべく、美浦村地域防災計

画を２カ年継続事業で進めているところであります。 

 また、庁内検討会を組織しての内容検討を始め、防災関係機関や団体の皆様よりご意見

を拝聴したく、３月22日に予定している美浦村防災会議を経まして、本年３月末を目途に

策定する予定でおります。 

 この計画は、本村にかかわる防災に関し、村の処理すべき事務または業務を中心として、

県、防災関係機関、公共的団体及び住民の処理分担すべき事務、業務、または任務までを

含めた総合的かつ最も基本となる計画であり、震災対策計画と風水害対策計画の２部構成

となっております。 

 第１部の震災対策計画には、災害予防、災害応急対策、災害復旧・復興に関する計画を

盛り込んでおります。 

 第２部の風水害等対策につきましては、風水害対策、航空災害対策、道路災害対策、危

険物等災害対策、大規模火災対策、林野火災対策、さらに放射線物質事故対策に関する計

画を盛り込んでおります。 

 さて、議員ご指摘の被害想定にかかわる震度についてでございますが、この地域防災計

画の第１部の震災対策計画における震度予想では、震度６弱から６強を想定しております。 

 この想定につきましては、美浦村に近い将来、大きな揺れをもたらすと予想される想定

地震として、茨城県南部直下地震がありますが、茨城県南部直下地震による最新の地震動

の予測は、2004年に中央防災会議が策定した首都直下地震対策大綱における茨城県南部直

下のプレート境界地震（マグニチュード7.3）が発生した場合の予測からなるもので、美

浦村においては震度６弱から６強という予測結果となっております。 

 また、中央防災会議の調査によって、美浦村に震度７が予測された想定地震は、現在の

ところございません。 

 村が策定する計画は、災害対策基本法に基づき、国の防災基本計画、防災関係機関の防

災業務計画及び茨城県地域防災計画に抵触することのないように定めておりますので、昨

今、民間や研究機関等で首都圏直下地震、一部地域で震度７が予測されるなど、さまざま

な予測がなされていますが、国の機関である中央防災会議の想定に準じているところであ

ります。 

 なお、３月11日の教訓を受けて修正された国の防災基本計画では、「国及び地方公共団

体は、地震災害対策の検討に当たり、科学的知見を踏まえ、あらゆる可能性を考慮した最

大クラスの地震を想定し、その想定結果に基づき、対策を推進するものとする」となりま

した。このことから、今後、国や県が最大クラスの地震を想定して地震動の予測を行った

結果、美浦村に最大震度７が予測された場合には、早急に対応し、計画に反映していきた
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いと考えております。 

 また、地震による被害は、直接的な被害のほか、ストレス障害、エコノミー症候群等さ

まざまであり、近年も新たな問題が発生しています。このため、過去の災害における災害

対策の教訓や有効事例等を把握し、かつ最新の災害研究の成果等を活用して、本村に起こ

り得る大震災の様相をより予測し、被害想定のほかにも検討事項、改定事項が生じた際に

は、これを村防災会議において諮り、修正をしていきたいと考えております。 

 次に、ご質問の災害対策の啓蒙活動についてお答えいたします。 

 大規模な災害が発生した場合、公的機関による緊急救助活動が開始されますが、すべて

の地域に早急に対応することは困難であります。村を初めとする防災関係機関の災害対応

能力を超える事態となった場合には、住民の自助・共助により被害を最小限にする必要が

あります。 

 阪神淡路大震災の際、家屋内で生き埋めになった方の救助においては、約80％の方は自

力、家族または隣人により救助され、公的機関による救助は約20％であったという調査報

告がされております。このデータからもわかるように、大規模災害時の初期救助活動にお

いては、住民の自助・共助による活動が非常に有効で、被害を最小限にくい止めます。 

 このことから、住民等がみずからのまちはみずから守るという意識のもと、地域防災力

の向上を図る必要があると認識しております。このため村及び防災関係機関は、広報メデ

ィア等を活用した広報・啓蒙活動と教育活動を推進する必要があります。 

 具体的な広報・啓蒙活動としまして、ホームページ・広報誌・パンフレット等を活用し、

災害・防災に関する知識の普及、防災意識の高揚を図っていきたいと考えており、特に平

成24年度においては、美浦村における地震による揺れやすさや危険度、さらには地震対策

や防災関連情報を記した地震防災マップを国の補助事業を活用して策定する予定で、これ

らを全戸に配布し、個々における地震に関する知識の普及を図っていきたいと考えており

ます。 

 また、地域防災力向上を目的として、行政区単位での防災組織結成・育成を推進するも

のとして、行政区単位での防災組織の重要性を認識していただけるよう粘り強く説得して

いくこととしまして、行政区単位での防災訓練の実施や防災資機材購入など、防災関係機

関と連携を図りながら積極的に支援していきたいと考えております。 

 以上、答弁が長くなりましたが、飯田議員の災害対策についての回答とさせていただき

ます。よろしくお願いします。 

○議長（石川 修君） 飯田洋司君。 

○３番（飯田洋司君） 今般、私どもに配付されました美浦村地域防災計画案、大変、読

ませてもらって、隅々まで、各行政組織との連携、消防にしてもそうですし、水道・ガ

ス・電気・各火器燃料・ガソリンなどの協定なども素早く対応して、すばらしい計画案が

できているなと思っております。 
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 私からなんですけども、各地区の、田舎ですので多分井戸水、井戸などがある地域が結

構あると思うんですけども、この井戸水を、当然公共インフラ、電気・水道が全部とまる

という形を想定すると、やはりその井戸水から給水して、少なくとも地区の皆さんの飲料

水、これを何とか確保するといった形で、できれば今言ったように、部長が言ったように、

災害マップ、当然いろんなマップがございます。空き家のデータなんかも去年あたりから

上がってきていると思うんですけども、ここら辺、空き家マップと防災のマップ、そして

各地区の避難所のマップ、そして今言ったような井戸水の取れるところのマップなんかも

ぜひ、つくるときに調査データとして上げてもらって、今般各地区の区長さんより空き家

のデータが上がってきております。 

 なかなか各地区の区長さんに頼むのも大変でしょうけども、ぜひそういったデータをそ

ろえながら、来るべく災害に対して美浦村地域住民一丸となって進められるものがあれば

と思っておりますので、ぜひそういった形で井戸水の確保のデータをぜひ調査して集めて

いただきたいと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（石川 修君） 村長。 

○村長（中島 栄君） 皆さん、定例会再開日、大変ご苦労さまでございます。そして、

きょうは美浦大学の皆さん27名ぐらいですか、傍聴、大変ご苦労さまでございます。 

 ただいま、飯田議員から災害に対する備えということで、大筋は、総務部長の方から今、

答弁をさせていただきました。飯田議員おっしゃるように、やっぱり災害は今、国で定め

て、ある程度の震度の部分は、６弱、６強までというような答弁をさせていただきました。 

 しかし、災害は想定外のものもたくさんありますね。今回、去年の３月11日に起きた地

震では、地震だけであれば災害があそこまで、行方不明者まで入れると１万9,000人ぐら

い、今、新聞の中でも数字が出ておりますけども、茨城県でも25名の方が亡くなったり、

そしてまた、行方不明者が何人かいるという中で、東北の方は津波の大きさで大分被害が

あったということが事実でありますから、この先、想定される美浦村の中でどういう備え

をすればということで、実質、各自治体では、近隣ではなく結構遠方の方の自治体と、協

定を、支援協定を結んだりしているところがあります。 

 美浦村では今、支援協定というのは、結んであるのがトラック協会とかそういう団体の

ところも、まだ数多くはやっていませんので、これからそういう団体との災害時の協定を

結ぶこと、そして、あとは遠距離にある自治体との災害時の支援協定を結んでいくことも、

これは必要になってくるであろうというふうに思います。 

 美浦村だけの中で今、飯田議員のおっしゃるような生活する中でのものは、各区長さん

を通してある程度のデータを上げることはできると思います。大きな災害が来れば、最低

でも３日ぐらいの食料や、それから電気とか水とかそういう生活に直結するものが一番重

要になってくると思いますので、今、質問された各地区の井戸が、どのぐらい飲料水とし

て今使われているか、それも各区長さんを通してある程度の調査をして備えをしていくと
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いうことは、村としても必要であるというふうに思っておりますので、これは、行政の方

から各地区に要望をいたしまして、早目に取りまとめもできるような態勢はつくっていき

たいと思います。 

 一つの教訓というか、去年の地震が村にとっては、たしか去年の３月11日の２時46分に

発生して、村としては、去年の３月の議会のときに、ちょうどここの天井が落ちたりして、

広報の欄に載せさせていただきましたけども、対策本部が役場の庁舎の中に設置できない

ということで、健康増進課の方に対策本部を立ち上げさせていただきました。それも早目

の判断ということで、14分後ですね。２時46分に発生したんですが、３時には対策本部を

立ち上げて、村の職員、そして地区の消防団の方にご協力をいただいて、村内全域を目視

的に、家屋やら塀、道路、すべてを巡回して調査をした経緯があります。 

 なかなかそういう危機管理体制というのは、ふだんからやっていないとできないんです

けども、まだ美浦村の中では防災的なものの訓練は行ってはいなかったんですが、各自治

消防の皆さんのお手伝いをいただいて、県南６市町村で今構成しております稲敷広域消防

の部分なんですが、多分、去年のときには美浦村がいち早く村内の被害状況を把握できた

というふうに思っております。そういう意味でも、各稲敷消防本部の６自治体の情報が村

にも入ってきておりまして、そういう情報のもとで何を次にすべきかということも考えな

がら、災害の対応はしていかなくちゃいかんというふうに思っていますので、去年の部分

も一つの教訓として。 

 実際、水も、昨年度は東京電力の福島第一原子力発電所の事故があって、テレビでいち

早く、水の放射能的な汚染があるよということが東京の方で発覚をしました。村としても、

小さいお子さん、そして、飲み水に支障があるのかということで、村の方の水も検査をい

たしまして、一応クリアはしたんですけども、それでも住民の方は不安ということで、県

の方から飲料水も送っていただいたり、それも、いつまでそういう時期が続くかわからな

いということで、実は美浦村と災害協定は結んでいないんですが、滋賀県の栗東市、これ

は中央競馬会のトレーニングセンターが西の方にございます。東の方は、美浦村の中にあ

りますけども、そういう同じトレーニングセンターを所有している一つの同じ自治体とし

て要請をいたしましたらば、栗東市からペットボトルで7,200本送っていただきました。

これもお金をお支払いしますよということを申し上げましたら、災害時だから、これは栗

東市から美浦村さんに進呈しますよという言葉もいただきまして、やっぱり災害時にはあ

る程度の距離の離れたところの自治体とのこういうような災害支援協定は結んでおくべき

であろうというふうにも思っております。 

 それも含めまして、まず地元の一番近々にいろんな物を用意しなくちゃいけないものに

ついては、議員おっしゃるような地区の飲み水等の出るところも把握しておかなければな

らないというふうに思っておりますので、早速その調査に取りかかって、後で議員の皆様

にもご報告をしたいというふうに思っています。 
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○議長（石川 修君） 総務部長。 

○総務部長（小泉菊男君） 今、村長の方から、いろいろ備えについて、今、新体制、い

ろいろ話がありましたけども、私の方から具体的に給水関係の話をさせていただきたいと

いうふうに思います。 

 給水源の確保は、これも非常に大事なことであるということで、今回の美浦村の防災計

画の中でも給水計画については盛り込んでございますので、そちらの方で対応していく。 

 それで、東日本大震災のときに美浦村でも数カ所、給水管が破裂したり亀裂が入ったり

しまして、それで何とか早急に対応ができまして、それで、自家発電も用意されています

ので、それで確保したという経緯がございますけども、想定外の地震が来た場合に、亀裂

がすぐに対応できないという場合には、これはいくら自家発電機があっても管が破裂した

のでは、もう水は通りませんので、やはり地下水というものが大事になってくるというふ

うに思います。 

 そういうことから、昔の農家のうちに行きますと、まだ、井戸と水道を共用されて使っ

ている方が結構ございます。そういうようなことで、その自家用井戸を調査させていただ

きまして、それを活用できるかどうか、水質検査も含めまして調査させていただいて、活

用できるということになれば、それで対応していきたいというふうに考えています。よろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（石川 修君） 飯田洋司君。 

○３番（飯田洋司君） 総務部長、村長、大変有意義な答弁、ありがとうございました。 

 私は、これで質問を終わりにしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（石川 修君） 以上で、飯田洋司君の一般質問を終了します。 

 次に、坂本一夫君の一般質問を許します。 

 坂本一夫君。 

○１０番（坂本一夫君） 皆様方、改めましておはようございます。 

 ただいま議長よりお話がございましたように、私は10番議員の坂本でございます。 

 このたび、平成24年第１回の定例会にて、先日の通告に従いまして質問させていただき

ます。 

 まずその前に、明後日にはあの東日本大震災も、はや１年を迎えるわけでございます。

被害を受けられました東北地方の皆様方、あるいは私たち茨城も被災県ではございますが、

改めまして被害を受けられました皆様方にお見舞いを申し上げ、当村におかれましては、

中島村長の強いリーダーシップのもと、１日も早い復旧・復興を期待するわけでございま

す。 

 それでは、先般通告いたしました質問をさせていただきます。 

 さて、昨年の12月、第４回の定例議会にて提案、可決されました美浦村定住促進条例の

件なんですが、ご存じのとおり、ことしのみほ広報２月号の中に、「美浦に定住しません
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か」、美浦村では近年、人口減少が進んでおり、人口減少は村民生活の活力の低下を招く

だけでなく、地域経済に大きな影響を及ぼし、地域の存立基盤にまでかかわってくるもの

でございます。 

 そこで、このたび美浦村では、定住化を促進し人口の増加と活力あるまちづくりの推進

を図るために、美浦村定住促進条例を制定し、村外の方や村内の借家・寮などに住まいの

持ち家のない方が、村内に住宅を取得し、美浦村に定住する場合に、奨励金を交付する条

例を制定いたしました。 

 実は、先般２月２日と３日、同様の条例を制定しております栃木県の那須烏山市の定住

促進条例及び企業誘致等々を勉強してまいりました。少しお時間をいただきましてお話を

させていただきますと、参加メンバーは、経済建設部長及び経済建設常任委員含めて９名

でございます。 

 那須烏山市は、平成17年10月、那須郡南那須町と同郡烏山町が合併し、那須烏山市が誕

生いたしたわけでございます。地域的には、栃木県の東部に位置し、宇都宮市まで35キロ

くらいの近い距離にございます。人口は、平成２年３万3,699名、10年後、平成12年には3

万2,790名、そしてさらに10年後、平成22年には２万9,533名と、若干ではございますが減

少ぎみの、人口的には美浦村の1.6倍ぐらいの市でございます。 

 そこで、那須烏山市と美浦村、地域的なもの、人口の差等々、異なる点もあろうかと思

いますが、市外から、そして美浦の村外から、移住による人口の増加と、市民、そして村

民の定住促進を図ろうとする目的は同じかと思います。 

 那須烏山市では、このような、皆様方の手元にお渡しをさせていただきました「あなた

も那須烏山市に住んでみませんか」、そのようなチラシを作成し、活用しているとの説明

もありました。そこで、まずは美浦村としてはどのような方策を考えているのかご説明を

いただきたいわけでございます。 

 そして二つ目が、美浦村都市計画マスタープランにも素案として出ておりますが、将来

の人口目標について、第５次総合計画で、平成25年度の時点で、将来人口目標を２万人と

しておりました。今般のマスタープランにおいても、平成42年、18年後、政策人口を２万

人としております。実情に合っていないだろうとか、メディアでも報道されているように、

原発の影響等で首都圏でも減少傾向にある等々、政策目標とはいえ、実情と余りにも違う

のではないかなど、いささかの疑問がございますが、ことし平成24年２月の人口密度が１

万7,257名です。18年後の平成42年が２万名とすると、毎年152名の方、18年で2,743名を

ふやすことを考えなければなりません。ところで、この条例によって、いかほどの増加を

考えているのかご説明をいただきたいわけです。 

 以上、私が言いたいのは、条例制定の重要なことなんですが、でき上がった条例をいか

に実施するか。そして、どのようにしてこの条例を生かしていくかではないでしょうか。

失礼な表現かと思いますが、絵にかいた餅では食べることはできません。多少なり黒く焦
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げても、食べることができなければおいしくございません。食べればおいしいわけです。

そのような観点から、この定住促進条例に伴う方策と目標値を教えていただきたいんです。 

 以上、１回目の質問は終わり、部長に答弁をお願いします。 

○議長（石川 修君） 総務部長。 

○総務部長（小泉菊男君） 坂本議員ご質問の美浦村定住促進条例、昨年の議会におきま

して皆さんにご説明いたしまして、条例が通ったということでございます。この条例の内

容につきまして説明させていただきます。 

 この条例は、美浦村内に定住を目的として住宅取得をした方で固定資産税を納税された

方に対し、定住促進奨励金を交付するものとしております。これにより、村外からの移住

による人口の増加及び村民の定住促進を図ることで、村の活性化に寄与することを目的と

いうことで制定しております。 

 本村の位置は、圏央道の阿見東インター付近のあみプレミアム・アウトレットや雪印メ

グミルク株式会社の起工式が、阿見町東部工業団地、また、ひたち野うしく駅周辺からも

近隣にあることから、本村への流入人口の定住化を促進しまして、本村の市街化区域の活

性化を図っていきたいと考えておるところであります。 

 本村の住環境のよい利点をアピールし、村外に住まわれている方が本村に新たに住宅を

新築、または中古住宅を取得してもらうことで、住宅地の拡大により人口の増加につなげ、

その地域のさらなる活性化が期待できます。将来的には、本村の市街化区域の拡大も視野

に入れ、定住化促進を図ってまいりたいと考えております。 

 また、この条例では、村外から村内への新たな定住者の転入が目的ですが、村内在住で

あっても、貸家や寮などにお住まいで持ち家のない方が住宅を新築されるか中古住宅を取

得した場合も対象としております。さらに、持ち家にお住まいの家族の中から、兄弟姉妹

等のお子さんが今お住まいの住宅地以外で村内に住宅を取得される場合も対象としており

ます。これは、村外への人口流出により地域の活力の低下を防ぐことにもつなげようとす

るものであります。 

 次に、ご質問の定住促進奨励金の年度別目標数値でございますが、平成23年度中に新築

した建物で奨励金の交付対象に該当すると思われる新築家屋件数は、今のところ16件ほど

あります。このことから、制度による増加分を見込むと、件数で年間20件程度が想定され

ると思います。さらに、毎年件数が増加すれば喜ばしいことと考えております。 

 なお、条例の施行に関しての必要な事項につきましては、美浦村定住促進条例施行規則

を制定し、奨励金の交付事務に当たるものとしております。この制度につきましては、今

年の１月２日以降に取得された住宅から対象となり、当該物件の固定資産税は平成25年度

から賦課されることになりますので、奨励金の申請及び交付につきましては、平成25年度

が初年度になってきます。 

 以上が、美浦村定住促進条例の目的及び奨励金交付の対象件数等についてでございます。 



 

- 46 - 

 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（石川 修君） 坂本一夫君。 

○１０番（坂本一夫君） 部長、ありがとうございます。今お話いただいたように、対象

物件が年間大体16棟、これを活用すると20棟くらいになるんじゃないかという前向きな答

弁、ありがとうございます。 

 そこでひとつ相談させてもらいたいんですが、先ほど那須烏山市のチラシを皆様方のテ

ーブルに置かせていただきました。それとあわせて、みほ広報を持ってきました。みほ広

報は村内でございます。これを村外に配るということは、まず難しいんじゃないかなと思

います。そういう意味では、こういうようなチラシをつくって、村外の方にお話をするの

がよろしいんじゃないかなと思ったので持ってきたわけでございますから、活用していた

だきたいと思うわけでございます。 

 それともう１点、部長、聞きたいんですが、美浦の人口一万八千弱、一万七千何ぼとい

うお話をさせていただきました。その中で日本中央競馬会美浦トレーニングセンターの、

ウエイト的には美浦の人口の比率は、私は強いと思うんですよ。何世帯ぐらい、何人くら

いいるのかちょっと教えていただきたい。 

○議長（石川 修君） 総務部長。 

○総務部長（小泉菊男君） それでは、再質問の、ＰＲのことかと思います。あと、トレ

セン地区の定住についてどう考えているかということかと思います。それについてお答え

させていただきたいというふうに思います。 

 まず、トレセン地区の定住促進の考え方等についてお話させていただきたいと思います。

トレーニングセンターは、村の誘致事業といたしまして取り組んできたわけでございます。

昭和43年から用地買収が開始されまして、昭和53年４月に開場となっております。当時、

約5,000名の関係者が中山と府中それぞれから転入されてきております。 

 ことしの現在の調教師でございますけども、現在は調教師が108人、調教助手が321人、

騎手の方が74人、厩務員さんが1,017人の方が美浦トレーニングセンターに現在所属され

ているということでございます。世帯数でございますけども、美駒地区には924世帯、

2,023人が現在お住まいになっているということでございます。 

 開所からトレーニングセンターは既に三十数周年経過しているわけですけども、住居を

近隣に求められる方が多くなってきている現状かというふうに見受けられます。 

 トレーニングセンターは村が誘致したわけですけども、誘致する際に現在南原という地

区がございますけども、昔は信太原というふうに言っていましたけども、そこを誘致の際

に住宅用地といたしまして村が戸別の農家の方が土地を所有されているんですけども、そ

こを住宅用地といたしまして整備した経緯がございます。 

 そのようなことで、今現在、美浦村で線引きがされて調整区域の市街化区域というふう

になっているわけですけども、その南原地区は市街化区域ということで、住居専用地域と
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で指定してございます。 

 そのようなことから、このトレーニングセンター、地区の方々にできればその地区にお

住まいになっていただいて、その市街化区域を活性化させていきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 次に、定住促進奨励制度のお知らせということで、ＰＲ関係でございますけども、お知

らせにつきましては、広報、みほ広報、今のなんですけども、２月号でもお知らせすると

ともに、美浦村のホームページでも同様にご案内させていただいているところでございま

す。今後は、子育て支援の案内や住宅リフォームなど本村が実施する住みよいまちづくり

施策とあわせて、ＰＲしていきたいというふうに考えております。 

 それから、村外の方の対応でございますけども、村外の方に対応といたしましては、マ

スコミ等を活用したり、議員は那須烏山のパンフレットを今、提案されましたけれども、

美浦村でもパンフレット等を作成いたしまして、それを配布していくというようなことで

ＰＲをしていきたいというふうに考えております。 

 以上、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（石川 修君） 坂本一夫君。 

○１０番（坂本一夫君） ありがとうございます。人口的には2,023名、世帯数について

は924世帯、また、美浦村のホームページ、あるいはマスコミ等については、パンフを作

成するというような前向きなる答弁をいただきまして、まことにありがとうございます。 

 今お話いただいたように、働き場所は美浦村、住まいも美浦村、これが一番美浦村にと

って一番いいんじゃないかなと思うんですよ。でも、ややもすると、働き場所は美浦村、

住まいは阿見町、あるいはつくば市ということも考えざるを得ないのかなと思ってはおり

ます。 

 そこで、このたびの定住促進条例は、美浦村にとりましても、私は本当にいい条例じゃ

ないかなと思っておるわけでございます。しかし、もう少し現状を、現実を見た上で知恵

を出して、１世帯でも、いや１人でも多くこの美浦村に住んでいただきたく、工夫とれき

し、ともに汗を流していただきたいなと思っているわけでございます。 

 ところが、部長は３月で退社ということでございますけども、済みませんけども、今後

におかれましても、この美浦村にお力添えくださいますことを最後にお願いを申し上げま

して、私の質問は終わります。ありがとうございました。 

〔「退社じゃないですか」「退職でしょう」と呼ぶ者あり〕 

○１０番（坂本一夫君） ごめんなさい、退職。 

○議長（石川 修君） 以上で、坂本一夫君の一般質問を終了をいたします。 

 次に、山崎幸子君の一般質問を許します。 

 山崎幸子君。 

○５番（山崎幸子君） おはようございます。傍聴の皆さん、ご苦労さまです。 
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 私も一般質問はまだ２回目で緊張しておりますので、お聞き苦しい点はお許しください。 

 それでは、通告に従いまして、２点質問いたします。 

 まず、１点目の不妊治療費の助成についてですが、医療保険が適用されない不妊治療は、

１回当たり体外受精が20万円から30万円、顕微受精が30万から40万円と高額な治療費がか

かります。県の助成制度はあるものの、助成金額が15万円以内であるため、自己負担が高

額となり、安易に治療が受けられない現状にあります。 

 不妊に悩む夫婦の精神的負担と経済的負担の軽減を図り、少子化対策に努めることを目

的に、全国的に市町村の助成事業は拡大してきて、近隣自治体でも、土浦市・牛久市・つ

くば市・阿見町では５万円上乗せの助成制度を既に実施しており、稲敷市でも平成24年度

には助成制度を実施するよう予算も上がっているとのことです。本村でも、不妊治療費に

対して助成を行ってはどうかお伺いいたします。 

 そして、２点目ですが、東日本大震災では、ライフラインが破壊され、多くの庁舎が壊

滅的な被害を受けて自治体機能がストップし、災害救護活動もままならない事態が発生し

ました。このような事態を想定し、有事の際に対処するため、他の自治体との相互応援や、

また、民間企業からの優先的な物資の供給、医療救護活動、緊急輸送活動などの復旧活動

について、いろいろな関係機関との災害時支援協定が必要だと思います。本村におきまし

ても、災害時支援協定を締結しているとお聞きしていますが、締結数とその状況について

お伺いいたします。 

 以上２点、明確なご答弁、よろしくお願いいたします。 

○議長（石川 修君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（大橋幸雄君） ご質問のうち、不妊治療助成につきましてお答えを申し

上げます。まず最初に、この不妊治療助成事業の概要について申し上げますと、平成16年

度から国の方で医療保険が適用されないで、さらに高額の治療費がかかる配偶者間の不妊

治療費を対象として経済的負担の軽減を図るために、体外受精それから顕微鏡受精の二つ

の特定不妊治療費助成が開始をされております。 

 この事業そのものの実施主体につきましては都道府県になっておりまして、茨城県では、

国庫補助事業として同じ16年度から開始され、これは保健所が窓口となっております。そ

して、県が指定した医療機関で治療を受けた場合に、議員申されるように、１回の治療に

つき15万円を限度に、１年目は３回まで、そして２年目以降につきましては、年２回を限

度に、通算５年間で計10回まで助成を行っております。 

 なお、対象者につきましては、法律上婚姻をしている夫婦で、いずれか一方が県内に住

所を有して、なおかつ夫婦の前年の合計所得が730万円未満で、県が指定する医療機関で

実施した治療であること等の条件をすべて満たしている方というのが対象になってござい

ます。 

 また、県では、こうした経済的な負担の軽減対策のほかに、不妊専門相談センターを開
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設しまして、カウンセリング、それから不妊治療に関する情報提供というようなことを無

料で行っております。そして、不妊に関する精神的な負担の軽減についても支援対策をと

っておるようでございます。 

 県内の市町村でも、先ほど申されましたけども、県の助成に上乗せする形で独自に支援

する市町村が44市町村のうち、平成21年度が12市町村、平成23年度が15市町村というよう

に、徐々にでありますけども増加してきているというのが現状になってございます。 

 ご質問の美浦村としての対応でございますけども、まず最初に本村における県の不妊治

療の助成状況を申し上げますと、平成22年度は延べ件数で８件、実人数で４人でございま

す。平成23年度は、延べ件数、今現在ですけども、延べ件数が８件、実人数で８人という

ふうになってございます。 

 ただいま申し上げましたように、本村にも現実に治療されておる方がおるということ、

それから、近隣自治体でも実施されてきておりまして、隣接自治体との行政サービスの格

差は望ましくないというようなこともございますので、今後、本村におきましても助成が

できるよう、助成金額、それから交付要項等々を早急に検討していきたいというふうに考

えていますので、よろしくお願いします。 

○議長（石川 修君） 総務部長。 

○総務部長（小泉菊男君） 私の方からは、山崎議員の第２点目の災害時の支援協定につ

いてのご質問にお答えさせていただきたいというふうに思います。 

 先ほど村長から、３月11日の東日本大震災時においての栗東から支援をいただいたとか、

いろいろ支援の話がありましたけども、あと、日本トラック協会とも支援協定を結んでい

ますよというような話がございましたけども、具体的に私の方から、ご質問の今後の支援

協定を含めて、議員のご質問に対してお答えしていきたいというふうに思います。 

 まず、ご指摘のように東日本大震災においては、多くの庁舎が壊滅的な被害を受けて、

自治体機能がストップし、災害救護活動もままならない状態も発生しました。本村におい

ても、発生から数日間は、ライフラインの機能不全等による物流、流通機能等が低下した

ことによる生活関連物資が一部不足しました。 

 地震により、村自力の応急対策等が困難な場合、相互応援協定などに基づき、迅速・的

確に応援要請を行い、受け入れ態勢を確保する必要があります。特に大規模災害時には、

隣接する自治体も大きな被害を受ける可能性もあるため、広域的な応援体制を考慮しなけ

ればならないと思っております。 

 ほかの自治体からの職員派遣の要請につきましては、災害対策基本法第68条・第67条と

いう法律がございますけども、により県知事やほかの市町村長に対して応援の要請をする

ことができることになっております。また、県知事に対する緊急消防援助隊派遣要請や指

定地方行政機関の長もしくは特定公共機関に対する職員の派遣要請についても、災害対策

基本法第29条により行うことができます。 
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 さらに、大規模な災害は、自衛隊の災害派遣要請を求めることができます。仮にこのよ

うな事態が発生した場合においては、派遣部隊とほかの応援機関とが重複しないように基

準を設けておく必要があります。そのようなことから、応援を求める活動内容についても、

速やかに開始できるよう地域防災計画の中に盛り込み、体制の確立を図っていく必要があ

ります。 

 もちろん、これらとは別に議員ご指摘のとおり、他自治体や民間レベルでの協定に基づ

き、応援体制を整えてことも大変重要だと認識しております。 

 先の東日本大震災においても、長く本村と交流関係にある先ほど申しました滋賀県栗東

市や新潟県新潟市横越地区の皆様から、多大な支援物資をいただきました。今のところ特

定の自治体との災害時における応援協定は結んでおりませんが、東日本大震災での教訓を

踏まえ、本村と交流のある市町村と有事の際における相互の応援協定等を今後進めていく

よう検討していきたいと考えているところであります。 

 なお、本年３月現在の災害支援協定の状況でありますが、「災害時における公共土木施

設等応急復旧工事に関する協定」を美浦村建設業協同組合と、「災害時における物資輸送

業務に関する協定」を社団法人茨城県トラック協会県南支部と、それから「災害時におけ

る情報連絡員派遣に関する協定」を国土交通省関東地方整備局と、以上、三つの事業所と

協定を平成22年度に締結しているところであります。 

 今後においては、生活物資供給等に関する協定、燃料輸送供給に関する協定、医療関係

機関との協定、電気設備復旧に関する協定、レンタル機材の提供に関する協定などを各事

業所等と調整を図りながら締結していきたいと考えているところでございます。 

 以上、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（石川 修君） 山崎幸子君。 

○５番（山崎幸子君） ご答弁、ありがとうございました。 

 まず不妊治療費の助成に関してですが、住民からの意見で、「美浦村では定住促進のた

めに条例もつくっているが、不妊治療の助成に関しては、近隣市町村では上乗せの助成を

しているのに、美浦村では行っていない。それでは、ほかの市町村に移るしかない」と言

っている人もいました。執行部から議会での答弁の際、「近隣自治体の動向を見まして」

とよく言われますが、多くの近隣自治体で不妊治療費の上乗せ助成を行っているので、ぜ

ひとも本村でも取り入れてほしいと思います。 

 そして、災害時支援協定の件ですが、那珂市では、多数の企業や団体等と災害協定を締

結しています。災害が発生した際、重機や発電機、仮設トイレなどを優先的に有償で借り

受けられるよう、重機レンタル会社との調印式、そして、ガソリンスタンドでの燃料、コ

カコーラからは水のペットボトルを優先的に供給してもらえるよう、燃料組合や飲料水メ

ーカーとの協定締結、そして、ほかにジャスコ那珂町店やいばらきコープなど七つの企業

や団体と災害協定を締結したとのことです。 
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 ほかには、板東市・北茨城市・河内町の３市町で、大規模災害時に離れていればこそで

きるということで、災害時応援協定を締結。そして、東海村も今月２日に、長崎県川棚町

と災害時応援協定を締結。そして、龍ケ崎市は歯科医師会と災害時救護協定を締結したと

のことです。美浦村でもぜひとも災害協定を積極的に考えていってほしいと思います。 

 特に、企業との協定で、優先的に借り受け・供給してもらうようなものは、早く協定締

結をしないと優先順位が下がってしまうのではないでしょうか。幾つかの企業では、既に

複数の自治体との協定締結を行っているところがあるので、一刻も早く多くの自治体や企

業との災害協定締結を考えてほしいと思いますが、村長のお考えはいかがでしょう。 

○議長（石川 修君） 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、山崎議員の不妊治療については、県南でも隣接する土

浦市、阿見町、牛久市も、そして稲敷市も24年度からということでございますので、そう

いうせっかく定住促進策を立ち上げたのにということで、住民の方からそういう不安の部

分もあるということも、議員の方から質問を、報告を受けましたので、受けたからという

ことじゃないんですけども、やっぱり情報的に他の自治体でどのように取り組みがなされ

ているかということは、行政の中で早目に周知しなくてはいけない部分であると思います。 

 議員の質問の中にもありましたように、できるだけ早目に本年度、もう24年度予算化は

一応皆様にご提案申し上げましたので、早目にどのぐらい上積みしてできるか、よそもあ

りますので、近隣の部分も含めて調査をして、できる限り早目に美浦村も実施をしていき

たい。途中で、補正の中でできるか。遅くても来年度の予算の中にはもう間違いなく入っ

ているというふうにしていきたいというふうには思います。 

 それから、災害時の支援協定は、今、東海村さんのお話、そして、茨城県の一番北の北

茨城市と西の板東市、そして河内町さんがこの前、新聞に載っていましたね。そういうと

ころで協定を結んだことが一つ話題になっております。 

 部長の方からも、村としては正式な協定は結んでいないんですが、姉妹都市として元横

越町さんと提携を結んでおりましたけども、横越さんが新潟市に合併をされてしまったの

で、新潟市というと、大体もう81万人ぐらいあって、政令市を目指して、13市町村が新潟

市は合併したと思います。その中の横越地区ということで、新潟市と美浦村というわけに

はちょっといかないという話をされておりますので、地区として、元の姉妹を結んでいた

関係上、今でも美浦の中に民間の組織を立ち上げて横越地区との協定をやっている部分が

あります。これは行政と横越地区ではありませんけども、実質、毎年秋の文化祭のときに

は、横越地区から来ていただいてイベントを盛り上げていただいてもございます。そうい

うこともありますので、新潟市とはできませんけども、地区としての協定は、民間レベル

で結ぶことも可能であるというふうに思いますので、それも推し進めていきたい。 

 そしてまた、当然、先ほどもお話ししましたけども、栗東市とも、人口格差があります

けども、同じトレーニングセンターを誘致している自治体としての中の協定ができるとい
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うふうに思います。 

 また、この前、福島県の大玉村というのがありまして、この村長さんと会ったら、向こ

うもなかなか大変で、意外と協定を結んでいる地区がないということで、できたら美浦村

さんと結びたいねというお話をいただいております。ただ、今回、大玉村自体は人口が

8,000人ぐらい。美浦村の大体半分近い人口なんですけども、実際は、今回の津波には全

然被害は受けていないんですが、放射線の影響はかなり受けているということで、なかな

か苦慮、自治体自体が苦労していますよというお話はいただいていますので、いずれ、福

島だけじゃなくて、今度南関東の方の災害がいろいろと予想もされていることもあります

ので、できるだけ違う自治体との協定も結んでいきたい。 

 これからはぜひ、議会の中でそれぞれ研修に行った先とか、これは自治体を通して研修

に行きますので、そういうところで何かご縁があれば、こちらからも申し込んで協定を結

んでいきたいというふうに思っております。それは美浦村だけのことじゃなくて、相手の

自治体に対しても同じことを言えると思いますので、環境が同じでなくても、そういう協

定は結べるものと思います。また、自治体以外のところもいろんな団体との協定も結んで

いきたいというふうに思います。 

○議長（石川 修君） 山崎幸子君。 

○５番（山崎幸子君） 前向きなご答弁、ありがとうございました。 

 災害時支援協定ですが、栗東市が前回助けてくれたから多分大丈夫だろうということで

はなくて、きっちりとした形で災害協定を結んでほしいと思います。 

 それと、不妊治療費の助成は、少子化対策の一環でもありますので、ぜひとも24年度中

の補正で予算が上げられるよう、よろしくお願いいたします。 

 以上をもちまして、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（石川 修君） 以上で、山崎幸子君の一般質問を終了いたします。 

 ここで、暫時休憩といたします。 

 再開は、11時20分といたします。 

午前１１時１２分休憩 

 

午前１１時２１分開議 

○議長（石川 修君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、山本一惠君の一般質問を許します。 

 山本一惠君。 

○７番（山本一惠君） それでは、通告に従いまして、女性の視点からの防災対策につい

て質問いたします。 

 東日本大震災から１年になり、被災地では本格的な復旧・復興が急がれています。全国

各地では、今回の震災を踏まえ、防災対策を見直す動きが活発化してきています。 
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 そこで問題になっているのが、東日本大震災を初めとして、今までの防災対策の中では、

避難所で女性が着がえる場所がない、授乳するスペースがないなど、女性の視点が決定的

に欠落している実態が浮き彫りになりました。地域の防災対策の見直しをする上で、女性

の視点を積極的に取り入れる必要があるのではないでしょうか。 

 生活に密着した女性ならではの視点で見れば、女性だけでなく、子どもや高齢者、障害

者にとって何が必要かなど、きめ細かな対応にも気づくことができます。それは、避難所

の環境改善などを初め、あらゆる場面の防災対策の充実につながることになると思います。

そこで、次の３点について、本村としてのお考えをお伺いいたします。 

 まず１点目、防災会議への女性委員の積極的な登用、２点目、学校施設等の防災機能の

強化、３点目、災害時緊急物資備蓄品の検討、以上の３点です。 

 １点目の防災会議への女性委員の登用ですが、本村の防災会議の委員は21名中、女性の

委員はゼロです。現在、政府においては、東日本大震災から得られた女性の視点からの教

訓をマニュアル化する作業が進められています。中央防災会議のもとに設置した防災対策

推進検討会議においては、12名中４名の女性が登用されました。 

 また、昨年末には、国の防災対策の基本となる防災基本計画に地域の防災力向上を図る

ため、「防災に関する政策、方針決定過程及び防災の現場における女性の参画の拡大など

が必要」と明記されるとともに、避難所運営における女性や子育て家庭のニーズへの配慮

等が盛り込まれました。介護や子育て等の経験を持ち、地域のことをよく知っている女性

が、災害や復興に関する意思決定に参画することによって、地域の防災力が向上するので

す。 

 ２点目の学校施設の防災機能の強化ですが、耐震化のみならず、トイレや備蓄倉庫、自

家発電設備設置、バリアフリー化等がありますが、学校が災害時に子どもたちや地域住民

の応急避難場所という重要な役割を果たすことができるよう、今後の学校施設の整備に当

たっては、教育機能のみならず、あらかじめ避難場所として必要な諸機能を備えておくと

いう発想の転換が必要になると思います。 

 ３点目の災害時緊急物資備蓄品の検討ですが、女性や高齢者の視点で、災害等に役に立

つ備品の仕方、例えば粉ミルクと哺乳瓶等のセットや浄水器、使い捨てカイロ、大人・子

ども用の紙おむつなどのきめ細かな緊急備品の見直しの検討が考えられています。災害は

いつ、どこで起きるかわかりません。来るべき災害に備え、命を守るため、今回の震災の

教訓を速やかに防災対策に生かすことが不可欠だと思います。 

 今後の計画を見直す中で、避難所運営や防災備蓄物資においてはさまざまな女性の視点

を生かした防災対策を取り入れての見直しが必要となってきますが、村としての見解をお

伺いいたします。 

 以上、明解な答弁をお願いし、１回目の質問を終わります。 

○議長（石川 修君） 総務部長。 
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○総務部長（小泉菊男君） それでは、山本議員ご質問の女性の視点からの防災対策につ

いてお答え申し上げます。 

 まず、第１点目の防災会議の女性委員の積極的な登用についてでございますが、美浦村

防災会議につきましては、災害対策基本法の規定に基づき、設置しているものでございま

す。美浦村防災会議条例により、司る事務内容及び委員の構成を定めております。 

 委員は、指定地方行政機関・県の機関・県警察・指定公共機関・消防関係機関の代表者

などで構成され、定数は25人以内となっております。現在のところ、これらの機関から女

性の参加はありませんが、今後は関係機関に対して積極的に呼びかけをしていきたいと考

えております。また、村長が認めて指名した者を委員として充てることもできますので、

今後、会議への女性の登用を積極的に行っていきたいと考えております。 

 また、防災会議は、防災計画などの諮問や地域にかかわる災害対策・対応における大変

重要な役割を担っているわけですから、女性委員さんを登用することによって、被災時の

男女のニーズの違い等、男女双方の視点に配慮した対策ができるものと考えております。 

 次に、ご質問の学校施設等の防災機能の強化についてお答えいたします。 

 策定中の地域防災計画においても、各学校は避難所としても位置づけられており、計画

に沿ってその機能の充実を図っていきます。 

 具体的な事項としましては、避難所である学校等と通信連絡手段を確保するため、国の

第３次補正予算における消防防災通信基盤整備費補助金を活用し、避難所と災害対策本部

との双方向通信が可能である移動系無線端末を整備する予定でおります。これにより、停

電時や携帯電話が使用できない場合においても、タイムラグがなく同時に双方向で会話が

できることから、避難所である学校と災害対策本部において意思の疎通が密に図られるよ

うになります。 

 また、議員ご承知のとおり、各小学校校舎等の耐震化を年次計画で進めるなど、避難所

としての安全性の確保に努めているところであります。 

 続きまして、３点目の災害時緊急物資・備蓄品の検討について、お答えいたします。 

 大きな地震災害が発生すると、道路の寸断や情報の途絶、ライフラインの機能不全等に

より、被災地内の物流・流通機能等が停止することから、生活関連物資の不足が懸念され

ます。このため、何といってもまず第一に、ご家庭での備蓄をお願いしたいと考えます。

そして、村での備蓄、さらに村内での物資の調達体制と村外からの物資の受け入れ態勢の

整備が必要となってくると認識しております。 

 ご家庭の備蓄につきましては、東日本大震災などの教訓を生かし、住民の皆様へは平常

時から、災害の備えとして２日から３日分の食料の備蓄をお願いしていきたいと考えてお

ります。非常時の生活維持に最小限必要な数量等を地域防災計画に盛り込み、住民の皆様

に啓発していきたいと思っております。 

 村の備蓄につきましては、今年度防災倉庫を役場庁舎北側、光と風の丘公園駐輪場の隣
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地に計３棟設置しております。３月現在の備蓄品の種類でございますが、飲料水につきま

しては、500ミリリットルのペットボトル、7,200本、非常用食料においては、乾パンやお

かゆなど1,600食程度備蓄しており、そのほか、ブルーシート、携帯トイレ、毛布、さら

には、トイレットペーパーや石けん、生理用品・紙オムツ等の日用品・雑貨、下着、運動

靴、そして懐中電灯・乾電池等を備えております。そして、非常用の発電機、投光機も各

４機、今年度購入し、これらを当面一括集中管理していく予定でおります。 

 災害用備品につきましては、保存期間や保存場所の制約などもあることから、災害時に

おける応急生活物資の供給等に関する相互協定等を締結している事業者から調達する流

通・備蓄が大変重要な役割を果たすと思われます。また、災害時における応援協定につき

ましては、先に山崎議員さんに答弁しているとおりでございます。そのようなことで、各

事業所と調整を図りながら、災害協定の方は締結していきたいというふうに考えておりま

す。 

 また、災害発生直後の物資は、物資調達のおくれなどさまざまな困難が予想され、避難

者全体に物資が行き渡るまで数日かかることや、それらが適切に配布されない状況も想定

されます。そこで、今後もスムーズな物資配布方法の検討を重ねてまいります。 

 以上、お答えとさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（石川 修君） 山本一惠君。 

○７番（山本一惠君） それでは、二、三ちょっと質問いたします。 

 防災会議の女性委員の登用ですけども、今はゼロということで、名簿を以前いただいた

ときに、県の機関とか村の機関、いろんな機関で長のつく方は全部男性ですので、これは

女性がいない状態だと思うんですけども、その他という欄がありまして、定数が25名とい

うことで、今21名ですね。 

 実際に、本来ですとこの委員の登用は、委員全体の３割を女性をと、そういう今、ある

動きがありまして、たった１人では意見がなかなか通らないのではないかなという思いか

ら、本当は21名いたら７名、本来は女性がいれば一番いいんですけども、いきなりゼロか

ら７というのは難しいのかなと思いまして、条例がある限り、この条例を改正していただ

くか、あるいはその他というところに女性が４名とか３名とか入ればすごく、女性のそう

いう細かないろんな意見が防災計画に入っていくのではないかという思いがあります。 

 これは本当に、震災になってからもう１年たちますけども、１年の間には全然検討、そ

ういうのがなく今まで来て、今までずっとやっていたこの委員のメンバーのままで、今回、

防災計画を立てていると思うんですけども、できれば本年度中に、メンバーの構成、条例

を改正するか、あるいは村長が認められた方という部分で、ぜひとも女性を入れていただ

きたいと思います。それが可能かどうか。それは早急にしていただきたいと思うんです。

今、防災計画をつくっている最中ですけども、まだ最終的ではないので、この間にぜひと

も入れていただきたいと思うんです。 
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 これが入ることによって、その後の防災機能の強化、あるいは備蓄品のこととかいろん

な、避難所でのいろんな問題が、すべてそういうところから意見が出、入っていくのでは

ないかと思うんです。ですから、女性の委員がいないということが一番のネックになると

思うので、ぜひともそれはやっていただきたいと思うんです。 

 防災倉庫が今、あるということですけども、避難所には最低の物を備えた防災倉庫は、

現在、各小学校とか公共施設にはあるんでしょうか。やはり、一応個人的には３日間の食

料はまず自分で用意して、その以降ということがありました。今、もっと、今回の地震、

たまたま福島ですけども、こちらの、今度茨城県沖地震ということになります。東海原発

の問題もあります。放射能の問題がありますと、長引く場合があります。今も本当に皆さ

ん、お水、飲料水もまだペットボトルを飲んでいるという方もいらっしゃいます。そうい

う意味で長期化する可能性が今後はあるかと思います。 

 その想定外を想定していただいて、そういうものの備蓄品とか、あと、避難所の使い勝

手とかそういうものの検討、あるいはそういうものは全部網羅した防災計画をという思い

があります。ぜひ女性委員の登用ができるかどうか。それから、そういう防災倉庫のこと

を、もう一回答弁をお願いいたします。 

○議長（石川 修君） 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、山本一惠議員の、女性の視点からということで、実際、

今、防災会議のメンバー21名の中には女性が含まれていませんということで、25名が一つ

の防災会議のメンバーの人数というふうになっておりまして、確かにいろんな団体の方も

含めてこのメンバーに入っていると思うんですけども、女性の方がいないということで、

女性の視点でいろんなところが抜け落ちている部分も会議の中にあるのだろうというふう

に今、質問されておりますので、ぜひ、避難をしてきたときの状況をいろいろ想定します

と、実際、去年の３月11日のときにも、11日の夕方から夜にかけては76名ぐらいの方が避

難をしてきました。健康増進課の方ではそれだけ入れないので、約40名ちょっと健康増進

課の方に一晩、皆さん泊まった経緯があります。 

 残りの30名からは、ちょうど大谷地区と安中地区が停電しなかったんですね。幼稚園は

床暖房がしてあって、電気がきていますので、ちょうど３月、まだ寒かった部分がありま

して、幼稚園の方に三十数名には避難をしていただきました。 

 次の日には、幼稚園の方の部分の三十何名が自宅に帰られまして、残ったのは、40名近

い方が健康増進課の方に、保健センターの方に２日目もいましたけども、３日目にはもう

皆さん、自宅の方に帰られた経緯があります。 

 そういう中でも、同じ部屋に実際は避難した男女、一緒に一晩、二晩過ごした方もおり

ますけども、そういう視点からでも、女性の方の考え方も入れて、いろんな日常生活の中

で苦労されることもありますので、ぜひ25名のまた、あと４名ぐらい入れることができる

ということなので、議員がおっしゃった、私の方の提言でという部分もあるということで
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ございますので、ぜひ、防災会議の中にある程度引き受けてくださる方をこちらからお願

いをして、ちょっと入れていきたいというふうに思います。これも３月22日に一応もう、

今月22日に会議があるということなので、早急に総務課の方から打診をしていきたいとい

うふうに思います。 

 倉庫に関しては、小学校の防災については、耐震がもう、安中小学校と幼稚園が残って

いるだけで、この前、安中小学校の耐震の工事の入札を行いました。一応、もう議会の承

認をいただいて工事ができるようになりますので、工期は来年の３月いっぱいというふう

になってはいるんですが、夏休みを重点的にやっていただくようなことで、多分８月いっ

ぱいぐらいまでに工事が終わっていただければ、村としては一番いい条件だというふうに

思っております。 

 これが終わりますと、小学校三つ、中学校は新しく建てかえましたので、小学校三つは

全部、耐震化が終わります。ことしはあと、幼稚園も本体の構造自体はIs値ではクリアを

しています。構造体ではなく屋根の部分が、幼稚園はちょっと改修しなくちゃいかんとい

うふうに、ホールの部分、それをことし幼稚園もやっていきたい。そうすれば、一応、学

校、幼稚園、公共的な部分の避難所については、住民の方が避難しても安全な体制ができ

るというふうに思います。 

 また、備蓄倉庫は、部長の方からも今お話がありましたように、いろんなものを入れて

三つ、役場の北側と光と風の丘公園の自転車置き場のわきに二つということで、非常食は

1,600食ぐらいそろえてありますけども、子どもの粉ミルクの方までは、まだ、そういう

ものはちょっと入っていないので、ある程度大きな災害に遭っても２日か３日、大体非常

食が備えてあれば、先ほど山崎議員の方からもありましたように、災害協定を結んだとこ

ろとの支援ができるというふうに思っております。ですから、最低でも２日から３日の部

分を、村も人数的には1,600食なんですけど、できればもう少しそろえておければ、備蓄

の方も強化していきたいというふうに思います。 

 想定をしていくという中では、どこまでのものというのは、なかなか想定ができない。

国の方の指針とすれば、先ほども部長の方から話があった６弱から６強を想定の範囲とい

うふうに見ていますので、それ以上のものも起きないとは言いません。言えないので、そ

ういうことが発生したときのこともある程度は住民の方にも啓蒙・啓発して、ある程度の

家族の防災グッズやら、ある程度の備蓄をしておいていただければ、自分のことは自分で

守るというふうなことを言われていますけども、それでもできない部分は行政が支えなく

ちゃいけませんので、お互い災害についてのいろんなマニュアルしたものもお配りさせて

いただいて、住民も一緒になって防災についてはともに考えていきたいというふうに思い

ます。 

 また、会議の中には女性の登用を早目に決断をして、25名の体制でやっていきたいとい

うふうに思っています。 
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○議長（石川 修君） 総務部長。 

○総務部長（小泉菊男君） 今、村長から答弁がありましたけども、防災倉庫を各避難所

に置けないですかというご質問ですけども、避難所は16カ所指定してございます。広域が

６カ所、各小学校のグラウンド、中学校、光と風の丘公園ということで、広域が６カ所で

すね。土屋の集落センターもそうですけども。あと、避難所として指定しているのが、各

小学校と安中・木原の多目的集会施設とか、幼稚園、各公共施設がございますけども、以

上で16カ所になります。 

 そこに、申しわけございませんけども、やはり各地区に防災倉庫を置くというのは、管

理上の問題がございます。そういうことで、今回、先ほど私が説明しましたけども、３基

を今現在用意させてもらって、それを役場と、すぐ役場の裏側に置いてありますけども、

あと中央公民館のところに２基、計３基用意して、そこに備蓄していますよという説明し

ましたけども、そういうことで、集中管理ということも必要になってきます。そういうこ

とで、管理上、16カ所に分散するというのはなかなか難しいなというふうに考えます。 

 それから、物資が、じゃ、行き届かなかった場合はどうするの、ということになるかと

思うんですけども、美浦村はほとんど平坦地でございまして、よその東北とかそういう山

間地と違いまして、高い山、何百メートル級の山もございません。そういうことで平坦地

で、道路も田んぼもはじめ農道ですね。農道、村道以外農道とかいろいろ道路は網羅され

ているという状況から、各避難所に物資の輸送は可能かというふうに考えています。 

 それで、全体面積が34平方キロメートルということで、霞ケ浦は別ですけども、陸地部

分ではそういうことで小さな区域ということですので、中央で集中管理して物資を届ける

ということは可能ではないかという想定のもとで計画させていただいているということで、

ご了解のほどをお願いしたいというふうに思います。 

○議長（石川 修君） 山本一惠君。 

○７番（山本一惠君） 女性の委員を登用するというのは、検討ありがとうございます。 

 東日本の大震災復興対策本部で、今回基本的な考えの中に男女共同参画の観点からとい

うことで、このあらゆる場、組織に女性の参画をというのがありました。今、男女共同参

画という部分と防災機関とのお互いに連携をしあってやっているところが今、大分ふえて

きています。 

 そういう面からも、そういう携わっている団体、あるいは目線とか、そういう団体の方

からのご意見とか、そういう委員の登用も考えていただければなと思います。専門的な知

識もあると思いますのでよろしくお願いします。これは早急にぜひともお願いしたいと思

います。 

 防災倉庫なんですけども、最低、小中学校はお子さんがいっぱいいます。昼間の場合は、

今回もそうでした。やっぱり家には危なくて帰れませんよね。それに、家に帰っても家の

方がいないというお子さんがいまして、そういうのですごく、学校が一番安全だというこ
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とで学校に置いてほしいというのがありました。そういう面で一番人が集まるところが小

中学校ではないのかなと思いますので、全箇所にということではないのですが、せめてそ

ういう大勢の方がいらっしゃる、お子さんがいらっしゃる場所。物資という面で最低２～

３日、あるいは今回はガソリンがないということで、輸送も、緊急車両の場合はあるかと

思うんですけども、そういう面で物資が届くのも遅くなるというのも現地ではありました

よね。こちらではなかったんですけど。そういうのも考えながら、必要最低限の物資で備

蓄倉庫を各小中学校にということはできないのかなということです。 

 それから、本当に、先ほど自助・共助というのがありました。自分で身を守るというの

も必要かと思います。そういう手助けのために、大分では女性の視点を反映した避難所運

営の手引きとか、あと、横浜の男女共同参画と、横浜市で共同で「わたしの防災力ノー

ト」とか「わたしの防災力シート」とかそういうのを、パンフレット等をつくりまして、

みんなそれぞれも、やはりきっちりと防災に関しては、自分たちは自分たちで守るという

のもあります。そういうのをやはり行政の方で手助けしながら、そういうのをやっていた

だければなと思いますので、そういうのもあわせて防災会議の中で検討していただき、こ

ういうのはいつ来るかわからない災害です。こういうのは早急にやっていただきたいとい

う課題でございますので、よろしくお願いします。 

 あと、倉庫の件でお願いします。 

○議長（石川 修君） 総務部長。 

○総務部長（小泉菊男君） 山本議員さんから、16カ所の話をしましたけども、そこは全

部じゃないよということで、今、何カ所か、各小学校くらいは備蓄してもいいんじゃない

かというようなことでございますので、そちらについて検討させていただくということで

お答えさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（石川 修君） 以上で、山本一惠君の一般質問を終了いたします。 

 ここで、昼食のため、休憩といたします。 

 再開は、午後１時といたします。 

午前１１時５４分休憩 

 

午後 １時０１分開議 

○議長（石川 修君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 午前中に引き続き、傍聴席の美浦大学の生徒の皆さん、足元の悪い中、傍聴いただきま

して大変ご苦労さまでございます。 

 それでは、椎名利夫君の一般質問を許します。 

 椎名利夫君。 

○４番（椎名利夫君） ４番、椎名です。土屋地区各種道路の整備について質問させてい

ただきます。 
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 現在、美浦村は税収の減少問題や少子・高齢化に伴う人口減問題等、いろいろな危機に

直面しています。村としてもそれらを打破すべく、美浦村地域活性化対策検討委員会を立

ち上げ、一生懸命努力しているわけですが、そう簡単にはいかないと思われます。美浦村

を発展させるには、村に直結する道路の整備が第一であると考えます。 

 通称、農免農道土屋飯倉線を美浦村から、圏央道、阿見東インターチェンジへのアクセ

ス道路として使用できるよう整備をすべきと思いますが、村の見解をお伺いします。 

 次に、村道204号線の歩道工事ですが、前議員からの申し送りでは、平成23年度中に県

道まで歩道を完成させる予定であったと思いますが、現在の進捗状況では来年度以降かと

思われます。通学道路の整備は、子どもたちの生命にかかわる重大なことです。何よりも

優先して整備すべきと思うが、現在の状況をお聞かせ願います。 

 最後に、県道231号線の拡幅工事について質問いたします。この江戸崎阿見線は、並み

の交通量ではありません。通勤時間帯にはほとんど数珠つなぎの状態です。この時間は、

子どもたちの通学時間も一緒ですので、見ているだけでも危険を感じます。早く道路を拡

幅し、歩道をつけて、子どもたちの通学がスムーズに安全にできるよう、一刻も早い整備

が必要です。旧江戸崎地内・阿見地内は完了しましたので、残りは美浦地内のみです。今

後の日程と、現在どういう状況にあるのかをお答え願います。 

 以上、３件の道路について、見解をお願いします。 

○議長（石川 修君） 経済建設部長。 

○経済建設部長（沼崎武男君） それでは、私の方から椎名議員のご質問にお答えをいた

します。 

 第１点目の農免道路土屋飯倉線につきましては、美浦村から阿見町、龍ケ崎市、つくば

市及び圏央道、阿見東インターチェンジへとつながる重要なアクセス道路になっておりま

す。現況道路は幅員が狭く、また、歩道がない。それから、通行するには危険が伴ったと

いう道路になってございます。土屋地区を始め信太地区からも早期整備の要望がございま

す。 

 平成24年度より日本中央競馬会の環境整備事業によりまして整備を行うこととなってお

り、具体的な整備計画につきましては、平成24年度にまず測量、それから平成25年度に用

地買収及び一部工事、また、平成26年度から27年にかけまして、工事施工を計画してござ

います。 

 また、道路延長が約2.5キロメートルということでございまして、そのうち美浦村で施

工する延長がおおむね1.25キロメートルとなってございまして、残りの部分につきまして

は、阿見町施工ということでございますので、早期に施工をしていただくように協議を行

っているところでございます。 

 ２点目の村道204号線歩道整備工事でございますが、郷中から土屋までの延長1,870メー

トルの区間でございます。平成21年から着工いたしまして、平成24年度までに、県道稲敷
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阿見線までの歩道につきましては整備が完了をいたします。車道につきましては、一部区

間において平成24年に下水管埋設工事が行われますので、埋設完了後、車道の舗装を行う

予定となっておりまして、全区間が完了するのは平成25年となる予定でございます。 

 ３件目の県道231号線、稲敷阿見線の整備事業につきましては、県事業として整備を実

施してございます。土屋地区内は、周辺地域の工業団地や圏央道開通で交通量が増大して

おり、幅員が狭く歩道がないことから、特に朝夕の通学・通勤時間帯において大変危険な

状態となっておりますので、村としましては早期の完成を県に要望してございます。 

 平成16年には事業の説明会を実施、それから、平成17年には地権者の用地杭立ち会いを

行っており、また平成21年には、土屋区長・子供会・地元議員が茨城県に早期整備促進を

陳情してございます。美浦村地内につきましては、一部の用地買収と家屋補償が行われて

いるのが現状でございます。 

 道路の整備は、順次、稲敷市側から進めてきておりまして、現在は、交差点付近まで完

了しております。県では、変則交差点となっております土屋交差点に早期の整備を目指し

ておりますが、まだ一部の用地交渉、それから家屋補償の交渉を重ねている箇所がござい

ますことから、工事に着工できない状況となってございます。 

 村といたしましても、重ねて早期整備を要請するとともに用地交渉にも協力するなど、

県に対しバックアップ態勢をとって、早期の整備が図られるよう推進してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 修君） 椎名利夫君。 

○４番（椎名利夫君） 村の方でもいろいろと手を打っているということを回答いただき

まして、安心しているわけですけど、ただ、村道204号線の歩道工事ですけど、子どもた

ちが毎日通っているわけですから、あと400メーター弱だと思うので、なるべく早く工事

の完了までこぎつけていただけますよう要望いたします。 

 それと、農免農道土屋飯倉線ですけど、子どもたちもやっぱりここもかなり牛久地区と

どこですか、通学の自転車がかなり通っているわけなんですね。ですから、ここも非常に

危険ですので、なるべく早く、早急に工事にかかっていただけますようよろしくお願いし

たいと思います。 

 阿見地区は、飯倉の交差点から何百メーターかは歩道工事のみは終わっているんですけ

ど、順次継続してやっていますけど、やっぱりこちらも阿見地区だけではどうしようもあ

りませんので、各道の歩道工事を早急に美浦もやってくれたらいいと希望していますので、

どうかよろしくお願いします。 

 きょう、坂本議員も取り上げました定住促進を図る関係でも、まず道路だと思うんです

よ。まして、美浦村は今、大きな企業がどんどん、タナカ印刷初めホギとか、出て行っち

ゃっていますので、あとは私が考えるのには、美浦村に住んでもらって勤めは阿見とか牛
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久地区とつくば市、そちらに勤め先は考えてもらってもいいのかなと自分では思っていま

すので、それにも、まず第一に道路がよくないと、通勤が無理だということになっちゃい

ますので、この３路線、早急に整備をお願いしたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 はっきり言いますと、うちの方の県道江戸崎阿見線、これを何とか、確かに中間にガソ

リンスタンドが１軒あるものですから、そこがかなり難しいとは認識していますけど、で

きればそこを抜いても、その先、直接というようなことも考えているわけです。どうかそ

の辺、村長、どうぞ何とかなりませんか。回答お願いします。 

○議長（石川 修君） 村長。 

○村長（中島 栄君） 午後からも美浦大学の皆さんには傍聴、大変ご苦労さまでござい

ます。午前中、28名の方が来られまして、午後からは20名というふうにお話を聞いており

ますけども、活発な議員の質疑、そして、執行部の明解な答弁も含めて傍聴をいただけれ

ばというふうに思います。大変ご苦労さまでございます。 

 それでは、椎名議員の農免道路、阿見町の方に延びる部分なんですけども、これについ

ては、先ほど経済建設部長の方から答弁をさせていただいたわけなんですが、2.5キロの

半分、1.25キロメートルを美浦村の方で、残りの1.25キロメートルを阿見町でということ

で、阿見町ではある程度歩道が整備されているところがありますけども、計画の中では一

応、もう整備をあそこはしないような話が聞こえてきました。 

 でも、地元の交通関係で危険箇所とすれば、美浦だけやっても、残り阿見町が1.25キロ

メートルをやっていただかないと、2.5キロが開通できませんので、これについてはでき

るだけ阿見町の町長の方にも要望をいたしまして、向こうの建設課と美浦の都市建設課の

方で調整を今始めたところでございます。 

 美浦村の整備だけでは安心した歩道整備が完了しませんので、阿見町の方にも同じ協議

をしていただくということで申し入れをしてありますので、今年度、24年度からはその調

整に入っていくというふうに思います。これについても、トレーニングセンターの環境整

備費の中で工事ができるものと思っておりますので、なるべく早く、先ほど説明した中で

は、24年度に実施設計、25年度に一部土地の取得をして、工事をできるだけ早目に進める

という答弁がありましたけども、私としても、できるだけ早目に実施できる方向でやって

いきたいというふうに思います。 

 それから204号線は、これは今、川田化成さんの前かなというふうに思うんですけども、

これも２カ年で、24年・25年というふうに今、答弁がありましたけども、できるだけこれ

も、おくれないように整備をしていきたいというふうに思います。 

 それから、稲敷と阿見線、この県道、これについては、交差点の部分はある程度県の方

と地主の方で調整が進んだということは聞いております。そして一部、今２件ぐらいが補

償問題で合意がされていないというふうに聞いております。できれば、合意されないとこ

ろは、今、議員がおっしゃったように、そこは抜いてでもやってほしいというのが、これ
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は中学生が、また小学生が、自転車で学校に行っておりますので、事故が起きてからでは

遅いということもありますから、できるだけ県の方には、議員がおっしゃったように、そ

の交渉が進んでいないところは後に回してでも、交渉ができたところから進めていただく

よう、村としても龍ケ崎工事事務所の方に要望をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

 早期にできることが事故の起きない一つの道路づくりになると思いますので、議員の方

もできましたら、その２件の交渉の残っているところは、地元の方で力を入れてご協力い

ただければ、２件とも何とかなるのかなというふうに思うので、ひとつよろしくご協力を

お願いを申し上げます。 

○議長（石川 修君） 椎名利夫君。 

○４番（椎名利夫君） 前向きな回答、ありがとうございました。 

 じゃ、残る２件、私も頑張りたいと思います。 

 冗談はともかく、飯倉線、できますということは、阿見東インターからですか、トレセ

ンの前まででも、30分かからないぐらいで行っちゃうと思うので、とにかく基幹道路とし

て早急な整備をお願いしたいと思います。どうかよろしくお願いします。 

 以上で、質問を終わります。 

○議長（石川 修君） 以上で、椎名利夫君の一般質問を終了します。 

 次に、岡沢 清君の一般質問を許します。 

 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） ２番議員の岡沢です。質問通告書に沿って質問させていただきま

す。 

 「交通弱者」または「買い物難民」と言われる方々の状況を解消するために、どのよう

な方策を考えておられるのかお尋ねします。 

 現代社会はまさに車社会であって、本村でも高齢者を初めとして交通弱者といわれる村

民から、食料などの日常品のみならず生活必需品の買い物に不便であり、「何とかしてほ

しい」という声が多く寄せられています。昨今ではいわゆる「買い物難民」と言われてい

ます。そういった状況を裏づける資料として、美浦村都市計画マスタープランの中で、美

浦村の現況の解説で、生活行動の商圏について、商圏というのは商う圏ということですけ

れども、「本村の商業圏吸収率は約40％であり、村内からの吸収率は約20％となっていま

す。稲敷市の食料品・日用品以外に10％を超える市町村はないことから、他市町村が本村

を主の流出依存先としてはいないといえます。また、村民の流出先は、近隣都市の阿見町、

稲敷市、つくば市、土浦市など大型商業店舗が立地する地域に多く流出しています」とこ

のように書かれています。 

 また、平成22年茨城県生活行動調査によりますと、食料品・日用品では79.8％の村内か

らの吸収率があるのに対して、紳士服・婦人服では4.2％、身の回り品では9.3％、リビン
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グ品では1.1％、余暇・趣味関連商品では8.9％との調査結果です。食料品・日用品以外の

買い物について、他市町村に依存せざるを得ない不便な状況を示しているといえます。確

かに村内には、ホームセンターのようなものや紳士・婦人服店、靴屋などもありません。 

 また、同じく美浦村都市計画マスタープランの本村の現状からも、ニーズの生活行動の

項目には、日常的な商業機能を他市町村に依存する傾向のため、周辺の拠点都市への円滑

な交通アクセスの維持確保が重要と書かれています。やはり、先ほども言いましたとおり、

村内には食料品・日用品以外の店が少なく、他市町村への買い物の足もなく不便だという

ことです。 

 くどいようですけれども、都市計画マスタープランには、都市計画及び都市整備状況の

項目では、「少子・高齢化を踏まえ、公共交通手段として、バスの維持や利便性の向上が

必要」とも書かれています。また、村民への意向調査として、「買い物や通院などの便利

さを求める」との意見が集約されています。このようないわゆる買い物難民といった状況

は、本村独自の置かれた状況ではなく、人口増加の都市にも共通している面があるようで

す。 

 県南で最も人口増加傾向にある守谷市の状況を見て回ってきたのですが、一つの住宅団

地で2,000戸もあるところでも、近くにスーパーや床屋、飲食店、衣料品店、ドラッグス

トアがなく、高齢者など自家用車を持たない買い物難民が発生している状況です。高齢化

の進展で集客数が減り、店舗の撤退につながったということです。商業施設の大型店舗

化・郊外集中型と市街地商店街のシャッター通りといった状況は、いってみれば全国共通

の現象と言えるのではないでしょうか。 

 このような買い物難民の現状を解消し、生活の利便性の向上を図るためには、一つには

商業施設の誘致・確保といった手段等、それに交通手段の確保が考えられます。しかし、

商業施設の誘致・確保といっても、村内で店舗を営業開設でもしない限り、あるいは村内

の店舗に補助金を支給し続けることなど以外に、即有効な手段は考えられないと思われま

す。商業施設の誘致は、企業誘致と同じく、そう簡単ではありません。 

 交通手段の確保といっても、バス路線の拡充・増便が村単独で進められるものではあり

ません。交通弱者、買い物難民の解消、生活の利便性の向上のための交通手段の確保の方

法として、他市町村ではコミュニティバスの運行やタクシー初乗り料金の助成、デマンド

タクシーの運行などが行われています。美浦村でもデマンドタクシーの運行や福祉タクシ

ー利用料金助成の方策がとられていますが、それでも、村民生活の利便性といった点では

満足とは思われていないようです。 

 一例として、稲敷市では地域交通利用補助事業として、タクシー利用券を支給していま

す。利用対象者は、１、自動車運転免許がない方、２、自動車を所有していない方、３、

何らかの理由で自動車を利用できない方です。 

 利用券１枚につき最高700円を助成するもので、１枚につき最低300円は自己負担となり
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ます。例えば、１人乗車で運賃900円の場合、助成金額600円、利用者負担300円、１人業

者で運賃1,500円の場合、助成金額700円、利用者負担800円。 

 相乗りも可能で、２人乗車で運賃1,500円の場合、助成金額900円、利用者負担600円。

２人乗車で運賃2,100円の場合、助成金額1,400円、利用者負担700円とあります。利用目

的は、買い物や通院、公共施設や金融機関の利用で、遊興目的には使えないということで

す。 

 １回の利用で１人１枚のみの使用ということですが、複数で利用した方が得で、市内間

はもちろん、市内から市外へ、または市外から市内への乗りおりが可能です。月８枚で年

度分一度に交付されます。美浦村で運行されているデマンドタクシーが村内と阿見の医大

とに限られているのに比べて、移動範囲が拡大され、さらに便利だと思われます。また、

バス路線の不足を補うため、独自のバスの運行などもされています。 

 その他、他の自治体の例を挙げれば、きりがありませんので、稲敷市の例にとどめさせ

ていただきますが、いずれにしても、自宅のすぐ近くから利用でき、広範囲で簡単に利用

できる手段が求められているのではないでしょうか。 

 都市計画マスタープランでは、人口の減る率を防ぎ、人口増加に向けての構想が多々書

かれていますが、買い物や通院などの不便性を何とか解消しなければ、将来、美浦村に居

住したいと望まれることも難しいと考えます。 

 デマンドタクシーの利用範囲の拡充を求める要望が以前にもありましたが、村独自で判

断、実施できない状況があることも承知しております。デマンドタクシーといったこと以

外に考えられるあらゆる手段を講じて、村民の便利な生活をしたいという要望にこたえて

いただけるようお願いし、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（石川 修君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（大橋幸雄君） 公共交通の利便性の確保として、買い物難民の対策に関

するご質問にお答えをいたします。 

 最初に本村の交通事情について申し上げますと、これまで龍ケ崎方面へのバス交通の撤

退、安中地区方面のＪＲバスの撤退等々の交通空白によりまして、村内の地域間に公共交

通の格差が生まれました。そして、こうした地域では移動手段としての足の確保が課題と

なっておりましたのはご承知のとおりでございます。 

 現在、確かに土浦・江戸崎間のＪＲバス運行のほかに、タクシー営業所等が村内に幾つ

かありまして、地域交通としての存続している部分はあるわけでございますけども、便数

の関係、それからまた、自宅からバス停までの距離等々、利用者にとっては大変不便な面

があったというような現実がございました。 

 このため、これらの課題・問題を解消することを目的に、ご承知のようにデマンド交通

事業を４年前から実施してきておりまして、その利用も通院から買い物、公共施設への移

動等々、幅広く利用されている状況にございます。 
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 ただし、議員のご質問でもお話しされておりますように、地域公共交通会議が村単独と

いうようなこともございまして、阿見医大への運行という例外はございますけども、村内

に限定されているのが現状でございます。 

 それから、基本的に民間の交通機関との路線との競合もこれはなかなか難しいというの

は、ご承知のとおりだろうと思います。 

 ご質問のデマンド交通以外の村外買い物における交通手段の確保についてということで

ございますけども、もともとは全国各地域で、議員おっしゃられるように郊外に大型スー

パーができまして、そういうところにお客さんを取られてしまったと。そうしますと、元

の市街地、商店街が廃業等によって追い込まれて空洞化してしまったというような現象が

発生しました。このため、その地域にいた多くの方々の買い物が非常に困難になってしま

ったというようなことから、買い物難民・買い物弱者という言葉が生まれたようでござい

ます。 

 この対策につきましては、国の方では経済産業省が、地域商業活性化対策等、地域商

店・商店街等への集客力向上に向けて各種対策をとっているというのが現状のようでござ

います。 

 各地域におきましても、商工会を通しまして、車による移動販売事業、それから、商店

等の宅配事業等々への支援などを行っておるようでございます。 

 県内では、小美玉市の社会福祉協議会が高齢者を中心に地元商店街の買い物バスツアー

を実施しておるようでございますけども、いずれも地元商業の利活用によって買い物難民

への対応を進めているというのが現状でございます。 

 本村でもご承知のように、商工会への助成、それから、商工会が実施しております地域

サポートクーポン券事業に対する助成等、商業振興の支援を行っているところでございま

すので、村が村外への買い物をするための交通手段の確保というような検討自体、十分な

整合性、それからの検討が必要ではないかというふうに考えております。 

 また、ご質問の中で他市町村のタクシーの初乗り補助のお話がございましたけども、本

村では福祉タクシーというようなことで、移動するには大変ハンデを持っている要介護・

要支援高齢者、それと重度の障害を持った方に限定しまして、その移動支援と負担軽減を

図っております。それは初乗り料金の助成ということでございまして、これは初乗りです

から２キロ以内ですか、そういうことになろうかと思います。 

 これは、いわゆるこのタクシーを買い物難民に該当する方までの拡大支援というのは、

現在考えてはおりません。これは現在、デマンド交通が多くの方に利用され軌道に乗って

きておりますので、タクシー利用の対象に拡大してしまいますと、デマンド利用というよ

うなことでの減少がちょっと心配されますし、登録料は別にかかりますけども、村内300

円の利用料と、それから、片や初乗り料金ですね、福祉の方の。710円の補助金では、や

はり整合性、公平性というのに若干欠ける部分がありますので、これもまた十分な検討が
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必要だろうというふうに考えております。 

 いずれにいたしましても、買い物難民といわれる方々の実態把握と、それからニーズの

把握が必要でございますし、あわせて先進地の事例研究等が必要だろうというふうに思い

ます。 

 また、買い物難民への対策につきましては、福祉の観点による交通弱者的な部分での対

応というよりは、むしろ商業振興活用による対応といった側面もあるのではないかという

ように思います。そういった意味で、庁内関係課、それから商工会等々との連携の中での

検討も視野に入れながら検討していきたいというふうに考えておりますので、よろしくお

願いします。 

○議長（石川 修君） 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 私がこの問題を取り上げましたのは、住民からの声で、まずデマ

ンド交通が利用しづらいと。これはほかの他議員の方も、いろいろそういう声があるとい

うことは認識されていると思いますが、もしそれが事実とされるのであれば、利用範囲の

拡大であるとか、であらば解消されていくのではないかと思いますけども、お伺いしたと

ころ、やはり村独自の判断ではできないと。陸運局とのかかわりであるとか、ほかのタク

シー会社との競合とか、難しいということで、では、それ以外の手段がないのかなと、い

ろいろ考えてみた次第です。 

 相談された方の中には、買い物に行くのに、足腰が弱いんですけれども、やっぱりタク

シー代を削ろうということで自転車で買い物に行ったんですが、途中で倒れて肋骨を折っ

てしまったと。タクシーを使えばいいんだけれども、お金がもったいないからという方が

おられました。 

 さらには、自分は歩けると。健常者なんだけれども、ひざが若干おかしくて長距離は歩

けないと。そして、運転免許がないから、どうしても買い物が不便だし、そして、阿見の

医大までは確かにデマンド交通を利用できるんですが、病院に通院している人が必ずしも

阿見の医大じゃないんですね。かかりつけの医者で土浦の方へ行っていたりとか牛久の方

へ行っていたりとか。ですから、そういった面で同じそういう福祉の制度があるのであれ

ば、それを拡充するか、あるいはほかの手段を考えられないものかといったことなんです。 

 さらに、先日、市民農園の候補地ということで馬掛の方へ議員で視察に行きましたが、

私が感じたところは、確かに霞ケ浦に面して風光明媚で、すばらしいという。まさに市民

農園の候補地としては最適だとは思ったんですが、ですが、あれだけ霞ケ浦沿いに真っす

ぐな道路がずうっと走っているのに、バスが通っていない。店舗もほとんどない。こうい

うところで、つまりいわゆる買い物難民といわれる人、交通弱者といわれる人は、どうや

って日常生活を快適に送っているのかなと、確かに痛感させられてしまいました。 

 同僚議員の中にも、定住促進を進める上では、便利さというものを求めていかなきゃな

らないということは言われていましたし、この質問原稿を考える上で、私もつくづく痛感
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しました。 

そのために、都市計画マスタープランであるとか第５次総合計画とかが練られているわ

けですけれども、やはりマスタープランなり総合計画といったものは、中長期的なプラン

であって、私は、買い物難民といわれる人が村内にどれだけいるのか、この制度拡充、あ

るいは新しい手段をとることによって、どれだけの人に喜ばれるか実態的な数はわかりま

せんけれども、できるところからやっていただく。つまり中長期的な計画を立てて、何年

か先にこうやっていきますという、その方向ではなくて、今できることを、今、声が上が

ってきていること、その人たちのためにやれることをやっていただきたいと思います。 

 私は、買い物難民という言葉で集約してしまいましたけれども、そういった日ごろあん

まり遠くへ行けない人、そして、稲敷のタクシー利用補助は遊興目的では使えないという

ことですけれども、私個人の感覚では、やはりそういった人たちが月に何回か、年に何回

かは遠くへ出て行って楽しむ、いろんな世界を見てもらうなどということも必要だと思い

ます。 

 ですから、いろいろ制約はあるのかもしれませんし、難しい点もあるのかもしれません

が、そういった、遠くへ出かけたい、無理してタクシー代を削って、逆に自転車で転んで

けがをしたりとか、そういった人たちの声にこたえていただいて、少しでもいいから今の

状況、買い物難民の状況を何とか解消していただきたいと思いますので、さらに答弁、ど

うにか検討していただけないか、よろしくお願いします。 

○議長（石川 修君） 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、岡沢議員の公共交通整備による利便性の確保について

ということでございますけども、村の中では公共交通、ＪＲバスが通っていた部分が今、

利用者が少ないということで、結果的には採算が合わないと民間の事業者は撤退をします

という。実際、龍ケ崎へ行くバスもそうでしたし、それから、稲敷市・美浦・阿見を通っ

て高速バスも年々利用者が少なくなって、何年かは、美浦村と稲敷市と阿見町で2,100万

ぐらい、年間、補助を出していました。 

 みんな平均で700万ぐらい、普通助成をしていたんですね。でも、それでも、もう採算

が合わないということで、高速バスも撤退をいたしました。 

 事実、村の交通の便が悪いということで、６年ぐらい前、一番こういうふうな買い物難

民、それから、役所へ行く・病院に行くということの足がないということで始まったのが、

福島県の今、原発でいろいろと問題になっている浪江町というところ、そこを視察研修を

しまして、面積が美浦の何倍もあります。その地域ごとに乗り入れてやっているという実

態を視察研修をしてまいりました。 

 そして、４年前に美浦村では何が一番有効に村民の足としてできるのかなということで、

茨城県では一番早くやっていたところがあるんですが、美浦は４年前にデマンドというこ

とで、戸口から戸口まで、自分の家に来ていただいて、目的地まで送っていただくという
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ことを、一番利用者の便がいいだろうということで始まりました。これについては、自治

体の中だけ。本当は、美浦村から出られないんです。阿見町のそういう公共交通というか

タクシー会社の一つの利益に反するものは、反対があっては入っていけないんですね。 

 ところが、美浦村の中では、買い物ということではなくて、利用者はどこを利用してい

るか、日常生活の中の一環として、ということで、実は病院に行く方が約４割ぐらい、東

京医大の阿見のところに行っているという調査があったものですから、阿見町を公共交通

会議の中に入れさせていただいて、それでも、阿見町のタクシー会社は２社しかないんで

すが、反対があってできませんでした、当初は。阿見の医大の方の要請があって、美浦村

のデマンド交通のものだけはオーケーになったんです。 

 そういう経緯があってよその自治体には、デマンド交通というのは、よそでやっていて

も圏域を越えては行っていないんですね。美浦村だけ特別に認可をいただいたという経緯

があります。 

 議員おっしゃるように、確かに買い物難民、また目的地が乗る方によっていろいろ違い

ますから、これをタクシーの初乗り料金も含めてやっているところはありますけども、村

内の商業者を育てなくちゃいけない部分もあります。よそに買い物に行くのにお金を出し

ながらという部分になると、少しその辺の整合性も保たれないと、便利さだけで、じゃ、

地元はどうでもいいのかという問題が出てきますので、その辺は慎重にやっていかないと、

利便さだけ、便利さだけで、果たしてすべてが納得するかという部分が違ってくるのかな

というふうに思います。 

 ですから、この後、稲敷市の方はまだデマンド交通をやっていません。阿見町は今、試

験的に始まりました。コミュニティバスをやっていたんですが、コミュニティバスでは、

どこでも空気を運んでいて、依頼されたうちまでは行きませんので、その指定されたバス

停のところまで行かないと乗れないんですね。阿見町もそういうことからデマンドに切り

かえて、今、試験的に運行をしています。 

 ですから、この後は隣接する自治体と協議をして、美浦村から例えば阿見町に行ったと

きに、阿見町のデマンドも使わせてもらうというふうになれば、ある程度できるのかな。

そして、それが拡大解釈するとなれば、どちらの利用者もお互いに乗り入れができて、い

ろんな施設を指定したところに行けるというふうになることが望ましいことでありまして、

陸運事務所が一つのいろんな制約を定めていますので、そういう制約がなければ、もう自

由に行けることができるんですが、それができないのが一つの、地域公共交通会議を開い

て承認をいただかないと、民間の事業者の事業を圧迫するということが一つ懸念されます。 

 ですから、その守られるべきは自治体でこういう公共交通のデマンドとかコミュニティ

をやったときに、相手先に乗り入れていくときに、民間を圧迫するということで、時間も

民間のタクシー会社がそれぞれ事業をしているのにということで、美浦では８時半から５

時まで。５時以降は、公共交通は民間を圧迫するのでだめですよという一つのものがあり
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ますので、その辺も踏まえて、すべて規制を撤廃していただければいいんですが、民間を

やっぱり育てるという面から見れば、余り陸運事務所では、それはオーケーを出してくれ

ないというのが一つあります。 

 ぜひ、本当であれば、陸運事務所の規制を変えていくということが一つ課題になるかと

思いますけども、村としては、今のデマンド交通を村だけじゃなくて、隣接する自治体の

デマンドと競合して、お互いに乗り入れることを模索していくということを、今、阿見町

の方にも申し入れてございますので、阿見町がいずれ、試験的にじゃなくて実施する時期

が来るかと思います。そうなったときに、美浦のデマンドも、阿見のデマンドも美浦の方

に来ていただく。こちらからも行かせてもらうということを、これから調整は必要になっ

てくるだろうというふうに思います。よろしくお願いします。 

○議長（石川 修君） 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 村長のおっしゃったように、デマンドタクシーの利用の拡充とい

うことでは、いろいろの制約、陸運事務所のこととか他のタクシー会社とかあるのは、既

にお伺いしています。その上で、デマンドタクシーの利用の拡充ということにはすぐには

ならないだろうと。ですから、デマンドタクシーのことも視野にはありながら、もっと簡

単にというか早くというか、利用者に利便性を提供する手段はないかということで質問さ

せていただきました。 

 いずれにしても、私もそうですが、ここにおられる皆さんも20年30年たてば、同じよう

に車は運転できないと。あるいは遠くまで歩けないんだ。バス停まではほとんど歩くこと

も買い物袋を提げて帰ってくることも、もうできないということになろうと思います。そ

ういったときにデマンドタクシーの利用ということも拡充されていればよいんですけれど

も、一番簡単なのは、電話１本で来てもらえる、行きたいとき来てもらえる、緊急性のあ

るときに来てもらえる。 

 私が一番痛感するのは、自分の義理の父親がやはり、車に乗っていたときには何の不便

もなかったんですが、やはり高齢で、見ていても運転が危なくてしようがないからやめさ

せたんですけども、デマンド交通ということで、本人は依存したんですが、やはり乗り方

というか利用がわからないと、手続がわからないということも言われていました。 

 ですから、村長のおっしゃったような阿見町との共同乗り入れ、あるいは他の自治体と

の乗り入れ、共同乗り入れといったことも、視野には抱いていただくのはありがたいんで

すけれども、ただそれにしても、いつそうなるのかどうなのかという展望がないまま、そ

ういう方向を目指すということではなく、ほかに、その間のつなぎでも、何か方策がとれ

ないのか。今ここで、何をこうしてほしいとかいう答弁は求めませんが、あわせて考えて

いただきたいと思います。 

 以上、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（石川 修君） 岡沢議員、答弁はいりませんか。 
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○２番（岡沢 清君） いりません。 

○議長（石川 修君） いらない。 

○２番（岡沢 清君） はい。 

○議長（石川 修君） 以上で、岡沢 清君の一般質問を終了いたします。 

 次に、下村 宏君の一般質問を許します。 

 下村 宏君。 

○９番（下村 宏君） ９番議員の下村でございます。傍聴の皆様には、貴重な、大切な

お時間を大変ご苦労さまでございます。議長より、質問の許可が出ておりますので、一般

質問通告書に従って、二つの件について質問をしていきます。 

 初めに、美浦村公共事業入札についてお尋ねをします。新聞・マスコミ等では、官製談

合の文字が日常のように見聞きされ、県や近隣の市や町でも例外ではない状況にあります。

不正入札によって貴重な税金が無駄に使われ、村民に負担を強いることは防がなければな

りません。 

 そこで先に質問通告をしてありますように、平成22・23年度における一般指名競争入札

の件数及び落札率の状況、加えて落札率の年度別・段階別、内容は90％未満・95％未満・

95％以上の内訳でお尋ねをいたします。また、同じように随意契約についてもお伺いをい

たします。 

 さらに、自治体によっては、電子入札制度の導入や予定価格の範囲以内で、価格との品

質が総合的に優れている施工業者を選ぶといった総合評価方式を採用するところもふえて

いると聞いておりますが、当村ではこれらのことについてどのように考えているのかお伺

いをします。 

 続いて２点目でありますけども、馬見山地区の農園予定地の利用についてお尋ねをしま

す。当初、日帰り型市民農園の予定地として整備をしました村の土地でありますが、費用

をかけ、せっかくきれいに整地したところであります。少し目を離すと、シノや草が生い

茂り、元の荒れた状態に戻ってしまいます。そこで、この土地を今後どのように利用をし

ていくのかお伺いをいたします。 

 以上の２点について、担当部長より明確な答弁をお願いし、１回目の質問を終わります。

部長、よろしくお願いします。 

○議長（石川 修君） 総務部長。 

○総務部長（小泉菊男君） 下村議員ご質問の１点目の美浦村公共事業入札状況について

ご説明申し上げます。お手元に資料を配付してあると思うんですけども、この資料に基づ

きまして説明を申し上げます。 

 競争入札全体の件数は、平成22年度が合計で77件、平成23年度が80件でございます。落

札別には、議員から通告されています90％未満、90から95％未満、95％以上の区分けで集

計してございます。 
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 競争入札全体でございますけども、22年度は90％未満が16件、90から95％未満が７件、

95％以上が54件の、計77件の落札状況ということでございます。 

 23年度は、90％未満が17件、90から95％未満が７件、95％以上が56件の、計80件の落札

状況となっております。 

 以下、お手元の資料に示してありますけども、一般競争入札、公募型指名競争入札、指

名競争入札に分類して行っております。 

 また、随意契約につきましても同様に集計し、競争入札のもとに記載しております。 

 それから、お手元の資料の下段には、各入札方式及び随意契約の説明、または集計上の

条件について解説しております。なお、競争入札の執行状況、随意契約の状況につきまし

ては、今定例会の３月の最初に資料を配付いたしましたけども、毎年資料を配付している

ということでございます。よろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、ご質問の電子入札制度及び総合評価落札方式の導入についてということで

ございますが、まず、電子入札制度についてご説明させていただきます。 

 現在、茨城県内においては、茨城県及び複数の市町村により電子入札システムが共同利

用されております。県を含めまして18の団体が参加している状況でございます。美浦村で

も平成18年度当時に電子入札システムの共同利用を検討した経緯がございます。その当時

の電子入札システム共同利用運営協議会において受けた説明では、システム例年経費は

400万程度かかる見込みということでありました。そのようなことから、財政支出削減を

図る中でのランニングコストの増大が確実であったことが、電子入札制度の導入を見送っ

た主な理由かと思います。 

 今後、電子入札システム共同利用に参加する場合には、現時点で導入経費が550万円、

例年経費は、発注件数にもよりますが、少なくとも約300万円程度となっており、不況が

続き、一層の財政支出削減を図らなければならない状況の中で、電子入札の効果、及び導

入する場合のタイミング等については、慎重に検討していかなければならないと考えてお

ります。以上、ご理解願いたいと思います。 

 続きまして、総合評価落札方式についてお答えしたいと思います。 

 平成22年度において総合評価落札方式による入札を実施した団体は、県内で20市町村で

ございました。総合評価落札方式のメリットとしましては、優良な社会資本整備、ダンピ

ングの防止、不良・不適格業者の排除、業者の意欲向上等々が挙げられます。しかし、近

年、ほかの市町村において総合評価落札方式を実施してきた中で、デメリットといわれる

点としましては、少なくとも１案件につき１回は学識経験者に意見を求めることから、契

約決定までにかなり時間がかかるということで、市町村向けの特別簡易型でも発注に約30

日を要することになります。 

 また、その特別簡易型の評価項目は、業者の現況を評価するような内容ですので、評価

結果に変動が生じる余地が少ないことから、価格以外の部分についての評価点数が毎回固
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定化する傾向にあります。それは、総合評価落札方式を導入する目的とは違ってきてしま

うのではないかと懸念しているところでございます。 

 そういう状況におきまして、現在のところ美浦村では総合評価落札方式を導入するに至

ってはございませんが、今後とも制度の内容把握に努めながら、入札・契約の効率化・透

明化を踏まえて総合評価落札方式について検討してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（石川 修君） 経済建設部長。 

○経済建設部長（沼崎武男君） 私の方から、下村議員の大分類の２点目、馬見山地区の

農園予定地の活用についてご答弁をさせていただきます。 

 当該用地につきましては村有地でございますが、古くはごみ捨て場の状態にあったこと

から、地区から改善の要望が出され、村では現状改善を図るために生活環境課並びに都市

建設課において、江戸崎地方衛生土木組合の協力を得て撤去作業をするとともに整地をし

てきた経過がございます。 

 当初は、道路建設工事用のストックヤードとしての利用をする予定でございましたけれ

ども、安中地区の活性化の検討の中で、週末ファーマーの用地として利用する案が浮上い

たしまして、面積確保のため、その上側にある竹林であった竹を伐採し、整地を行い、農

地への転用を目指し、土壌を改良したり、そばをまいたりして、条件の整備に努めてまい

ったところでございます。その後、農業委員会の許可を得まして農地への地目変更をして、

区画としての形態を整えてまいりました。 

 しかしながら、12月の定例会におきまして、日当たりが悪いこと、それから進入路が狭

いこと、さらには、野生動物による耕作への影響及び景観上の問題等の理由によりまして、

当該用地は農園として適さないとして予算が執行停止となりましたことは、既にご承知の

とおりでございます。 

 現在は、本定例会におきまして12月に提出いたしました予算の減額補正をお願いしてい

る段階でございまして、現地の利活用については、まだ具体的な案はございません。当該

用地は農地でありますことから、今後は、本村所有の他の農地の利活用とあわせまして、

当該用地を含めて全体的な利活用について、庁内で慎重に検討し、村長の指示をいただき

ながら、コンセンサスを得て方向性を定めて、有効利用に努めてまいりたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 修君） 下村 宏君。 

○９番（下村 宏君） それぞれ担当部長には、答弁をありがとうございます。 

 引き続き、お伺いをいたします。落札率の状況等を確認をさせていただきましたが、地

方公共団体の契約は、原則として地方自治法第234条第２項の定めにより、一般競争入札
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によらなければならないとなっていますが、当村では、多くが指名と随意入札になってい

ますが、その理由をお聞かせいただきたいと思います。 

 また、落札率が95％を超える契約が多く、高どまりしているように思いますが、予定価

格と積算価格との制度から見て妥当な数字であるのかどうか、執行部の見解をお伺いをし

たいというふうに思います。 

 なお、答弁の中にありましたように、電子入札制度については、費用対効果の中で現在

は見合わせたよというようなことで了解をしたいというふうに思います。 

 それとあと、総合評価方式については、ほかのところのいいところをぜひ取り入れてい

っていただければありがたいなというふうに思います。その点については私も了解をいた

したいというふうに思います。 

 それと、日帰り型市民農園の活用については、早々に態度を決定して管理方法などを決

めて、よりよい活用ができますようご期待を申し上げたいというふうに思います。 

 以上、再質問に対しての答弁、よろしくお願いをいたします。 

○議長（石川 修君） 総務部長。 

○総務部長（小泉菊男君） 下村議員の再質問の、美浦村では一般競争入札よりも指名競

争入札の方が多いんじゃないかというご質問かと思います。その理由は何ですかというこ

との質問かと思いますので、その点についてお答えしたいと思います。 

 指名競争入札によることができるものは、地方自治法施行令第167条の各号の規定に該

当するものとなっております。美浦村におきましては、行政機関としても最も地域に近い

位置にあるという立場を踏まえまして、村内業者の受注機会の確保及び技術力育成、また、

地域経済の貢献等などを目的としまして、村内業者または地域要件を考慮して、指名競争

入札を実施しているというところでございます。 

 その目的及び１案件当たりの発注規模などを勘案して、地方自治法施行令第167条第２

号に該当すると認識しているところでございます。 

 それから、次の落札率のご質問でございますけども、平成22年度におけるすべての入札

の平均落札率は92.4％、平成23年度は93.2％でございました。これは業務等の案件の一部

に落札率が低い案件があるため、それにより平均値が引き下げられていると判断しており

ます。 

 予定価格の作成時には、積算システムの活用や、複数業者から参考見積もりを徴する等

により、市場価格の把握に努めておりますので、適正な予定価格であれば、落札価格は予

定価格からそれほど違う金額にはならないと想定しております。今後も適正な予定価格の

設定に努めてまいりたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（石川 修君） 答弁いらないですか、日帰り農園の。 

○９番（下村 宏君） 経済の方は結構です。 
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○議長（石川 修君） 下村 宏君。 

○９番（下村 宏君） 総務部長には、答弁ありがとうございました。 

 もう一度質問をしたいと思います。 

 入札は、透明性・競争性・公正性の確保が当然求められると思いますが、同時に今、部

長の方からありましたように、村内の業者の育成も大変重要と考えます。先の大震災では、

村内建設組合の対応や今回の放射能汚染土の除去など、村内の業者がいち早く立ち上がり、

汚染土除去等の講習会受講を既に終え、除染に当たると聞いており、ほかの自治体と比較

しても大変素早い対応と評価されると思います。 

 入札に過度な地域要件を付加することが地域振興上マイナスの作用も働くとの意見もあ

りますが、事業主やその従業員が村に税金を納め、そして、村内にその金が回ることも、

活性化の一助ではないかと私は思います。 

 そこで、競争の原理は当然働かせつつ、村内の小規模事業者を活用することによって効

率的な施工が期待できる工事は、分離・分割発注をしたらよいのではないかと考えますが、

執行部の見解を伺いたい。 

 また、公共工事の過度な低い入札、それについては建設業の健全な育成を阻害し、品質

の低下や下請業者へのしわ寄せ等が心配されます。低入札価格調査制度と最低制限価格制

度の運用について、どのようになっているのかをお伺いしたいというふうに思います。 

 以上答弁を求め、当村の入札制度が適正に運用され、村民より支持・信頼される制度と

なることを祈念して、私の一般質問を終わります。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（石川 修君） 総務部長。 

〔「村長じゃないんだ」と呼ぶ者あり〕 

○総務部長（小泉菊男君） じゃ、私の方から村長にかわりまして答弁いたします。 

 今のご質問は、分離・分割発注はできないのかというような質問かと思います。それに

ついてお答えさせていただきたいというふうに思います。 

 工事の分離・分割につきまして、執行部といたしましては常に勘案しているところでご

ざいますけども、仕事の発注する工事の内容を見てみますと、美浦村の場合は、道路工事

関連と、現在公共下水に集中してございますけども、下水道関連の管渠等の更新がほとん

どであるということ。それから、その発注金額は5,000万未満がほとんどということで、

そういう観点から、一般競争入札じゃなく指名競争入札ということで、村内の業者を選定

させていただいているという状況でございます。 

 それらの複合的な工事の中で、耐震補強工事が大谷小学校をスタートとしまして、木原、

今、今度は安中ということで耐震補強の建築工事を行っているわけですけども、そのよう

な複合的な工事につきまして分割発注する場合に、工程の非効率性及び経費等の積算が割

高になるということが想定されます。それから、施工責任は一本化・明確化することが、
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不測の事態の迅速かつ柔軟な対応につながるという判断から、なかなか複合的な工事の一

部について分割発注するには難しいという判断をさせられているという状況でございます。 

 しかしながら、独立した場所、または施設であったり、本体の工事と連動する部分がな

いなど、条件的・効率的な点を踏まえまして、分割発注にできるものについては今後とも

検討はしていくということで考えていきたいと思います。 

 そういうことでよろしく、分割発注については終わりにしたいと思います。 

 それから、ご質問の適正な最低制限価格ですよね。低入札価格調査制度と最低制限価格

制度の運用についてですけれども、その制度は、どちらもその目的としましては、ダンピ

ング、手抜き、下請業者へのしわ寄せの防止等があるわけですけども、美浦村では、最低

制限価格制度を平成14年度から導入しているということでございます。その対象金額につ

きましては、130万以上の建設工事としております。そのようなことで運用要領の設定の

範囲内で最低制限価格を設けて行っているという状況です。 

 以上、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（石川 修君） 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、下村議員の馬見山地区の村有地の跡、江戸崎地方衛生

土木組合のいろいろお手伝いをいただいて、きれいになり、そしてまた、ものすごい竹や

ぶだったところをきれいにして農地で使おうということで、これについては、地元馬見山

地区の地域の皆さん、そしてまた、村の方で、元に戻らないような、ごみ捨て場とか、そ

れから荒れ地にならないような方法を考えて、協議して、管理をするような形をしていき

たい。 

 もし、地区から出ている議員さんのいろんなアイディア等もあれば、いろんな活用をで

きるものと思いますので、議員さんの方で、もしそういう案件がございましたらば、村の

方も、また地元も一緒に協議をして、保全をしてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（石川 修君） 以上で、下村 宏君の一般質問を終了します。 

 ここで、会議の途中ではございますけれども、暫時休憩といたします。 

 再開は、２時30分といたします。 

午後２時２２分休憩 

 

午後２時３２分開議 

○議長（石川 修君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次に、塚本光司君の一般質問を許します。 

 塚本光司君。 

○１番（塚本光司君） １番議員の塚本でございます。傍聴の皆様におかれましては、最

後までおつき合いいただきましてありがとうございます。もうちょっと。最後ですので。

ちょっと初めてなものですから、ちょっと緊張するところでございますが。 
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 通告書に従いまして、私の方から、２点ほど質問をさせていただきます。 

 まず１点目でございますが、村内公共施設におけるＰＰＳとの交渉と購入の進捗状況に

ついてでございます。 

 昨年の東日本大震災以来、各自治体が公共施設の使用する電気に関しまして、購入先を

大手電気会社から他の事業者にかえる動きが加速しております。おのずと皆様ご存じかと

思いますが、やはり経費節減と脱原発がねらいかと思います。美浦村においても昨年来か

らいろいろと模索をされておられまして、何社かということで伺っております。その対効

果と、並びに進捗状況を伺いたいと思います。 

 また、村内の小中学校、中学校はもう既に完備済みでございますが、全小学校並びに幼

稚園・保育園でしょうか、冷暖房の完全設置が行われるわけですね。それによりまして、

電気料金のアップ並びにやはり大手電力会社の電気料金の値上げが報じられております。

経費節減のできる限りの努力を願いたいということで、まず、これが１点でございます。 

 ２点目、そちらは実は2012年度中学校体育授業においての武道必修化についてでござい

ます。茨城県内全232の公立中学校、今現在、実際には武道必修化を取り入れる以前に、

ほとんど必修という感じでやっております。事実上のもう必修。全国でもまれに見る先進

県でございます。 

 しかしなれど、必ず安心だと申しましても福島原発事故等の例もございます。やはり体

育教員の指導・講習ですとか安全性に配慮した対策と、これまでどのように授業をしてこ

られたのか、それを確認させてください。また、過去にけがの事例があるか、対策マニュ

アルがあるか等を伺いたいと思います。 

 この２点をひとつよろしくお願いいたします。 

○議長（石川 修君） 教育次長。 

○教育次長（岡田 守君） 本日は、美浦大学の生徒の皆さん、大変ご苦労さまでござい

ます。 

 それでは、塚本議員の質問でございます。現在検討しております特定規模電気事業者売

電（ＰＰＳ事業者）との契約につきましてご説明をさせていただきます。 

 まず、このＰＰＳについて簡単にご説明を申し上げますと、2000年の電気事業法改正に

よりまして電力が自由化となり、2005年から50キロワット以上の高圧電力を使用する施設

なら、電力を購入する業者を自由に選択することができることとなりました。この契約電

力50キロワットに対します解釈といたしましては、６キロボルト受電施設で高圧受電設備、

これはキュービクル設備でございますけど、これが設置されている施設が対象となります。 

 では、どこから電力が購入できるのか。それがＰＰＳと言われるところでございます。

これはパワープロデューサー・アンド・サプライヤーの略でございまして、特定規模電気

事業者のことでございます。 

 これは独自に電気を供給しております事業者でございまして、例えばガス会社などが事
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業を行う上で発生するエネルギーを供給しているとそういうケースや、また、独自で太陽

光発電を行っているなどのケースがございます。２月24日現在でございますけども、全国

で51社のＰＰＳ事業者が存在をしておるわけでございます。 

 それでは、このＰＰＳ事業者から電力を購入するメリットといたしましては、まず、電

気料金を削減することができるといったメリットとなってございます。そのため、使用者

は同じ量の電気を使用しながら、かつ支払う電気料金は安くなるといったことになります。 

 次に、果たして電力が安定して供給されるかということでございますが、もしＰＰＳ事

業者からの電力供給に問題が生じた場合は、バックアップ電源といたしまして位置づけら

れている一般電力会社、本村でいうと東京電力からの供給に切りかわりますので、使用者

側にとって電気がストップしてしまうということはございません。 

 また、ＰＰＳの事業者が倒産や事業を停止してしまわないかという点でございますが、

小規模なＰＰＳもございますけども、契約の際に、問題が発生したときはＰＰＳ事業者側

が責任を持って電力供給と損失補償を行う継続供給契約を交わすことで、安定性が確保で

きるといわれております。 

 教育委員会の方では、昨年末、ＰＰＳ事業者より美浦村内の教育関連施設の電気料削減

についてのアプローチがございましたため、検討を進めている次第でございます。 

 まず、ＰＰＳ事業者との契約方法につきましては、電気料金を削減させる方法と使用料

金を減額させるという二つの契約方法がございます。今回検討いたしましたＰＰＳ事業者

の方式につきましては、契約電力料金の減額を行うＰＰＳを前提に検討をしてございます。 

 その理由につきましては、使用料金の減額を検討した場合、自主的に節電を行うことで

使用量を少なくできる一方、昨年のように計画停電等が実施された場合、停電により使用

料金は減るわけでございますが、基本料金は下がらないといった状況が発生して、料金減

額のメリットが少なくなるといったことでございます。しかし、基本料金の減額を選択し

た場合、使用料金は使用頻度に応じて増減幅が大きくなることもございますが、基本料金

の減額は変動がないため、こちらを検討の対象としているわけでございます。 

 なお、ＰＰＳより供給を受ける施設につきましては、現在のところ教育関係施設を検討

してございます。 

 電気料金の算定に使用するデータにつきましては、平成23年４月から24年１月分まで電

気の使用量を集計したものを、ＰＰＳの事業者にお渡しして、現在検討を行わせていると

ころでございまして、各施設がどの程度安価になるかを提案させた上で、メリットの高い

施設について切りかえを行っていく計画で検討をしております。 

 次に、塚本議員のご質問にある今後の学校施設の冷暖房施設導入後の電気使用量増によ

る対応といたしまして、どの程度電気料金が安価となるのかにつきましては、ＰＰＳ事業

者が今回の調査で打ち出してきた電気料金が基本となっていくと思われます。そういうこ

とで、まだこれは出てございませんので、そういう資料につきましては、後日検討をさせ
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ていただきたいなと思っております。 

 近隣市町村の現在の状況でございますが、稲敷市におきましては、夜間照明つき３野球

場が平成24年１月より、ＰＰＳ事業者からの受電を行っておりまして、年間約300万円の

減額を見込んでいるようでございます。 

 また、阿見町でも、当初は野球場のみの移行を進めておりましたが、町内施設全体を視

野に入れ、再検討をしているようでございまして、現在のところ契約の方はされていない

ようでございます。 

 以上、塚本議員のご質問にお答えいたしました。 

以上でございます。 

○議長（石川 修君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） 武道については、私の方からご回答申し上げたいと思います。 

 ご質問の趣旨は、武道を、美浦中学校の武道の授業をどういうふうな指導体制でやって

こられたのか、また、これからどういうような指導体制をとりながらやっていくつもりな

のかというふうなご趣旨というふうに承っております。 

 今年度までは、１年生は武道かダンスのいずれかを選択するという形で行っております

けども、美浦中学校では武道を選択しております。また、２年生・３年生は、球技・武

道・ダンスの中から二つの領域を選ぶというようなことで授業を行ってきておりますけど

も、美浦中学校では武道を選択して授業を行ってまいっております。ということで、美浦

中学校ではこれまでも武道、柔道か剣道かの選択でありますけども、全員が武道をやって

おる、やってきたというような授業を行ってまいっております。 

 美浦中学校が武道を選択させるというようなことを選んできましたのは、武道館という

立派な施設があるということ、それから先生方が、３人おりますけれども、どなたも有段

者であるということ、あるいは柔道着だとか、剣道の防具だとか竹刀とかという物がほぼ

そろっているというようなことで、武道を選択してきたというような経緯がございます。 

 次に、指導の仕方についてでありますけれども、とりわけ柔道については、これはどな

たも認識していることでありますけども、骨折・その他の事故が一番多いということで、

柔道の指導には相当気を使ってこれまでやってきているというふうに報告がございました。 

 例えば、１年生の場合には、立ち技はやらせないと。受け身のみというようなことだと

か、あるいは、２年生・３年生では立ち技のけいこもしてもらっておりますけれども、そ

の準備体操の段階で受け身をしっかりやる、というような形で十分配慮しながらやってき

ているというようなところでございます。 

 議員ご指摘のとおり、来年度から全国で武道が必修になると。１年生・２年生は必修、

３年生も選択ですけども、武道の中から、美浦中学校は選択ということですから、これま

でどおり１年生から３年生まで美浦中学校では武道の授業を受けるというようなことにな

っております。 
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 ちなみに、これまでは体育の時間は90時間でしたけども、新しい学習指導要領に基づき

ながら、15時間ふえて105時間になるわけでございますけれども、美浦中学校では、１年

生については12時間、２年生・３年生については10時間の授業を現在考えているというよ

うなことでございます。 

 ということで、美浦中学校では男子生徒も女子生徒も全員が何らかの武道の授業を受け

ることになるわけですけれども、当然のことながら、相当に多くの事故が、これは美浦中

学校に限らずですけども、全国的には想定し得ないような事故が起こるということは、あ

らかじめ想定しないといけないんじゃないかというふうに考えております。 

 例えば、どういう配慮をしないといけないかということを今考えているところでは、け

いこの相手になってくれる生徒に対しては、相手になってくれることに対する感謝だとか、

あるいは相手を敬う心だとか、あるいは相手を選ぶときには、体格の違いを考慮しながら、

お互いに背丈が同じぐらいの相手を選ぶとか、あるいは指導の技の、けいこのときには、

初歩的な技から高度な段階というようなことだとか。あるいは練習するときは、混み合っ

ているところは避けるとか、壁の近くではやるなとかというような、具体的にはそんなこ

とでありますけども、十分に注意を払いながら指導をさせてもらいたいというふうに思っ

ております。 

 現時点で、その指導上のマニュアルが美浦中学校にあるかというと、現在のところはマ

ニュアルはなしというような報告を受けております。ただ、茨城県では体育授業のモデル

集というのがありまして、これも私も現物を見ておりますけども、100ページぐらいのも

のでありまして、県でモデル集を出しているから、美浦中学校では必要ないということじ

ゃなくて、今の私の考えでは、来年度必修の形で授業が始まる前の段階で、美浦中学校専

用の指導マニュアルを何とか早目につくりたいと。これを早急に先生方に指示をして、県

の授業モデル集を参考にしながらいいものをつくりたいというふうに考えているところで

あります。 

 ご質問の中には、授業中にどれだけのけががあったのかということもありましたのでお

答えしておきますが、美浦中学校では過去３年間、骨折の事故が１件のみというふうに聞

いております。ただ、全国的な統計データを調べてみますと、人口10万人当たりの死亡、

これはけがじゃなくて、亡くなった死亡事故ですけれども、柔道が最も多くて、人口10万

人当たり2.4人。これは第２位のバスケットボールに比べると約６倍、第３位のサッカー

に比べると約８倍になるということで、柔道の危険性というのはいろんな形で認識されて

いるわけでありまして、十分に注意をしないといけないということは、ご指摘されるまで

もなく我々も考えております。 

 また、美浦中学校ではこれまで何人の生徒を一緒に指導してきたのかということも確認

しておりますけども、今までは二クラス一緒ということで、50人を１人の先生で指導して

いるというのが常態のようであります。この点も、教育長としてはやや心配しておりまし
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て、「外部の方の指導を必要としていませんか」というような問いかけもしていますけど

も、今のところ有段者は３人ということで、50人程度であれば１人で大丈夫というような

回答をいただいておりますけれども、この点についても、ゲストティーチャーを考えると

かというようなことを将来的には考えていかないといけないんじゃないかというふうに思

っております。 

 とにかく全国で武道が必修になるということで、多分新聞のネタになるような大きな事

故が、これは全く予想、こんなことでこんな事故が起こるのかというような予測できない

ような事故が間違いなく起こるだろうと思っておりまして、こういう事故が美浦中学校で

ないという保障はないわけですから、そうならないようなことの配慮は十分してまいりた

いと、十分な、十全な配慮をしてまいりたいというふうに考えております。 

 以上であります。 

○議長（石川 修君） 塚本光司君。 

○１番（塚本光司君） ありがとうございました。非常に今、二つともわかりやすかった

です。 

 それに含めまして、続いてなんですが、ちょっと確認等々も含めてなんですけども、Ｐ

ＰＳの方からまいります。ＰＰＳ、特定規模電気事業者の説明は、先ほどの次長の答弁の

とおりでございます。私の方から、それに特につけ加えて、ちまちま言うところではござ

いませんので、先ほどでオッケーなんですが。 

 ちなみに、企業・自治体が、東電以外から電気を購入を検討の記事や報道というのは、

昨年末来、これはだれでも、新聞であれテレビであれ、いろんな意味で報道で多分耳にさ

れている、頻繁に耳にされている、何かでそれと接していると思うんですが、美浦村にお

いても今の教育関係施設に関して検討中ということでございました。今回、私が年明けに

たまたま学校関係をちょっといろいろ歩いていましたところ、実は教育関係の方から、お

宅の電気代は幾らなんだということで来たことから、きっかけで私がそれをたどっていき

ましたところ、結果、光と風の丘公園の野球場にたどり着いたんです。そこの担当が、要

は今、岡田次長がいらっしゃった生涯学習課ということで、そちらのセクションでやって

おられたということで、そこでちょっと一つ質問を投げかけたいんですが。 

 現状況において、ＰＰＳとの交渉の進捗状況がまず１点。 

 それと、私が投げかけた方のセクションは、生涯学習課ということではございますが、

実際に教育施設以外の村施設での検討というのは、実際にはなされなかったのか。要は、

本庁舎、役場庁舎、ここであるとか、保健センターとかあるわけですよね。 

 実際に私の情報では、農業集落排水のあれですか。あと、公共下水道、あそこの電気

等々は、どうもやはりそういったＰＰＳにはちょっと対応不可だというような情報をちょ

っと得ているんですが、それはいいとして、公園以外のところで何かアクションがあった

のかどうか、もしわかればと思います。 
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 この２点をちょっと、このＰＰＳに関しては２回目の質問としてお願いできればなと思

います。 

 それで、武道必修化のことに関しましては、本当に先ほど教育長からの答弁のとおりだ

と思います。 

 実は、何を隠そう私もちょっと柔道を若干、６年ほどかじっておりまして、有段者でご

ざいます。実際、一番私が危惧するところは、武道で柔道・剣道を必修で、どちらを選ぶ

としても、特に柔道の方はやっぱり心配なところがあったんですが、いろいろ勉強してい

るところで、もう数十年前から美浦中というか、茨城県全体、中でも美浦中というのは、

私もそこの柔道部の出身ですが、もうほとんど必修という感じでやっていたわけですね。 

 実際に、全国でよく新聞で報道等がされる、今、先ほども教育長からございましたけど

も、10万人に２点何人ということで死亡事故。そういった事故は、基本、要するに私らが

踏んできた部活動での事故だと思います。実際に私の先輩も教師をやって、柔道をとある

ところで教えていまして、やはり教え子がちょっと全国大会に行ったときに、そこで頸椎

損傷で、今実際に三十過ぎなんですが、ちょっと動けないと、そういったことも実際に私

は知っておりますし。 

 ただ、美浦中学校においては、今までのそういった教育指導等の体制関係を、先ほど教

育長から伺って、心配はないのではないかなという気にはなっておりますが、念のために、

幾つかちょっと気づいた点なんですが、特に、事故等々に関しての、その起きた場合のマ

ニュアル等はないということですよね。 

 だから、その時その時で、先生方が何かあったときに対応されていると思うんですが、

転ばぬ先の杖と申しましょうか、やっぱりこうあったら、こういう段取りでこうしてとい

うことで何か書いたものなり何なりがあった方が、それはもう、それに越したことはない

と思うんです。 

 ですから、その辺。先ほど教育長もおっしゃっていましたね。これは、やっぱり特化し

たもので何か美浦村としてちょっとやろうというようなことですよ、ということで、それ

は改めて私の方からも学校教育課さんの方に、中学校に向けての注意喚起ということでそ

れはお願いできればなと思います。 

 それと、私が調べさせていただいた中で、夏季休暇の間に定期的に研修会を何か行って

いると。多分、県のどこか、武道館へ行くとか、指定の例えば土浦のどこどことかという

ことでやっていると思うんですが、これは実際に研修会があるわけなんですが、定期的に

夏休み中に。必ずそれに参加しているのかどうか、その辺がちょっと、いますぐどうのこ

うのというのはないと思うんですが、後で数日中でも結構ですので、それを確認させてく

ださい。絶対行っているよという名前だけで、研修会をやった、実際だれも行っていませ

んでした、では。ただ、有段者が今現在はいるので、ある程度経験してきたからというこ

とで、ひょっとすると行っていないかもしれませんけどね。 
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 だから、初めて、今後美浦村において有段者の先生が仮に人事異動で外に出た場合、そ

れがやはり、私以外も、やっぱりご父兄の皆さんでも、子どもたちでも、やっぱり有段者

なのか、全然、講習を何時間かやってきて僕たちに教えてくれるのかで、やっぱりちょっ

と安心の度合いが違うと思いますので、今後、先ほどゲストティーチャー、外部からのゲ

ストティーチャーの名前も出ていましたけども、その辺の考えを再度、予算等もあること

なんですが、確認をさせていただければなと思います。 

 とりあえず、以上でまず質問、２回目の、２回目というか１回目お願いしたいと思いま

す。 

○議長（石川 修君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） まず武道の方から。ＰＰＳは後で村長の方から。 

○１番（塚本光司君） そうですね、はい。 

○教育長（門脇厚司君） 回答することにします。 

 きのうの午後、さまざま確認したいことがありましたので、校長同席のもとに３人の体

育の先生方と直接会って、私自身、幾つか確認をさせてもらいました。先ほど、３人とも

有段者であるというふうに申し上げましたけども、１人は剣道４段、柔道初段。柔道の方

は、男の先生２人、剣道の４段の方は女性の先生ということで、３人とも、これまで県が

夏休みの講習会には出ておりますというふうに伺っております。 

 緊急マニュアルですけども、授業中の事故だけじゃなくて、いろんな大変な事態が、緊

急事態が学校にはあるわけですけれども、その緊急事態に対応するマニュアルは、それは

現在でもありますと。ただ、武道の授業で起こった事故についてのマニュアルは今のとこ

ろないということですので、これも仮に武道の授業で事故が起こったときに、そういうよ

うな授業に対応するためのマニュアルが既にあったのか、全くなかったのかということで、

事故が起こった場合の対応の仕方を考えると、やっぱりあらかじめマニュアルは用意して

あった場合の事故の対応と、全くなかった場合の事故への対応というのは、相当違ってく

るそうですね。 

 先ほどちょっと申しましたけれども、来年の授業が始まる前に早急に指導面での指導書

のマニュアルと、その事故に対応した場合のマニュアルもあわせてつくりたいというふう

に思っております。それで、議員は柔道２段というふうに今伺っていますので、ぜひ、そ

のマニュアルづくりにはご協力いただければありがたいというふうに思っております。 

 あと、最後のご質問ですけれども、今は３人とも有段者だということで安心できます。

ただ、いつまでも美浦中学校に勤めておる保障はないですね。まだ、来年度の人事につい

ては明らかにできないような段階ですが、３人とも幸いなことに、計画異動の対象にはな

っておりません。３人から異動の希望も出ておりませんので、少なくとも来年度は３人と

も美浦中学校で授業を続けていただけるのではないかと。 

 ただ、こういうような状態がいつまでも続くということはありませんので、先ほども申
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し上げましたけども、そうならなかった場合の対応については、予算措置もありますので、

十分25年度からの対応については考えていきたいと思っています。 

 ややそれますけども、教育長が集まるときには、やっぱりこういうような話題があるわ

けですね。牛久だとか稲敷だとか、やっぱり柔道の危険性は大きいということで、牛久な

どは全員、武道はもう剣道であるというようなことで、防具その他をもう先に用意してい

ましたということ。 

 となると、美浦で柔道を指導する担当、柔道の有段者は美浦でいいですよというような

こともあり得るかなと思ったりしておりますけど、とにかく何らかの、25年度からは、事

故防止のための人事面での配慮も十分してまいりたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（石川 修君） 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、塚本議員の特定規模電気事業者（ＰＰＳ）について、

村がどれだけ今、検討しているかというものなんですが、学校関係はほとんどもうやって

おりまして、一応持ちかけていないのは、保健センターと役場、ここですね。あと幼稚園

ということで、実は去年の３月11日以降の福島原発の事故以来、計画停電という構想が東

電の方から打ち出された時点で、やっぱりＰＰＳから電気を供給していただこうというと

ころがかなりふえてきました。 

 実際この前の電気料金が全体的に17％ぐらい上がるとか、そういう話が出たときにはか

なり殺到しているみたいで、今、村がお願いしているところも、すべてＰＰＳから供給が

できるかというと、ちょっとそこまでは今の時点では回答が来ておりません。 

 事実、今、幾つかは取り上げていただけるのかなあというふうに思うんですが、51事業

者が今あるというふうに執行部の方から答弁が出ましたけども、美浦村では今一番身近に

ある美浦ガスさんの系列というか親会社、東京ガスのところと、今ちょっと調整はしてい

ますけれども、発電事業所がＰＰＳの規模がどのぐらいの発電をしているかということが

一つ問題があって、その発電容量以上のものは販売できないんですね。 

 実質、送電線・配電線を通して電気が供給されてくるわけなんですけども、それはすべ

て東電の施設ということで、発電自体の部分を賄ってもらう。電気料金に関しては、東電

が決めた値段なんですね。１キロワット当たり幾らでというのは東電が定めた値段。これ

は、東電もそれからＰＰＳの特定規模電気事業者も料金は一緒です。 

 変わってくるのは、基本料金。皆さんのうちでも基本料金で使っていると思うんですけ

ども、これは１キロワット使うと、もう契約分の基本料金が発生します。そこが約、ＰＰ

Ｓの会社によってちょっと違うんですけども、東京ガスだと２割ぐらい下げられますよと

いうことが一つあります。 

 ちなみにちょっと例を言いますと、この辺で一番電気を使っているのは、競馬会とテキ

サス・インスツルメンツでございますけども、両方、特交で受けています。ちなみに１年
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間、この17％ぐらい上がるとすると、この前、工業クラブでテキサスのそこの施設の担当

者と話をしたらば、年間５億上がるそうです、５億円。17％で。 

 電気の使用量が全然、基本的なものが違うので、やっぱり17％上がると、今まででもそ

ういう企業で電気が、電気料金が高いというのがあったんですが、さらにこの17％上がる

ことで、使っているところでは、「５億も上がるので、また美浦村に税金を納めるのがで

きなくなりそうです」という話は、私の方に言われたので、ちょっと困るなあということ

は思ったんですが、これは、経済産業省で上げる・上げないのことはできないそうでござ

いまして、東電の方との契約の中で、通知が来れば上げざるを得ないと。 

 美浦の中でどれだけ上がるかというのは、これからもあるんですが、今ＰＰＳで東京ガ

スの方とちょっと調整をしております。これも４月以降、最終的には６月ぐらいで判断を

しますということで、美浦の中に美浦ガスさんがあるので、ある程度は配慮をしていただ

けるのかなというふうには思っております。全部はなかなか難しいかなというふうには思

うんですけども、そういうところで、できるだけ違うものに頼っていかないとなかなか難

しい部分が出てくるのかな。美浦村全体の公共施設のもので17％近く上がると、どれだけ

上がるかを、これからまた、試算はしていないんですけども、ちょっと調べてみたいなと

いうふうには思っています。 

 学校に太陽光を上げるように申請はしたんですけども、７カ所申請をして、採択された

のが１カ所あります。上限で5,000万が国から整備をしてもいいですよということで、太

陽光は、約5,000万というと20キロワットの発電が大体可能だろうということで、去年、

震災で健康増進課、保健センターのところを対策本部に使いましたので、そこに太陽光を

20キロワット上げて、何か災害が起きたときには、そこで電気を使用できるようなものに

していきたいというふうに思っています。 

 これからも、この先も国の方でそういう太陽光発電、自然エネルギー的なもので補助、

助成があれば、早速手を挙げて、村の中の整備もしていきたいというふうに思っておりま

す。多分６月の議会のときには、ＰＰＳの報告はできると思います。よい結果が出ればと

私も思っていますけども、他力本願なところもありますので申しわけありませんけども、

このような進捗状況であることをご説明申し上げます。 

○議長（石川 修君） 塚本光司君。 

○１番（塚本光司君） ありがとうございました。柔道の話は先ほど、先に教育長とさせ

てもらったので、ようやく落ち着きました。汗も引いてきました。 

 戻りまして、先ほどの村長からのご答弁でありがとうございました。 

 実際に新聞等々でも、東京の猪瀬副知事が東電さんに、「どういうことで」ということ

で、東京だけで77億と言っていましたよね。それだけの負担になると。17％、高圧のあれ

でこういう。東京あたりは、でかいところは本当に特交のあれだと思うんですけど。 

 とりあえず私も、この稲敷市の野球場の先ほどの件がございました。報告を受けました
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ので、実際に本村、美浦村に移して、平成22年度の電気料金がどのくらいかかったんだろ

うかなと見てみまして、それは去年がああいう原発云々の事故があったものですから、節

電なりいろいろとあまり、ちょっと参考にならんだろうということで、22年度、決算書も

それはもう出ていますので、実績利用ということで、村内で約8,000万円ぐらい電気代が

かかっています。 

 そのうち、先ほどこれは申し上げましたんですけども、これは私、話しましたか、中学

校が幾らかかったとかは。言っていなかったでしたか。ちょっと痴呆症にかかった。 

 繰り返しになってしまって申しわけないんですけども、要は、上から順番に美浦中学校

で786万円、光と風の丘公園743万円、本役場庁舎、ここですね、461万円。中央公民館429

万円、その他、公立関係の小学校・幼稚園・保育園・児童館・公共施設等、農トレですと

かいろんなそういったところなんですが、これが約2,700万円。 

 そして、この23年度も今月で終わりますが、同レベルか、もしくは下方に推移するのか

なと。それは、福島原発事故による節電意識とでも申しましょうか、ほとんど節電をやっ

てこられたと思うんですね、住民の方が。私もその１人で、電子炊飯器を、かまで炊いた

わけじゃないですが、よくお茶のポットなんかを手こぎ式のやつにしたりとか、頑張って

やりましたけども。 

 先ほど村長からもございましたように、仮に東電さんが４月１日から大口契約の50キロ

ワット以上のものに関して17％もしアップすると、単純にこれで計算しちゃうと、実際に

村で1,300からも上を行っちゃうんですね。すべてがそうではないと思います。そこまで

私もちょっと詳しく調べていないんですけども、本当に申しわけないんですけども。 

 ＰＰＳの契約の例えば変更に際して、近隣の自治体もそうだと思うんですが、９割９分

方、多分100％、ＰＰＳサイドさんからのアプローチであったろうと。とにかく、受動態

で、去年の３月11日以降の話だと思うんですね。アプローチ、そういった相手のＰＰＳ業

者から来たということで。 

 例えば、つけ加えますと、先月の２月10日現在、私が調べた中では、この茨城県の県庁

所在地である水戸市も予定はしていません。今、実……。 

○議長（石川 修君） 塚本光司君、間もなく質問時間が迫っておりますので、簡潔な質

問をお願いしたいと思います。 

○１番（塚本光司君） わかりました。それでは、ちょっと念のために確認です。我々の

心の中に、電気だったらば、要するに東電さん、東電さんの親戚の人でもいると何なんで

すけど、そういった気持ちはどうですか、ありますか。村長で結構ですけど。 

○村長（中島 栄君） もう１回質問。 

○１番（塚本光司君） 要するに、物をチェンジするという場合に、今まで東電さんだっ

たら東電さん、そこから変えずに例えば何十年もきたと思うんですが、いろんな業者、自

治体もそうだと思うんですが、我々の心の中に電気というのはもう東電だよというような
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気持ち、どうでしょう、ありますか。ないですか。 

○議長（石川 修君） 村長。 

 村長、答弁時間、５分です。 

○村長（中島 栄君） はい。５分しかないということで、これは東電が頭の中にあるの

かということだと思うんですけども、余り規制緩和をしてしまって、発電事業者、送電事

業者、配電事業者といろいろ分けてしまうと、かなり大きな問題が出てくるのかなという

ふうに思います。 

 実質、アメリカで規制緩和をして、すべての分野を別々にして、結果的には、あのアメ

リカでさえ交通信号がとまるようなことが、以前起きました。これは、日本の中でも規制

緩和をしなさいという、これは小泉純一郎さんが首相をやっていたときに竹中平蔵さんも

含めて、大きな規制緩和を日本の中に取り入れてきた経緯があります。 

 どこまでをやっていいのかという部分を考えると、守られなくてはいけない部分は、生

活の中で電気、水、そういうものは生活の中で守られていかないと、国民の生活、また住

民の生活が安定できないというふうに私も思っています。ですから、自然エネルギーが今

主体になってきておりますけども、今の施設をばらばらにしてしまった方が、私はかえっ

て怖いのかなというふうに思います。 

 採算性がとれないと、その部分の改修、修繕もままならないというふうになります。で

すから、東電に依存するということじゃなくて、それぞれの発電を自然エネルギーである

とか、風力とか、太陽光とか含めて、電気を供給してくれるところがどんどん参加をして

いただくことが一番私はよろしいんであろうと。 

 多分これからは原発は縮小していくであろうし、もう新しいものは日本ではつくる環境

にはないというふうに思っております。ただ、東電の持っている施設は使わせてもらわな

いとなかなか難しいという。これは、多分国の範囲になろうと残ってもらわないと困りま

す。 

○議長（石川 修君） 塚本光司君に申し上げます。 

 時間にあと３分、２分ですか、２分ですので、３回の質問は終わっていますけれども、

時間。 

○１番（塚本光司君） はい。じゃ、３分間でカップラーメンが食える程度で終わりたい

と思います。 

 ありがとうございました。今、なぜ村長にこういった質問を投げかけたかと申しますと、

今後ＰＰＳの供給が非常に厳しくなることは、もう皆様ご存じのとおりだと思います。こ

れだけいろんな面でパイの取り合いになっていて、余剰電力がないわけですから、ただ、

１～２年後にいろんな節電で安定してくれば、またＰＰＳもかなりシェアを伸ばすんじゃ

ないかなというふうに考えます。 

 要は、私が申し上げたかったのは、第３次美浦村行政改革大綱にもございますが、地方
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分権で既存の枠組みや従来の発想にとらわれない、ＰＰＳだけのことをあらわしているの

ではなく、いろんな面で、物産館もうそうです。自治体間の競争はもう始まっているわけ

ですね。いろんな近隣の自治体との競争です。ですから、既成概念をぶっ壊す。そのくら

いの気持ちで、職員の皆様方、執行部の皆様方には、美浦村のために。 

 私たち議員も、要は東京スカイツリーとまでは言いませんが、美浦村のアンテナを高く

ということで、住民の皆様方のために勉強しながら一緒に行きましょうということで、こ

のＰＰＳの方は終わりまして、柔道でございます。 

 武道必修化に関しましては、美浦中学校としましては、私は心配はしておりません。た

だし、絶対というのは福島原発事故があったように、絶対ということは物事にございませ

んので、特化マニュアルじゃないですが、本当に私も賛成でございますから、あと、ゲス

トティーチャー等々。 

 予算面に関しましては、それはもう首長だと思いますので、ひとつ子どもたち、生徒さ

んのためにも、ひとつその辺は頑張ってお願いしたいと思います。親御さんたちじゃござ

いません。皆さん頑張って、賛成しましょうと皆さん、議員さんに申し上げます。 

 議長、大変ありがとうございました。 

○議長（石川 修君） 以上で、塚本光司君の一般質問を終了いたします。 

 次に、林 昌子君の一般質問が通告されておりますが、体調不良により欠席となってご

ざいます。通告の取り下げがされておりますので、以上で通告のありました一般質問はす

べて終了をいたしました。 

 

○議長（石川 修君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 お諮りをいたします。 

 次の再開日を12日としておりましたけれども、議事日程の都合により、12日を休会とし、

19日に再開したいと思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、19日再開と決定しました。 

 本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでございました。 

午後３時２２分散会 
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平成２４年第１回 

美浦村議会定例会会議録 第３号 

 

平成２４年３月１９日 開議 

 

議案 

（質疑・討論・採決） 

議案第３号 村道路線の認定について 

議案第４号 村道路線の廃止について 

議案第５号 美浦村部設置条例の一部を改正する条例 

議案第６号 美浦村総合計画策定条例 

議案第７号 美浦村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例 

議案第８号 美浦村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

議案第９号 美浦村復興まちづくり基金条例 

議案第10号 美浦村税条例の一部を改正する条例 

議案第11号 美浦村中央公民館の設置，管理及び職員に関する条例の一部を改正する条例 

議案第12号 美浦村介護保険条例の一部を改正する条例 

議案第13号 平成23年度美浦村一般会計補正予算（第11号） 

議案第14号 平成23年度美浦村国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

議案第15号 平成23年度美浦村農業集落排水事業特別会計補正予算（第７号） 

議案第16号 平成23年度美浦村公共下水道事業特別会計補正予算（第５号） 

議案第17号 平成23年度美浦村介護保険特別会計補正予算（第５号） 

議案第18号 平成23年度美浦村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

議案第19号 平成23年度美浦村水道事業会計補正予算（第４号） 

（一括議題・委員長報告・討論・採決） 

議案第20号 平成24年度美浦村一般会計予算 

議案第21号 平成24年度美浦村国民健康保険特別会計予算 

議案第22号 平成24年度美浦村農業集落排水事業特別会計予算 

議案第23号 平成24年度美浦村公共下水道事業特別会計予算 

議案第24号 平成24年度美浦村介護保険特別会計予算 

議案第25号 平成24年度美浦村後期高齢者医療特別会計予算 

議案第26号 平成24年度美浦村水道事業会計予算 

（議案一括上程・提案理由の説明・質疑・討論・採決） 

議案第27号 工事請負契約の締結について 
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議案第28号 平成23年度美浦村一般会計補正予算（第12号） 

閉会中の所管事務調査について 

 

１．出席議員 

１番  塚 本 光 司 君  ２番  岡 沢   清 君 

３番  飯 田 洋 司 君  ４番  椎 名 利 夫 君 

５番  山 崎 幸 子 君  ６番  富 田 隆 雄 君 

７番  山 本 一 惠 君  ８番  林   昌 子 君 

９番  下 村   宏 君  １０番  坂 本 一 夫 君 

１１番  羽 成 邦 夫 君  １２番  小 泉 輝 忠 君 

１３番  石 川   修 君  １４番  沼 﨑 光 芳 君 

 

１．欠席議員 

 な し  

 

１．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席を求めた者 

村 長  中 島   栄 君 

教 育 長  門 脇 厚 司 君 

総 務 部 長  小 泉 菊 男 君 

保 健 福 祉 部 長  大 橋 幸 雄 君 

経 済 建 設 部 長  沼 崎 武 男 君 

教育次長兼生涯学習課長  岡 田   守 君 

総 務 課 長  増 尾 嘉 一 君 

企 画 財 政 課 長  増 尾 正 己 君 

税 務 課 長  石 橋 喜 和 君 

収 納 課 長  浅 野 重 人 君 

住 民 課 長  大 竹 美佐子 君 

会 計 管 理 者 兼 会 計 課 長  古 渡 和 夫 君 

福 祉 介 護 課 長  松 葉 博 昭 君 

健 康 増 進 課 長  堀 越 文 恵 君 

国 保 年 金 課 長  桑 野 正 美 君 

保 育 所 長  鵜 沢 あさ子 君 

児 童 館 長  宮 本 きみ子 君 

都 市 建 設 課 長  池 延 政 夫 君 

経 済 課 長  仲 内 秀 夫 君 
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生 活 環 境 課 長  坂 本 敏 夫 君 

放 射 能 対 策 室 長  飯 塚 尚 央 君 

上 下 水 道 課 長  青 野 道 生 君 

学 校 教 育 課 長  浅 野 勝 夫 君 

美 浦 幼 稚 園 長  小 泉 俊 子 君 

 

１．本会議に職務のため出席した者 

議 会 事 務 局 長  北 出   攻 

書 記  木 村 弘 子 

書 記  木 鉛 昌 夫 

 

午前１０時０１分開議 

○議長（石川 修君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員は14名です。 

 ただいまから、平成24年第１回美浦村議会定例会を再開いたします。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 

○議長（石川 修君） 議事日程につきましては、お手元に配付しました日程表のとおり

といたします。 

 

○議長（石川 修君） 直ちに議事に入ります。 

 日程第１、議案第３号 村道路線の認定についてを議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 
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○議長（石川 修君） 日程第２、議案第４号 村道路線の廃止についてを議題といたし

ます。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第３、議案第５号 美浦村部設置条例の一部を改正する条例

を議題といたします。 

 質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第４、議案第６号 美浦村総合計画策定条例を議題といたし

ます。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第５、議案第７号 美浦村特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第６、議案第８号 美浦村職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 
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○議長（石川 修君） 日程第７、議案第９号 美浦村復興まちづくり基金条例を議題と

いたします。 

 質疑のある方はどうぞ。 

 小泉輝忠君。 

○１２番（小泉輝忠君） 第９号について、村長のちょっと考えを聞きたいと思います。 

 これは災害に強いまちづくりの一環として、美浦村地域防災計画に指定されている防災

拠点の耐震化改修事業、道路の工事等を予定しているということでありますけども、今一

番に村として事業をしなくちゃならない、しようと、もし村長が思っていることがあれば、

その事業の中でこれが一番だよということがあれば、聞かせてもらいたいと思います。 

 以上です。 

○議長（石川 修君） 村長。 

○村長（中島 栄君） 改めまして、おはようございます。 

 議会再々開日、大変ご苦労さまでございます。今、小泉議員の方から、震災について、

今、村に、どこに災害についての一番の視点を置いておくのかというような意見だと思い

ます。 

 これにつきましては、まずは議員もご承知のとおりだと思いますけども、今は学校、子

どもたちの学ぶ場所の耐震化を進めているところでもございます。一部、国の方から震災

によるいろんな交付金が、震災の部分で参っておりますけども、自治体の考え方はそれぞ

れあろうかと思いますけども、美浦としては子どもたちの安全で安心な学校の教育の場を

構築することが、まず一番目に置いているのが私の考えでございます。これは議員各位も

同じことだと思います。 

 今、安中小学校に関しては、ことし工事を、耐震化を進める予定になっておりますし、

この後、幼稚園、そしてまた保育所等、それから公共施設の部分が、Is値が国の基準に満

たないところは、早急に改修をして、安全で安心な利用を村民にしていただくということ

を念頭に置いております。それにつきましては、議員各位にもいろんな視点でご助言をい

ただきながら、進めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（石川 修君） 小泉輝忠君。 

○１２番（小泉輝忠君） 今、村長の考えをお聞きしました。こういうように交付金が出

ますと、どういう形で使うんだ、どこに使うんだというのは、これは村民もだれも思うと

ころであります。村長の考え方として、教育関係の方に、耐震を含めたことをさっき考え

ているということですので、私はそれで理解したいと思います。 

 以上です。 

○議長（石川 修君） そのほか質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 
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 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第８、議案第10号 美浦村税条例の一部を改正する条例を議

題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結をいたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第９、議案第11号 美浦村中央公民館の設置、管理及び職員

に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結をいたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 
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 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第10、議案第12号 美浦村介護保険条例の一部を改正する条

例を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第11、議案第13号 平成23年度美浦村一般会計補正予算（第

11号）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

 質疑ございませんか。 

 質疑ございませんか。 

 質疑ございませんか。 

 下村 宏君。 

○９番（下村 宏君） それでは、質問したいと思います。67ページの農業用施設等災害

が目になっているところを、01補助金で湖南土地改良区災害復旧費補助金が出ております。

31万ですか。ここは稲敷市になると思うんですけども、稲敷市の方に、美浦村の方が土地

を持っていてやるのかどうか、その辺のことをお伺いしたい。それで、どのくらいの面積

が湖南土地改良区内にあるのかお伺いをいたします。 

 よろしくお願いします。 

○議長（石川 修君） 経済建設部長。 

○経済建設部長（沼崎武男君） それでは、下村議員のご質問にお答えをいたします。 

 湖南土地改良区の災害復旧補助金ということで31万円を計上させていただいております。

このことにつきましては、ほかの土地改良区等につきましては、事業主体が美浦村という

ことで、それは、国の査定日がきちんとなっておりまして、それより若干遅いということ

で、湖南土地改良区が事業主体として事業費を計上しているところでございます。 
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 これの事業費につきましては、当然稲敷市も入ってございます。その総事業費が178万

5,000円あるということで、稲敷市と分割をしております。美浦村につきましては34.6％、

稲敷市については65.4％ということで、それらの案分比を計算をいたしまして事業費を算

定しております。 

 それと、もう１点は、査定設計費というのがあります。国の方の査定を受けるときに設

計費が、当初は国の補助になっていなかったという部分がございまして、国の方でその後、

査定設計経費については補助しますよという流れがございまして、市町村割として34.6％

あるということで、それらを勘案して31万円の補正をお願いするものでございます。面積

につきましては、担当課長よりご説明させていただきます。 

○議長（石川 修君） 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） それでは、下村議員のご質問にお答えをいたします。 

 湖南土地改良区の面積でございますが、こちらにつきましては、全体で32ヘクタール、

美浦村につきましては、10ヘクタールでございます。 

 以上でございます。 

○議長（石川 修君） そのほか質疑のある方はどうぞ。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第12、議案第14号 平成23年度美浦村国民健康保険特別会計

補正予算（第５号）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



 

- 98 - 

 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第13、議案第15号 平成23年度美浦村農業集落排水事業特別

会計補正予算（第７号）を議題といたします。 

 質疑のある方はどうぞ。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第14、議案第16号 平成23年度美浦村公共下水道事業特別会

計補正予算（第５号）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 
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 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第15、議案第17号 平成23年度美浦村介護保険特別会計補正

予算（第５号）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第16、議案第18号 平成23年度美浦村後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第17、議案第19号 平成23年度美浦村水道事業会計補正予算

（第４号）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第18、議案第20号 平成24年度美浦村一般会計予算から、日

程第24、議案第26号 平成24年度美浦村水道事業会計予算までの７議案を一括議題といた

します。 

 付託案件について、委員長の報告を求めます。 

 予算審査特別委員長、羽成邦夫君。 

○予算審査特別委員長（羽成邦夫君） 平成24年度美浦村当初予算７議案について、特別

委員会の審査報告をいたします。 

 本委員会は、平成24年３月７日、本会議において設置され、同日、議案第20号 平成24

年度美浦村一般会計予算から、議案第26号 平成24年度美浦村水道事業会計予算の７議案

が委員会付託となりました。 

 特別委員会は、３月７日、３月13日、３月15日の３日間開催しました。 

 ３月７日の特別委員会では、正副委員長の互選を行い、指名推薦により、予算審査特別

委員会委員長に私、羽成邦夫、副委員長に坂本一夫君が選任されました。 

 ３月13日、15日の特別委員会では、当委員会に付託されました議案第20号 平成24年度

美浦村一般会計予算から議案第26号 平成24年度美浦村水道事業会計予算の７議案につい

て慎重に審査を行いました。 

 その結果、議案第20号 平成24年度美浦村一般会計予算、議案第21号 平成24年度美浦

村国民健康保険特別会計予算、議案第22号 平成24年度美浦村農業集落排水事業特別会計

予算、議案第23号 平成24年度美浦村公共下水道事業特別会計予算、議案第24号、平成24

年度美浦村介護保険特別会計予算、議案第25号、平成24年度美浦村後期高齢者医療特別会

計予算、議案第26号 平成24年度美浦村水道事業会計予算の７議案は、全会一致により可

決しました。 

 以上の結果を、会議規則第41条第１項の規定により報告いたします。 

○議長（石川 修君） 委員長報告が終了いたしました。 

 委員長に対する質疑は、全議員で構成する委員会のため省略いたします。 



 

- 101 - 

 

 これより、議案第20号 平成24年度美浦村一般会計予算の討論に入ります。 

 討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、可決とするものです。 

 本案は委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長の報告のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第21号 平成24年度美浦村国民健康保険特別会計予算の討論に入ります。 

 討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、可決とするものです。 

 本案は委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長の報告のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第22号 平成24年度美浦村農業集落排水事業特別会計予算の討論に入ります。

討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、可決とするものです。 

 本案は委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長の報告のとおり可決することと決定いたしました。 

 次に、議案第23号 平成24年度美浦村公共下水道事業特別会計予算の討論に入ります。 

 討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 
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 本案に対する委員長の報告は、可決とするものです。 

 本案は委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長の報告のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第24号 平成24年度美浦村介護保険特別会計予算の討論に入ります。 

 討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、可決とするものです。 

 本案は委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長の報告のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第25号 平成24年度美浦村後期高齢者医療特別会計予算の討論に入ります。 

 討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、可決とするものです。 

 本案は委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長の報告のとおり可決することに決定しました。 

 次に、議案第26号 平成24年度美浦村水道事業会計予算の討論に入ります。 

 討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、可決とするものです。 

 本案は委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 本案は委員長の報告のとおり可決とすることに決定いたしました。 
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○議長（石川 修君） 日程第25、議案第27号 工事請負契約の締結について及び日程第

26、議案第28号 平成23年度美浦村一般会計補正予算（第12号）を一括議題といたします。 

 議案の朗読をいたさせます。 

 事務局。 

〔議案朗読〕 

○議長（石川 修君） 提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、議案第27号 工事請負契約の締結について、提案理由

のご説明を申し上げます。 

 本議案は、国の緊急経済対策の補正予算により、平成24年度に予定している工事につい

て、前倒しで決定となり、平成23年度事業として実施することとなった事業でありまして、

美浦村立安中小学校耐震補強及び改修工事の入札公告による当初予定価格が、議会の議決

に付すべき契約及び財産の取得、または処分に関する条例の第２条に基づき、議会の議決

を求めるものであります。 

 安中小学校の耐震補強及び改修工事に係る一般競争入札につきましては、２月８日に公

告いたしまして、単独が２社、２社ＪＶが３社の合計５社により、３月２日に実施いたし

ました。 

 入札の結果、松浦・大昭特定建設工事共同企業体が、１億6,579万5,000円で落札いたし

ております。工期につきましては、平成24年度へ繰り越しすることを前提に、本契約の翌

日から平成24年３月30日までとし、本契約締結後、国からの繰り越し承認決定後、工事請

負変更契約として、平成25年３月15日まで延長を予定しております。 

 また、本工事の工事監理につきましては、本工事の設計をお願いしています株式会社青

山建築設計事務所に委託し、工事全般の監理をお願いしております。今後のスケジュール

につきましては、本日、工事請負契約につきましてご承認いただきまして、本契約を締結

し、着工というスケジュールで進めていく予定となっております。 

 実際の工事工程につきましては、契約後の打ち合わせになってくるかと思いますが、木

原小学校と同じく、今回の事業費を平成24年度に繰り越しまして、平成23年度・平成24年

度２カ年の事業となり、平成24年度当初より着工し、夏休みを中心に子どもたちに影響の

ないよう、工事を実施したいと考えております。夏休み終了後も、子どもたちに影響のな

いよう土日を利用して進めていくこととしたいと考えております。 

 以上、審議いただきまして、本契約につきましてご承認のほどよろしくお願いをいたし

ます。 

 続きまして、議案第28号 平成23年度美浦村一般会計補正予算（第12号）につきまして、

ご説明申し上げます。 
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３ページをお開きいただきたいと思います。 

 今回の補正予算は、農業用施設の災害復旧事業に対する新たな補助制度が制定されたこ

とに伴い、本村でも該当する災害復旧事業がありましたので、緊急に予算の補正をお願い

するものでございます。 

 初めに、第１条の歳入歳出予算の補正の額でございますが、歳入歳出予算の総額にそれ

ぞれ217万円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額を57億3,948万6,000円とするもの

でございます。 

 次に、第２条の繰越明許費の補正では、今回の補正予算で計上しています農地農業用施

設災害復旧支援事業補助金につきまして、年度内に支出の見込みがないものにつきまして

は、５ページの第２表のとおり、翌年度へ繰り越しのご承認をお願いするものでございま

す。 

 それでは、補正予算事項別明細書に基づき、歳出予算からご説明申し上げます。 

 ７ページをお開きいただきたいと思います。 

 災害復旧費の公共公用施設災害復旧費では、農業用施設等災害復旧費で、土地改良区が

行う災害復旧事業に対する農地農業用施設災害復旧支援事業補助金217万円を新規に計上

いたしております。 

 これまでの農業用施設等の災害復旧事業の補助につきましては、国の災害復旧事業に該

当するものについて、土地改良区に対する委託料、または補助金として予算の計上を行っ

てまいりました。しかし、国の災害復旧事業に該当しない災害復旧事業に対しても、新た

な補助を行うこととした茨城県の農地農業用施設災害復旧支援事業補助金交付要綱が制定

され、本村でも、土地改良区が行う９カ所の災害復旧工事、２カ所の災害復旧調査設計が

補助対象となりましたので、今回の追加補正として計上をお願いしております。 

 今回、計上しています補助金は、土地改良区が行う災害復旧事業費から受益者負担分の

10％を除いた額を土地改良区に交付する補助金として計上しております。 

 なお、この土地改良区に交付する補助金の10％から25％が、茨城県から補助金として交

付され、残りについては、震災復興特別交付税が交付される見込みとなっております。 

 続きまして、歳入予算についてご説明申し上げます。 

 地方交付税の震災復興特別交付税では、ただいま説明いたしました農地農業用施設災害

復旧支援事業補助金217万円から県補助金の34万1,000円を除いた182万9,000円の増額補正

を行っております。 

 次に、県補助金の災害復旧費県補助金では、農地農業用施設災害復旧支援事業補助金34

万1,000円の計上をいたしております。 

 以上、ご説明申し上げました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（石川 修君） 議案第27号の質疑に入ります。 

 質疑のある方はどうぞ。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 議案第27号の採決を行います。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 議案第28号の質疑に入ります。 

 質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 議案第28号の採決を行います。 

 本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○議長（石川 修君） 日程第27 閉会中の所管事務調査について。 

 議会運営委員会及び各常任委員会の委員長から、閉会中の所管事務調査について申し出

がありました。 

 お諮りいたします。 

 本件は、各委員長の申し出のとおり調査事項としたいが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 修君） 異議なしと認め、さよう決定しました。 

 

○議長（石川 修君） 以上で、本定例会に付議された案件はすべて終了いたしました。 

 平成24年第１回美浦村議会定例会を閉会いたします。 
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 ご苦労さまでございます。 

午前１０時５３分閉会 

 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する 

 

 

              美浦村議会議長  石 川   修 

 

 

              署 名 議 員  飯 田 洋 司 

 

 

              署 名 議 員  椎 名 利 夫 

 

 

              署 名 議 員  山 崎 幸 子 
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美浦村議会予算審査特別委員会 

（第 １ 号） 

 

平成２４年３月７日 開会 

 

１．審査案件 

１）特別委員長の互選 

２）特別副委員長の互選 

 

１．出 席 委 員 

委 員 長  羽 成 邦 夫 君 

副 委員長  坂 本 一 夫 君 

委 員  塚 本 光 司 君 

〃  岡 沢   清 君 

〃  飯 田 洋 司 君 

〃  椎 名 利 夫 君 

〃  山 崎 幸 子 君 

〃  富 田 隆 雄 君 

〃  山 本 一 惠 君 

〃  林   昌 子 君 

〃  下 村   宏 君 

〃  小 泉 輝 忠 君 

〃  石 川   修 君 

〃  沼 﨑 光 芳 君 

 

１．欠 席 委 員 

な し   

 

１．本会議に職務のため出席した者 

議 会 事 務 局 長

書 記

 北 出   攻 

木 村 弘 子 

 

午後３時０７分 

○議会事務局長（北出 攻君） それでは、ご苦労さまです。 

 本日は、委員選任後、最初の委員会でありますので、委員長が互選されるまでの間、委
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員会条例第９条第２項の規定により、年長の委員が臨時に委員長の職務を行うことになっ

ております。 

 出席委員中、坂本委員が年長の委員でありますので、臨時委員長をお願いします。 

〔臨時委員長 坂本一夫君着席〕 

○臨時委員長（坂本一夫君） ただいま事務局から説明がございましたように、私が年長

者でありますので、これから予算審査特別委員会の委員長が決まるまでの間、臨時予算審

査特別委員長の職務を行います。 

 委員長の互選まで、ご協力よろしくお願いします。 

 

午後３時０７分開会 

○臨時委員長（坂本一夫君） ただいまの出席委員数は、14人でございます。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから予算審査特別委員会を開会いたします。 

 これより、予算審査特別委員長の互選を行います。 

 お諮りいたします。 

 予算審査特別委員長の互選は、指名推選の方法により行いますか、それとも投票のいず

れにより行いますか。 

〔「指名推選」と呼ぶ者あり〕 

○臨時委員長（坂本一夫君） 指名推選とのことでございますので、委員長の互選の方法

は、指名推選とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○臨時委員長（坂本一夫君） 異議なしと認め、委員長の互選の方法は、指名推選とする

ことに決定いたしました。 

 指名推選の方法により、私が指名いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○臨時委員長（坂本一夫君） 異議なしと認め、羽成邦夫君を委員長に指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○臨時委員長（坂本一夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、羽成邦夫君が委員長に当選されました。 

 ありがとうございました。それでは、委員長と交代をいたします。 

〔臨時委員長 坂本一夫君退席、委員長 羽成邦夫君着席〕 

 

○委員長（羽成邦夫君） それでは、再開いたします。 

 これより、予算審査特別副委員長の互選を行います。 

 お諮りいたします。 
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 予算審査特別副委員長の互選の方法は、指名推選の方法によりますか、それとも投票の

いずれにより行いますか、お諮りいたします。 

〔「指名推選」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 指名推選とのことでございますので、予算審査特別副委員長の

互選は、指名推選とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） ご異議なしと認め、副委員長の互選の方法は、指名推選による

ことに決しました。 

 お諮りいたします。 

 指名推選の方法により、私から指名いたしたいと思いますが、これにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） ご異議なしと認め、坂本一夫君を副委員長に指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） ご異議なしと認めます。 

 よって、坂本一夫君が副委員長に当選されました。 

 

○委員長（羽成邦夫君） 以上で、予算審査特別委員会を散会します。 

 なお、次回の予算審査特別委員会は、３月13日午前10時から開催しますので、よろしく

お願いいたします。 

 ご苦労さまでございました。  

午後３時１３分散会  
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美浦村議会予算審査特別委員会 

（第 ２ 号） 

 

平成２４年３月１３日 開議 

 

１．審査案件 

１）議案第20号 平成24年度美浦村一般会計予算 

２）議案第21号 平成24年度美浦村国民健康保険特別会計予算 

３）議案第22号 平成24年度美浦村農業集落排水事業特別会計予算 

４）議案第23号 平成24年度美浦村公共下水道事業特別会計予算 

５）議案第24号 平成24年度美浦村介護保険特別会計予算 

６）議案第25号 平成24年度美浦村後期高齢者医療特別会計予算 

７）議案第26号 平成24年度美浦村水道事業会計予算 

 

１．出 席 委 員 

委 員 長  羽 成 邦 夫 君 

副 委員長  坂 本 一 夫 君 

委 員  塚 本 光 司 君 

〃  岡 沢   清 君 

〃  飯 田 洋 司 君 

〃  椎 名 利 夫 君 

〃  山 崎 幸 子 君 

〃  富 田 隆 雄 君 

〃  山 本 一 惠 君 

〃  林   昌 子 君 

〃  下 村   宏 君 

〃  小 泉 輝 忠 君 

〃  石 川   修 君 

〃  沼 﨑 光 芳 君 

 

１．欠 席 委 員 

な し   

 

１，地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席を求めた者 

村 長  中 島   栄 君 
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教 育 長  門 脇 厚 司 君 

総 務 部 長  小 泉 菊 男 君 

保 健 福 祉 部 長  大 橋 幸 雄 君 

経 済 建 設 部 長  沼 崎 武 男 君 

教育次長兼生涯学習課長  岡 田   守 君 

総 務 課 長  増 尾 嘉 一 君 

企 画 財 政 課 長  増 尾 正 己 君 

税 務 課 長  石 橋 喜 和 君 

収 納 課 長  浅 野 重 人 君 

都 市 建 設 課 長  池 延 政 夫 君 

経 済 課 長  仲 内 秀 夫 君 

住 民 課 長  大 竹 美佐子 君 

福 祉 介 護 課 長  松 葉 博 昭 君 

保 育 所 長  鵜 沢 あさ子 君 

児 童 館 長  宮 本 きみ子 君 

健 康 増 進 課 長  堀 越 文 恵 君 

国 保 年 金 課 長  桑 野 正 美 君 

生 活 環 境 課 長  坂 本 敏 夫 君 

放 射 能 対 策 室 長  飯 塚 尚 央 君 

会計管理者兼会計課長  古 渡 和 夫 君 

上 下 水 道 課 長  青 野 道 生 君 

学 校 教 育 課 長  浅 野 勝 夫 君 

美 浦 幼 稚 園 長  小 泉 俊 子 君 

 

１．本会議に職務のため出席した者 

議 会 事 務 局 長

書 記

 北 出   攻 

木 村 弘 子 

 

午前１０時０１分開議 

○委員長（羽成邦夫君） 改めまして、おはようございます。 

 予算審査特別委員会へのご参集、ご苦労さまでございます。 

 先の本会議で当委員会に付託になりました議案第20号から議案第26号まで、平成24年度

予算の各会計７議案の審査を行うわけでございますが、何分にも私、ふなれでございます

ので、皆様方の円滑な委員会運営にご協力をお願いをいたします。 

 広範囲な審査になりますので、委員におかれましては、質疑の際には、予算書のページ
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数及び科目名を示してから、簡単明瞭な質疑を行ってください。また、執行部におかれま

しても明解な答弁をお願いをいたします。 

 さらに、発言の際には挙手をしていただき、発言許可を得てから、マイクを使用しては

っきりと発言するようお願いをいたします。 

 

○委員長（羽成邦夫君） ただいまの出席委員数は14名です。  

 それでは、ただいまより予算審査特別委員会を開会いたします。 

 これより審査に入ります。 

 

○委員長（羽成邦夫君） 議案第20号 平成24年度美浦村一般会計予算を議題といたしま

す。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

 小泉君。 

○委員（小泉輝忠君） それでは、確認の意味で質問したいと思いますけど、昨年の12月

に、私、一般質問をしました。村長の方からも回答がありまして、光と風の丘のサブグラ

ウンドについては、少額な予算の中で予算化をするというような話をいただいて、議事録

にも載せていただきました。 

 私も予算書をいただいて確認をしましたけども、その予算について、載っていたのにも

かかわらず私が見過ごしたのかどうかというその１点と、もう１点、教育予算の件なんで

すけども、児童生徒の芸術鑑賞会について削除になっております。 

 これも私は多分間違っていないと思うんですけど、毎年子どもたちが年に１回中央公民

館に集合して、そういう芸術鑑賞をして、あの喜びたるものやものすごいものがあると私

は思っています。なぜかといいますと、年に１回ですので、そういうときに芸術鑑賞会を

して子どもたちの感性を養う、大変ないい事業だと思っていましたけども、村の予算説明

書の中では、補助金がカットされた事業については、見直しをするというようなことも書

いてありましたので、そういうことの中でカットしてしまったのかなという思いがありま

すけども、その辺の確認と、それと、そういう事業の削減によって学校の方からの、「いや、

続けてくれ。こういうのはなくしてはまずいんじゃないか」とそういう要請があったのか

どうか、それを確認したいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） ありがとうございました。 

 教育次長。 

○教育次長（岡田 守君） それでは、小泉議員のただいまの光と風の丘公園の多目的競

技場、そこの排水というか、あそこに水がたまってしまって、その排水をどうするかとい

った点で、以前に議員の方からそういう質問をいただいた経緯がございます。 
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 その対象として、基本的には相当な金額が当初かかるというような予想をしていたわけ

ですけども、ちょうどこの間、議会のときに質問等で回答したような形で、そこの上から

のしぼれた水について、それを受けるような形として、あそこに穴を掘って、そこを結局、

今あるＵ字溝にそれをつなげるといったところで、その費用として、三百数十万でできる

のかなという回答をしたかと思います。 

 それについて、今回の当初の予算にはちょっと反映ができなかったといったことがござ

います。そういう形で、補正で対応させていただきたいなと考えてございます。なるべく

早い中の補正という形で、それを対応させていただければなと思ってございますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 それと、ただいまの小泉議員のご指摘にございました芸術鑑賞ということで、確かに今

年度当初予算からそれが削られているといった状況でございます。それにつきましては、

予算的な現在逼迫した状況というものもございます。その中で、教育行政をどう維持して

いくかといった中で、中学校のＴＴ授業といって、サポート事業がございます。その事業

が実際のところ、緊急雇用の中で実施をしてまいりました。その緊急雇用が実際、緊急雇

用の方が事業がなくなってしまうといったところで、そのＴＴのサポートの方々も雇用で

きなくなるといったことで、そちらの方に予算を多く流したいといったことから、大変申

しわけないんですが、その部分の芸術鑑賞の分を削らせていただいて、そちらの方に費用

を回させていただいたといったような状況になってございます。そういうことでご理解を

いただければなと思ってございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） 私の方からも若干補足をさせてもらいます。 

 私も、昨年とことし、芸術鑑賞会を鑑賞していて、子どもたちが喜ぶ様子は十分わかっ

ております。あの鑑賞会をなくすというのは、やっぱり私もかなり断腸の思いをしている

わけですけども、どうしてもそうしないといけないかということを私なりに考えましたけ

れども、また各校長先生にも、これこれ、こういうような事情で来年度はやれなくなりま

したというような説明もしております。もちろん校長先生も、大変残念だ。けれども、村

の財政がそういうふうな逼迫した状況であれば、しようがないだろうというようなことで

納得をしていただいております。 

 今、教育次長もちょっと触れましたけども、そのかわり当面、この美浦村の最大の課題

は学力向上だということで、中学校の方に村の独自の予算で３人の先生を雇用するという

ようなことで、そちらの方で埋め合わせるというようなことで納得していただいておりま

す。 

 今のところ、学校の先生方から、どうしてというような声は、先生方のレベルではあり

ません。ただ、実際になくなったときに、保護者たちからどういうようなリアクションが

あるかということは、まだ今のところ正確につかんでおりませんけども、相当、どうして
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というようなことが出てくるんじゃないかというふうに思っておりますけども、今の村の

財政状況を考えたら、しばらくは仕方がないかなというふうに私も考えております。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 小泉君。 

○委員（小泉輝忠君） 今、岡田教育次長、また教育長から説明をいただきました。 

 光と風の丘のサブグラウンドについては、私も常日ごろからそういうかかわりを持って

いますので、雨が降るたびに１日２日たってからも確認に来たりしております。昨日も雨

が降って、日曜日確認しましたら、サッカーをやっていました。本球場の方を見ましたら、

もう本球場の方は使える状態になっていて、サブグラウンドはサッカーでしたけども、も

う本当に泥だらけの中でやっていました。 

 これが美浦村のグラウンドでいいのかな、再度そういうような思いもしたもので、自分

の質問した関係もありますので、予算書についても確認をしました。そしたら載っていな

かったので、何だろうな。会議録についても確認をしましたら、予算化をして、小額の金

額で予算化をして進めていきたいというようなことの話があったものですから、それで再

度確認をしました。今、教育次長の方からありましたように、補正でも組んでやるという

ことですので、それはそれで理解したいと思います。 

 それとまた、芸術鑑賞会については、まだ補助金のカットということで、なくなる。そ

れについては寂しい思いをする限りですけども、また、そうじゃなくて、中学１年生の宿

泊学習についても260万の予算が組んでありましたけども、これも削除になっています。そ

うしますと何か、そういうことを考えていくと、美浦村の教育って、教育村教育村と目指

す割には、何か数字の無理なものは切っていっちゃうのかな、そういう思いがします。こ

れはおれだけじゃないと思うんですよ。 

 そのほかにもスクールサポート事業ですか、そういうものもありましたけども、さっき

次長が話しました緊急雇用のやつだって、人数を３名ふやすということで、そっちの方に

回すということですから、それは我々の関知するところじゃないかもしれませんけど、そ

ういう部分からすると、私としてはすごく残念な思いがしているんですね。 

 だから、私だけじゃなくて、教育長の話ですと、また、そういうことが父兄の中に浸透

したときにどうなるかなという心配がありますということですけど、今の時点では何とも

判断はしかねますので、私としてはそういう思いがあるということで、予算についてもさ

っき説明したような状態にありますので、何かのときに話が出たときは前向きに検討して

いただいて復活していただければと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問のある方。 

 山本君。 

○委員（山本一惠君） それでは、ページ46ページと47ページにかけてです。 
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 以前、23年度で花のあるまちづくり事業費というのがありました。これが今回載ってい

ないので、廃止にした理由と、あと、どこかに組みかえられているのかその辺をお伺いし

たいと思います。 

 あと、９番目の企業誘致事業費、この中で今回、前回何か印刷製本費が入っております。

企業誘致、今、そっち借り入れているところですけど、印刷、新たにまたパンフをつくる

のか、何か計画があって印刷を出しているのか、その辺もお聞きしたいと思います。 

 それから、47ページの男女共同参画計画策定事業費、これは今回新しいかと思うんです

けども、この辺のどういう計画になっているのか予算の内容を教えていただきたいと思い

ます。 

 以上３点、よろしくお願いいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） まず、46ページの企業誘致事業費のところの印刷製本費

でございます。これは、村につくってあります「企業立地のご案内」というものが作って

ございます。その中で、企業の優遇制度というものがございまして、この優遇制度が３年

ごとに変わるようになってございまして、今使っておりますのが、21年４月１日から24年

３月31日までと年度で切れるような形になりますので、これが優遇制度で３年先に延ばし

ておりますので、新たな印刷に回すということになってございます。 

 それと、47ページの男女共同参画計画策定事業費でございます。この事業計画につきま

しては、10年間の計画なんですが、25年度で完了になってございます。それで、26年以降

の計画を策定しなくちゃならないというようなことになりますので、24年度にアンケート

調査等を行いまして、そのアンケートにかかわります郵送代とか印刷製本代を計上してご

ざいます。本格的に策定の始まるのは25年度中というふうに考えてございます。 

 ですから、24年度につきましては、現状の把握ですね。今までの事業の進捗状況とかそ

ういうところを見直しを図ったり、あるいは先ほど言いましたように、アンケート調査を

行うというところの前段の事務の経費でございます。 

 それと花のあるまちづくり事業なんですが、23年度までは企画費の方に30万というよう

なことで計上しておったんですが、24年度は、公民館費の方に計上となってございます。

金額につきましても同じでございます。 

〔「ページ数は」と呼ぶ者あり〕 

 ページ数は183ページになります。183ページの下側の08番、花いっぱい運動事業費、こ

ちらに計上してございます。よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 山本君。 

○委員（山本一惠君） 組みがえのとき、予算の説明書にもちょっとそういうのもあると

いいのかなという思いが、花いっぱい運動も、ちょっとチェックして新しいなと思ったん

ですが、金額がもしかしたらという思いがありましたので、もし、できれば予算書全般に
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廃止あるいはそういう組みがえがあるところも、ちょっと提示していただけるとわかるか

なと思いますので、次回、もしできたらそういうのもよろしくお願いいたします。 

 あと、企業誘致は、本当にまだまだこれからというところですので、どんどんそういう

のはやっていただきたい思いが、新たな、また違ったパターンでつくるのかなと思ったの

であれですけど、よろしくお願いいたします。 

 あと、男女共同参画の方は、アンケート調査の中身ですけども、これの検討というのは

企画でやるのか、あるいはそういう策定委員は、まだ委員はいないと思うんですけども、

そういう中でとるのか、あるいは今までどおり職員間というかそういう中で、アンケート

調査の中身、その辺の討議はどうなっているんでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） まず初めに、男女共同参画の策定につきましては、年度

始まってから、そういう役所内のワーキングチームのような形のものを発足させて、アン

ケートとかその辺を進めていきたいなというような形で考えてございます。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにございませんか。 

 下村君。 

○委員（下村 宏君） それでは、先ほど小泉議員の方からありました件について関連の

質問になるんですけども、本年度ＴＴ配置事業、これはティームティーチングと言うと思

うんですが、これはどのようなことで計画しているのかちょっと伺いたい。 

 それと、きのう中学校の卒業式に行ってきた中で、子どもたちが一番３年間の中で印象

に残るのは、スキーの宿泊学習だそうです。それが、恐らくこれはなくなるのがそうかな

と思うんですけども、そういうものをなくしていくというのは、学力向上と次元が私は違

うと思うんですよ。その辺があるので、このことについてはもう一度、私は本当は検討を

してほしいというふうに思いますので、執行部の見解を伺いたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、ＴＴの方じゃなくて中学校のスキー教室、先ほどの宿

泊の部分と同じことになると思うんですけども、これについては保護者の方からのいろん

な意見もあって、私の方に対する報告としては、保護者の方が子どもたちにすべて、スキ

ーとか何かは現地で貸しスキーでできるんですけども、いろいろ服装から何から準備する

のになかなか大変だという話も上がってきている保護者がいるそうでございます。 

 このスキーについては、生涯学習課の方で親子スキーということで毎年やっています。

できればそちらに登録がえをしていただいたやっていただくということは、同じように生

涯学習課でもそういうことを取り組んで親子でやっている部分がありますから、どうして

も、そのスキーという部分でやるのであれば、今までと同じように中学生だけを宿泊とい

うことじゃなくて、手を挙げる方、保護者の方に負担のかからない部分で参加ができる方
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は、やっていただくという方向も、その方が保護者に負担がかからないだろうという意見

もありました。 

 そういうこともありますので、一律全部が、衣類まで村の方では用意ができない部分が

ありますので、そちらの方、生涯学習課の方でやっているところに参加をいただくように、

学校の方で周知をして参加をしていただくということでいいんじゃないのかということで、

今回は学校の方は削らさせていただいて、生涯学習課の方の部分が予算はしてありますけ

ども、それが多くなれば補正を入れながらふやしていきたいというふうには思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） まず、ＴＴ配置事業費505万の件でありますけども、これは具体

的には、16ページに書いてあるように、中学校、今まではＴＴ、課外として２人分の先生

をお願いしておりましたけども、今度は数学と音楽というような形で、これから音楽にす

るか英語にするかということはまだ確定していませんけども、３人分の計上をさせてもら

っております。 

 あと、スキー合宿の件についてもちょっと触れますと、確かに議員がおっしゃるように、

学力向上と私がずっと言ってきています社会力の向上と、これは次元が違うんじゃないか

というようなことで、私としても、スキー合宿を削るというのは相当つらい思いをしたわ

けでありますけれども、この点も少なくとも平成25年度までは学力向上の方にウエイトを

おかないといけないんじゃないかというような最終的な私なりの判断でそういうような決

断をさせてもらいました。 

 というのは、平成25年度というのは、文科省の今の心づもりで言うと、全国学力テスト

が、これは今は30％のサンプル調査をやっていますけども、25年度は全国悉皆調査、どこ

の学校もその学力調査の対象になるというようなことで、文科省が計画しているとしたら、

その25年度の学力テストでは、美浦村の四つの学校のすべてが全国平均を上回るというよ

うな実績を何とか残したいというふうに思っておりまして、とりわけ中学校の学力向上を

著しいものにしないといけないというような決断を私なりにさせてもらって、中学校の村

独自の先生の雇用にウエイトを置くということが必要なのではないだろうかというふうに

思っております。 

 そのうち、村の財政事情が好転の方に向かえば、またスキー合宿あるいは芸術鑑賞の方

も復活する可能性が十分出てくるんじゃないかとそういうような期待も込めて、とりあえ

ず25年度まではその方向で頑張らせていただきたいというふうな考えで、こういうふうな

予算措置をさせていただきました。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育次長。 

○教育次長（岡田 守君） ただいまの下村議員の質問ですけども、説明の方が前後しま

すけども、スキー事業の、中学校のその事業について、じゃ１人当たりどのぐらいかかる
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のかといったところなんですけども、１人が大体５万2,000円必要になるといったことにな

ってございます。 

 そのために、保護者の方々にご協力いただいて、月額4,500円を８カ月積み立てているそ

うでございます。それで合計３万6,000円になります。そこで村の補助金が１人当たり１万

6,000円、それを合わせて５万2,000円という形で事業を行ってございます。 

 ちなみに近隣の市町村でこのスキーの事業を行っている市町村といったところでは、牛

久市で二つの中学校ですね。中根中学校と南中学校、あと守谷市で一つの中学校、また、

つくばみらい市で一つの中学校と、これぐらいの中学校がスキーを授業として実施をして

いるといった状況となってございます。ただ、この負担につきましては、全額保護者が負

担しているといった状況となっているといった状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（浅野勝夫君） スキー教室の件ですけれども、ちょっと補足させていた

だきます。今、学校の方からの報告によりますと、一応村の補助金の方がカットされたと

いうことで、カットされて事業をそのままなくしちゃっていいものかということで、今度

新しく１年生になる、今の小学校６年生の保護者等と協議をすることで、今後そのスキー

教室にかわる事業ができないか、あるいは、その保護者負担の中で生徒数を継続できるか

どうかというような協議をする予定でいるということを、報告を受けております。結論的

には、まだちょっと今月中かかっちゃうかなと思うんですが、今そういうことで進んでい

るようでございます。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 下村君。 

○委員（下村 宏君） 答弁、ありがとうございました。 

 ただ、子どもたちに実は私も聞いたんですよ。そしたら、「一番楽しいのはこれだった」

と言われたもので、それがなくなっちゃう。んじゃ寂しいね、ということで今回質問した

わけでありますけども、今の中で親子スキーがあるので、そちらの方に行ってもらうよう

にしたらどうだろうというような意見もあったので、ぜひ学校の方からもそういうものを、

じゃ、示してもらえれば、子どもたちがそっちの方に参加すれば楽しい、やっぱり思い出

づくりというのは一生残るもので、そういうものはやっぱり残しておいた方がいいなとい

うふうに思いました。 

 ティームティーチング授業については、了解をいたしました。 

 ありがとうございました。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問のある方。 

 石川君。 

○委員（石川 修君） 今、下村議員からもお話がありましたけれども、スキー事業の件
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なんですけれども、実は私のところへも保護者から電話がありまして、「スキー事業がなく

なるんだってね。どうなんですか。美浦はそんなに財政苦しいんですか」という話を受け

ました。 

 村長の説明だと、保護者から、負担が大変だからということで、親子スキーということ

で公民館の方でやるよということでありますけれども、今までやってきたのをぶっつり切

っておいて、それで、そちらの方へ振りかえてということも、それは考え方としてはそう

いうこともあるんでしょうけれども、やっぱり今までやってきたやつを楽しみにしている

子どももいるんですよ。 

 4,500円ずつ８カ月で３万6,000円、それで村が１万6,000円という説明がありました。よ

その市町村では、それぐらいしかやっていませんよという説明を受けましたけれども、子

どもたち同士で行くスキー教室というのがまた楽しみらしいんですよね。だから、学校教

育課長の方から、保護者と協議をするということでもありますけれども、どのような方向

で進むかわかりませんけれども、楽しみにしている生徒さん・親御さんはいますよという

ことだけは、私ちょっと申し添えておきたいと思いますので。 

 その辺だけで、村長は、保護者の負担が多過ぎてあれですよという意見を聞いたという

ことでありますけれども、私のところへ、それからほかの議員のところへも多分何人かの

父兄からはそういう話は行っていると思うんですけれども、やっぱり説明責任というのも

ありますので、その辺はちゃんと、やっぱり学校へ行ってそういう話をするべきだと思う

んですよ。その辺、どうでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは今、石川議長の方から話がありましたけど、楽しみにし

ていることは、これはわかります。そういう要望もあることもわかるんですけども、負担

的なものでかなり保護者が、大体、学校でやると全員参加というふうになってしまうんで

すね。すると、なかなか大変な保護者からの意見もあって、そういうことであれば、生涯

学習課の方でやることについては、任意の参加で「行きたい人」ということになってくる

のかなというふうに思うんですね。 

 別に、道を閉ざすということじゃなくて、それを学校の方の今、１年生ですか、やって

いる部分で生涯学習課の方でやっている親子教室の方の部分に登録をさせていただいて、

保護者も任意で参加するということになれば、負担がかかる、かからないも、保護者のと

ころでも、それは子どもさんと了解の上でそうなるんだろうと思いますけども、あくまで

も授業として１学年全部そういうふうにすると、参加したくてもできない状態にある部分

はどのようにするかという、その切実な考えを持っている親御さんもいるということも含

めると、その辺を考慮してあげなくちゃいけないのかなというふうには思いますので、そ

の辺も含めて、全額村で持ってあげるというわけにもいきませんので、あくまでも３万

6,000円は、積み立てて保護者の方が用意をしなくちゃいかんということもありますから、
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その辺５万2,000円、１万6,000円は村が出すんですけども、当然親子教室の方も村負担を

しておりますので、その辺は学校側と保護者の方で今回、話をするということでございま

すので、道を閉ざすという意味じゃございませんので、どういう形で参加をするかという

ことは協議していただいた上で、必ずしも全員がということは、本当は全員行っていただ

くのがいいんですけども、そういう声があるということも認識していただければというふ

うに思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 石川君。 

○委員（石川 修君） 村長の話はわかるんですけれども。 

 強制ではないですよね、これは学校、いくらかあれでも。だから、行けない人はしよう

がないと思うんです、これね。だから、行きたい人もいるわけだから、そこは行けない人

は、経済的に行けないということであれば、それはしようがないと思うので、確かに楽し

みに待っている子どもたちがいるというのも事実なんです。 

 親子教室ということであれば、親子で楽しむのはやっぱり公民館の方でやれば、それは

それでいいんですけれども、やっぱり同級生同士で行ってスキーをやるというのがまた一

つの、思い出の一つにもなると思うんですよ。ですから、それは新年度予算に上がってい

ないということであればしようがないんですけれども。 

 学校教育課長、保護者と協議をするということでありますけれども、それはやっぱりＰ

ＴＡか何かのときに、こういうことで親子スキーは廃止になりましたけれども、それにか

わるものをやりたいんだけど、どういうことでしょうかという話し合いをすると思うんで

すけれども、それはいつごろやるのか、その辺をちょっとお伺いしたいのと、もう一つ、

親子スキーの金額。保護者が２泊ぐらいで行くんだろうとは思いますけれども、その村の

負担と個人負担はどのぐらいになるのか、それをちょっとお伺いしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（浅野勝夫君） 学校と保護者の協議の件ですけれども、今の段階では、

各小学校ごとに14日に協議をするということで聞いております。それをまとめた中で、今

月中には結論を出すというようなことでの報告は受けております。 

 協議の中身としましては、村の補助金がなくなったところで、この事業をなくしていい

ものかというようなことからの協議になると思うんですけれども、ですから、今の積み立

ての中でやれる事業に代がえの事業ができるのかどうか。あるいは、個人負担をふやして

もスキー教室ができるかどうかというようなところでの協議になってくるかと思います。 

 今聞いているところでは、各保護者の毎月の積み立ての部分で、３年間を通しての中で

500～600円の増額でできそうかなというような話はちょっと聞いているんですけれども、

具体的には、最終的にどうなるかちょっとまだ、結論は後になるかなと思います。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育次長。 
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○教育次長（岡田 守君） ただいまの石川議員のご質問の中の、親子スキー教室の個人

の負担額といったところの話でございます。募集は80人を募集してございます。ちなみに

今年度については、30数名という形で非常に少なかったと聞いてございますけども、１泊

２日といったところの内容で実施をしてまいります。 

 それで、こちらからの負担ということでは、バス代の負担という形になります。バス代

につきましては、198ページの中ごろに使用料及び賃借料といったところで、バス借上料が

ありますけど、これが73万5,000円。この中で、スキー教室のバス３台分を見込んでござい

ます。また、そのほかに、ふれあいハイキングのバス代２台分も入っているわけでござい

ますけど、ここでバスをチャーターする費用が発生すると。 

 それと、負担金については、大人が１万6,000円、子どもさんが１万3,000円、それにス

キーを借りるといった場合にはレンタル料が発生すると。また、ウエアー等も借りる場合

はレンタル料が発生するといった内容でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 石川君。 

○委員（石川 修君） まず、学校教育課長の方で話がありましたけれども、説明会を各

小学校で、14日ということは、あしたですか。 

○学校教育課長（浅野勝夫君） そうです。 

○委員（石川 修君） 小学校の保護者・子どもたちに説明するのはいいんですけれども、

平成24年度の予算の中でその話が出ているわけですよ。ですから、平成24年の中学１年生

のスキー宿泊学習のことで今、質問をしているのであって、その協議をするのは、まず小

学校の子どもたちよりは、中学１年生の保護者・父兄にやっぱり、こうこうこういうわけ

で廃止をしましたよということが筋ではなかろうかとは、私は思うんですけれども。 

 それともう一つ、親子スキーの方で80人募集したけれども、30人しか来ないよというこ

とは、これは中学校でスキーをやっていたから多分来ないと思うんですよ。本来であれば、

半分行かないんだから、この方が廃止すべきだろうと私は思いますけれども、その辺いか

がですか、ご答弁よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育次長。 

○教育次長（岡田 守君） ただいまの石川議員のご質問でございますけども、ことし確

かに三十数名といったところで実施をさせていただいたと。それについてはバス代が、バ

スをチャーターするバスを当然、数を減らしたという形になりますけども、その中から出

てきた内容については、話があった内容については、やはり個々の経済的な部分、この逼

迫した中で非常に、それだけの負担を強いられるというのはやっぱり大変なので、なかな

か人が集まってこないんだよといったようなことは、話を伺うことはできたわけでござい

ますけども、これを楽しみにしているという方も当然ございますので、この事業について

は継続はさせていただきたいなと思ってございます。 



- 123 - 

 

 ただ、そういう形で今後、募集人員の規定に達するような形まで参加者がふえていただ

くように、こちら側もＰＲ等努力をしていきたいなと思ってございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（浅野勝夫君） スキー教室の実施につきましては、中学１年生を対象に

しておりますので、24年度事業の中で、今度１年生になるということで、小学６年生の保

護者を対象に協議するということで進めております。 

○委員長（羽成邦夫君） 石川君。 

○委員（石川 修君） 了解しました。ちゃんと、やっぱりそれは説明責任はあるわけで

すから、よく保護者の方々には説明をしていただきたいと思います。 

 それと、親子スキー教室でありますけれども、継続をしていきたいということでもあり

ますけれども、私もこの事業については、今後推移を見させていただきますのでよろしく

お願いを申し上げまして、私の質問を終わらせていただきます。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問ありますか。 

 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） ページ数178ページの幼稚園費なんですが、幼稚園施設耐震改修事

業費として載っていますが、国県支出金として2,996万2,000円と地方債で4,680万円で、そ

の他の財源として1,137万4,000円。その他の財源というのはどういった種類のものなのか

というのと、それからこの三つを足しても。 

〔「マイクはいっているのか。聞こえない」と呼ぶ者あり〕 

 その他の、この国県支出金と地方債とその他を合わせても、8,973万1,000円にならない

ので、多分一般財源の方からも出ているんじゃないかと思うんですが、一般財源の方から

この耐震事業にはどのくらい出ているのか。そして、その他の財源というのはどういうも

のなのか。 

 それともう一つ、この地方債なんですけども、それは国からの補助はこの地方債に対し

ては何ら補助がないものなのか、まるっきり村債で村が負担するものなのかお聞きしたい

のですが。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） 今、質問の中で財源の内訳のその他のところなんですが、

これについてはちょっと詳細なところを、資料を持ってきませんでしたので、ちょっと調

べて報告したいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） 後でわかりやすく説明していただければ構わないと思うんですが、

あわせて地方債なんですけども、この金額は多分、学校施設等整備事業債に当たるのかな

と思ったんですけども、そういった性格のものなのか、まるっきり村単独で起債するもの

なのかもお伺いしたいと思います。 
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 もう１点なんですが、ページ220ページです。ここには地方債の現在高の見込みに関する

調書ということで資料があるんですけども、220ページです。 

 それで、当初予算（案）説明書の中には、今年度元金償還が開始されるものがあるとい

うことが書かれていて、そういった関係でふえているという、公債費が2,712万円ふえてい

るとなっていますけれども、この220ページの中で、今年度償還開始される地方債というの

は、どの区分にあって、具体的にどんな事業なのかちょっとお聞きしたいんです。 

 あわせて勉強のために、区分というのは、総務費、民生費、衛生費となっていますけれ

ども、具体的な事業、そういったもののリストとかがあれば、後ほど資料として提出でき

るものなのでしょうか、お願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） それでは、元利償還金に関しましては、償還表の一覧が

ございますので、リストで出させてもらったのがよろしいかなと思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

○委員（岡沢 清君） 理解しました。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問ありませんか。 

 すみません。 

 ほかにご質問のある方。 

 小泉君。 

○委員（小泉輝忠君） 77ページなんですけども、「ひとりぐらし老人愛の定期便」という

事業があるんですが、昨年度は13万3,000円の計上がありました。今回を見ますと、その半

額ぐらいになっているんですけど、これはそういう対象になる人員、ヤクルトか何かの配

布をしてくれて安否確認なんかをしてくれている事業かと思うんですけど、配布する人員

が減ってしまったのか、それとも今までの金額的なものが下がったためになったのか、そ

の辺をちょっと確認をしたいと思うんですが、よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 福祉介護課長。 

○福祉介護課長（松葉博昭君） ただいまのご質問にお答えしたいと思います。 

 この事業につきましては、ヤクルトの配布をもちまして見守りをするという事業になっ

ておりますけれども、昨年は６名でしたか、いたんですけども、亡くなられる方、利用者

の減と、実はこの事業で、ヤクルトというのはちょっと乳酸菌の嫌いな方もいらっしゃる

ので、その辺お断りというか、やらない方もおりまして実質減っております。現在３名の

ところで利用させていただいております。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 小泉君。 

○委員（小泉輝忠君） 今、福祉介護課長の方から説明がありましたけど、一つ、私が心

配なのは、今まで受けていた人が、さっき死亡した人もいるよということなので、それは
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それで理解せざるを得ないんですけど、何か配布する金額が下がってしまったのかなとい

う心配もありましたので、それで質問しました。人数が減った分で、当然金額も下がると

いうことですから、それはそれで理解をしたいと思いますので、よろしくお願いしたいと。 

 わかりました。どうもありがとうございました。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） 先ほどの岡沢議員の質問の中で、178ページのその他の

1,137万4,000円でございます。これのその他につきましては16ページの歳入のところを見

ていただきたいと思います。 

 ４番目の教育使用料、１番幼稚園使用料、こちらが幼稚園の入園料・保育料等がござい

まして、1,137万5,000円でございます。これがその他のところに合うようになってござい

ます。1,000円につきましては、こちらの滞納繰越分とかもありますし、歳入の場合には

1,000円切り捨てと、歳出は切り上げというふうなところで、数字的にはずれているのかな

というふうに考えますが、主にこの数字を上げてございます。 

○委員長（羽成邦夫君） ここで暫時休憩といたします。11時10分まで休憩いたします。 

午前１０時５８分休憩 

 

午前１１時１２分開議 

○委員長（羽成邦夫君） それでは、再開をいたします。  

 ほかにございませんか。 

 山本君。 

○委員（山本一惠君） ページ数158ページから飛ぶんですけども、各小学校の備品、庁用

器具費、木原・大谷・安中小学校それぞれありますけども、その備品、何を購入するのか

おわかりになりましたらお願いいたします。 

 それとあわせまして、164ページからの教育振興事業費の中の備品でデジタル教科書とい

うのが各小学校に出ております。このデジタル教科書、これは今年度から、24年度から実

際始めるのかどうか。 

 これは、総務省では2015年までに全小中学校にという目標が掲げられているそうですけ

ども、美浦村としてどのような計画で、どのようにやるのか、その計画を教えていただき

たいと思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（浅野勝夫君） 今、山本議員のご質問でございますが、まず156ページか

らの各小学校の備品の関係ですけれども、あと、木原小学校の方の158ページ、庁用器具費

として53万1,000円を計上しております。内訳としましては、大きなものとしまして、木原

小学校の電話器の交換が一番大きなものとなっております。それから、児童用の机といす
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等で53万1,000円の計上をお願いしております。 

 それから、次の大谷小学校の備品の方ですが、159ページの中段になります。これも大き

なものですが、まずコピー機の交換、それから児童用の机・いす、あとパイプいす、それ

から体育用で使うマット等が大きなものとなっております。 

 続きまして、160ページの安中小学校の備品ですけれども、これもやはり児童用の机・い

す、それからパイプいすと会議用のテーブルとワイヤレスマイク等が予定されております。 

 それから、小学校の教育振興費の部分での各小学校におけるデジタル教科書の予算計上

でございますが、これは昨年、各小学校の４・５・６年生に各教室、タブレット及び電子

黒板等を導入しております。その関係で、電子黒板で使える教材といいますか、教科書と

同じ内容のものをことし取り入れるということで、各小学校で計上させていただいており

ます。 

 ですから、このデジタル教科書の分の内容を使ったものを、電子黒板で利用できるとい

うようなことで、まだ、先ほど山本議員がおっしゃったように全学年の生徒分の教科書が

デジタル化するということではございません。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） 若干補足させていただきますと、美浦村では全国でも進んだＩ

ＣＴ機器がそろっているということはご承知のとおり。 

 今年度から５年の計画で、有効な活用をしていこうということで取り組んでおりますけ

ども、今年度は、とにかくタブレットその他、電子黒板も含めて、「なれる」、今年度はな

れてもらうということが主でありました。 

 来年度から「試す」という段階。５段階のツーステップですね。試すというところでい

ろんな試みをしたいというふうに思って、このデジタル教科書もどういうような形で活用

できるのかということを、教育委員会の方でも今度は学校側に、言葉は悪いんですけども、

相当介入せざるを得ないというのを。そういうような一環としてデジタル教科書をとりあ

えず購入して、そのメリットを何とか生かすようなことを考えていると。 

 また、その活用の仕方については、今、そういうことを一番進めているベネッセコーポ

レーションの担当者と今、私が主張している「社会力を高めると同時に学力も高めるとい

うようなことのソフト開発は美浦村でしかできないだろう」というような提案をして、「御

社でもしその気があれば一緒に開発していきましょう」と、「美浦村で成功したモデルは、

多分全国で普及していくはずなので」というようなことも今、ベネッセコーポレーション

には提案しています。そういうことも含めて、ベネッセと一緒になって極めて有効な使い

方をやっていく、そういう試みをするつもりで購入させていただきました。 

 ちなみに、先月、韓国の人たちと接触することで聞いたことですけど、韓国では2015年

までデジタル教科書のみにすると。紙の教科書は一切なくすというようなすごいことを考
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えているみたいですけども、日本ではそういうところまでは行っていませんし、また、行

くべきでもないだろうと思っていますので、紙の教科書とデジタル教科書、どういうふう

な併用というか、お互いのメリット、プラスの面をどういうふうに生かしながら新しい美

浦モデルをつくっていくかというふうな試みをしたいというふうに考えております。 

○委員長（羽成邦夫君） 山本君。 

○委員（山本一惠君） ありがとうございました。 

 小学校には、それぞれついております。中学校は将来的にどうするんでしょうか。 

 あと、これは非常に、パソコンとかそういう関係の、学校の先生たちにはそういうデジ

タル化になるための、そういう研修なり、教える側も、結構苦手な方も先生方の中にいら

っしゃると思うんですけども、そういうところのフォロー、研修みたいなものを持たれる

のかどうかちょっとお聞きしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（浅野勝夫君） 昨年導入しました各小学校のタブレットなり電子黒板等

の部分につきましては、機器の操作も含めまして、各その機器の利用に関する部分につき

ましては、各学校ごとに支援員さんを配置しておりますので、その中で日々、授業で使え

るものの導入等もあわせてお願いしているところです。 

 それから、そういうデジタル機器なり教材の使用に関しても、各先生方、それからＩＣ

Ｔの支援員さん方の研修も年に数回予定しております。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） 中学校をどうするかということのご質問ですけども、これは基

本的には現在、今年度、４年生から全員タブレットを持っているという状態ですから、４

年生が中学校に上がった時点で考えましょうと。23年度、総理府が、中学校もそろえまし

ょうというような提案があったんですけど、これはあえて申請いたしませんでした。中学

校に一気に持ち込むというのは、これはかなり混乱を招くであろうということで、十分な

れた、小学校４年生の段階から３年間なれた子どもが中学１年生に入る。具体的には、平

成26年度になるかと思いますけど、26年度の中で、電子黒板なりタブレットなりをそろえ

るというふうなことを今のところ考えております。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにございませんか。 

 林君。 

○委員（林 昌子君） 恐れ入ります。ただいまの山本議員の質問と関連、継続なんです

けれども、今のデジタル教科書の件ですね。ちょっと大きな枠で考えさせていただくと、

ノーテレビ・ノーゲームデーということで、そういう電磁波的なもの、文明の利器的なも

の、やっぱり使い方をしっかりと、だらだらとではなくして集中力を高めるためにも、そ

ういうものから離れるという、今、施策をしている中で、こういう電子化的なものを、何
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か逆行しているような事業に感じるんです。 

 当初、電子黒板とかを導入したときにも、タブレットを導入したときも同じ思いをした

んですけれども、どんどんこれまたデジタル教科書ということになって、ペーパーレスも

確かに予算的に、長い目で見ればペーパーレスの方が予算がかからなくなっていく推移は

わかるわけですけれども、何かノーテレビ・ノーゲームデーの内容と、また、こういうデ

ジタル化を進める内容と、整合性というんですかね。 

 やっぱりそれと接している時間数が短いから大丈夫とかそういうことじゃなくて、全体

的に子どもたちの脳ということを考えたときに、こういうものをどんどん進めていくこと

に対してどうなのかというところを、教育長はどのようにお考えかお願いいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） その点は、私も一番危惧しているところです。それから、先ほ

どもちょっと言いましたけども、ベネッセコーポレーションにも提案しているのは、この

美浦村ではゼロ歳から90歳までの社会力育てを教育政策のベースにしているんだから、そ

このところとそごするような、社会力の育成をだめにするようなそういう活用は一切しま

せんからと。 

 また、ベネッセコーポレーションの方も、社会力と言っていませんけど、社会実践力と

いうようなキーワードを持ち込んでいるわけですね、その新しいソフトを開発するときに。

また、ベネッセの中でも研究会があって、社会実践力を高めるためにどういうような活用

の仕方をしているかということをもう、もはや始めているという。 

 それの研究会の代表者は、私の本なんかも丁寧に読んでいるということもわかっていま

すので、であれば、先ほどもちょっと言いましたけども、美浦村では私が教育長をしてい

るという、また三つの小学校しかないというような有利な条件がそろっているところであ

れば、どれ一緒に、両方とも向上させるようなそういう新しいソフトをつくっていきまし

ょうよ、というようなことを提案して、今、返事を待っているところであります。 

 ですから、私が教育長である以上は、社会力と学力との、ともに向上させるというよう

なソフトでなければ、これはもう使用しないというようなつもりでやらせていただきたい

というふうにも思っているところです。 

 これは、どこでも多分やっていないことなので、だけども日本の教育の将来を考えたと

きにはこれは絶対にやっぱりクリアしないといけないことだというふうに考えていまして、

何とか成功させたいというふうに思っているところです。 

○委員（林 昌子君） 機能的な部分は大丈夫なんですか。ノウハウ。 

○教育長（門脇厚司君） 脳波。 

〔「タブレット」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（門脇厚司君） ノーテレビ・ノーゲームをやっているのは、今も、夏休みにチ

ャレンジしてもらっている。冬休みもチャレンジしてもらっている。今はそのチャレンジ
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シートを全部、今、私はチェックしています。時間をかけながらチェックしていますけど

も、極めて今のところは効果が、ノーテレビ・ノーゲームの効果が上がっている。 

 どういう効果かといいますと、これはむしろ社会力を高めるような効果。家庭での会話

がふえたとか、今まで友達と外に遊んでいく機会がなかったのが、友達と遊ぶ機会もふえ

た。今まで仲よかった子どもと、さらにまた仲よくなったとか。村の人たちとおつきあい

をするような場面にも出ていく子になったとかというような形の効果、さらには、家庭学

習を徹底してやるようになったというようなことで、今のところノーテレビ・ノーゲーム

の効果は相当に上がっているなと。また、「私の成績も上がった」なんていうふうに作文に

書いている子どもたちも少なからずいるということで、これはこれで懸命に進めていくこ

とになると思いますね。 

 脳にダメージを与えるんではないかということについては、これは今のところ何とも言

えませんけども、そうならないように、そのタブレットなりテレビなり、ゲームなりに、

それだけに、それだけに没頭するとなれば、当然そういうふうなマイナス面も考えられま

すけども、そうならないために、その時間をできるだけ減らすことで人とのかかわりをふ

やしましょうというようなことをやっていけば、メディアとの接触だけに伴うマイナス面

は相当解消できるんじゃないかというふうに思っているところで、今、新年度は、「美浦Ｓ

Ｓ本部」というようなことも組織化して立ち上げようというふうに思っています。 

 学校支援・地域本部・スクールサポーター・サポートというのを略して、ＳＳ本部と今

言い始めていますけども、学校を地域の大人たちが全員、とにかくサポートするようなこ

とをしましょうよと。いろんな形で学校の教育にかかわりを持つような体制をつくりまし

ょうということも、これも時間がかかると思いますけども、24年度は何とか頑張ってやっ

ていきたいと。 

 この件については予算は全く計上していませんけども、もしうまくいったら、25年度に

は何らかの予算を計上させてもらいたいというふうに考えているところです。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） ノーテレビ・ノーゲームデーも、この間も子どもたちの作文も一

緒に聞かせていただき、実行されている方で、いい効果と。 

 また今後は、予算書の183ページのノーテレビ・ノーゲーム運動事業費にも今、関連する

わけですけれども、それをどのように今年度進めていくのか。なかなか理解されていない

部分もあると思うんですね。子どもたちの作文の中にも、別にいいじゃないかというかね。

ごめんなさいね、まとまらないんですけど。 

 結果が出てきているということが分析されたのであれば、それをまた住民にも提示をし、

どうしてこれが必要なのかとか、ノーテレビ・ノーゲームというネーミングが全部見ちゃ

いけないよみたいなイメージが強いので、このネーミングの変更というのはできないのか

どうなのか。少しずつ減らしていくとか、あと、計画的にやっていくとかそういう内容だ



- 130 - 

 

と思います。 

 それの部分、今のネーミングの部分と授業関係を本当にデジタル化していくというのは、

その電子機器に触れる時間がふえるわけですよね、今後。だから、社会力に影響のないよ

うに進めていくというベネッセの研究会の気持ちはわかりますけれども、本当に子どもた

ちがこの文明社会の中で生きていくために必要なことだとは思うんですけれども、そのノ

ーテレビ・ノーゲームデーとの、どうしても整合性が何か納得できないので、今後もこう

やってどんどん進めていく意向なのか、お聞きいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） 私個人からしたら、余りＩＣＴをどんどん進めるというような

ことには多分賛成しないだろうと思いますね。だけども、この時代の流れから、これをス

トップさせるということは、これはもうまずあり得ないことだと。 

 10月、やはり福岡で韓国の人たちを招いて、アウトメディアのシンポジウムがありまし

た。担当の木村さんと私が出かけてまいりましたけども、韓国の状況というのは、もうと

んでもない状況になっていますね。先ほども、2015年まで紙の教科書はなくすというよう

なこと、これはもう国策として、日本の原発みたいな形でもう国策としてどんどんやって

いる。そのマイナス面がいろんな形で出ているわけですね。それを長々と説明すると時間

とるので省略しますけど。 

 そのために現時点で150億ウォンというか、さまざまなテレビ中毒になっている人たちを

ケアするためのカウンセラーを養成するとか。一番長いのは１年間かけて、１年間かけて

そのメディア中毒になっている人たちを元に戻すようなことをやるとか。いろんなセンタ

ーを、全国に2,000カ所ぐらいのセンターを設けているとか、こういうとんでもない社会的

なコストを払っているというような状況をついこの間、聞いてきたばかり。 

 日本の場合は、ここまでやっぱりやったらだめだということで、頼まれて原稿も書いた

んですけども、国策として進めながら、そのマイナス面がどんどん出るのに、また社会的

なコストをかけるなんて、そういうばかなことは絶対に日本ではやるべきじゃないという

ようなことも文章を書いたばかりですけども、美浦村ではそんなことは絶対にやってはい

けないことだというふうに思っているところで、ノーテレビ・ノーゲームの名前から変え

る必要があるんじゃないかということですけど、これもノーというのは、ゼロというよう

な意味もありますから、確かに「絶対見るな」というようなイメージがありますけども、

これはやっぱり、ここで踏ん張らないといけないんじゃないかと逆に私は考えています。 

 パンフレットの中でも、「省」なんだと。実際には「消」なんだと。「省く」だとか「消

す」だとかいうようなそういう「省」、漢字の「省」ですね。テレビを消すとか、１日当た

りのテレビ時間をできるだけ省きましょうとかというような、あるいは少なくしましょう

という「少」だとかというようなことで、大体そういうような、子どもたちの作文なんか

を見ても、最初は「絶対見るな」というようなことだと思ったら、そうじゃないんだとい
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うことがわかってきたと。 

 そういうことがだんだんふえていくんじゃないかというようなことで、今年度も百三十

何万か予算計上させてもらっていますけど、さらに今、その趣旨であることを徹底させる

というようなことをしてまいりたいというふうに思っています。 

 推進大会というものの、今年度も予定していますし、ことしは標語を、今は三本旗、あ

りますけども、子どもたち・親たちに標語を募集して、今度新しい、そののぼり旗を使い

たいとか。 

 それで、一番大事なのは、こういうことをやったときに、どういうような効果が、子ど

もたちと親たちの中に変化が生じるかということの実態調査を、しかも悉皆調査で、やる

必要があるので、四十何万か計上しているはずですけれども、そういうようなことを継続

してやりながら、こういうことをやったら、ほら、こんなによくなったじゃないか、とい

うようなことを、はっきりとしたデータを示しながら納得してもらうようなことをしてい

けば、成功するというふうに思っているところです。 

 平成25年度は一つの結果を出す年だなあと思っていますし、何とかここまでは頑張り続

けるしかないんじゃないかと思っているところです。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） わかりました。やっぱり言葉の持つ意味というのは、すごくやっ

ぱりインパクトが強いですので、やっぱり新しい事業を導入するときに、村で一生懸命啓

発活動はしているかと思うんですけれども、なかなか村民に理解してもらえるように、確

かにチラシも活字を大きくしたり、ふりがなをつけたりとか優しくはやっていただいてい

ますが、なかなかノー、ノーという言葉というのは強烈ですね。ですので、もうちょっと、

その意味合いのわかる進め方を今後はしていただけたらいいのかなということを思います。 

 デジタル教科書に関しても、この社会情勢ですので、今どちらかというと、文明が発達

することで健康を害しているというか、対価というか、そういうのもあるので、流れも大

事ですけれども、本当に子どもたちの健康とか、やっぱり体ができるまでの間にいろいろ

電磁波を浴びることが健康を害している。体ができ上がった後は多少耐えられる体になる

というか、そういう部分での学校教育というものを、もうちょっと子どもたちの健康管理

ということも考えて、段階を追って進めていただければいいのかなと思いますのでよろし

くお願いします。 

 それと続きまして、183ページの次に、運動の中にファミリーサポート委託料があります

けれども、その中で06の調査委託料というのが記されているかと思うんですが、65万。こ

のデータ入力委託とか、またそういう実態調査ですね。どのようなふうに進めていくのか

お尋ねしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） 調査委託料の中身でしょうか。 
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 これは、東海村で2004年から私がこの仕事を引き受けて、ずっとやってきているわけで

すけども、その東海村でやってきたさまざまなノウハウを全部ここで使おうと、使ってみ

ようというふうに思っています。保育所から中学校まで悉皆調査というか、サンプルじゃ

なくて全員に回答してもらうというようなことを考えています。 

 これは、かなりの膨大な情報量になりますので、職員のだれかがコンピューター処理を

するというのはなかなか難しい。ということで、これは業者にそのデータの入力その他を

お願いしないといけないというようなことで、そのデータ入力料をかなり、45万ぐらいと

っているわけですね。 

 保育所だとか幼稚園の子どもたちは、自分でアンケートに答えることはできないわけで、

親たちにも答えてもらうと。そのための小学生の低学年版、中学年版、中学生用、幼稚園

用とか、親たち用という調査票を５種類ぐらいやっぱりつくらないといけないということ

で、このためのデータ入力・集計というのが、少なくともこのぐらいの額は必要なんじゃ

ないだろうかというふうに思っているところです。 

 ただ、これを毎年やるのか、毎年継続してやるのか、東海村では３年に１回、継続して

やってきておりますけども、そういうことにするかということについては、まず第１回目

の実効を見ながら、２年後にするか３年後にするかは判断しないといけないんじゃないか

というふうに思っているところです。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） すみませんです。調査の内容ですね、実態調査をする、どういっ

た内容の調査をするのか。あとは、また、委託業者は競争入札なのかどうかお尋ねします。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） 内容は、東海村でつくった調査票を大体ベースにしながら美浦

村版をつくりたいと思っています。 

 内容については、後ほど私の部屋に寄っていただけば、東海村でやった調査をそのまま

お見せできますので、ぜひ立ち寄っていただきたいと。 

 あと、委託はどこの業者と。これも今、東海村のデータ処理をお願いしている土浦にあ

るこういう専門会社を今、考えております、というようなところでよろしいかと思います

が。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） わかりました。そうしましたら、これは予算計上している内容で

もありますので、どういった内容というものもやはり議員の方に資料配付をお願いできた

らと思います。 

○教育長（門脇厚司君） これも何種類かありますけども、どれか内容的なものでいいで

すか。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 
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○教育長（門脇厚司君） 東海村では５種類の調査票をつくってやっていますので、一番

典型的な例えば小学生上級、高学年版ぐらいのところでいいですか。全部ですか。 

〔「全部の方が」と呼ぶ者あり〕 

 全部になると結構の量になりますけど。大体、言葉を優しくするとかというようなこと

ですので、一つ見れば大体どういう内容かと。 

 これは、キーワードは社会力をきちんと測定する。社会力診断テストというのは、どこ

にも入っているということが目玉ですね。そこのところが、社会力を向上させることが、

成績・学習意欲とどういうふうに関連するのか、村のさまざまな活動に参加する意欲だと

かというようなこととどういうふうに関係するか。 

 これは、ノーテレビ・ノーゲームの最初のパンフレットのところでも東海村のデータを

挙げていますけども、これで見るとおり、もう全く社会力のある子どもとそうじゃない子

どもの差は、さまざまなところでもう歴然とした差が出ていると。これを美浦村でも、同

じようなデータが多分出てくるだろうと。この東海村と美浦村のデータを踏まえながら、

できれば日本全国に発信するような何かいい本とか報告書をまとめてみたいというふうに

思っているところです。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） それでは、内容はほぼ同じということですね。その言葉が違うだ

けで、ということですか。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） 当然、親に聞く質問と子どもたちに聞く質問では、それはまあ。 

 じゃあ、親用とお子様用と２種類にしましょうか。 

○委員（林 昌子君） はい。 

○教育長（門脇厚司君） わかりました。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問ある方。 

 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） 予算書の38ページと、それから当初予算（案）説明書の24ページ

なんですけれども、予算書の方でいくと、総務管理費の庁用文書費等で1,084万9,000円と

なっています。 

 この内訳なんですけども、当初予算（案）説明書の方では、24ページの村例規集システ

ム導入ということで、591万4,000円という金額が書かれています。この591万4,000円とい

うのは、予算書の方ですと、需用費の消耗品費として425万8,000円、下の方の使用料、シ

ステム使用料として165万6,000円、この二つの金額を足すと、591万4,000円、例規集シス

テム導入費ということになるわけですけれども。 

 それで、下の使用料、システム使用料というのは、例規集システム・法令改廃情報シス

テム等を導入するというのが、このシステム導入なのかなとは思うんですけれども、上の
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消耗品費なんですけれども、こういったシステムを導入し、あるいはペーパーレス化する

ことによって経費の削減と予算案に説明されていますけれども、なぜ、この例規集システ

ム導入で経費の削減ということなのに、消耗品費が425万8,000円計上されているのか。消

耗品費とはどういったものなのかお伺いしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 総務課長。 

○総務課長（増尾嘉一君） 岡沢議員の方の質問にお答えいたします。 

 庁用文書費の消耗品なんですけども、425万8,000円の内訳なんですけれども、細かく申

し上げます。庁用の用紙代として、賞状でありますとか地図等で１万1,000円、それから村

の例規集更新データ作成、これは年間の定額なんですけども73万5,000円、それから村例規

集簡易体本といいまして、例規集をすべてデジタル化するわけでございませんで、20部だ

けは残します。議員さんの方の今ちょっと、今回の総務委員会でも、全部パソコンにして

例規集をなくしてしまうかという話も出たんですけども、過渡期ということで、例規集も

20冊ほど残します。その分が109万2,000円、それから例規集の追録ですね。これが、例規

集といいましても、村の条例とか規則をつづってある追録ではありませんで、そのほかに

各課でいろんな法令集を持っています。その分の追録代が241万5,000円、それから、村の

例規集の、これはＣＤ－ＲＯＭ化されるものなんですけども、これが4,200円ということで、

425万8,000円ということになります。 

○委員長（羽成邦夫君） 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） 当初予算（案）説明書では、そういった村例規集システム導入と

いうことで、ペーパーレス化とそれからシステム導入をすることによって経費の削減とい

うことで受けとめていましたので、例えば20部残すためのお金とか、あるいは追録するた

めというのは経費削減のための金額には、私には何となく当たらないと思いましたので、

ただ、それに対しておかしいとか異議とかそういうことは唱えませんので、そういった趣

旨で聞かせていただきました。 

○委員長（羽成邦夫君） 総務課長。 

○総務課長（増尾嘉一君） 例規集、追録も含めてなんですけど、法令集の。これという

のは概略で申し上げますと、大体年間で多い年で、普通ですと大体700万ぐらいなんですけ

ども、700万から、ここ４～５年見てみますと大体1,100万円ぐらい、追録でかかっていま

す。それが、村の例規集をデジタル化するのが主なんですけども、それでこの額に、500

万前後、大体四百何万ですが、これぐらいまで落としてこられたということです。 

 さらに、今の、過渡期ということで、20冊だけは村の例規集を残しますよというお話を

しましたけれども、これも残せば、さらに300万か400万ぐらいで年間済む。電子化するこ

とによって、追録も加除が、例えば村の条例とか規則なんかも年によって改正する年、多

い年があるわけですね。上部の国の法令の改正で、それに伴って条例改正しますから。そ

ういう条例改正が多い年にあっても、デジタル化することによって経費というのはぐっと
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抑えられます。 

 先ほど、現在ですと700万から1,100万ぐらいの幅がありますよということを話しました

けれども、さらにそういうことでの年、年の多い少ない年があっても、400～500万の幅と

いうのはぐっと抑えられてきますから、年間では多い年ですと600万、少ない年でも400～

500万の削減には、これから先はなっていくと思いますので、これに関しては、そういう意

味ではかなりの削減になっているのかなというふうに思っています。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） ただいまの説明でよく理解することができました。ありがとうご

ざいました。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問のある方。 

 林君。 

○委員（林 昌子君） すみません、時間も午前中残り少なくなりましたので、ちょっと

簡単な質問だけ。簡単なというか、答えの簡単な質問だけ質問させていただきます。 

 113ページの衛生費ですね。08の高齢者肺炎球菌予防接種事業費297万8,000円計上してい

ただきました。これは本当に、私どもも質問させていただき、即、来年度計上していただ

けたことには敬意を表させていただきます。 

 過日、うちの近隣でも肺炎で今、危篤状態に陥っている高齢者の方がおります。本来は、

冬だけとかというふうに思いがちですけれども、通年、本当に肺炎で亡くなられる方がお

りますので、現実、説明書の方には65歳以上とありました。65歳以上にどのように周知を

するのか、また、予算的にいつからのものが可能なのかという、具体的な周知方法等をお

知らせいただけたらと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 健康増進課長。 

○健康増進課長（堀越文恵君） 高齢者肺炎球菌予防接種事業でございますけれども、平

成24年４月１日からということで、それ以降に打たれた方について補助という形で考えて

おります。 

 周知についてでございますけれども、個別通知も考えたんですけれども、インフルエン

ザ等の個別通知の状況とかいろいろ勘案しまして、窓口に来ていただいて、窓口に来るこ

とができない方については、お電話で受け付けをして送らせていただくというようなこと

で、内容等について窓口でよくご説明をしてあげまして、生涯２回しか打てない予防接種

でございまして、１回分についての、生涯１回限りの補助ということでお願いしておりま

すので、そのような形で窓口でご説明をして打っていただけるようにということで、窓口

で配布ということで考えております。 

 当然、そういう細かい内容については、広報・ホームページ等で周知をしていきたいと

考えております。 



- 136 - 

 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） ご説明ありがとうございます。 

 この予算化するに当たって、高齢者65歳以上、どんどん人数がふえてきておりますけれ

ども、現在何名に対してこの予算化をされたか、人数の算出方法ですね。 

 あとそれから、今の周知するのに窓口に来てということで、広報とホームページと言わ

れたわけですけれども、65歳以上のすべての方がそれを知る機会というのが、それで本当

に網羅されるのかというところにちょっと疑問を持ちまして、例えば回覧板等とか、また、

昨今、議会だより・広報誌も、コンビニ・銀行関係・農協、いろんなところに配布してい

ただけていることもありますので、そういうところ、例えばそういう新しい事業、新しく

どうしても周知したい部分、そういうものを例えばコンビニとか、ドアとかガラスに張っ

ていただくとか、「今度、こういうふうになりました」とか、「お問い合わせください」と

か、何か活字だけですとなかなか見ませんので、何とか目を引くようなチラシ活動という

んですか、そういう周知方法が考えられないものかどうか。 

 ぱっとドアを見たときに、あ、こういうのやっているんだとわかる、あと庁舎の入り口

とかいろんな、そういうようなものも、今後これにかかわらずですけれども、新しい事業

に関してはそういう啓発活動も必要ではないかなと思いますが、その点いかがでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 健康増進課長。 

○健康増進課長（堀越文恵君） 積算の65歳以上の対象者の人数なんですけれども、12月

現在、65歳以上は4,199人おりまして、それに基づいて、実はインフルエンザ、牛久で平成

22年10月から実施しておりまして、それを参考にさせていただきまして、牛久の方ではイ

ンフルエンザは60％、うちの方ではインフルエンザの方は46％という接種率だったんでご

ざいますけれども、それで、肺炎球菌の方は、牛久の方では23％ということでしたので、

うちの方でもそれを参考にさせていただきまして、初めての事業ですので、その対象者に

23％をかけた部分で3,000円の補助ということで積算をさせていただいております。 

 それと、周知の方法ということで、ポスター等も一応考えておりまして、公的施設の掲

示板とかを考えておりました。回覧等も今後検討させていただきたいと思います。 

○委員（林 昌子君） すみません、掲示板、今どこにというのが聞こえなかったんです

が、どこの掲示板ですか。 

○委員長（羽成邦夫君） 掲示板はどこでだそうです。 

○健康増進課長（堀越文恵君） 掲示板というか、ポスターにつきましては、役場とか公

民館、公的施設にポスターをつくっていきたいとは考えております。 

 回覧については、検討したいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） また今の継続ですけれども、そのポスターに関して公共施設とあ

りましたけれども、先ほど伺いましたコンビニとか銀行とかそういうところへのご協力依
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頼というのはどうお考えでしょうか。 

 あとは、補助金3,000円ということですけれども、7,000～8,000円かかったかと思うんで

すよね、１回接種が。ですので、せめて半額補助できないものかどうかお尋ねいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 健康増進課長。 

○健康増進課長（堀越文恵君） まず、補助金の額についてなんですけれども、近隣の市

町村、肺炎球菌をやっているところの市町村の状況を見ますと、2,000円ぐらいから3,000

円、高いところで3,500円ぐらいまで幅がありまして、最も多かったのが3,000円だったと

いうこともありまして、金額は7,000～8,000円かかるということは重々承知しております

けれども、そういう形で設定をさせていただいております。 

 そして、回覧についてですけれども、回覧をつくるということになれば、当然、広報等

が設置されているところにもご協力いただいて置いていただけるようにと思っております。

コンビニとか広報を置いていただけるようにお願いしてあるところ、そういうところにも

考えております。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） どうもありがとうございます。ポスターに関して検討いただき、

ありがとうございます。 

 また、病院等でも意外と待合室というんですか、待っているところにいろんな掲示物が

たくさんありまして、そういうところもよく見られますね。ですので、そういうようなと

ころも、もっと病院も視野に入れ、また、いろんなところを、皆さん利用するところをも

うちょっと検討できないかというのを再度、またご検討をお願いしたいと思います。 

 3,000円が平均値ということではありますが、何とかあと500円、大きいです。ですので、

村長、いかがでしょうか。 

〔「あと1,000円」と呼ぶ者あり〕 

○委員（林 昌子君） 「あと1,000円」という意見もあります。あと1,000円、何とかよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、林議員のいろんな、周知することについては、その相

手先が認めてくれれば、いいですよということであれば、それはやっていくのは当然だと

思いますけども、お金については、今、よそで2,000円から3,500円ぐらいまで自治体の中

で差があるよということでございます。 

 この後また、不妊治療やらいろいろな部分で、これもやっていかなくちゃならないこと

は、よそでやっていることは自治体としてもこれだけは美浦村、できませんというわけに

いきません。同じように医療の部分で担う水準は同等か、もしくはいい方にいければとい

うふうに思っておりますので、今回のこの予算につきましても、担当課の方で、近隣を調

べてそういう状況に至ったということでございますので、これが、美浦村2,000円ではちょ
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っとあれでしょうけども、当初3,000円で組まさせていただいたということで、これが結構

65歳以上、今、4,199人ということで、多分この会場の中でも６人ぐらいがそこに該当する

のかなというふうに思うんですが。 

 そういうこともありますので、応募者が、ことし初めてこれをやるので、多い少ないは

１年間でデータが出ると思います。少ない場合には、なるべく張りつけてあげるように修

正はしてもいいのかなというふうに思いますけども、4,199人が全部出てくるとは私は思っ

ておりませんけども、その人数によっても少し考えなくちゃいけないところもあるのかな

と思いますので、今回は予算を組まさせていただいたところで、ことしは実行をさせてい

ただければというふうに思います。 

○委員長（羽成邦夫君） ここで昼食のため、暫時休憩といたします。 

 午後１時再開といたしますので、よろしくお願いします。 

午後零時０３分休憩 

 

午後１時００分開議 

○委員長（羽成邦夫君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

 質疑のある方はどうぞ。 

 山崎君。 

○委員（山崎幸子君） ４点ほど質問させていただきます。ちょっと私も、まだ予算書の

見方もいまいちまだ把握できていなくて、ちょっと間違えたことを言うかもしれないんで

すけど、その辺は、その旨ご指摘をお願いいたします。 

 まず第１点目は、56ページの下の方の13番委託料の中の10番土地評価システム更新業務

委託料、これが802万2,000円になっていますけど、23年度では1,500万くらい計上されてい

ました。少なくなることはいいことなんですけど、これがどうしてこれだけの金額、これ

だけの違いがあるのか、それをお聞かせいただきたいということと、２点目は59ページの

一番下の負担金補助及び交付金の、次のページに載っている茨城租税債権管理機構負担金、

これが、金額は前のページ59ページの方の442万1,000円で、これが23年度では142万5,000

円になっていました。これは何の部分なのかということと、そして３点目が62ページの上

寄りの方に13番委託料の中の10番住基システム改修委託料、これが1,512万円で、これも23

年度では735万、倍くらいになっていますね。これも何のアップ分なのかということと、最

後に４点目は75ページ、これも委託料の10番の地域福祉計画策定業務委託料、これは具体

的にどういうことなのかちょっと教えていただきたいんです。 

 以上４点、よろしくお願いいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 税務課長。 

○税務課長（石橋喜和君） それでは、山崎議員のご質問にお答えしたいと思います。 

 まず、土地評価システムの更新業務委託料でございますが、昨年よりかなり少なくなっ
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ているということでございます。これは、今まで自前で航空写真等々を撮っていたわけな

んですが、それが県内で皆さんで共同で撮るということで、そういうことが安くなってい

る原因でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 収納課長。 

○収納課長（浅野重人君） それでは、山崎議員のご質問にお答えを申し上げます。 

 負担金の中で、茨城租税債権管理機構の負担金が442万1,000円の計上ということで、内

訳を申し上げます。 

 均等割額が５万円、これは全市町村同じでございます。 

 続きまして、処理件数割額、これが「12万円×10件」でございます。これにつきまして

も、茨城租税債権管理機構の規約の中で、人口割で美浦村の場合は10件となっております。 

 続きまして、処理件数割の追加分でございます。これにつきましては、23年度に11件と

いうことで、１件追加をしました。その分が24年度に負担金としてなっております。 

 そのほかに、徴収実績割ということで、これにつきましては、平成22年度の茨城租税債

権管理機構の徴収金3,051万2,553円の10％が305万1,000円となっております。こちらを合

計いたしまして442万1,000円となっております。 

 年によって、大幅に違ってきますのは、やはりこの最後にご説明いたしました徴収実績

割、こちらが年によって徴収金が違いますので、率的には10％で同じでございますが、こ

ちらが先ほどもご説明しましたように年によって違ってきますので、負担金の額も年によ

って違うということでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 住民課長。 

○住民課長（大竹美佐子君） ただいまのご質問について、ご説明させていただきます。 

 予算書62ページの住基システム改修委託料なんですけれども、これは、外国人登録法が

かわりまして、住民基本台帳法の一部の改正する法律が平成21年７月に公布されて、入管

法の改正が平成24年７月９日付をもってかわるんですけれども、それに伴う住基システム

の改修委託料として予算に上げさせていただいてあります。 

 以上で大丈夫でしょうか。 

○委員（山崎幸子君） はい、わかりました。 

○委員長（羽成邦夫君） まだ、もう一つ。 

○委員（山崎幸子君） もう一つ、今の質問はわかりました。 

○委員長（羽成邦夫君） 福祉介護課長。 

○福祉介護課長（松葉博昭君） それでは、４点目の地域福祉計画策定業務委託料という

ことでご質問いただきました。これにつきましては、当初の説明書にもありますように新

規ということで、今回上程させていただいております。これは、今まで福祉にとらわれず、
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福祉だけではなくて、申しわけありません、福祉の中でも障害福祉とか、それから介護保

険事業とか、それから子どもの次世代育成対策とか、それから健康診断のところも含めま

して、それぞれに計画をこれまで策定しておりました。 

 そういうものを今後は一度にマスタープラン的に総合的に見ていく地域、大きな形とし

て地域福祉として全体の整合性を持たせながら進めていきたいなということで、これまで

策定していなかったんですけれども、そういう面で福祉を大きく総合的に計画を立てて推

進していこうということで、この業務委託料ということで、これもコンサルの方にお願い

をして、お互いにつくっていこうということで今回上程させていただいた金額でございま

す。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 山崎君。 

○委員（山崎幸子君） 地域福祉計画の方ですけど、これはそうしますと、コンサルティ

ングでしょうか、その人につくってもらうための委託料ということでよろしいんですね。 

○委員長（羽成邦夫君） 福祉介護課長。 

○福祉介護課長（松葉博昭君） そのとおりでございます。コンサルタントに対しての委

託料ということになります。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 山崎君。 

○委員（山崎幸子君） 具体的なものはまだ何も決まってはいないんでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 福祉介護課長。 

○福祉介護課長（松葉博昭君） まだ具体的には、どういうふうに進めていくかという、

そこまではまだ。これから策定するものでありまして、この予算書の中にもありますよう

に、２年間での予算を計上させていただいております。そういう形で２年間でその作成を

する予定でおります。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 山崎君。 

○委員（山崎幸子君） ありがとうございました。じゃ、以上で私、終わります。 

○委員長（羽成邦夫君） 山本君。 

○委員（山本一惠君） 131ページの負担金補助及び交付金の中の安中小緑の少年団、これ

はどういうのに補助金を出しているのか、事業の内容をお願いします。 

 それから、その次の身近なみどり整備推進事業費、これは何か森林の保全整備を推進す

るとありますけども、具体的にどういうことをしているのか教えていただきたいと思いま

す。 

 以上２点、よろしくお願いいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済課長。 
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○経済課長（仲内秀夫君） それでは、ただいまのご質問の安中小緑の少年団についてご

説明をいたします。 

 こちらは、年に１回、緑の羽根募金をやっていると思います。その中で募金をいただい

て、県の緑化機構にそのお金を提出してございます。その中で地元の緑の少年団、毎年安

中小の子どもたちにお願いしているんですけど、そこで、緑の大切さや緑を育てるという

活動をお願いしてございます。その緑の羽根の募金の10万円を補助をしているものでござ

います。 

 続きまして、身近なみどり整備推進事業費でございますけど、今回700万を計上してござ

います。こちらにつきましては、茨城県で平成20年度より平地林・里山等の緑、また、霞

ケ浦を初めとする湖沼・河川の自然環境を守るために、森林湖沼環境税が導入されてござ

います。この財源を活用しまして、美浦村で、森林整備委託料として、森林の伐採等の事

業を行ってございます。この委託料が今年度697万円を計上してございます。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 山本君。 

○委員（山本一惠君） 安中小のみで緑の少年団、緑の羽根ということですけども、これ

は安中小のみで、ほかの小学校ではやっていない理由は何かあるんでしょうか。これは安

中だけの希望でやったのか、ちょっとその辺の経緯を教えていただきたいと思います。 

 それから、森林の方なんですけども、これは里山とか霞ケ浦・河川だけの場所なのか。

今、実は結構木が年々大きくなって、個人で持っているとか、個人でないところの木も結

構大きくて、個人的にできない、切れないというのがお話があるんですね。そういうとこ

ろに補助というか、何かそういう補助でやっていただければいいかなという思いがありま

したので、これは限定されちゃっているのか、あるいは、そういう個人的なもので、個人

の土地でも全然所有者が手入れをしないで、手入れしたくても、もう大きい木で、なかな

か重機がないと切れないというものがありまして、そういうのに対して何か手助けがない

のか、そういうのもやっていただければありがたいなという思いでちょっと聞いたので、

その辺はどうでしょうか。 

 以上、またよろしくお願いいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） まず、最初の安中小だけかということでございますけど、ず

うっと安中小だけでやっています。その経緯はちょっとわからないんですけど。 

 あと、身近なみどり整備推進事業費でございますけど、これは国の10分の10の補助事業

でありまして、やる場所等は限定されております。 

 また、この事業で森林等の伐採をやりますと、当然、やる方は村と一つ協定書を結びま

すので、一度この事業を入れますと、森林の所有者が10年間、自分でそれ以後の下草刈り

とかをやるような義務が発生します。 
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 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 山本君。 

○委員（山本一惠君） ありがとうございました。緑の羽根の募金の運動ですけども、こ

れは一応教育の、そういう一環として、ほかの小学生にも、もしできたら取り入れていた

だければなと思います。やっぱり緑を守るということに関しては、安中小だけではないと

思いますので、近隣に、木原でもどこでも木がありますので、そういう意味で、教育委員

会の方でそういうお考えは今後どうでしょうか。 

 あと森林、もう一つの伐採のことですけども、すぐにとは言いませんけども、やはりこ

れだけ木が大きくなり、また、災害等で倒れている木もあって危ない部分もございますの

で、そういうのも指導していただきながら、内容も今後検討していただきたいと思います

のでよろしくお願いします。 

 じゃ、緑の羽根の方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） この安中小学校の緑の少年団がどういうような活動をされてい

るのか、私もまだ承知しておりません。もし教育的な効果があるというようなことがわか

れば、当然そういうことは、木原でも大谷でもやる価値はあるだろうと思いますので、前

向きに検討させていただきたいと思っています。 

○委員長（羽成邦夫君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（浅野勝夫君） 緑の少年団の活動内容につきましては、ちょっと確認さ

せていただきまして、ご報告させていただきたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 山本君。 

○委員（山本一惠君） すみません。緑の少年団、検討する。事業内容をもう一回、事業

内容を精査して、入れるかどうかということですけども、これはもう、つい最近やってい

たものではないので、早急にその辺はしていただきたいと思って、予算化、ずうっと安中

小だけが入っているということに何かちょっと違和感があったものですから、ちょっと質

問しました。それは早急にお願いします。 

 あと、森林の件に関しては、美浦村全体としてこれだけ木が大きくなり、危険な箇所も

ずいぶんふえております。こういう事業が、国の事業でもありますので、ぜひともこれは

限られた場所、所有者がいるというそういうあれもありますけども、指導するなり、ある

いは手助け、重機を貸すとかそういう部分でしていただければありがたいと思いますけど

も、そういう前向きなお考えはあるでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） 身近なみどり整備推進事業費でございますが、平成24年度ま

での事業でございます。今まででございますけど、毎年広報等で森林整備する箇所を募集

いたしまして、一つの目安としては、500平米以上、また、公園周辺とか、山の中の山はち
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ょっとやってはいないんですけど、そういう公園とかそういうところの整備をやってきて

ございます。事業としては、一応24年度で打ち切りの事業でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 山本君。 

○委員（山本一惠君） 要望といたしまして、事業は打ち切りかもしれませんが、継続的

に考えていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。森林は終わっていませ

んので、よろしくお願いいたします。 

 村長、その辺はどうでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） これは、47都道府県あっても、茨城県が森林湖沼環境税というこ

とで、住民１人当たり1,000円ということで、多分23年度で一回切れるわけだったんですけ

れども、ことしまた延長になったような部分で、24年度までということで。 

 そういうところで今のこういう伐採的な部分を各自治体に配分をして、一応これも検査

から何かからすべて、場所から選定をしなくちゃいかんということなので、ただいま24年

度までというふうに延長になったみたいなんですけども、多分来年度、つくかどうかもわ

かりません。 

 多分これは、一度始まったら結構、私は続くのかなあというふうには見ています。１人

1,000円ずつの部分をいつやめるかというとなかなか、これは継続的になっていくのかなと

いうふうに私は思いますので、多分また、茨城県がこのまま継続するとなれば、いろんな

部分で樹木のそういう伐採等を村から上げて、県の方で承認になれば、場所が選定される

であろうというふうに思います。23年度は、楯縫神社の大須賀津川に抜けていく道路の草

払いを実施したと思います。 

 そういうことで、一般に個人の部分をいくら森林がなくならないといっても、樹木の伐

採は個人の部分までは村はできないので、そういう指定をして県の方で場所的にオッケー

になる、道路上に面したところで住民の生活にいろいろと支障を来すようなところが採択

されるんだと思います。 

 多分、あそこはもう日が入らないぐらい大きな木で道路わきが覆われているということ

で、23年度はそこが採択になって、多分２年継続で、あそこは２年継続で多分やったと思

います。22年度と23年度で採択された場所だというふうに思います。 

 今年度についても多分それが実施されるということなので、この後も森林湖沼環境税が

ずっと続くということであれば、違う場所も選定をされて、継続されていくと思いますの

で、村独自ということじゃなくて、そういう新しい導入した税の中から生まれた部分なの

でご了解をいただきたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問ありますか。 

 小泉君。 
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○委員（小泉輝忠君） 教育振興費の方でちょっと確認したいんですけども、今年度から

デジタル化ということで、その中で教師用の指導書が全額削除になっていますけど、デジ

タル化になるので教師用の指導書はいらないよということで全部削除になったかを確認す

るのと、それと、75ページなんですけども、委託料の中で映画上映業務委託料というのが

23年度は計上されておりますけども、今回削除されているんですけど、これはもう、その

映画上映ということそのものが必要なくなったために削除になったかどうかを確認したい

と思うんですけど、よろしくどうぞお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（浅野勝夫君） 小学校の振興費の方の教員用の備品教科書の部分ですけ

れども、昨年度は小学校の教科書の変更等もございまして、その分で計上させていただい

た経緯がございます。 

 ですから、デジタル教科書につきましては、さっき午前中の話にもありましたように、

電子黒板使用時に使うソフトとしての教科書等ということでございますので、当然、教員

の補助的な教材にはなると思いますけれども、そういうことで、昨年度載せておりました

教員用の教科書の部分とはちょっと違うものでございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 映画の件。 

○委員（小泉輝忠君） 75ページですけども。 

○委員長（羽成邦夫君） 福祉介護課長。 

○福祉介護課長（松葉博昭君） ただいまのご質問ですけれども、映画、こちらから申し

わけないです。映画というのは、自殺対策の関係なんでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 小泉君。 

○委員（小泉輝忠君） 23年度の予算書の中には、映画上映業務委託料ということで、35

万円計上されているんですけど、ことしは入っていないんですよね。ですから、そういう

映画上映そのものが必要なくなったためにカットになったかどうかという、また内容が違

っていれば指摘していただきたいと思うんですけど。 

○委員長（羽成邦夫君） 福祉介護課長。 

○福祉介護課長（松葉博昭君） 映画上映につきましては、昨年、自殺の予防対策の方で、

「カラフル」という映画を上映いたしました。これは、啓発の中の手段として去年は上映

いたしております。 

 ことしも、講演会とかそれから、そういう映画もそういう一つの手段として、一応、内

容をどうしようかということで、その中には、そういうことも必要に応じてやっていきた

いなと思っていますので、具体的に今回はそういう内容を、この中には具体的に幾らとい

うのは上げていませんので、事業費としては、全体の中で自殺対策で100万の中で入れてい

ますので、できれば、ことしもそういう適切な映画等々で啓発ができれば、そういう方向

性も検討していきたいなと思っております。 
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 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 小泉君。 

○委員（小泉輝忠君） 福祉介護課長の説明で、特別に映画上映ということでは計上して

いないけども、事業としては実施していくということで理解していればいいのであれば、

それで私はいいと思いますけど、はい、以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問のある方。 

 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） 当初予算（案）説明書の12ページなんですが、補助費等の中で「美

浦村社会福祉協議会に対する補助金が1,031万円の増となったが」とありますが、この増額

は、ある特定対象事業に対する増額なのか、それとも人件費総額での増額となるのかお聞

きします。 

 ２点目ですが、これも当初予算（案）説明書の中の９ページで、各種交付金なんですけ

ども、傾向としては、この景気の低迷で利子割交付金であるとか自動車取得税交付金とか

そういった交付金は減額の傾向にあるようですけれども、配当割交付金だけが若干ですけ

ども増となっているのは、確認なんですけど、これは配当課税が単にふえたから、県から

の交付金がふえると考えてよろしいのでしょうか。 

 ３点目なんですが、140ページ、都市計画費で住宅リフォーム助成事業費として101万等

を組んでいただいています。この住宅リフォーム助成事業に対しては、一般質問で要望し

た件もありまして感謝しております。 

 ただ、101万という金額ですけれども、この助成事業の内容に関しては、広報でその詳細

が紹介されています。その内容からすると、その対象となるのは、件数でいえば10件か20

件かな、その範囲かなと私は思ったんですけれども、改めて、この予算の金額とその対象

件数をどのように設定されて予算化されたのかお伺いします。 

 ４点目なんですが、先ほどの森林伐採とか、みどりの事業の関連なんですけども、対象

とするのがそういう事業で行うということもありますけれども、ここのところいろんな住

民から言われるんですが、通学路で特に興津ふれあいセンターから大谷小学校へ行くとこ

ろなんですけれども、やはり木が生い茂っていて街灯が並んでいるんですが、木が生い茂

ってその街灯の照明を隠してしまっているから暗いということと、それから、光と風の丘

公園から大谷小学校へ向かう、うねっている道路ですけども、あそこもやはり、最近一部

伐採したようですけれども、木が、枝が生い茂っていて、やっぱり街灯を隠してしまって

いて、せっかく街灯があるのに暗い部分が多くて夜道が危険だということで、これは、あ

そこは小学生は余り通っていませんが、中学生が自転車通学をしているので、そういう意

味では、単にそのみどりの事業とかいうことよりも、学校教育の面から、あるいは安心・

安全の面から、年度ごとに見直しをして適正な環境を維持することが必要だと思われます

が、その点について検討していただけますでしょうか。 
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 以上４点、お伺いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） 各種交付金のところで申し上げます。この各種交付金に

つきましては、茨城県の市町村課の方から、データ的にある程度のデータは送ってきてご

ざいます。それで私どもの方でも、美浦村に合うというようなところから算定してござい

まして、先ほどの配当割交付金につきましても、やはり増額というのは県からのデータも

若干ですが増額になっておりましたので、増額ということで計上させていただいておりま

す。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） それでは、社会福祉協議会の増額でございます1,031万の

増というふうになってございます。これは、23年度予算当初の積算については、村からの

職員が１名出向しておりましたので、局長という報酬は計上してございませんでした。そ

れが23年度から局長になりまして、村の職員が１名派遣で行ったものが、本庁に戻ってき

たというところがございますので、23年と24年では、その１名分を新たに計上しています。 

 それと、新規採用というようなことで、24年度に１名採用ということで、合わせますと

２人が採用になっています。 

 そのほか、新規では、ボランティアセンターの開設というのが事業の中にございまして、

やはり臨時職員の１名増が加わってございます。それと福祉の方でもありますが、福祉の

活動計画、これは一般会計の方でも載っておりますけど、やはり社会福祉協議会の方でも

地域福祉活動計画というのをつくらなくてはならない。やはり村でつくるものと同じ福祉

ですので、社会福祉協議会でつくるものも、やっぱり同じようなものを見直さなくちゃな

らないということがございまして、それの策定費用、金額でいいますと約150万ぐらいなん

ですが、24年・25年の２カ年というようなところで計上してございます。 

 そういう人件費の増と、あとはこの策定の事業がございますので、1,000万ほど増額にな

ってございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（池延政夫君） 住宅リフォーム助成事業の予算の積算についてお答えい

たします。 

 今回のみほ広報に、事業の説明、詳細につきましては流してありますけども、この事業

につきましては、地域経済の振興を目的に村内施工業者による自己所有の住宅を修繕リフ

ォームする工事が対象でありまして、工事費が10万以上の住宅リフォーム工事に対して、

工事費の10％を補助する事業であります。100万円以上につきましては10万ということであ

りまして、おおむね15件くらいの見込みで立てております。 

 あと、通学路の伐採につきましては、当然、議員さん・区長さんから、あそこは危ない

とか要望がありまして、都市建設課の方で地権者の了解を得まして、その都度やっている
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状況であります。地主さんの責任でありますけども、やはりできないということがおおむ

ねありますので、村の方で対応しているのが状況であります。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） 失礼しました。社会福祉協議会の増額に関しては、説明いただい

て理解できました。 

 各種交付金についてなんですけども、やはり配当割交付金も株式等譲渡所得割交付金に

ついても、景気の低迷でも減るのが当然かなと思っていたんですが、株式等譲渡所得割に

ついては同額で、配当割がなぜ50万、県との協議の結果だと思うんですが。 

 となると、県全体で、県の方でもこの配当割交付金というか、配当所得というか、配当

課税がふえていると思うんですけども、これは税制改正ということなんでしょうか。それ

とも、美浦村の実情に応じて、今度何か変化があるということなんでしょうか。これだけ

ふえているというのが。 

 それと、住宅リフォームに関しては15件を想定しているということだったんですけども、

これは私も質問した立場ですから、その助成することによって助けるということも大きな

意味がありますが、やはり村内の経済の活性化であり、そういった業者の育成という点が

非常に強いと思うんですけれども、そうなると、15件で100万円となりますと、これは本当

に経済の活性化になるのかなと。 

 やはり最初にやることですから試運転みたいな意味もあるのかもしれませんが、仮に業

者の方から、あるいは住民から、15件では少ないんじゃないかと。それで、もう申請受け

付けして、すぐ締め切ったとなると早い者勝ちじゃないかとか、そういう考えも持たれる

と思うんですけども、それは将来的にその需要が見込まれる場合には、補正予算を組むと

いうことも検討していただけるのでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（池延政夫君） 初めての事業なので当初の見込みがわからないので、補

正で対応するような形では予定しております。３月末に建築業者の方を、関係業者を呼ん

で説明会を開きまして、周知する予定でおります。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） 住宅リフォーム助成制度については、今の説明で納得いく説明を

いただきました。 

 まだ、配当所得割については、それほど予算全体に占める金額が多いわけでもありませ

んし、その予算執行については、そう影響を及ぼすものではないと思いますので、その説

明に関しての答弁は、今の時点で結構です。 

 以上です。 
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○委員長（羽成邦夫君） ほかにございませんか。 

 下村君。 

○委員（下村 宏君） それでは、私の方から、総務管理費の中の、ページが49ページに

なります。05で産業後継者対策事業費、これについてお伺いしたいんですけども、これに

ついては、今まで事業名を変えたりしてやってきたのかどうか、ひとつ確認をしたいのと、

それから、今、少子化というようなことで、後継者の結婚促進等は大変重要なことだと思

います。そういう中で、農業、工業、それからいろんな商業を含めて産業というわけであ

りますので、それらに対しての対策という、補助金だと思います。 

 これは40万というような金額が上がっていますけども、これでまず対応してどれくらい

のことができるのかというようなことがひとつ疑問だったので、その辺をひとつお伺いし

たい。 

 それとあわせて、ページ82ページの社会福祉費の中で、一番上にあります補助金で、成

年後見人助成金というやつがあるんですが、これは今までもやってきているのか。それか

ら、この後見人の助成金がだれに対して支払われるのかお伺いをしたいというふうに思い

ます。 

 それとあと、その下に、日中一時支援事業費というようなことがありますけども、これ

らについても、前年対比で見ますと180万ほど増額になっておりますけども、これは人がふ

えるのか、内容が変わってくるのか、その辺についてお伺いしたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 総務課長。 

○総務課長（増尾嘉一君） まず、49ページの産業後継者対策事業費なんですけども、こ

れは事業名については、上野村長時代だったと思います。この名称で事業はずっと続いて

いると思います。そのとき、産業後継者結婚促進協議会という組織を立ち上げまして、こ

れは議会からもメンバーに入っていただいておりまして、その中で、当時は村独自でカッ

プリングパーティなんかも行ったこともあります。それから、阿見町と共同でカップリン

グパーティ、そういうことも行ったこともございます。 

 それで、一昨年ですか商工会の青年部の方が主体で、カップリングパーティを行ってお

ります。この促進協議会の方の補助金なんですけども、商工会の青年部の方へそのカップ

リングパーティ開催のための補助金として出しているのがほとんどの内容となっておりま

す。 

 それから、産業後継者の協議会なんですけども、その商工会の青年部への補助金とは別

に、結婚を取り持った仲人、間に入った人、その人に対しての、結婚がうまくまとまって、

美浦村にその方が住まわれたというような結婚の仲立ちをした方に対しましては３万円、

一組まとまりますと３万円、間に立った方に一応お礼といいますか、村として、そういう

方で村に住んでもらう方、結婚がうまくまとまったというようなことで、３万円を謝礼と
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して協議会の方からお支払いをしております。そのような内容になっております。 

○委員長（羽成邦夫君） 福祉介護課長。 

○福祉介護課長（松葉博昭君） それでは、成年後見人助成金ということでご説明をいた

します。この制度につきましては、これまでなかったんですけれども、24年度から市町村

が必修となることで、これも国県の補助で行う事業になりました。 

 これは成年後見制度ですから、当然後見人を指定されたときに、その制度上で必要な金

銭的な支援をするという意味で、そのお金がかかるわけですけれども、それに対する助成

金として、後見人を制定する制度を使った人に１回２万8,000円の金額を助成しましょうよ、

ということで、これは金銭的な助成支援となっております。 

 それから、日中一時支援事業、これにつきましては、重度障害者の方々を中心に親御さ

んの負担を軽減しようということで、預かりの支援なんですけれども、昨年に比べまして

ショートステイの方がふえました。ふえる予定を見込んでおります。推計しております。

ショートステイ、短期入所をする方が去年よりも若干ふえるであろうという、去年の実績

に基づいて、推定でこちらの予算の計上を差し上げたものでございます。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 下村君。 

○委員（下村 宏君） 答弁ありがとうございます。 

 話を聞いた中で、ずっとやっていたというような、後継者対策でありますけども、実は

商工業関係が主で、やっぱり農業関係も産業でありますので、もう少し枠を広げて、予算

もできれば上乗せするくらいにしてもらって、もっと充実したものにしてほしいと。これ

は今から少子化、本当にこういうことをやっていくことが一番重要だと思いますので、ぜ

ひその辺は積極的にやっていっていただきたいというふうに思います。 

 それで、後見人の助成については、指定にかかる費用というようなことで了解をいたし

ました。 

 また、その下の日中一時の支援についても了解をいたしました。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問のある方。 

 石川君。 

○委員（石川 修君） それでは、何点かお伺いしたいと思います。 

 ページ数132ページ、商工振興費、これは質問ではありません。商工振興費で、新規で委

託料としまして204万円を新規に組んでいただきました。これは、私も商工会関係の理事を

しておりまして、村長のところへは緊急雇用のことでお願いに来た経緯がございまして、

村としては、もう緊急雇用のあれはないので補助はできませんということでございました

けれども、今般、県の補助金が204万つけられたということで大変感謝しておるところでご

ざいます。改めて敬意を申し上げたいと思います。 
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 それと、129ページ、農林水産業費で産地確立推進事業費としまして、01で産地づくり助

成金5,350万、この助成金の内容をちょっとお願いしたいと思います。 

 それと観光費、商工費の観光費で134ページ、木原城山まつりの補助金として120万出て

おりますけれども、私は、前回まで木原城山まつりの実行委員で会計をしていました。 

 これは当初は、以前は150万の補助でしたけれども、１割ずつカットということで、２割

カットになりまして、現在この120万で来ておるところでございますけれども、年々経費が

かかるということで、120万の補助の中から、ライオンズから協賛金をいただいたり、商工

会、あるいは城山共有地管理組合からの補助等々をいただきまして現在運営しておるとこ

ろでございますけれども、なかなか経費がかかるということで、できれば補正あたりは考

えていただけないだろうかとそういうことをお願いを申し上げたいと思います。 

 それと、当初予算の説明書の中の社会体育関係事業ということで、ほとんどが継続事業

になってございます。12月に林同僚議員が村民大会の種目のことでるる質問をしたかと思

いますけれども、なかなか種目が新しいのは取り入れていない。それとまた、参加する地

区も減少傾向にあるということでございます。社会体育関係で新しい何か、ものを考えら

れないだろうかというふうな思いがあったものですから、今、質問しておるわけでござい

ますけれども。 

 実は、数年前に湖岸の堤防の天端（てんば）が整備されまして、村道になった経緯がご

ざいます。その村道、湖岸の堤防を利用して、子どもたちと一緒に歩こう会とか、マラソ

ンとか、そういうものを考えてみたらどうかなというふうな思いがしたものですから、こ

の質問をさせていただいておるわけでございますけれども、その辺の事業のことを、考え

があるのかどうか、その辺もあわせて伺いたいと思いますので、よろしくお願いをしたい

と思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育次長。 

○教育次長（岡田 守君） ただいまの石川議員の社会体育関係、今まで皆さんから、村

民体育祭に関連したもの、大分先ほどおっしゃられましたように、参加者がどんどん減っ

ていると。そういう中で何か新しい競技は考えられないのかと。また、違うものにそれを

かえていくことはできないのかというようなご質問が多々あったわけでございますけども、

いろいろなところで、今の議員がおっしゃいましたように、いろいろなフィールドを使っ

たイベント、または競技、そういうものも多々あろうかと思います。これは当然、我々も

考えていかなくてはならないといったところでございます。 

 先ほどありましたように、霞ケ浦沿いについては堤防が全面舗装になったといったとこ

ろで、ただ、そこの例えば駅伝だとかマラソンだとかといった部分については、開催をす

るといったことは可能になってくるのかなと思うんですけど、なかなかトイレの方が完備

がされていないといった部分がございますので、長距離を歩くハイキングというかウォー

キングだとかそういう部分については、その部分のところをクリアをしていかないとなか
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なかできないのかなと考えてございます。 

 これにつきましても、そういうところで協議をさせていただいて、美浦村に合った、ま

たは、皆様がスポーツをする上で、これはいいなというようなものを、ちょっと協議をさ

せていただいて考えていきたいなと考えてございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） それで、先ほどのご質問の産地づくり助成金についてご説明

をいたします。こちらにつきましては、毎年１月、２月ぐらいにですか、美浦村農業再生

協議会を開きまして、議員さんも経済建設委員さんにはご出席をいただいて同意をいただ

いているところでございます。 

 内容としましては、今までやっていました水田の転作に対する補助金です。それが数年

前から産地づくり交付金ということで、今回やってございます。 

 美浦村の水田面積が約1,000ヘクタールございます。そのうち作付けできるのが75％でご

ざいます。生産調整等をお願いする部分が25％ございますので、その25％をやっていただ

く方に、水田における米の生産、米の生産と同じような所得を得られるために、転作等の

補助金を出すものでございます。詳細については、かなりちょっと細かくなっていますの

で、省略させていただきたいと思います。 

 あと、城山まつりの補助金でございますけど、経済課は担当課でもございます。当初150

万だったと思うんですけど、１割カット、またさらに１割カットということで、120万に現

在はなってございます。こちらは陸平関係のまつりと同じ額だとは思うんですけど、担当

課としては当然、上乗せしていただければ一番ありがたいんですけど、そういう要望はし

ていきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 石川君。 

○委員（石川 修君） 了解しました。社会体育の方なんですけれども、トイレの問題、

るるあるかと思います。でも、トイレの問題につきましては、大須賀津の下にもトイレが

ある。それから馬掛の下にもトイレがある。途中でするというわけにもいかないでしょう

けれども、それはつくればいいことですよね。 

 ですから競技、前提、トイレをつくらなくちゃしようがないから、それはできないよじ

ゃなくて、やっぱり我々子どもの時分は、土屋地区とか興津地区から湖岸へ来て、水遊び

したり何かした経緯がありますよ。美浦村に住んでいながら、なかなか霞ケ浦のそばへ来

て水と触れ合う、そういう立派な自然環境があるわけですから、そういうものを取り入れ

て、遊び心を取り入れながら、何か事業を計画してもらえたらいいなというふうに私は思

っておるので、トイレのこともあるでしょうけども、簡易トイレを途中に置けばいいこと

なので、その辺はぜひとも、今年度は無理にしても、週末ファーマーのこともありますの
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で、その辺もリンクさせながら、ぜひ立ち上げていただきたいなというふうに思っており

ます。 

 それから、産地づくりの助成金につきましては、私、この会議にはちょっと出なかった

ものですから、資料をいただければ私もよかったんですけれども、資料がなかったもので

すから、とりあえず聞かせていただいたところでございます。 

 それと、城山まつりの件なんですけれども、今、担当課長の方から要望していきたいと

いうことでありますけれども、村長さん、どのように考えていますかその辺を。 

 これは、村長、言いますけれども、120万の補助をしていただいて、それから、城山の共

有地管理組合から20万いただいています。それからライオンズから10万いただいています。

それから、商工会と木原支部とスタンプ会入れて13万いただいています。繰り越しがぎり

ぎりのところで、毎年ぎりぎりなんですよね。 

 縄文まつりと、今は木原城山まつりしかないんですけれども、木原城山まつりは、昨年

はちょっと震災の関係で中止になりましたけども、第14回のときには、警察発表で2,000

から3,000来ているんですね。よそからもかなり来ているんですよ。ですから、その辺もや

っぱり美浦をＰＲするのはいいことなので、できたらやっぱり補正でも何でも少し組んで

もらって、実行委員がやりやすいようにその辺のことをくみ取っていただけないだろうか

ということで、再度村長にお伺いしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、石川議長の方から、水辺の要するに霞ケ浦の沿岸の部

分と、それから木原城山まつりということで、経済課長がいろいろと増額については検討

するというような話をしておりますので、意図はあるのかなというふうには思うんですけ

ども、課長本人がやっぱり、去年は実行されなかったんですけども、毎年、城山まつりは

盛況に、天気がよければ、かなり盛況に、チューリップまつりが一緒にやられるというこ

とで。稲敷市の要するに浮島のチューリップまつりは規模が全然違います。でも、両方が

同じ日にバッティングするときがあるんですけども、美浦もチューリップの環境からいろ

んなことをすると、かなりいいですよとそういう評判は聞いておりますけども、いかんせ

ん予算が違うので、一流芸能人が向こうには張りつけてあるということがありますけども、

そういう面ではある程度の成果が見られるということを一つの条件とすれば、削るだけで

はなく、その辺は美浦村をＰＲしていく中では、ある程度のＰＲの費用はかかってもいい

のかなというふうに私も思います。 

 ですから、そういう補助金と、そして会場のその結果としての整合性がきちんと出され

れば、いろんな部分で補助金としては皆さんが納得してくれるものがあるだろうというふ

うに思います。 

 陸平まつりは、いつも秋にやってはいるんですけども、でも、だんだんいろんなところ

で、天気に左右されますけども、天気がよければ、それなりに来場者も多くはなっており
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ますので、やっぱりＰＲの仕方なのかもしれませんけども、その辺も城山まつり実行委員

会の委員の方はいろいろご苦労なされて、私も毎年行ってはみているんですけど、本当に

2,000人から、天気がいいときには来ているかなあというふうに思っております。 

 そういう意味でも、ぜひ、去年は震災でちょっとできなかった。去年の120万あるんだか

ら何とかしろと言うのかなと思っていたんですけども、ことしは一応予算的には去年と同

額しか組んでおりませんけども、そういう意味ではことしがそういうふうな評価的なもの

で、できれば来年度、そういうものでは考えていきたいというふうに思います。 

 それから、霞ケ浦沿岸の部分なんですけども、トイレが大須賀津にもあるだろうし、馬

掛のところにもあるだろうという話がありますけど、これについては、阿見町の予科練記

念館ができたところに駐車場とトイレが整備されておりまして、阿見町地域のところには

河川が１本もなくて、堤防の下を通っているんですね。阿見町のちょっと問題があるのは、

技研のところが霞ケ浦のところ、堤防が通れなくて、上に上がらざるを得ないという部分

があります。 

 美浦村に入ると、河川が３本、清明川と大塚川と大須賀津のところにあるのかな。この

３本のところを、実は企画の部分と一緒になって、関東整備局、さいたま新都心のところ

に関東整備局という国交省の、要するに関東地方の大もとがあるんですが、そこに陳情に

行ってきました。 

 できるだけサイクリングロードとして使いたい。大山のところにトイレをつくるという

ことをひとつ念頭に置いて陳情したんですけども、やると3,000万かかるんですね、トイレ

を。浄化槽を使っていいんじゃないですかと向こうが言うんですけども、浄化槽をつくる

ということで、水質の面では公共下水、あそこ安中は農業集落排水なんですけども、浄化

槽でも水質は同じ基準になるんですけども、せっかく大山まで農業集落排水が行っている

のに、あの正門のところまで持ってくるのに、約500メーターで3,000万ぐらい。 

 トイレと、男子用・女子用、それからシャワーも使えるような部分も整備しようという

ことで、一応予算的なもので国交省に持っていったんですが、今、国交省の中では、その

トイレに対する整備の部分がもうないんですよということで、もう３年ぐらいになります

か、行ってはいるんですけども。 

 いろんなところに要請に行っても、3,000万もつけてくれないような地元の議員じゃ役に

立たないから、もう違うことでやろうということで、阿見町と一緒になってサイクリング

ロードの申請に行ったんですよ。でも、それもまだ回答は来ていないところです。実質、

大山のところも、もう少しで整備が終わるだろうし、そのときにはつくってほしいという

ことを言っているんですが、国交省も項目のないものは予算がつけられませんという回答

のままで、平行線のままいっています。 

 美浦としては、なるべくあそこをつくるような形。美浦でお金を出してやれば、できな

くはないんですけども、国交省の土地に村のお金でやるというのはどういうことですかと
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いう話をしているので、そういう環境面の悪さになってきたら、毎日電話をしますからや

ってくださいというふうな投げ言葉はやってきましたけど、なかなか国交省も動いてくれ

ないのが現実です。そういう意味でも、もし政権がかわれば、今度トイレができるかもし

れませんし、また、陳情はぜひやっていきたいというふうに思います。 

 そういうことで、城山の方も、ことしやったときの結果をぜひ上げていただいて、金額

的なものは皆さんの合意がいただければ、そういうふうなことをしていきたいというふう

に思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 石川君。 

○委員（石川 修君） 村長が、サイクリングロードで橋をかけてトイレをつくると言い

ますけれども、そんな村長、そうじゃないんですよ。 

 できることからやりましょうよ。だから、あそこに河川が入っているというのは十分私

も理解しています。ただ、そんなに下の道路は日曜日とかそういうことであっても、そん

なに車の通行量は多いと思わないんですよ。 

 ですから、一部のところだけちょこっと通行どめにして、それを迂回すればいいことな

ので、できることから、次長もそうですけれども、岡田次長、できることから。立派な3,000

万もそんなトイレ、いいんですよ。簡易トイレを途中途中に置いてもらえば。やる気にな

ればできるんですから、これは。だから、それを前向きに検討をしていただいて、せっか

くのあの風光明媚なところを、やっぱり美浦村に住んでいながらもなかなか湖岸まで足を

運べないという人だっているわけですから。その辺は十分に検討していただいて、継続の

事業だけじゃなくて、新規の事業もどうですかというお願いをしていますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

 それと、城山まつりの件なんですけれども、村長は次年度ということでありますけれど

も、私が要望したのは、補正でどうですか、120万、そのことを言っているので、来年は来

年でまたきっちり、私も予算要求はしたいと思いますけれども、ことしの分について補正

はどうですかというお願いをしていますので、その辺の答弁をお願いしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） 予算委員長も同じ城山の委員になっているみたいなんですけども、

でも、これも企画財政課の方といろいろ詰めてたたき上げた数字でございますので、いろ

んなところを検証すれば、どこも補助的なものを上げてくれというのは、これは当たり前

のことになってくるのかなというふうに思います。 

 そういう意味でも、去年城山まつりをちょっとできなかったものですから、ことしの結

果を踏まえて、来年度について新たにそういうもののことは考慮して、ことしはもう大体

４月なので、大体芸能人も決まったことであるでしょうし、その予算の中で大体もう動い

ているんでしょうというふうに私も思うので、ことしの結果を見て、早目に来年度の出演

者が決まる前に予算も含めて検討をしたいというふうに思います。 
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○委員長（羽成邦夫君） 石川君。 

○委員（石川 修君） 確かにそうなんですけれども、実は、申し上げますと、木原城山

まつりには３人の芸能人が来まして、込み込みで10万です。これ以上はもうとっても出せ

ませんので、いろいろなところから来ているんですけれども、それ以上出せないというこ

とで、込み込みで10万円ということでありますので、今年度はそういうことで予定を組ま

せていただきましたけども、次年度、そういうことであればきっちり私の方もお願いに上

がりますので、よろしくお願いをしまして質問を終わります。 

○委員長（羽成邦夫君） ここで暫時休憩といたします。15分間、２時30分より、また開

会いたします。 

午後２時１６分休憩 

 

午後２時３１分開議 

○委員長（羽成邦夫君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。  

 質疑のある方はどうぞ。 

 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） 先ほど山本議員さんから質問いただいた、緑の少年団につい

てご報告をいたします。 

 こちらにつきまして、児童に対して森林や樹木等の自然を愛する精神の涵養に努め、森

林愛護に関する活動を行ったことでございます。10万円の内容でございますが、小学校に

校庭にサルビア・パンジー等の苗を植えることにより、児童が意欲的に緑を愛し育てるよ

うになったということでございます。 

 事業の10万円の内容でございますが、刈り払い機、また軍手、あと一輪車、あと花を植

えるポット代ですか。あと、乾燥土と肥料、スコップと肥料、以上の購入費でございます。

以上が10万円になります。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 山本君。 

○委員（山本一惠君） 先ほど、緑の羽根とはちょっとかけ離れているのかなと思うんで

すけども、これは各小学校でもお花のそういうのはやっているんですね、現実に。安中小

だけではないので、もしそうであるならば、木原・大谷にもこの事業をもっと推進して補

助金を出す、同じようにやっていますので。だから、緑の羽根の募金だけではないという。

何かこれを見ると、お花を植えたり、そういう方にお金を使うということでしたら、他の

小学校にもぜひともこれを入れていただきたいと思いますけども、どうでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（浅野勝夫君） 今の山本議員のご質問ですけれども、緑の少年団が安中

小だけということの経緯なんですけれども、安中小につきましては、学校所有の山林を持
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っているということで最初指定されたような経緯があるみたいです。 

 ちょっと手前の斜面のところになるかなとは思うんですけれど、そこが0.04だから400

平米くらいの山林ということで、この林業の事業なので、それで安中小だけ指定になった

というような経緯があるみたいです。補足させていただきます。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） 各学校でという話だと思うんですけれど、基本的には、村内

で１学校が基本だそうです。 

以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 山本君。 

○委員（山本一惠君） 今の説明、村内で１学校、あるいは山林を持っているという条件

があるということで安中小ということですね。そういう条件がほかの学校にはなくて、１

校だけということで安中ということが、今のご説明でわかりましたので納得しましたけど

も。 

 その使い道がそういう使い道だったので、お花とかそういう肥料とか軍手だったので、

ほかの学校にはそういう補助金がないのでどうかなと思ったんですけども、それは、その

10万円の使い道は、別に山林以外で使っていいということなんでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） 現在、安中小学校で、実際は山林の整備をやっているわけで

はないと思いますので、その辺は大丈夫だと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問のある方。 

 沼﨑君。 

○委員（沼﨑光芳君） それでは、予算説明書で、まず１点目が、稲敷広域市町村圏事務

組合負担金ということなんですが、これに関連して、新利根・河内で消防の施設が完成す

るということで聞いておるんですが、今後の方針ですか、美浦・江戸崎の方も統合という

ことで前に説明があって、西高の近くにということで計画をされていると思うんですが、

今後の流れ等についてお聞かせをいただきたいと思います。 

 次に、土木費で、平成24年度の事業予定箇所ということで図面を提示してありますが、

村道104号線の歩道整備工事が24年度予定をされております。この絵でいくと、太田地区の

入り口のあたりでとまるような形になっているんですが、23年度施工した歩道を見ますと、

センターラインがついたすばらしい道路ができたわけですけども、あれと同じような形で

太田地区へ向かっていくとは思うんですけども、あそこで、あの通りがとまってしまうよ

うな形になってしまう、道が狭くなってしまうということなので、村の方では、今後あの

道を、大山江戸崎線の方に向かってルートを変更するとかそういった考えはないのか、そ

の辺をお伺いをしたいと思います。 
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 次に、これは予算の方とはちょっとかけ離れてしまうかもしれませんが、先ほど学校関

係の質問がありましたのでお伺いしたいんですが、修繕というか改修というか、バスケッ

トボールの、ミニバスとか学校でやられていると思うんですけども、その中でルール改正

があったということで、その中でラインの引き直しが必要ではないかという指摘がありま

した。村としてその辺は把握しているのか。ミニバスの大会とか練習とかやられていると

思うんですが、そういった中でそのようなことが村の方としてはわかっているのか、その

辺をお伺いをしたいと思います。 

 あと、農業委員会の選挙ということで予算が組まれております。24年度にあると思うん

ですが、議会の方としても、議会から送っていた経緯もありまして、定数の問題もいろい

ろと議論されております。農業委員会として、その辺について動き等があるのかどうかお

伺いをしたいと思います。 

 あと、先ほど、同僚議員の岡沢議員の方からありました例規集の件でございますが、総

務課長の方から、るる、経費削減になりますよということでお話がありましたが、議員１

人１人に渡されているというか、席に置いてある例規集も、前に村長からもありましたタ

ブレット式のものにかえれば、もっと予算の軽減につながるんではないかなと思うんです

が、その辺についてお答えをいただきたいと思います。 

 あと、除染作業で、各公園の除染ということで900万円の予算が組んでありますが、具体

的にどの部分をやるのかお聞かせをいただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 総務課長。 

○総務課長（増尾嘉一君） それでは、まず消防署の方の、江戸崎消防署と美浦消防署の

統合の話なんですけれども、これは昨年の全協で、その当時までの進捗状況、こういう話

になっていますよという話はさせていただいたかと思います。 

 それで、議会の方でも、その場所的なものはおおむね了解を得たというようなことで認

識をしておりますので、その際に、道路ですね。トレセンの方から新しくできる消防署、

統合消防署のところの短絡道路を計画しなさいということが、一つ条件に出されたように

記憶をしております。 

 それで、議会の方で全協で説明をさせて以後の動きなんですけども、あれ以後、稲敷の

方がちょっと話がストップしてしまいまして、古い西高の校舎を使うか使わないか。あと、

場所まで含めての、そこまで戻ってしまうかどうかわからないんですけども、そういうこ

とで稲敷の方で庁舎の建設の方の話がストップしてしまいまして、その道路についても、

そのときはもう、すぐにでも稲敷の方と協議を進めるような話で、こちらも準備をしてお

りまして、向こうの事務方とも話を進めていたんですけども、稲敷の庁舎の話が稲敷の方

でストップしちゃったもので、こちらとしてもなかなか動けないような状況がありまして、

実際のところは、議会の方で説明させていただいた内容以外のものは、実際のところ進展
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はあれからありません。実際のところ今はストップしてしまっているような状況です。 

 これも稲敷の方で、新年度予算の中に庁舎のことも盛り込んであるようですので、また

稲敷の議会の方の動きを見ながら、稲敷の方で、あそこでいいですよと、あそこに庁舎を

建設しますよということになれば話が進んでいくと思うんですけども、今の状況では、な

かなか向こうとの協議にも入れないような状況になっております。 

 それから、２点目の例規集の件なんですけども、議員さんにタブレット型のパソコンを

持っていただくという件なんですけども、これも実際、あの後、企画財政課の方との話を

聞きましたら、実際に予算化するかという話まではしたそうです。 

 ただ、今の状況の中で、例規集だけをタブレットで見られるような形にするだけではな

くて、もっと進んだ形で、例えば議会のさまざまな資料を、きょうはいろんな資料なんか

も提出させてもらっていますけれども、そういうところまでぺーパーレスですね、極端な

話をすれば。ある程度議員の皆様へお渡しするいろいろな、さまざまな資料が、そういう

もので代がえできるような形になってくれば、そのタブレット型のパソコンとしても、有

効な活用になると思うんですけども、今の段階でその例規集だけをそれに切りかえてしま

っても、通信費だとか何かで100万以上、年間かかります。そういう中で、ことしは予算化

しないで、企画財政課の方とも見合わせたと、当初で上げなかったというような経緯があ

るようですので、これについても実際、その使い方ですね。例規集だけではなくて、さま

ざまな今申し上げたような議会の方に提出する資料なんかがぺーパーレス化で、実際そう

すれば事務方もいろんな資料を印刷したり製本したりするという手間が省けますので、そ

れは省力化とか効率化には役立つ話なので、方向的にはそういう方向には行くと思います。 

 ただ、今の段階では、まだそこまで行っていないので、研究をさせていただいて、有効

な活用をもっと図れるんだというような段階になったときに、そういうもの、タブレット

を導入していくということになろうかと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（池延政夫君） 村道104号線歩道整備工事についてお答えいたします。 

 ことし420メートルを、車道６メートル・歩道２メートルで整備しております。来年引き

続き、510メートル、山王の変則十字路から60メートルくらいの区間、やはり車道６メート

ル・歩道２メートルで、県の安心安全生活道路市町村補助事業ということの補助を受けて

やる予定でおります。 

 用地につきましては、地権者も立ち会い済みで、４月以降、24年度の予算で用地買収す

る予定でおります。工事の方は、稲刈り後にやる予定でおります。 

 県道大山江戸崎線につなぐ路線につきましては、まだ検討中です。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 放射能対策室長。 
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○放射能対策室長（飯塚尚央君） お答えいたします。予算書の120ページになります。04

番の放射能汚染対策費ということで、13の委託料と15の工事請負費の方で予算を計上させ

ていただいております。 

 まず、委託料のところにつきましては、05番の業務委託料ということで、除草作業委託

料ということで、これは、城山公園及び光と風の丘公園については、芝生広場的な場所が

広く整備されてございます。そういうことからできる通常の土壌の削り取りではなく、芝

生をできる限り残した方法で、放射線量の低減化が図れないのかなというようなところで、

委託料に計上させていただいております。 

 あと、工事請負費でございますが、900万円計上させていただいております。９カ所、光

と風の丘公園多目的競技場、それから美浦村村民運動公園、それから木原城址公園、大須

賀津湖畔公園、陸平貝塚公園、舟子ファミリースポーツ公園、大須賀津新明池公園、美浦

村相撲場、それから美浦村ロードパークというようなことで、一応９カ所は予定させてい

ただいているんですが、そのほかにも、トレーニングセンターの公園、それからテニスコ

ート、それから光と風の丘公園でも、すり鉢広場、それから子ども広場、そういうところ

が、今回のこの予算の中には計上されておりません。 

 そういうことから、実際の実施に当たっては、時期によりますが、６月にまた補正をお

願いするような形になろうかと思います。この金額については、正式なものを予算の積算

ができない状況で予算を組んでございます。 

 そういうことで、今後、今回23年度に予算積算のやり方等につきまして、きちんとでき

るような形になってございますので、改めて予算の方を積算しまして、補正予算等でお願

いしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（浅野勝夫君） ミニバスのルール改正に伴うラインの引き直しというこ

とでございますが、まず、安中小学校につきましては、今度始まる耐震工事の中で対応し

ていければなということで考えております。 

 あと、木原小、それから大谷小につきましても、ちょっと今後、学校の方と協議しなが

ら対応していきたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） それで、農業委員さんの、ことしは改選なんですけど、定数

について委員会ではどうなんだということだと思うんですけど、まず、農業委員さんです

けど、現在、選挙委員さんが10人、また、選任委員さんが上限で８人でございます。 

 内訳としましては、議会推薦が４人以内。農協さんが１人、美浦では農協が二つありま

すので２人でございます。それで、共済組合が１人、土地改良の理事が１人、合計で18人

でございます。現在は１名欠席でございますが。 
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 委員の定数でございますが、これは選挙委員さんのことだと思うんですけど、10人とい

うのは、やはり近隣市町村でも一番低い数字だとは思います。 

 その定数につきましても、定例総会の中で何度か協議はしていますが、現在、結論には

至っていないところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、沼﨑議員の方の江戸崎の消防署と美浦の出張所の合併

のことについて、先ほど総務課長の方が幹事会の中で今わかっていることをお話ししたか

と思います。 

 これについては、今月の24日に新河分署、これは元の新利根地区と河内が一緒になった

新河分署が竣工式を迎えます。当然その後、残っているのは、江戸崎消防署と美浦出張所

の統合したものということで、稲敷広域の中ではもう事業計画の中でうたわれておりまし

て、26年度完成で、お互い、江戸崎署も美浦出張所も救急車が１台ずつしかないものを、

統合して１台という経緯が前に示されたんですけども、それではサービス低下になるとい

うことで、２台同時に出動ができるような体制をつくってもらうことはもう確認してござ

います。 

 場所は、稲敷市が庁舎を建てるという西高のところを一応計画の中では入っていたんで

すが、これが先ほど課長の方から話がありましたように、庁舎の建設が今おくれておりま

して、まだ決定をされていないのが現実でございます。 

 でも、26年度にこの統合した消防庁舎ができないと、サービス的なものと稲敷広域の中

の計画からおくれてしまいますので、美浦地内ではないそういう部分で、江戸崎の西高の

部分を早目に決めてくださいというふうに市長には申してありますけども、おくれるよう

だったらば、美浦の方につくらせていただきますという話までしております。美浦の中で

土地を見つけて。 

 それは今年度中に土地が確定しないと、来年度、土地が確定しないと設計ができないん

ですね。25年度設計をして、26年度の事業で統合の消防署ができるということで、美浦と

しては、今、トレセンの入り口のちょうど反対側のところに美浦の出張所がありますけど

も、西高のところに道路を新たにつくりながら、つくれば、できるのであれば、江戸崎の

署と美浦の出張所から見ると、それはもう美浦に近いところに統合したものができるので、

美浦の中の一番遠い場所、あそこから行くと、はかってみると、大山の一番東側になるん

ですか、東側。それと西側の舟子地区が約10分を要さないで行けるというデータも出てお

ります。そういう意味でも、場所としては、美浦としてはいいですよというようなことで

合意がされておりますけども、稲敷の中がなかなか熟成されていないのが現実のままです。 

 でも、26年度にはつくらざるを得ませんので、ことし９月ぐらいまでの間にその土地が

稲敷市の方で合意されなければ、美浦としては、皆さんにお諮りして、美浦の中に選定を
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して受け入れるというようなことも踏まえて考えざるを得ないのかなというふうに思いま

す。それは計画の中で、稲敷広域の中でもそういう年度別の計画が出ておりますので、こ

れが一番最後の消防署の建設になるかというふうに思います。 

 私のわかっているところではそういうことでございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 沼﨑君。 

○委員（沼﨑光芳君） ありがとうございました。 

 まず、消防署の件ですけども、村長の方から補足で説明していただきました。私もあの

とき、全協の中で説明を受けたときに、西高のところならいいだろうということで発言を

させていただきました。 

 しかしながら、26年度完成ということで、もう予定が決まっている中で、いまだに土地

も決まらないということで、美浦村民にとっては、もしこれがおくれるようなことがある

と、大変住民のサービスというか低下になりますので、村長の言われるように、もし稲敷

の方でまとまらなければ、美浦の中につくってもいいんじゃないのかなと私も思っていま

したので、ぜひ村長の方におかれましては、今後も稲敷の方にそういった形で投げかけて、

稲敷さんの問題ですけども、美浦村に大きくかかわってくる問題でありますから、ぜひと

もその辺は声を上げて言っていっていただきたいと思います。 

 次に、例規集ですが、総務課長の方から答弁いただきました。まさしく私もそのとおり

だと思います。例規集だけというのでは、やはりせっかくいいものを与えられても、もて

あそんでしまいますので、ぜひともいろいろな使い方といいますか、そういったものも研

究をしていただいて導入をしていただければと。 

 しかしながら、やはり「検討している、検討している」ばかりではなくて、これもやっ

ぱり目標を決めて、議運のときにも言わせてもらいましたけども、今テレビでもよく、落

ち葉ビジネスで老人の方々がタブレットを使っても、やっているような状況で、いや、議

員の方は使えるのかと。与えても使えないんじゃないかと思われているかもしれませんが、

やはりそういった高齢者の方も使っているという現状もありますので、与えていただけれ

ば私たち議員も勉強して使いこなせるように、それはもう当然やりますので、ぜひともど

うせ導入するなら、近隣よりも早い段階で、ほかにないもの、いつも新しい事業の場合は、

近隣と調整をしてというのが決まり文句ですけども、美浦独自でそういうものをどんどん

進めていってもらいたいと思いますので、ぜひとも総務課長、そのような形でよろしくお

願いします。 

 次に、村道104号線の件ですけども、事業的には、24年度に農家の方々が米をつくった後

に工事の方を進めるということで、その後は考えていない、考えていないというか検討中

ということですけども。やはりあそこで急に広かった道路が尻すぼみというのは、せっか

くすばらしい道路をつくったのに、安中地区に向けての道路というものはやはり私は必要

ではないのかなと思いますので、これも継続的に前向きに検討していただいて、ぜひ、い
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い道路ができるように期待をします。 

 次に、農業委員会の件ですけども、今まで議員の方から、下村議員が農業委員会の方に

出ていたわけですけども、その中で報告を受けている中では、農業委員の定数の問題、た

びたび議論をされているということだったんですけども、今の課長の答弁からすると、い

まだに結論が出ていないということでございますが、やはり議会としても、議会の中から

４人ということで定数を設けている中で、削減をしていこうとかということで話も出てい

ます。やはり農業委員会さんの方でも、もっと前向きに、減らせばいいというものではな

いですけども、よりよい議論をしていただければ、定数は別に減らす必要はないんですが、

今のところそういう状況ではないということでございますので、今後とも、事務局が経済

課の中にあると思いますので、農業委員会の方で、そういう話が議会からもあったという

ことで投げかけていただければと思いますのでよろしくお願いします。 

 あと、バスケットボールのミニバスの件ですけども、今、学校教育課長の方からありま

したけども、大谷小学校と安中、木原小学校は考えていくということだったんですけども、

木原多目的ですか、その辺もやっぱりバスケットコートがあると思うんですけども、その

辺も踏まえて早急に、やはりルールが変わって前のままだというと、大会もできないでし

ょうし、やっぱりその辺は早急な対応というものをとっていただいて、工事の方を早急に

やっていただければと思いますので、よろしくお願いします。 

 あともう一つ、先ほど言わなかったんですけども、さっき同僚議員の方から、るるあり

ましたスキー教室の件ですけども、たまたま、きのう私の方に、議長の方にもあったとい

うことだったんですけども、やっぱり父兄さんの方から、スキー教室なくなっちゃうのか

と。来年、中学校へうちの子どもが上がるんだけども、楽しみにしていたんですけども、

学校長だか教育長だかの説明の中で、美浦の財政が厳しいからこれは減らすんだという受

けとめ方をしてきたみたいで、美浦村ってそんなに苦しいんですかと。そんなにやってい

けない状況なんですかということで、だったら、議員なんかいらないんじゃないかという

ことでお叱りをいただきました。 

 やっぱり村長が言われるように、大変だというご家庭もあるし、また、行きたいという

ご家庭もあるという中で、やはりその辺もあした、各地区で説明会が14日にあるというこ

とだったので、ぜひとも前向きな話し合いをしてもらって、やはり私も、中学校のときに

は共同の宿泊学習だとかそういうのは非常に思い出にも残っていますし、義務教育期間で

しかできない団体行動というか、団体行動を守らなくちゃいけないとか、そういう勉強と

いうのはそういうときしかできないので、高校を卒業すればもう各個人個人の責任におい

て行っていくのはわかるんですけども、小学校・中学校というのは村立ですから、美浦村

で、美浦村の子どもたちを育てていくという意味では、スキー教室をやりたい人は、生涯

学習課の方の親子スキーをやればいいんだということではなくて、温かくやっぱり子育て

というか教育はやっていくべきだと私は思いますので、ぜひともその辺も見直しというか、
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もう一度検討していただければと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問、ご質疑のある方はどうぞ。 

 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） 沼﨑議員の質問に関連することが１点なんですが、ページ数は120

ページで放射能汚染対策費、公園の除染ということで900万円組んでおられますけれども、

これは全額国庫負担だと思うんですが、詳しい正確な名前は忘れましたけども、放射能廃

棄物特措法とかで重点地域に指定されて、それで、まずは測定を行ってから３月末までに

除染計画を作成、そして国に上げるということで、その策定された除染計画に基づく900

万円だと考えたんですけれども、ということは、学校施設とか公園、子どもを預かる施設

については、除染計画策定が３月末ということだったんですけども、もう既に策定は済ん

で、国からもう認められてこの金額になったということで、その除染計画に基づく除染作

業というのは、当面これまでに上げられてきた予算措置で終了するということなのでしょ

うか。 

○委員長（羽成邦夫君） 放射能対策室長。 

○放射能対策室長（飯塚尚央君） お答えいたします。 

 まず、除染実施計画につきましては、まだ完了してございません。この学校除染関係に

つきましては、早急に実施したいということから、国の方と事前に協議をしまして、ほぼ

了解をもらった上での実施となっております。 

 あと、24年度の予算につきましては、今現在、放射能の測定を現場の方は終わって、デ

ータが上がってくる状況になってございます。当然ながら、23年度の学校除染につきまし

ては、先行して測定をやっていただいております。そういうことでの工事の方ですか、積

算の方もできたというところでございます。 

 それで、24年度につきましては、まだ今、進行中でございまして、そのデータ等が正式

にまだ上がってございません。その中での予算の積算ということで、先ほど申しましたよ

うに、正式な積算に基づいた面積を画定してやってございませんので、早ければ６月ころ

に実施時期にもよりますが、補正の方でお願いしたいというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） ただいまの説明で十分納得できました。 

 それで、質問の中で１点なんですけども、この公園の900万円という金額はまだ確定した

ものではないということですけども、除染実施計画に基づく除染作業というのは、この公

園の、先ほど、どこの公園かまで具体的に挙げていただきましたけれども、それで終了す

る見込みだということでしょうか。その点だけ確認のためにお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 放射能対策室長。 

○放射能対策室長（飯塚尚央君） お答えいたします。公の公共施設と競馬会の公園等も
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含めての話なんですが、24年度で一応終了する予定でおります。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質疑のある方、おりませんか。 

 林君。 

○委員（林 昌子君） すみません、予算書の129ページ、農林水産業費の05産地確立推進

事業費5,672万について、ちょっとお尋ねをさせていただきます。ここ、19の負担金補助及

び交付金5,672万が計上されているわけなんですけれども、当初予算（案）説明書の方の28

ページで、農業振興対策費の産地づくり助成事業で5,540万円の計上をされております。そ

うしますと、この補助金の中で産地づくり助成金が5,350万、あと、水稲共同防除事業で132

万とかございますけれども、金額が、この二つを足すと548万2,000円で、58万円の金額が

不明なので、ここの内訳を教えていただきたいと思います。 

〔答弁できず〕 

○委員（林 昌子君） もう一回言いますか。 

○委員長（羽成邦夫君） いや。 

〔休憩の要請あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 暫時休憩をいたします。 

 10分で、３時25分に再開をしたいと思います。 

〔「３時半」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） ３時半。３時30分で、はい。 

午後３時１４分休憩 

 

午後３時３０分開議 

○委員長（羽成邦夫君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） それでは、林議員のご質問にお答えをいたします。 

 当初予算の説明書にございます産地づくり助成事業、こちらで5,540万になってございま

す。 

 また、予算書の中では産地確立推進事業費5,672万でございますけど、その中で01産地づ

くり助成金5,350万と、その下の下にございます80の農作物販売促進助成金150万円、その

下の81農業再生協議会補助金40万、この三つの合計がこの産地づくり助成事業の5,540万に

なってございます。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） 一つ訂正をさせていただきます。私の方から、先ほど産地づくり

助成金5,350万と水稲共同防除事業132万をトータルしたときに、単位を間違えまして548
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万2,000円と単位を間違えて読み上げてしまいましたので、5,482万円の訂正をさせていた

だきます。 

 ただいま、課長の方から説明をいただき、トータル5,540万円になったのは理解するわけ

でありますが、あくまでも当初予算（案）説明書に5,540万円と説明書にあるわけですので、

この目の中にこのトータル金額、この内訳が明記されるべきであると思います。また、も

う一つは、このように分かれた経緯を教えていただきたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） それでは、産地づくり助成金につきまして、昨年度と若

干、細節の方で分けた経緯なんですが、前はちょっと大きい項目で補助金というふうなこ

とで、産地づくり助成金というようなことで出てございます。5,540万というような表現だ

と思うんですが、これはやはり、積算の方法が何通りかございますので、それに合わせた

のがわかりやすいし、なおかつ人事異動があったときに後任者にもわかりやすいんではな

かろうかというようなこともありまして、今回詳しく分けさせていただいた状況でござい

ます。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） このように細かく分けて、きちっと項目ごとに分けた方が、その

担当する方々が、後任の方が来てもわかりやすく明記した方がいいということで、積算の

方法をこのように分けたというふうな認識でよろしいですか。 

 いいですか。 

 そうした場合、できれば28ページの説明書の方に、そこをやっぱりこの金額が合わない

こと自体がおかしいと思いますので、きちっと今後は、これは企画財政課だけではないと

思います。すべての課に当たると思いますので、そういう一つの事業内容の金額は、予算

額きちっと合わせるように明記をいただけたらと思いますが、その件はよろしいでしょう

か。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） 今回の説明書につきましては、でき上がったものですの

で、今回のご指摘の箇所につきましては、来年度の予算の中で反映するような形で進めた

いと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） ぜひよろしくお願いしたいと思います。先ほども安中小の緑の少

年団のことしかり、今現在のこともしかり。この予算書をつくった方々ですよね、課長さ

ん方、部長さん方。その方が聞かれてわからないこと自体が不思議なんです。たくさん、

皆さん資料をお持ちいただいていると思いますが、この説明書用の資料を提出したときも、

この予算案を提示したときも、きちっと皆様、この事業はどういう事業で、これぐらいか

かるということ、これは村の全部税金ですので、そういう意識を持って提示していただき
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たいなということを、きょう、ちょっとつくづく感じました。 

 ですので、これは聞かれないからいいという問題ではなく、きちっと個々の一つ一つの

科目全部、議員が全部聞いても答えられる態勢、臨戦態勢で皆様ここに伺っていると私は

認識しておりました。ですので、やはりこの金額が、これとこれを足して、この金額とい

うのは、そのように計算をしたからその金額になっているはずで、新しくどこかに不明な

金額ではありません。ですので、きちっと答えられる態勢でぜひここに臨んでいただきた

いなということをお願いしたいと思います。 

 これに関連してなんですけれども、実は、市民農園型整備事業のことを関連でお尋ねさ

せていただきます。農林水産事業なので。 

 今回、補正の方で910万円の減額補正が出ております。12月に、12月議会で910万の補正

を組み、３月で減額補正を今、提出されているわけですけれども、実際に金額が定まって

いないにしても、事業内容の変更があるにしても、事業自体は継続しているわけなんです

よね。事業がなくなっているわけではないので、当初予算に何らかの形でこの市民農園型

整備事業費というのは、この目の中に入れられなかったのかどうか、その点をお尋ねさせ

ていただきます。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） 市民農園整備事業でございますけど、12月の補正でお願いし

まして、凍結によりまして今回、３月の補正で全額減額をお願いしてございます。 

 今言われますように、当初予算で載っていないということでございますけど、市民農園

をやる場所につきまして、当初予算の段階ではまだ決めてございません。３月７日の全員

協議会で、場所の提案はしたわけでございますけど、そこで了解をいただければ、早い時

期といいますか、６月の補正でお願いしたいと思ってございます。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） その部分は全協で伺っていますので認識はしているわけですけれ

ども、ただ、今回は場所の変更なだけで、場所が変われば金額も変わるのかもしれません

が、事業自体はなくなっていないわけですよね。 

 ですので、この事業、目として大まかな代替地も、12月に凍結した後に即動かれていま

したよね。ですので、確かに地権者の方の了解を得て、議会の賛同を得て初めて絵図がか

けるというお話もありましたけれども、でも、ある程度の構想を練った段階での予算は、

ある程度試算するべきではないかなと思います。 

 ですので、できれば、その市民農園整備事業費、本来はここに計上すべきではないのか

なと思います。あくまでも補正、補正と、必ず４回補正がありますけれども、基本的な考

え方、私が違うのかもしれませんが、あくまでもこれは美浦村の予算書の（案）ですので、

今までの流れを見ていますと、この案の状態がどんなに審議をされても、そのまま案を削



- 167 - 

 

った製本されて、新規可決した中で同じ形で出てきます。 

 あくまでもこれは案なんですよね。だから、案を受けて、修正をしても、私は可能では

ないかなと思うんです。印刷製本代がかかるとか、またそういう部分があるかもしれませ

んけれども。でも、本来は案ですのでね。ですので、こういう事業費を計上してもいいの

ではないかなと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済建設部長。 

○経済建設部長（沼崎武男君） それでは、林議員のご質問にお答えします。 

 確かに、事業としては存続していることは間違いないことだろうと思います。場所の選

定、今、経済課長が申し上げましたとおり場所の選定があって、それから金額的に正式に

動いていくというのも事実だろうというふうに思います。 

 ただ、継続的に動いているから予算措置ということだろうと思うんですけれども、あく

までも予算措置で項目的に金額が定まらない状態で項目だけ確保するというのも、ちょっ

とどうなのかなというところはあります。 

 委託料とか、項目的に、全体事業費はあるにしても。その項目が用地買収が要なのか、

いらないのかという部分がもしあるとすれば、そういう項目が抜けてきちゃいますので、

そういったことも考慮すると、確定してから当然協議をしながら進めていく事業でござい

ますので、確定してから載せた方がいいのかなというのが私どもの考えでございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） あくまでも行政畑の部長方の方が、慣例で、その考えは正しいの

かもしれないんですが、ただ、やはりここでなくして、結局６月補正で出てきたら、また

新規事業になるわけですよね。 

 そうすると、当初予算にないもので、途中から事業が出てきたというようになりますと、

今度は、決算委員会のときに、結局当初予算になかった事業が、決算書には載っているわ

けですよね。ある意味。そうすると、すごく分かりにくいものがあります。 

 ですので、事業が継続しているものには、よく繰越金、いろんなもので目だけを残して、

１円とか計上している例もございますよね。ですので、目は残しておくというか、そうい

うやり方があるんではいかと思います。 

 ですので、最低限度かかる金額を提示しておき、後で金額の増額補正とか減額補正とか、

そういうやり方もできるのではないかなと私は思うんです。いかがなものでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済建設部長。 

○経済建設部長（沼崎武男君） 確かに予算科目として計上することは可能だと思います。 

 ただ、事業の中で、決めていくものについては、私どもとしては、その科目設定維持と

いう予算を組んで事業を展開するよりは、固まった、当然、いきなり出すわけではなくて、

協議をしながら予算を確定していきますので、当初予算になかったから、その決算書に出

てきて整合性がないというのも一理はありますけれども、事業の展開としては、やはり場
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所が決まって初めて、事業の計画がなされるわけでございますので、そういった部分を考

慮すると、やはり予算科目一設定よりも、事業名として確かに残らないのは承知しますけ

れども、確定した段階でより事業の展開に近い数字を予算化するというのが筋論なのかな

というふうには、私は理解しています。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） 910万の予算化したときに、ある程度駐車場整備だとかトイレだと

か水回り関係とか、いろいろある程度試算した部分がございますよね。だから、最低限度

かかるものというのはあると思うんです。 

 ですので、ここで言っても水かけ論になるんでしょうけれども、今後やっぱりすごく見

にくくなりますので、不透明になりますので、できれば、こういう事業というのは計上し

ておき、予算の補正をするという形も今後、先ほどから言いますけど、これだけに限らず

全体的なものですが、検討していただきたいなというのを提案させていただきます。 

 それに勘案して、前回、全協のときにこの図を出してほしい、構想図を出してほしいと

いう議員の方から要望がありましてね、今会期中にということがありましたけれども、15

日、全協を開くこともありますので、その時点でそういうある程度の構想を提示していた

だけるかどうかをお尋ねいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済建設部長。 

○経済建設部長（沼崎武男君） 林議員の当初予算に載せた方がいいというその部分につ

いては、継続事業については、庁内協議をもってどう取り扱うかについて決定してまいり

たいと思います。 

 それと、もう１点の、新たな用地に対する市民農園の計画でございます。この件につき

ましては、村長との協議をもって、15日の全員協議会の中で区画の図面、区画図といいま

すか、区画図と、あと概算工事費についてご提示をさせていただければというふうに思い

ますので、よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） 了解をいたしました。本当に、性急な要望に対してお答えいただ

き、ありがとうございます。 

 それで、これに関連してなんですけれども、すごくこの当初予算（案）の説明書なんて

すけれども、昨年度と対比しますと、新しくなっているものは、すごく新規事業として明

記していただき、わかりやすいんですけれども、なくなっている、廃止されている事業と

かそういうものが記録されていないことで、これは本当に全ページ、昨年度対比して全部

明記すると、なくなっている事業が結構あったりとかします。本当にお手数をおかけする

かと思いますが、できれば廃止事業とか、あと、先ほど山本議員の方からありました、組

みかえされている事業、この事業が今度はこの課のこの項目になりましたとか、そういう

ものの明記もぜひ、ここに明記していただけるとありがたいなと思うのですが、その点は
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いかがでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） 今の林議員のご質問なんですが、付属資料の一般会計の

主要事業の説明のところのことだと思うんですが、これにつきましては、先ほどからある

ように、廃止事業につきましては、これは明記はできると思いますので、それは検討して

いきたいと思います。 

 それと、ここの、あくまでも主立った事業というようなことですので、ある程度金額が

大きい事業だけが明示されているような形に見えるかと思いますので、これを細かな事業

までというと、相当数の枚数にもなってしまいますので、その件につきましては、来年度

になってしまうんですが、庁内で打ち合わせをしながら詰めていきたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） どうもありがとうございます。 

 当初予算（案）説明書の29ページに、都市計画事業の新規事業で、被災住宅復興支援事

業費で６万3,000円を計上しております。新規事業はこのように丁寧に、６万3,000円とい

う低額でもきちっと明記していただいているんですね。ですので、できれば一つ一つの大

切な事業ですので、廃止事業の方も、できればこういう形で載せていただきたいというこ

とを要望いたしますが、いかがでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） それでは、何度も同じことの繰り返しになっちゃうんで

すが、やはり25年度つくる場合も、内部で協議いたしまして、それでつくらせていただき

ます。よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） お諮りをいたします。 

 本日の審査はこれで延会としたいと思います。ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 異議なしと認めます。 

 本日はこれで延会とすることに決定しました。 

 

○委員長（羽成邦夫君） 本日は、これで延会します。ご苦労さまでした。 

 次回の委員会は、15日午前10時に開催いたします。よろしくお願いいたします。 

午後３時５０分延会 
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美浦村議会予算審査特別委員会 

（第 ３ 号） 

 

平成２４年３月１５日 開議 

 

１．審査案件 

１）議案第20号 平成24年度美浦村一般会計予算 

２）議案第21号 平成24年度美浦村国民健康保険特別会計予算 

３）議案第22号 平成24年度美浦村農業集落排水事業特別会計予算 

４）議案第23号 平成24年度美浦村公共下水道事業特別会計予算 

５）議案第24号 平成24年度美浦村介護保険特別会計予算 

６）議案第25号 平成24年度美浦村後期高齢者医療特別会計予算 

７）議案第26号 平成24年度美浦村水道事業会計予算 

 

１．出 席 委 員 

委 員 長  羽 成 邦 夫 君 

副 委員長  坂 本 一 夫 君 

委 員  塚 本 光 司 君 

〃  岡 沢   清 君 

〃  飯 田 洋 司 君 

〃  椎 名 利 夫 君 

〃  山 崎 幸 子 君 

〃  富 田 隆 雄 君 

〃  山 本 一 惠 君 

〃  林   昌 子 君 

〃  下 村   宏 君 

〃  小 泉 輝 忠 君 

〃  石 川   修 君 

〃  沼 﨑 光 芳 君 

 

１．欠 席 委 員 

な し   

 

１，地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席を求めた者 

村 長  中 島   栄 君 
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教 育 長  門 脇 厚 司 君 

総 務 部 長  小 泉 菊 男 君 

保 健 福 祉 部 長  大 橋 幸 雄 君 

経 済 建 設 部 長  沼 崎 武 男 君 

教育次長兼生涯学習課長  岡 田   守 君 

総 務 課 長  増 尾 嘉 一 君 

企 画 財 政 課 長  増 尾 正 己 君 

税 務 課 長  石 橋 喜 和 君 

収 納 課 長  浅 野 重 人 君 

都 市 建 設 課 長  池 延 政 夫 君 

経 済 課 長  仲 内 秀 夫 君 

住 民 課 長  大 竹 美佐子 君 

福 祉 介 護 課 長  松 葉 博 昭 君 

保 育 所 長  鵜 沢 あさ子 君 

児 童 館 長  宮 本 きみ子 君 

健 康 増 進 課 長  堀 越 文 恵 君 

国 保 年 金 課 長  桑 野 正 美 君 

生 活 環 境 課 長  坂 本 敏 夫 君 

放 射 能 対 策 室 長  飯 塚 尚 央 君 

会計管理者兼会計課長  古 渡 和 夫 君 

上 下 水 道 課 長  青 野 道 生 君 

学 校 教 育 課 長  浅 野 勝 夫 君 

美 浦 幼 稚 園 長  小 泉 俊 子 君 

 

１．本会議に職務のため出席した者 

議 会 事 務 局 長

書 記

 北 出   攻 

木 村 弘 子 

 

午前１０時０２分開議 

○委員長（羽成邦夫君） 皆さん、改めまして、おはようございます。 

 予算審査特別委員会へのご参集、ご苦労さまでございます。 

 ただいまの出席委員数は14名です。 

 それでは、ただいまより、予算審査特別委員会を再開いたします。 

 

○委員長（羽成邦夫君） 審査に入る前に、今、企画財政課長、税務課長よりご説明があ
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りますので、よろしくお願いをいたします。 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） おはようございます。先日、岡沢議員の方から質問があ

りまして、私の方から資料で提示いたしますというふうなことで、資料をつくっておりま

すので、その資料につきまして若干ご説明したいと思います。 

 まず質問の内容としましては、公債費のところで、新たに償還が始まったものはどれで

すかと。あとは、既に償還が23年度で終了するものはどれですかというような内容でした

ので、お配りしましたのは、23と24年度の国から来ています償還表をもとにつくってござ

います。 

 それで、１ページの教育のところの黒く染まっております総合運動公園整備事業という

ようなことで、18年度のところなんですが、これは既に23年度で償還が終了したものとい

うことになってございます。 

 それで、その上のグレーになっている部分なんですが、これは農業農村、21年度お借り

した２本と、次の教育の、次のページの上の方の同じくグレーで染まっているところなん

ですが、美浦中学校の校舎改築工事、それと下の方に臨時財政対策債のやはりグレーで染

まっているところ、これが新たに24年度から元金償還が始まったものというふうになって

ございます。 

 この表全体は、24年度の積算に使われた表でございまして、国と民間からの償還表をも

とにつくってございます。 

 それで、返済の方法につきましては、二通りございまして、政府資金、これは財務省の

方からお借りしているやつなんですが、これにつきましては、元利均等償還になっており

ます。元利均等です。それと、民間資金、これは銀行とかＪＡからなんですが、これにつ

きましては、元金均等償還になってございます。政府資金につきましては、これは国が定

めておりますので、この元利金等はそれに従ってというようなことですので、償還の方法

としましては、二つあります。 

 それと、２枚目の一番下のところなんですが、一番下の※印のところに、23年度借り入

れ分につきましては、借入額等が未確定のため、この表には含まれていません。これは23

年度の借入額ですね。これは今回の３月の最終補正でいいますと、５億8,928万5,000円と

いうのが起債の合計になってございます。これは含んでございません。 

 それと24年度のところに利息があるわけなんですが、やはり23年度に借り入れますと、

４月・５月の借り入れになろうかと思うんですが、それから第１回目の償還が９月末です

ので、それまでの日数と、あと、10月から３月まで、それの利子につきましては、償還表

は来ておりませんので、これについては私どもの方で想定額というようなところで計上し

てございます。それの計上した額の総計が、予算書で見ていただきますと、208ページです

ね。 
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 208ページの一番下のところに、款で公債費、項公債費、これは元金、利子というところ

になっておりますので、元金については償還表どおりですので、この集計額と同じなんで

すが、利子につきましては、今言いましたように、まだ借り入れの日数的なものが不透明

なところがありますので、これは想定というようなところで計上してございます。想定額

だと大体700万ぐらいを計上してございます。 

 それともう１点、岡沢議員の質問の中に、幼稚園の耐震改修事業の財源内訳というよう

な内容がありましたので、申し上げたいと思います。 

 幼稚園の施設の改修費、事業費で8,973万1,000円です。8,973万1,000円。財源内訳とし

まして、国庫支出金が2,727万7,000円、それと、国から借ります起債が4,680万円、残りが

一般財源でございます。1,565万4,000円、これが財源の内訳になってございます。 

 以上で、報告は終わりにします。よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長、今ちょっと言われたんですけども、民間の方も

国の方も、返済方法は元利均等払いでよろしいのかということなんですけども。 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） 政府資金につきましては、元利均等です。元利均等償還。

それと民間資金につきましては、元金均等になります。利子の多く払うのはどちらかとい

うと元利均等。政府資金の方が利子は多く払うような形になります。 

 以上でよろしいですか。 

○委員長（羽成邦夫君） はい、ありがとうございました。 

 税務課長。 

○税務課長（石橋喜和君） それでは、私の方からお答え申し上げたいと思います。 

 先日、予算特別委員会で山崎議員さんより、一般会計56ページですね、税務の方の賦課

費、土地評価システム更新業務委託料についてのご質問がございました。 

 そこで私の方からのお答えとしまして、「航空写真等の撮影が個別撮影から共同での撮影

になったものもありまして、経費が減額されました」というようなお答えを申し上げたと

ころではございますが、そのほかに、23年度は、24年度の固定資産税評価がえのための資

料・調書等の作成業務が発生しておりました。それが、24年度については、そのような業

務もなくなりますもので、経費が減額されるものでございます。 

 答弁漏れがありましたので、追加してお答え申し上げたいと思います。よろしくお願い

します。 

○委員長（羽成邦夫君） ありがとうございました。 

 それでは、これより審査に入ります。 

 

○委員長（羽成邦夫君） 議案第20号 平成24年度美浦村一般会計予算を議題といたしま

す。 



- 175 - 

 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

 林君。 

○委員（林 昌子君） 一昨日に引き続きお世話になりますが、よろしくお願いいたしま

す。私の方から、２点質問をさせていただきます。 

 一昨日に質問した内容に関連することなんですけれども、一つは、同僚議員の方から質

問がありました学校教育のスキー教室について、昨日、保護者会等で説明をされたという

ことですので、どういうふうな話し合いがなされたのかということを質問をさせていただ

きます。 

 あともう一つは、一昨日も質問させていただきました週末ファーマー、その予算につい

てなんですけれども、ある程度の絵図ができているのであれば、ご提示いただきたいと思

いまして質問させていただきます。 

○委員長（羽成邦夫君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（浅野勝夫君） おはようございます。 

 ただいまの林議員のスキー教室の保護者との協議の内容ということでございますので、

ご説明させていただきます。 

 一つ説明の前に、おわびと訂正をさせていただきますが、13日の時点で保護者との協議

につきましては、各小学校ごとに保護者が集まって協議するというようなお話をさせてい

ただきましたが、ちょっと私の方の聞き違いというか勘違いで、きのう集まった部分につ

きましては、各小学校の代表の保護者が中学校の方に集まって協議をしたという経緯にな

っております。この部分、ちょっとおわびさせていただきます。 

 それで内容につきましては、当初、中学校の方でも代表の方に集まっていただきまして、

このところの村からのスキー教室の補助金がカットされることについて、ちょっと各学校

ごとにご協議をお願いしたいというようなことでの集まりを予定していたということなん

ですが、実際には各小学校の父兄の代表者の方で、各学校ごとにある程度の意見は集約さ

れていたということで、それぞれの各学校ごとの各保護者の意見を出し合った中での話し

合いというような形になっております。 

 内容としましては、当然、各小学校の子どもさんたちも、スキー教室は参加したい。そ

れに対して、保護者の方も多少の負担の増があってもやらせてあげたいという意見が出て

いたようでございます。 

 ただ、まだ、各学校ごとにも、全体的な集約ということではないんですけれども、各学

校の役員会等での話し合いの結果ということでの内容として聞いておるんですが、それを

受けまして、中学校の方でも実施するような方向で考えていくということの報告は受けて

おります。 

 以上でございます。 

〔「週末ファーマーの答弁漏れがある」と呼ぶ者あり〕 



- 176 - 

 

○委員長（羽成邦夫君） 今、林君の方からありました週末ファーマーの方の答弁も、一

緒に質問したのでよろしくお願いします。 

 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） 市民農園のご質問でございますけど、全員協議会用に資料だ

けは持ってきていますので、お配りしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 石川君。 

○委員（石川 修君） 週末ファーマーの件に関して、これは経済建設部長にもお話はし

ておきましたけれども、全協では予定していません。ですから、予算に関連することなの

で、ここで資料配付をしていただいて議論していただければなあというふうに思いますの

で、お願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） はい。 

〔資料配付〕 

○委員長（羽成邦夫君） 今、資料の方を配付しましたけれども、ちょっと見ていただい

て。裏にもありますのでよろしくお願いします。 

 それでは。じゃ、経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） 資料に基づきまして概略だけご説明いたします。 

 まず、平面図の方を見ていただきたいと思います。場所につきましては、３月７日の全

協、また、３月８日ですか、現地調査していただいたところでございます。場所は馬掛地

内です。 

 今回の計画では、区画が「５メーター×５メーター」の25平米で、80区画を計画してご

ざいます。設備としましては、下に書いてありますように、トイレ、農機具置き場、あと

水道については井戸を掘る予定でございます。洗い場、散水栓、休憩所、また、駐車場の

整備は計画してございます。裏に、その事業の概要等を記載してございます。 

 市民農園整備事業費として総額、概算でございますけど、600万円。内訳としまして、農

園整備・駐車場整備・附帯設備工で510万円、また、それに伴って測量、いろいろな申請の

手数料等がございますので、そちらで40万円、あと、当初、機械器具、また消耗品等も必

要でございますので、そちらで50万円、合計600万円でございます。 

 また、市民農園整備事業運営費といたしまして、歳入が40万円、歳出が80万円の見込み

で計上してございます。歳入につきましては、市民農園利用料、こちらが一区画年間5,000

円で80区画、合計で40万円でございます。 

 歳出につきましては、土地が個人の土地でございますので、借地料として25万円、また、

消耗品費で１万円、機械器具燃料代・電気使用料等で５万円、また、いろんな施設の修繕

料で５万円、営農指導・農園管理業務委託料で44万円、合計80万円を概算として計算して

ございます。 

 以上でございます。 
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○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） ご説明ありがとうございました。 

 スキー教室に関しては、各学校ごとに保護者が、役員のかたが代表して、保護者の総意

として、ある程度お話いただいたというふうに認識してよろしいでしょうかね。 

 一昨日の説明では、やはり経費がかかるから大変だという保護者がいたというお話も伺

いました。ですので、経費がかかるということに対してきちっと、一回スキー教室がない

という説明はされているわけですよね、新１年生の方に。 

 ですので、そういう、また、あるということで、そういうところの保護者への説明を、

丁寧にまたお願いしたいということと、あと、結局、またこの予算を計上することになる

かと思いますが、これが６月の補正で上がってくるのかということを質問させていただき

ます。 

 あと、市民農園に関して、絵図をいただきまして、わかりやすく、ありがとうございま

した。 

 実際、910万かかっていたものを、土地が変わったということで、予算が600万に減額さ

れておりまして、実際にこの工事をするに当たって、施工業者に関しては、競争入札なの

か指名入札なのかということが１点。 

 あと、それから農園管理業務委託料がございますけれども、この体制をどのようにお考

えなのかお尋ねをさせていただきます。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） 中学１年生のスキー教室についてですけれども、先ほど学校教

育課長から説明があったことを私は伺っております。最終的にはその場に、どうするかと

いうことについては、最終的には教育長である私も出席をして、十分説明した上で、私と

しては、村長とも相談しながら、実行するというような方向で対応したいというふうに考

えております。 

 ６月の補正にはお願いするかもしれませんので、その辺のところ、ご父兄、保護者の方

たちとどの辺で折り合いがつけられるかということは、私の責任で進めさせていただきた

いと思っています。よろしく。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） ただいまのご質問で、工事に対する業者の選定方法でござい

ますけど、現時点ではまだどういう方法かとは考えてはいません。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） 中学校のスキー教室に関しては、継続ということで、今後も多く

の議員の方から言われたかと思いますけれども、昨今も言われましたけど、生涯学習課の

方で親子のスキー教室がとても有効な事業であるということで継続していることを勘案し

ますと、やはり多くの中学生の子が経験するこの場を、予算がないということで、悩まれ



- 178 - 

 

たと思いますけれども、なくするということ自体、もう少し現場の声を伺った上で、廃止

する事業に関しては今後とも現場の声を聞いて、よく審議をされた上で廃止するというこ

との決定をしていただきたいなということを強く要望いたします。 

 やっぱり村の大変な現状も理解していただくことも必要ですので、そういうお話をする

ことは大切なことだと思います。ですので、何でも棚ぼた式に、住民は行政が何でもやっ

てくれるというふうに思っている節もございますので、現状はこれだけ厳しいんだという

説明をする場所も、やはり必要ですので、今回の事案はとても大切な案件だと思います。

ですので、今後も廃止するのであれば、きちっと現場の人が納得する形である程度対話を

重ね、その上で廃止するような方向で予算計上していただけたらなと思いますので、これ

はたまたま学校教育課でしたけれども、ほかの課も今後もあることだと思いますので、そ

ういうところをきちっと現場が納得した形で計上してもらえるように、再度お願いをした

いと思います。 

 映画鑑賞とかもなくなりという、教育長が、今年度は心を大切にする教育をしてきたん

だという自負がございます。そういう意味で、心を大切にする事業というのは、目に見え

ない事業ですので、意外と削りやすいんですね、正直言いますと。形に見えないですし、

金額も見えにくい部分もありますので、そういう部分で今回削られているのかなという気

がして、すごく、ちょっと危ない傾向かなとちょっと思います。ですので、本来であれば、

映画鑑賞も継続していただきたい思いはあるんですけれども、まずは一つ、スキー教室が

現状維持できたということを評価させていただき、私のこの件に関しての質問は終わりま

す。 

 市民農園の方なんですけれども、まだ決まっていないということですので、ぜひ早期に

決めていただき、また、ある程度、その業者ができる、できない、いろいろ、こちらの思

いとまたすり合わせ等をじっくりした上で、これは単年度の事業であると思いますので、

24年度内できちっと仕上がるような、そういう施工業者との話し合いを重ねていただけた

らなと思います。 

 ですので、一昨日、私が申し上げたのは、この科目に計上、新年度予算に今まで事業が

継続しているのであるから、継続で科目を残していったらどうかということでお願いをし

ましたが、いろんな諸事情があるわけですよね。結局、これをまた修正するとまた、大変

な手間がかかるということであるわけですよね。 

 ですので、今回は致し方ないのかなと思いますので、何とか６月の補正に上げるという

ことで言っていただいていますので、これをきちっと６月の補正に上げていただけること

を、再度確約をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済建設部長。 

○経済建設部長（沼崎武男君） それでは、林議員のご質問にお答えをしたいと思います。

６月の補正に載せる方向で当然検討はしてまいります。ただ、６月の補正に載せるとすれ
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ば、場所の選定はここでよろしいのかというのが。でないと、その上に載せることがちょ

っとできないので、その辺については、いい悪いの判断はお願いしたいなというふうに思

います。 

○委員長（羽成邦夫君） じゃ、今の。部長。 

○経済建設部長（沼崎武男君） 場所についてのご決定がないと、当然、その上のいろん

な施設の配置とか決まっていきませんので、その決定は、本日できればお願いしたいなと

いうふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 今、部長の方からありましたけども。 

 下村君。 

○委員（下村 宏君） 関連します。いいですね。 

 今、説明あったとおりで私はいいと思います。 

 それで、やはり予算の執行については、村長の専属なので村長の口から、それぞれにつ

いて、それぞれについて補正をしていくよと。それで、市民農園については、やはり時期

を見て、全員協議会なりをやって、こいつに行くというものも、ここで場所も決まったの

で、今度はもう管理方法から、そういうものはこういうふうに行くよというのは、ぜひや

っていただければありがたいなというふうに思います。 

 以上、よろしく回答の方をお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） 下村議員の方から、予算的なものもあるのでということで、部長

じゃなくということで、今、いろいろ話の中で決定しないと予算計上できませんので、き

ょう、この予算委員会の中で６月に出すということのご了解をいただければ、当然６月の

補正にかけて、できれば、６月の補正を通していただいて、７月ぐらいからある程度の事

業をやっていかないと、農園の方は、80区画の方はことし、そばを転作でやるということ

が一つ入っておりますので、11月以降にこの80区画の造成というか区画をつくるのは、な

っていくのかなというふうに思います。 

 そういう意味でも、駐車場とかトイレ、それから物置等の設置については、あらかじめ

申請の部分もございますので、早目に７月ぐらいから準備を進めていかないと、おくれて

しまうということもあります。 

 また、ある程度チラシをまいたり、ホームページで紹介をしながら、ここを利用する方

に周知をしていくということもありますので、ことしの７月以降、村外、東京近郊も含め

まして、ちょっとＰＲを兼ねてやっていきたい。 

 それには、秋のお米が収穫されたときに、販売促進費、農協が二つありまして、予算の

中にも150万ほど今回も組んでありましたよね。値段、五千何百万の、値段の190万の差が

あったところに載っていたと思いますけども、そういうところでのＰＲをしていくために

は、６月補正に載せて、７月ぐらいから動き出していかないと、順調にこの80区画、別に
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25平米だけを一区画にしておりますけども、意欲のある方は、２倍３倍４倍と借りてもら

っても十分可能ということも含めまして、80区画を埋めるのには、ある程度の周知期間が

必要になってくるかなというふうに思いますし、また、いろんなイベントも含めまして、

これに絡めてやっていくためのＪＡさん、それから、ここの営農指導をしてくれる、選定

も含めて魅力あるものをやっていくためには期間が必要なので、ぜひとも、きょう、ある

程度の６月での承認ができるような体制をいただき、順調にいくような進め方をしていき

たいというふうに考えております。 

○委員長（羽成邦夫君） 椎名君。 

○委員（椎名利夫君） 今の関連なんですが、土地の借上料、25万計上されていますけど、

これは１反歩幾らとかというのをわかればちょっと教えてほしいんですが。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） 借地料でございますけど、現在、反当10アール当たり４万5,000

円を予定してございます。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 椎名君。 

○委員（椎名利夫君） これは何か根拠があるわけですか。うちの方なんか、４万5,000

円なんていう土地全然出てこないので、ちょっと参考のために教えといてください。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） ４万5,000円の根拠でございますけど、現在、こちらの水田は

転作で、転作の作物をつくっています。その値段が反当４万5,000円、現在ありますので、

地主さんと何回か会った中で、同じ金額ならという話がちょっと出ていますので、そうい

うことで一応４万5,000円計上してございます。 

 以上でございます。 

○委員（椎名利夫君） わかりました。ありがとうございました。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにございませんか。 

 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） 今回は、場所がここでよろしいかということを確認する機会だと

思うんですが、その点でちょっと細かい質問で申しわけないんですが、前回の候補地の説

明のときの平面図では、37区画ぐらいじゃなかった……、ちょっと覚えていないんですけ

れども。 

 それで駐車場も50区画、駐車場が37台分ぐらいあって、50区画すべて埋まるとは限らな

いけれども、そのくらいは駐車場も必要だということなんですけども、これは構想ですか

ら、この駐車場、平面図で「駐車場20」と書いてあるのも別に決まったことではなく、た

だ、こういう構想だということで、80区画の７割、８割方埋まってきたとなったときに、

その駐車場のスペースを確保できるという前提で、この平面図は書かれているのでしょう
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か。そのことだけお伺いしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 経済課長。 

○経済課長（仲内秀夫君） まず、駐車場でございますけど、現在、20台で図面は書いて

ありますけど、この図面にあります三角の土地ですか、こちらのできましたら全部借りる

予定でございますので、地目がこちらは山林でございますので、ふやしたりは当然できる

と思います。 

 区画数については、今回は25平米で80区画ということで書いてあります。もし、２区画・

３区画当然借りる方は、隣接したところを借りていただければいいのかなと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） ただいまの説明で納得させていただきました。ありがとうござい

ます。 

○委員長（羽成邦夫君） 石川君。 

○委員（石川 修君） それでは、134ページの木原城山まつりの補助金120万、このこと

についてどうのこうのじゃなくて、毎年、村長以下執行部の方々にお願いをしておるとこ

ろでございますけれども、我々実行委員は55名いるんですね。55名でも、駐車場係とかい

ろんな部分で人数が必要でありまして、毎年、村長以下にお願いしていますけれども、木

原地区の職員さんにお手伝いをいただけないかなというふうにお願いするところでござい

ますけれども、その辺どうでしょう、村長。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） 今、石川議長の方から木原城山まつりの実行委員会、メンバーが

55名ということで、いろんなことを含めて55名でなかなか大変ですよと。2,000人から来た

りして、駐車場係もということで、例年だと、美浦会の人たちが結構、小学校の校庭で駐

車場係をやっていただいたと思うんですけども、何か最近ちょっと話に聞きますと、美浦

会の皆さんもある程度高齢になってきて、なかなか対応し切れないよという話が聞こえて

おります。 

 そういう意味では、陸平縄文ムラまつりのときには中学生あたりも、こちらも、城山ま

つりも中学生のボランティアが出てやってくれております。民間のボランティアの方にも

声をかけながらひとつやってもらう。 

 美浦会に突出してやっていただいた経緯がありますけども、よその団体、社協の方にち

ょっと相談もしまして、当然経済課にいろいろと、経済建設部長がおりますけども、属す

る部分で協力ができるところは、強制的というわけにいきませんけども、それぞれ個人的

な用事のある方は仕方がないですけども、その辺の協力をできる方はお願いしたいという

ふうには、部の方から担当課を含めて。 

 それから、木原地区に属している職員等で、ある程度協力できる方ということは、庁内
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でメールを発信しながら人数の把握もしていければというふうに思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 石川君。 

○委員（石川 修君） ありがとうございます。確かに木原城山まつりも美浦会さんにお

んぶに抱っこ、それから中学生のボランティアさんにもおんぶに抱っこな状況でありまし

て、なかなか大変な状況でございます。 

 今、村長が言われましたように、代休をとってもらうような。代休をとってもいいです

よということで庁内に回していただいて、出た分については代休をとっていいですよとい

うことでもないと、なかなか職員も出てもらえないと思うんですよ。ですから、代休をと

るということで、とってもいいですよということで、メールを配信していただきたいなと

いうふうに思いますけれど、その点、答弁よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） 代休にまで言及するということになりますと、またこれも職員組

合の方と詰めなくてはならないし、なかなかその辺は難しい。 

 やっぱりボランティア的に出てくれる団体が今まで応援も、まして中学生も出てきてく

れてやっているというところで、職員だけそういうわけには、ちょっと扱いはいかないの

かなというふうに思います。 

 職員たるもの、やっぱり地域の住民のために働く一つの職責もありますので、その辺を

自覚の中から出てもらうのが私はいいのかなというふうに思います。これを、代休とって

もいいですよとなってくると、半分以上出てくるようなことになってくるとちょっとまず

いこともありますので、職員組合の方には、いろいろと総務課の方から、というか担当課

の方からメールで協力を呼びかけるということで、ことしの推移をちょっと見守らせてい

ただきたい。これは村の事業という一つのものになってくると、ちょっとまた話が変わっ

てくるかなというふうに思いますけども。 

 ただ、後の経費の節減については、村の舞台をつくったり何かする部分が今、全部お金

を出してやってもらっているというところだと思いますけども、村の方で宝の持ち腐れじ

ゃないんですけども、前に盆踊りでいろんな仮設の舞台装置が全部そろっているんですけ

ども、盆踊りをやらなくなってから使っていないんですね。 

 ですから、そういうものも利用していただいてもらうと、少し経費の節減にもつながる

かなと思うので、村の持っているものはご自由に、バッティングしなければ、先に申し込

みしていただければ、十分使用は可能なので、実行委員会の中でもその辺を検討していた

だければというふうに思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 石川君。 

○委員（石川 修君） ありがとうございます。今、最後に話しました舞台関係について

は、今回から使わせていただくようになってございます。ありがとうございます。 

 ただ、自覚の問題ですけれども、これは、公務員は村民の公僕だよと言いながらも、な
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かなかその辺が見えてこない、そういうことがあるので、職員組合との話もあるというこ

とでございますけれども、みずからがやっぱり村民と協働のまちづくりをうたっているわ

けですから、ぜひとも地元の職員には参加をしてほしい、このことを切にお願いを申し上

げまして、私のお願いとさせていただきます。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問は。 

 小泉君。 

○委員（小泉輝忠君） それでは、質問させていただきます。 

 ことし、震災がありました関係かと思うんですけど、室内の空気測定ということが今年

度の予算の中に入っていると思うんですけど、その内容ですね。学校の方に空気の測定と

いうことで、ページ数は169ページ、学校関係の室内空気測定検査委託料ということで載っ

ているんですけど、お金のことじゃなくて、どういう内容で多分、放射能の関係で載って

いるかと思うんですけど、その辺のことを、もし放射能でなくて従来からやっているとい

うことであれば、それはそれでいいんですけど、教えていただきたいのが１点と、それと

村長にちょっと、その次の件、違うんですけど、茨城新聞に、１週間ぐらい前に茨城県の

44市町村の消防団員の報酬のことが載っていました。震災があった関係だと思うんですけ

ど、今までそういう報酬について、44市町村が新聞に載るようなことは全くなかったと思

うんですけど、震災があった関係でそういう報酬についても、自治消防の方の報酬につい

て載っておりました。 

 見ましたら、茨城県の44市町村の中で、一番低いのが河内町でした。そしてあと、稲敷

市、美浦村、44市町村の中で美浦村が下から２番か３番目に入っている。また、その報酬

の件については、上げろとか何かという話を聞いたわけでもなくて、ただ、茨城新聞の中

に載っていて、下から３番目ぐらいに位置されていましたので、その新聞、村長が見てい

るかどうかちょっとわかりませんけど、もし、その内容について村長が感じるところがあ

れば、話を聞かせてもらいたい。 

 なぜかというと、この震災があってから、消防・警察、そういう公務につかれている人

に対しての扱い方、考え方がものすごく変わったと思うんです。特に消防については、震

災に遭って亡くなられた方もたくさんおります。そして、ここ何日か前からそういう報道

がなされているもので、村長もこの数値を見て考えているのかなというようなことがあり

ましたので、質問させていただきます。 

○委員長（羽成邦夫君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（浅野勝夫君） ただいまの小泉議員の質問でございますが、各小学校・

中学校の室内の空気の測定委託料ということで上げさせていただいておりますが、これは、

法律で決まっている測定の部分でございまして、震災とはちょっと直接関係ない部分です。 

 平成20年からちょっとその測定の内容が変わりまして、昨年度も途中、23年度ですか、

途中補正で追加でお願いしている部分もあるんですけれども、新たに検査をしなくちゃな
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らない項目がありまして、その検査につきまして、機械等を購入整備すると、ちょっとか

なりの額になるということで、専門の業者の方に委託ということで、業務委託料として上

げさせていただいております。 

 まず、小学校費が156ページの方に、委託料として24万9,000円を計上させていただいて

おります。小学校と中学校で、やっぱり測定の内容が若干違いまして、小学校の方の検査

内容につきましては、二酸化炭素、それから一酸化炭素、二酸化窒素等の検査、それから

ホルムアルデヒド等の検査等の項目が入っております。 

 それから、先ほどの169ページの中学校の方の空気の検査の方ですが、こちらにつきまし

ては、中学校につきましては、エアコン等の設備がある関係で、項目としましては二酸化

炭素の検査、それから、当然空調の関係で戸締り等もありますので気流の関係、それから、

浮遊の粉じん等の検査等が入っております。今後もこの検査につきましては、法定の検査

として毎年行うような形になります。 

 よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 総務課長。 

○総務課長（増尾嘉一君） 小泉議員の消防団員の報酬の件なんですけども、議員ご指摘

のように茨城新聞に出ておりました。自分もその記事を読んで、ちょっとコピーしておい

て、ちょっとどこへ資料行ったかわからないんですけども、確かに議員おっしゃるように、

美浦村は下から数えて３番目か４番目だったと思います。低かったと思います。 

 記事の内容として覚えていますのは、ただ、稲敷のことが書いてあったと思います。稲

敷についても、その合併前の各町村の報酬がそのまま受け継がれているんだと。ただ、稲

敷としても、稲敷は団員としては、県内で一番消防団員が多いそうで、そういう方につい

て全部報酬をあげていくと財源的にも難しいので、稲敷としても今のところはその分団員

の報酬のアップというのは考えていないんですというようなことも、同じ記事の中にあっ

たと思います。 

 それで、消防団員はご案内のとおりボランティアです。報酬はわずかなもので、あと、

やめられるときの退職の報償金についても、これはわずかです。そういう中でボランティ

ア精神で地元の郷土愛といいますか、自分たちの地域は自分たちで守っていくんだという

考えの中でやっていただいております。そういう中で、そういうことであるので報酬は低

くてもいいんだということにはならないかとは思いますけども、実際そういうことでやら

れている分団員の中から、報酬が低いから、あの記事が出た後も、上げてくれよというよ

うなことは、実際総務課の方には届いておりません。 

 そういうことで、美浦村の分団員は、24年度は289名でスタートするようなことになって

おります。そういうことで、分団員の報酬を上げるとなると、村の財政状況もありますの

でなかなか難しいことかと思います。 

 これについても、極端に美浦村だけが低いということであれば、これは検討していかな
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ければならないと思うんですけども、これも近隣町村、阿見も大体美浦と同じだったと思

います。稲敷も低いと、河内も低いという中では、できればこのままで、周りの状況を見

ながら検討はさせていただくとして、当面はこのままの報酬で団員の方に頑張っていただ

くというようなことでお願いをしたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 小泉君。 

○委員（小泉輝忠君） 総務課長の説明をいただきました。 

 確かに新聞の記事でもボランティア、もう消防に関してはといろいろ出ていましたので、

総務課長の説明で十分わかるんですけど、何かの機会にそういう話があったときにはよろ

しくお願いしたいと思うんです。 

 なぜかというと、この話が今、総務課長からありましたけど、だれ一人として、上げて

くださいとか何とかという話を、私が聞いたわけでもなくて、一つの認識の中でそういう

ことを思っていただければなと思ったので、発言させていただきました。 

 それと、学校教育課長の方から説明がありましたけど、確かに今の時点で、学校の空気

について測定するよと言うと、当然、一般の人であれば、放射能の関係でそういうことが

行われるのかなと思うのが普通だと思うんですけど、以前からやっていて、追加の部分が

あるんだということで計上して、専門的なことがあるので委託しますということなので、

それはそれで私としては理解したいと思います。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 山本一惠君。 

○委員（山本一惠君） 予算書の59ページ、負担金補助及び交付金の中の茨城租税債権管

理機構負担金ですね。これが、説明書の中の24ページに出ておりまして、「税の公平を徴収

面から」ということで、自主納税意識を高めるということで徴収事務を委託しているとい

うことで、442万1,000円とかなりの高額なんですけども、この徴収事務は実際にどのぐら

い効果があって、村税のほかの税金も徴収していると思うんですけども、引き落とし以外

に徴収していると思うんですけども、その効果、あるいは何名でやっているのか、そうい

うのをちょっと、この442万をかけて、それ以上に徴収されているのか、その点もお聞きし

たいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 収納課長。 

○収納課長（浅野重人君） ただいま山本議員からご質問のありましたその負担金の効果

についてでございます。私の手元に過去５年間の資料がございますので、そちらを説明し

たいと思います。 

 18年度から22年度につきまして、負担金が、合計負担金が1,120万6,000円でございまし

た。徴収金額でございますけども、税と督促手数料、延滞金をすべて含めまして、５年間

で徴収していただいた金額が4,893万298円でございます。費用対効果としまして、差し引
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き3,772万4,298円の費用対効果が上がっているということでございます。 

 なお、今年度につきましては、負担金が168万5,000円でございます。現在２月末現在で、

1,507万2,545円と徴収金額がなっておりますので、1,000万円以上の費用対効果があると、

今年度も上がっているということでございます。 

 なお、機構の担当職員の数でございますが、美浦村を担当している職員は１名でござい

ます。そのほかもう１人、兼務ということで１名担当しておりまして、合計２名で担当し

ていただいております。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 山本君。 

○委員（山本一惠君） ありがとうございました。税収がなかなかふえない中、努力して

いただいて、これだけの税収があるということがわかりました。 

 今回は一般会計の部分ですけども、ほかの特別会計もそれぞれ入っております。今後、

本当に税のほかにも、給食費とかそういうのは税金ではないんですけども、徴収というの

を職員がやっていると思うんですけども、こういう方、委託されている方にノウハウをお

聞きしながら、そういう徴収も必要かなと思うんですね。少しでもそういう徴収を公平性

からもしていただき、それでやっぱり財政の中でも本当に、余っているわけではないので、

そういうところで払える人にはきちっと払っていただくという姿勢で、今後も努力してい

ただきたいと思いますのでよろしくお願いします。お願いだけです。 

○委員長（羽成邦夫君） 収納課長。 

○収納課長（浅野重人君） 山本議員からありましたように、徴収につきましては、やは

り専門職という部分もございますので、平成22年度と23年度、茨城租税債権管理機構へ、

通常枠、通常職員を派遣しなければならない年もございますけども、それではなくて特別

枠ということで１名、現在職員が行っております。 

 来年度につきましても、これは通常枠ということで、美浦村が担当にということで行く

わけなんですが、それにつきましても１名、既に内定しておりまして、茨城租税債権管理

機構へ行って、研修を積みながら実績を上げて、本人の研さんをしてくるということで、

今現在進めております。 

○委員長（羽成邦夫君） 下村君。 

○委員（下村 宏君） それで、私、公債費の一覧表をちょっと確認をしたいんですが、

これをポンと出されてしまいますと、借り入れ利率の0.4％台から2.6％、3.4％というよう

な大きなものが出てきております。やはりここで、どれくらいの、例えば10年で借りれば、

今、１％くらいだと思います。それが30年になれば2.5を超えるというふうに思いますので、

その辺の書き込み、借り入れ期限みたいなものを一つは加えていただければわかりやすい

のかなと。 

 それとあと、低いものについて、特に低いものについては国県の利子補給があるんだと
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思うんですけども、そういうものについても少し説明を加えないと、大きな開きになって

きちゃうというふうに見てしまうのではないかなと思います。 

 それとあと、借り入れに当たっては、入札をやっているのかいないのか、資金と組み合

わせて、国から来るやつは難しいところがあると思いますけども、その辺についてお伺い

したいというふうに思います。 

 よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） まず、今回提示しました資料なんですが、償還期限とか

その辺ちょっと入ってございませんので、またこれは、考え直さなくちゃならないのかな

というふうに考えてございます。 

 それと、借り入れ利率のところなんですが、民間の資金につきましては、村内にありま

す金融機関がありますので、常陽さんとか筑波さん、労金さんとか農協さんとかが。村内

の金融機関の方から利率のそれぞれの見積もりというんですか、それを各社とも出してい

ただきまして、それの利率の最低のところを選定いたしまして借りているというような状

況になってございます。 

 よろしくお願いしたいと思います。 

○委員（下村 宏君） ・・・利子補給・・・。 

○企画財政課長（増尾正己君） 高い部分の利子補給は、ないと思います。お願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 下村君。 

○委員（下村 宏君） じゃ、0.4％というやつは、そのままの金利ということで借り入れ

できたということですね。そういうことですね。 

 それであれば、了解をいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） 今の下村議員の関連なんですけれども、今の公債費一覧の中で利

率の低いのは、結構最近のものが多いかなと思います。 

 3.4％、教育費の美浦中の給食建設費、3.4％とか、そういうところは平成７年とか、年

数がたっております。こういう強化年度か。 

 借り入れして結構年数がたって、利率の高いところの見直しを今後する予定がないのか

どうか。やはり税収が減っているということを考えますと、やっぱりこういう利率も大き

な損失になってくると思いますので、そういう見直しをかけられる事業がないのかどうか

ちょっとお尋ねいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（増尾正己君） 今、林議員のご質問なんですが、利率の高いところの借

りかえというようなお話かと思うんですが、これにつきましては、国の方から通知がござ

いまして、借りかえができる利率というのがちょっと示されております。それと、いつか
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ら借りたものかというような、対象になるのかというようなところがございます。 

 それで、利率でいいますと、今までですと、５％以上のものが借りかえの対象だという

ふうなことになっておりまして、今回の予算の中でも対象となったものが農業集落排水で

すか、下水道関係のものについては、この繰上償還の対象物件になりますので、それにつ

いては今回の予算の中でも反映させていただいております。 

 ですから、あくまでも国の目安としては、５％を超えるというようなことですので、５％

未満につきましては借りかえはちょっと難しいのではないのかなというふうに考えており

ます。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） 国の指定もございますので、無理なものはあるかと思うんですが、

じゃ、また今後も、少しでも何か可能性のあるものはまたぜひお願いしたいというふうに

思います。 

 ちょっと残念ですよね。結構やっぱり億単位のものだと大きいですよね。ですので、今

後また国の方にでも要望ですか、やっぱりどんどん今下がっておりますので、やっぱり１％

台でできたらいいのかなと。今後また、震災関係でいろんな予算が今度見込まなきゃいけ

ないものが出てくると思います。そうした意味で、やっぱりある程度１％台で抑えられる

とすごく助かるのかなと思いますので、そういうような国への提言というんですか、私自

身も提言してまいりますけれども、行政の方からもぜひ提言の方、やっぱり今のこのご時

世で５％というのは、ちょっときついかなと思いますので、ぜひ提言の方をお願いしたい

と思います。 

 また、それに関連してなんですけれども、これは公債費だったんですが、予算書の今度、

関連と言えば関連なんですが、予算（案）説明書を見て、33ページから村税収入の推移と

か、固定資産税の推移とかいろいろ見ると、村債高も上がっていますし、そういう意味で

金利ということに関して、今、関連でちょっと質問させていただくんですけれども。 

 今は借りる方なんですが、預金利子に関してちょっとお尋ねをさせていただくんですけ

れども、預金の普通口座で、村の目的別の通帳がございますね。預金利子の中でどうして

も定期、定期関係はどうしても普通に金利が発生していると思うんですけれども、普通預

金に関してどうしてもいろいろ、常陽銀行等は出し入れもありますし、また、いろいろな

銀行が倒れたときにも元金保障しますよみたいな制度もあって、預金利子が今、ゼロ金利

ということをちょっと伺っております。 

 それもやっぱり、これも制度なのかもしれませんが、やっぱり何千万単位、何億単位の

預金通帳高がある中で、ゼロというのはいかがなものかというふうに思いますが、その辺

というのは交渉の余地はないのかどうかをお尋ねさせていただきます。 

○委員長（羽成邦夫君） 会計課長。 

○会計管理者兼会計課長（古渡和夫君） それでは、林議員のご質問にお答えをいたしま
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す。まず、平成23年２月末現在の預金残高についてご説明申し上げます。 

 ２月末現在の村の資金残高は、19億8,959万3,693円となっております。預け先別で見ま

すと、指定金融機関である常陽銀行が14億4,977万532円となっており、大半を占めており、

残りを収納代理機関に分散しております。 

 預金種別で見ますと、ただいま林議員がおっしゃいましたように、決済用普通預金、こ

れは利子がつかない預金でございますが、これが約８億4,931万6,749円と、約43％を占め

ております。 

 次に、定期預金が６億3,248万7,864円となっております。これが約25％となっておりま

す。 

 それから、普通預金が５億778万9,080円となっており、これが32％を占めております。 

 それから、定期預金の利率でございますが、定期預金の利率は、銀行によりましてちょ

っと幅がありまして、普通の定期預金でありますと、0.025％から0.1％となっております。 

 それから、先ほど、利子のつかない普通預金を何とかならないかというようなことでご

ざいますが、ペイオフのリスク回避のために、無利息の決済用の普通預金ということで比

率が高くなっておりますが、金融機関の自己資本比率とか決算情報等を総合的に判断しま

して、金融機関の経営状況を見きわめまして、決済用の普通預金の比率を下げていきたい

と考えておりますのでよろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） わかりました。どうもありがとうございます。 

 確かにペイオフのリスクを考えてというのもあるんですけれども、８億、やっぱり大き

いですよね。１年間預けて、出し入れはあるかと思いますが、常に個人預金、預金高が少

ないとそんなに利息もないですけれども、８億あれば、結構な利息がつくと思うんです、

本来であれば。それを考えると、それを何十年かで預けているわけですよね、ある程度出

し入れしながら。それを考えると、金融機関の結構、利益もあるんではないでしょうか、

普通に計算しますと。 

 ですので、今、比率下げていただくというふうに答弁いただきましたので、これは第一

段階。とてもご努力されている方策だと思いますので、そのように努力をぜひしていただ

きたいなと思うことと、これは美浦村だけの問題ではないので、美浦村だけがそんな優遇

措置というのはないので、本来難しいことかもしれませんが、いくらペイオフといっても、

実際の金利を計算してみて、普通の預金高の。計算して、どれだけ村が貢献しているかと

いうか、常陽銀行に対して。そこも、もうちょっと強く言ってもいいのではないかなと思

うんですよね。 

 それでやっぱりそういう、村が豊かであれば、全然気にならないところですけれども、

今、銀行も厳しいかもしれないけども、村も厳しいんだというところで、そういうお互い
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に努力していくというところ、そういうところを今後交渉できないものかどうか、ちょっ

とお願いしたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 会計課長。 

○会計課長（古渡和夫君） 利率の銀行との交渉でございますが、これは先ほど企画財政

課長の方の借り入れの部分でのご説明にもありましたように、各金融機関より借り入れの

見積もりをとってやっているというようなこともありますので、預ける方につきましても

同様の措置をとれるように考えていきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） それでは、ぜひそのように要望いたします。 

 結局、茨城県の大手ですので、やっぱり殿様というかある意味、一般のお客さんが利用

するに当たって、銀行の対応度とかスピーディーさ、そういうものを考えますと、ある程

度ほかの銀行の方が利用勝手がいいみたいな、一般住民からしますと、そういうところが

あります。 

 やっぱり大手であればあるほどそういうところを律して、対応のよさとか、銀行として

もお客様を大切にするというそういう精神というのは必要であると思うんですが、それが

今までどおり慣例でやっていますと、そういう危機感というのはなくなりますよね。 

 ですので、そういう危機感をあおる意味でも、ぜひ入札というんですか、そういうとこ

ろをまたぜひ力を入れて、税率、払わなくてもいいものを払わなくて、未然に防ぐという

か、そういう努力も、徴収の方もこれだけ成果を上げておりますので、まずは出さないと

いうところもぜひ力を入れて取り組んでいただきたいと要望して終わりにいたします。 

○委員長（羽成邦夫君） それでは、質疑の途中ではございますが、ここで暫時休憩とい

たします。それでは、11時30分開始でお願いします。 

午前１１時１５分休憩 

 

午前１１時３０分開議 

○委員長（羽成邦夫君） それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 質問のある方は。 

 山本君。 

○委員（山本一惠君） 予算書の106ページにあります災害救助関係の災害救助費ですけど

も、金額ではないんですけども、今現在被災されている方、光と風の丘公園にいると思う

んですけども、今の現状を教えていただきたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 総務課長。 

○総務課長（増尾嘉一君） お答えしたいと思います。 

 光と風の丘公園の方なんですけども、一家族の方がおられます。それで、この方につい

ても３月25日で福島の方に戻られますよという話を聞いております。子どもたちの方の学
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校の切りかえのところなので、３月25日で引っ越しますというようなことでこの間、ごあ

いさつに役場の方へ来られました。 

 それから、村内にまだ民間のアパートとか、あと親類のお宅とかということで避難をさ

れている方がおります。17世帯で41名の方がまだ避難をされております。ですから、４月

の段階でも、そのロッジにいらっしゃる一家族、一世帯が福島に戻られるということなの

で、まだ４月の段階でも、16世帯で38名の方が美浦村で避難生活を送られるという状況で

す。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 山本君。 

○委員（山本一惠君） その残りの16世帯が今、民間のアパートにいるということですけ

ども、美浦村に定住するという意向はあるんでしょうか。魅力的だということで。 

 あとまた、やっぱり帰りたいという思いがあるのか。 

 ここに応急仮設住宅借り上げ料、751万円あります。それと、あと食糧費とかがあります

けども、その方たちの支援のお金なのか、それもちょっと、金額なのかお聞きしたいと思

います。よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君）総務課長。 

○総務課長（増尾嘉一君） 避難されている方で美浦村へ住まわれる方がいるのかという

話なんですけども、避難されている方の物資とかそれからお見舞いとかでお話しする機会

はあります。そういう話の中では、美浦村はいいところだねということで、住んでみたい

なという話をされる方もいます。 

 ただ、そういうときには、「美浦村はいいところなので住んでくださいね」という話はす

るんですけども、現実問題として、美浦村に住みたいので、例えば不動産を紹介してくれ

とか、そういう具体的な話までは実際ならないですね。 

 それから、予算の方なんですけども、106ページの災害救助費なんですけども、これにつ

いては、一番大きな部分751万2,000円の使用料及び賃借料なんですけども、これは今申し

上げた16世帯の方は、民間のアパートに４月以降も残るということです。その方について

は、村の方でそのアパートを借り上げている形になっていますので、村の方で一度立て替

え払いをしておいて、後で国の方からその分が戻ってくるという仕組みになっています。 

 それから、上の食糧費、消耗品費なんですけども、これは災害に備えてとらせていただ

きまして、実際、地震だけではなく、ここは異常気象で役場の職員も待機ということが去

年の例で見ますと、今までに比べて多くなっています。大型の台風が来たりというような

ことで。そういうときでの非常時の食糧費をとらせていただきました。 

 それから、消耗品費についても、そういうことでの例えば長靴であるとか、かっぱであ

るとか軍手であるとか、そういう物の消耗品でございます。 

 それから、その下の災害見舞金については、これは昨年、条例を通していただいて、実
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際そういう災害で亡くなられた方、あるいは床上浸水とかそういうことで家屋が被害を受

けた方に対しては、今まで村では独自のお見舞金制度がなかったんですけども、周りの市

町村がそういうことでそういうお見舞金を出されているというようなことですので、村と

しても、そういう見舞金の制度を昨年つくって、そのための予算化というようなことでご

ざいます。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 山崎君。 

○委員（山崎幸子君） ２点、質問させていただきます。 

 まず、予算書の190ページ、中ほどの文化財説明看板設置工事、これが25万9,000円上が

っています。昨年もやはり25万9,000円上がっているんですけど、この説明看板というのは、

毎年設置しなくてはいけないものなのか、どのような看板なのかを教えていただきたいと

思います。 

 それともう１点は、191ページの中ほど少し下の方のところで、「陸平をヨイショする会」

に17万5,000円を計上していますけど、23年度は５万円だったんですよね。これが３倍強に

なっているんですけど、それは何か特別なことがあったのか、その点、２点お伺いいたし

ます。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育次長。 

○教育次長（岡田 守君） ただいまの山崎議員の質問にお答えをさせていただきます。 

 まずページ数でいきますと、190ページにございます建築工事の文化財説明看板設置工事

でございます。これにつきましては、毎年一つずつ看板を、古いものから順に新しくかけ

かえると。もう大分古くなっているというのが現状でございますので、その看板を毎年か

けかえさせていただいているといったことが、この毎年の計上という形になってございま

す。 

 今年度につきましては、信太の普賢院ですね。普賢院について、あそこは文化財になっ

てございますので、普賢院の中にあるものが、要するに文化財になっているということで

す。そういうことで、その説明板をつくらせていただきました。 

 来年度予定してございますのは、如来寺にございます仏像が村の指定文化財になってご

ざいますので、その仏像についての説明板をつくらせていただくと。過去にもその説明板

についてはつくっておったわけですけども、もう大分年数がたっているものですから、ほ

とんど見えなくなってきているといった状況がございますので、今回はアルミを使って腐

食しないような材料を使って説明板をつくらせていただいているといったところでござい

ます。 

 続いて191ページの陸平をヨイショする会に対しての補助金でございます。これにつきま

しては、毎年５万円が予算化されていたといったところで、この５万につきましては、ヨ

イショする会が「縄文の森コンサート」というのを毎年実施をしております。 
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 これは今まで、基本的には公募型といいまして公募制で、要するに来年度どういう事業

をしたいかといったところで補助金交付申請というものをしていただくんですけども、そ

の中で協議を、補助金検討委員会の中で協議をさせていただいた中で、この縄文の森コン

サートについては政策的補助金という形、要するに毎年、政策として補助を出すといった

ことでよろしいんじゃないかといった内容で協議をされました。 

 そういうことで、この５万円については、要するに５万が補助金なんですけど、実際、

事業費としては、その倍以上、要するに10万円以上、その２分の１を補助するといった形

がこの公募制の補助金という仕組みなんですけども、定額として毎年５万円ずつといった

ところでこの分については補助をしようといったことになっていて、これは毎年５万ずつ

の補助という形になってございます。 

 もう一つにつきましては、来年度予定してございます、諏訪太鼓の研修という形で、そ

のヨイショする会の縄文太鼓保存会と、そのヨイショする会の中に属している団体がござ

います。その団体が諏訪太鼓の研修を１泊２日でやってきたいんだということで、その交

通費を補助をしていただけないかといったところで申請があったわけでございます。 

 それを、補助金検討委員会の中で検討した結果、じゃ、それについては補助をしようと

いったところに決定したわけでございますけども、これにつきましても、実際は25万とい

う事業費になってくるのかなと。その２分の１の部分、12万5,000円を今回の補助金として

負担をするといったところになってございます。 

 その両方を足しまして17万5,000円という補助になってございます。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 山崎君。 

○委員（山崎幸子君） ありがとうございます。現在、この美浦村の中で文化財の箇所は

何カ所あるのかということと、そしてもう１点、御諏訪太鼓のところに縄文太鼓が研修に

行くということでしたけれど、縄文太鼓は大人の太鼓の方は「縄文太鼓保存会」となって

いて、あと子どもたちが安中小学校で「縄文太鼓クラブ」というのがあります。これはど

ちらの人たちが行くのかを教えてください。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育次長。 

○教育次長（岡田 守君） ただいまのご質問でございますけども、縄文太鼓保存会の方

で行くという形です。要するにヨイショする会の中に属する団体という形で参加をすると

いったことになってございます。ですから、申請は、陸平をヨイショする会が申請という

形になってございます。 

 それから、ただいま文化財の指定ということでご質問がございました。今、村の方では、

国指定が２件ございます。そして、県の指定が３件ございます。そして村の指定という形

で21件ございます。 

 今後、教育委員会を経て今申請するというような物件が１件ございますけども、これは
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トレセンの方から出土したつぼがあるわけですけど、それを村指定にできないかといった

ところで、村の文化財保護審議会の方で協議いたしまして、そこは通ったと。それで、教

育委員会に今回提出して、今月、提出をさせていただいて、それが通ればもう１件ふえる

というような形になってございます。 

 国の史跡といいますのは、ちなみに国の史跡は、陸平貝塚、そして、国の登録有形文化

財で小澤家住宅、あの小澤歯医者さんの住宅が一つございます。 

 県の指定は、県の有形文化財で、これは永巌寺の虎の刺しゅうが一つ、そして、下にご

ざいます毘沙門天立像になりますね。これが一つ、そして、薬師如来立像といって妙香寺

に今保存されている立像が一つ、この三つが県の有形文化財です。 

 そのほかに、現在のところ村の指定として21あるといった内容でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 山崎君。 

○委員（山崎幸子君） 文化財指定の方は了解しました。 

 縄文太鼓保存会なんですけど、何か聞くところによると、なかなか練習に出る人もいな

くて、今、休んでいるというような話も聞いていたんですけど、また、やる人たちが集ま

ってきてやっているんでしょうか。 

 それと、あとはこのヨイショする会のメンバーの人たちも一緒に研修に行って、ある程

度の人数がそろったということなんでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育次長。 

○教育次長（岡田 守君） ただいまのご質問でございますけども、今の若い方が大分、

縄文太鼓の方に加わってきているというのが現状でございます。大体二十歳から25歳ぐら

いまでの方ですかね。 

 それと、縄文太鼓の小学校の縄文太鼓クラブを出られた方が中学校でまたやって、それ

から、どんどん大きくなっていって、またその方々が入っていただいているというのもご

ざいます。そういう中で、約10人、ちょっと10人まではいないかとは思うんですけども、

それに近いくらいの若い世代の方々が、その縄文太鼓に励んでいらっしゃるといったとこ

ろでございます。その方々が今回研修されるといったところです。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 山崎君。 

○委員（山崎幸子君） 了解しました。ありがとうございました。 

○委員長（羽成邦夫君） 坂本君。 

○委員（坂本一夫君） すみません。予算的な数字じゃないんですが、村長にちょっと聞

きたいんですが、私も一時、江戸崎地方衛生土木組合の派遣議員だったもので少し気にな

っているんですが、仙台のがれき処理を、村長が江戸崎地方衛生土木組合の管理者なもの

で、村長はどう考えているのか、もし教えていただければお話を聞かせていただきたいと

いうことでございます。 
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 それとあわせて、来年、機械も入れかえるという話を聞いているもので、その辺のとこ

ろまで突っ込んだ話を聞かせていただければ幸いです。村長、お願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） 今、江戸崎地方衛生土木組合には、私がたまたま管理者で、一部

事務組合の議員としては、沼﨑議員と椎名議員が行っております。 

 行っている議員の方は、今の流れは大体おわかりかと思うんですけども、ちょうど30年

ぐらい設備的なものが古くなってきて焼却炉が、大分もう耐用年数が迫っているというこ

とで、ここあと５～６年の間に改装工事を行わなくてはならないというところにきて、中

期的な計画を立てて、今、進めているところでございます。 

 それで今、ストックヤードを建てまして、いろんな木材等のチップ化等も含めまして、

今、工事の一応始まったところでございます。そういうところで、稲敷市と美浦村という

ことで約６万5,000ぐらいの圏域人口の中で、茨城県44市町村ある中で、一番分別の進んで

いないのがこの江戸崎地方衛生土木組合の収集業務であります。実際、皆さんもご存じの

ように４品目しかやっていないんですね。燃える物、缶、瓶と粗大ごみということで。 

 進んでいるそういうクリーンセンターを抱えてやっているところは、20品目以上の分別

をして資源化をしているところでございます。そういう意味でも美浦の中で今、一番ごみ

の多いのがどこかというと、皆さんもご存じだと思うんですけども、トレーニングセンタ

ーの地区が美浦の中では一番多いんですね、出るのが。 

 ごみの出るのが豊かな象徴だなんて言っている場合じゃないんです、もうね。ごみをど

うやって出さないかというところで、いろんな啓蒙・啓発はやっているんですが、今、25

年度の４月から分別をやる。大体10品目ぐらいにはやっていこうという取り組みをしてお

りまして、各地区からごみの減量の協議会の委員に稲敷市からも美浦からも出てもらって、

検討して、この分別の最終的な数、どれだけの分別にしようかを決定します。来週、最終

的な決断が出てくるものと思います。 

 それまでに、去年の12月からことしの２月まで、私のところに、ちょっと手元にないん

ですけども、モデル地区をつくりまして３カ月やりました。これを、プラスチック類、そ

れから紙とかすべて細かく分けたものを、トレセン地区はＡ棟の中、何カ所かと、そして

信太地区は給分地区ですか、参加していただいたのは。あとは、なかなか手を挙げるとこ

ろがなくて、うちの方が自分のところを区長に入れまして、頼みまして、やっています。

その区長が今、坂本議員が区長をやっておりますので、いろいろと１年間、今３カ月間、

大変だったのかなというふうには思います。 

 そういう意味でも、稲敷市も６カ所のモデルをやっていただいて、ある程度成果が出て

いるという報告は受けております。そういう意味でも、来週ある協議会の結果で、その数

量的なものが公に公表されるものというふうに思っております。 

 また、先ほど東北地方のがれきの問題は、今、国の方でもなかなか引き受け手がなくて、
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都道府県何カ所かとそれぞれの事業をしている市町村の関係でも、幾つか手が挙がってお

りますけども、もう１年たってもなかなか進まないということで、福島県のごみは一切外

には出さないで福島の中でという話がテレビの中でも報道されていると思いますけども、

これについてはなかなか協力してくれる、そういう自治体もしくは焼却する施設を持った

一部事務組合が手を挙げてくれないと進んでいかないというふうに思います。 

 そういう意味では、中では協力しましょうというような話がちょっと出ているところも

ありますけども、これはいずれ、国から県を通して各自治体、また、そういう一部事務組

合に多分強制的に来るのではないのかなと。これはあくまでも、地元住民に説明はしてい

かなくちゃならないんですけども、あくまでも放射線量を測定して、通常の生活のごみ・

がれきということが前提になるかと思います。 

 そういう意味では、美浦の中で処理するんではないんですけども、美浦村も一部事務組

合の構成員になっておりますので、議員の中、また村としての考えとしても、そういう協

力すべきであろうという意見がまとまれば、施設は稲敷市にありますけども、稲敷市の地

域の住民の説明も、また、稲敷市の議会の中でもそういう話が出ていただいて、協力すべ

きであろうという意見が出てきたときに、引き受けができるだろうというふうに思います。 

 そういう意味では６万5,000ぐらいのこの施設では、１日に約10トンぐらいが、今の圏域

のごみプラス10トンぐらいがというところの試算までは出ております。１日10トンではそ

れほど協力的にはできないだろうというふうに思っていますので、実は、この放射能に関

しては、６市町村で今、放射能対策協議会を立ち上げてございます。これは、皆さんご存

じのように、市が三つ、稲敷市・龍ケ崎・牛久、阿見町・利根町・美浦村ということで、

それの放射能に関する協議会の会長を牛久市長さんにお願いをしてございます。 

 この圏域に入りますと、要するに入っていないのは河内町なんですけども、焼却に関し

ては龍ケ崎の中に河内も入っています。当然利根町も入っておりまして、一番大きいのが

龍ケ崎なのかなというふうに思いますけども、龍ケ崎、牛久が単独で持っておりまして、

阿見も単独で持っておりまして、あと稲敷市と美浦ということで、この四つの施設を合わ

せると、約30万人の生活の焼却ごみを処理しているということでありますので、６万5,000

の部分で担うよりは、この30万人圏域のところでやれば、５倍からのごみ、１日約50トン

以上のごみを処理することができれば、１カ月20日にしても1,000トンからのごみが処理で

きるのかなというふうに思いますので、これは美浦の中でそういう声が出れば、稲敷市の

方と、そして江戸崎地方衛生土木組合の方も、そういう気運になって、また阿見町・牛久 

市・龍ケ崎市と、この四つが協力することができれば、少し県にも国にも、そして、この

被災された地域の支援にもつながっていくのかなというふうに思っておりますので、その

辺美浦村の議員の皆さんの意見の総意として上げることができれば、当然、先ほども言い

ましたように、安全なものということの確認がない限りはそれは合意できないものがあり

ますので、その辺も踏まえて、議員の意見としてもいただければ、村としての動き方もし
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やすいのかなというふうに思っております。 

 これは、こういうときでないとなかなか県にも国にも、そして被災したところにも支援、

協力という形ではあらわせないのかなというふうには、私は思っております。 

○委員長（羽成邦夫君） 坂本君。 

○委員（坂本一夫君） ありがとうございます。今、村長から話がありましたように、ご

み分別については、３月も引き続き、舟子地区は実施させていただいております。 

 それとあわせて、江戸崎地方衛生土木組合の方からアンケート用紙が来ました。246戸の

中で119戸の回答を得たということは、向こうの担当者もやっぱりそんなに来たのかという

ことで驚いているのが実態でございます。 

 それと本題の、すみません、仙台のがれき処理、この件について村長の考えを聞きたい

んですよ。こちらに振るんじゃなくて。「私はこう思っている」ということで、「皆様方も

すみません、賛同してもらえませんか」と。 

 確かに10トンしか処理できないかもしらんけども、こんな小さな自治体、確かに10トン

しか処理できない組合の皆さん方も、とにかく仙台のがれきを処理してくれるんだと、何

かそういう発信力があった方が私はよろしいのかなと思ったもので、今、聞かせていただ

いたわけです。再度お願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） よそを巻き込むということではないんですけども、村としては、

私の個人的な考えから、村民総意ということも、議会総意ということもありますけども、

私個人的には、これは手を挙げて支援協力すべきであろうというふうに思っております。 

 そういう意味では、議会の皆さん、そして、村民の後押しがあれば、より、よその自治

体、よその地域にも発信できるのかなというふうに思っております。 

 困ったときに、やっぱり手を差し伸べていただけるというのは、日本の人間性、そして

地域性も含めてものすごく協力の意味を理解してくれるというふうに思っておりますので、

議員の皆さんも、また住民の皆さんも含めて、よろしくご支援をいただければというふう

に思っております。 

○委員長（羽成邦夫君） 坂本君。 

○委員（坂本一夫君） ありがとうございます。よろしくお願いします。 

以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） ちょっと12時過ぎたんですけども、１分ぐらいちょっとお願いし

たいと思います。 

 今、分別回収をしているのは、稲敷市６カ所、美浦村３カ所と言いましたけども、来年

の４月からは全地区でやります。 

 しかし、半年前、ことしの10月ですか、10月以前に手を挙げてくれたところには、この
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モデル地区と同じような支援をしていきたい。ということは、今、村の中に52地区、区長

を介して行政区が中にあります。 

 その区で、モデルとしてやったと同じように分別に取り組みたいという地区には、１世

帯当たりその区に対して、戸別の世帯には出しませんけども、区の方に１世帯当たり1,000

円を出して、区の方で支援と分別を指導していただくということも、あわせてお願いした

いなと。これには、早目にやっていただくことが、来年の４月から始まるときに混乱を招

かないであろうというふうに思っております。 

 これが、混乱を招くようになると、分担金、稲敷市と美浦村で分担して、10億からの江

戸崎地方衛生土木組合の、林議員も監査をやっていますのでわかると思うんで、前にやっ

ていましたから。ですから、分別をすることによって、市・村で出す分担金も下がってい

くというふうに思いますので、今回、ことし、半年前から始まっていただける区には、１

世帯当たり1,000円の区に補助を出していくつもりでおりますので、皆さんの関係するとこ

ろ、また、知り合いのところをよろしく宣伝していただければというふうに思います。 

○委員長（羽成邦夫君） それでは、ここで昼食のため、暫時休憩といたします。 

 午後１時より再開いたします。 

午後零時０３分休憩 

 

午後１時０３分開議 

○委員長（羽成邦夫君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 質疑のある方はどうぞ。 

 林君。 

○委員（林 昌子君） それでは、予算書の98ページ、民生費、児童館費の職員給与関係

経費が、給料が1,307万3,000円計上されておりまして、これは昨年、23年度から何か多分

１人分だと思うんですけども、削減されておりますね。それと関連して、101ページの大谷

児童館及び放課後児童健全育成、05の事業費の01報酬で非常勤職員報酬が、児童厚生員の

給料が433万9,000円の中で、昨年と比べると、多分お一人分だと思うんですけど、ふえて

いるんですね。これは、多分正職の方が１人削られ、一般非常勤職を１人雇用するという

流れではないかと推測するわけですけれども、そこら辺の流れを教えていただきたいと思

います。 

 あと、それから198ページの教育費の村民体育祭事業費、06、258万9,000円のところで、

昨年質問し、いろいろなことを考えられないかということで、「検討します」という答弁を

いただいておりますが、予算が大体平行しておりますので、どのように検討されているの

かというところをお尋ねさせていただきます。 

○委員長（羽成邦夫君） 児童館長。 

○児童館長（宮本きみ子君） それでは、林議員の質問にお答えしたいと思います。 
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 まず、職員の給与なんですけれども、そちらの方は、議員がおっしゃるとおり職員が、

児童館は二つあるんですけれども、その中で２人の職員を庁内の方に移すというようなこ

とがございまして、その分の減でございます。 

 それに合わせまして、非常勤職員の方がふえてはいるんですけれども、その職員のかわ

りに非常勤職員を充てるというようなことで、１人ずつふえてございます。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育次長。 

○教育次長（岡田 守君） ただいまの林議員の質問でございます。村民体育祭の事業費

の内容でございます。24年度村民体育祭事業費258万9,000円を計上させていただいてござ

います。23年度の事業費が258万6,000円ということで、ほとんど同額という形で計上させ

ていただいてございます。 

 内容といたしましては、ここにございます、昨年度とほとんど内容的には変わってござ

いません。予算の内容については変わってはございませんけども、事業種目等で本年度は

皆様に参加ができる、しやすい種目というものを取り入れて実施をしていきたいといった

ところで、その検討は24年度になってから、早速検討させていただきたいなと思ってござ

います。そういうことで、予算については、昨年度同様の予算だといったところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） ありがとうございます。児童館長の方から、正職２人を庁内に移

し、その分、非常勤をあてがい、現状維持の人数で、24年度も運用するというか、かかわ

っていくというような答弁だったかと思いますけれども、昨今も保護者会等を開きながら、

平成25年度には、民間委託をしていくという説明がなされたかと思います。 

 その中で、保護者がとても心配をしておりまして、それで、保護者が言うのには、非常

勤の方が１人新しく採用されて、結局民間委託されると、その非常勤の人もすべて切られ

て、結局その１人の人を非常勤に雇うのは１年間だけで、民間委託になったら全部切られ

るというふうな解釈をされておりました。 

 私は違うのかなと思いまして、今後、村長に、民間委託の基本的な考え方なんですが、

今、24年度は現状維持の人数でやっていくということですが、民間委託を考えたときに、

保護者の心配は、子どもたちというのは、なれ親しんだ先生方と接することで、伸び伸び

と活動できるという流れの中で、民間委託して、すべての人が新しくなるのではないかと

いうような心配をされています。そこら辺をどのように人員配置を考えていくのかという

のをお尋ねさせていただきます。 

 村民体育祭の事業なんですが、財政的に同じ内容で、種目を検討するということですが、

今までの区長会の流れを見ますと、ある程度たたき台ができておりまして、区長さんで検
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討するという機会は今まではなかなかなかったのかと思いますが、ことしはきちっと区長

さん方、現場の声を吸い上げて、村民運動会を運営していくという考えを、方向性を位置

づけていくのか。 

 それとも、ほかのこの間言いましたように、ほかの24年度ではなくして、今後先のこの

数年間の中で、例えば学校区ごとだとか、また盆踊りとか、そういうすべての人が自由に

出入りできるような行事を考えていくのか、今後数年間の考えもあわせてお尋ねをさせて

いただきます。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） 教育次長から、後からやりますということなので、私が、じゃ、

先に説明をいたします。 

 この前、保護者の人たち、二十数名来たかと思うんですけども、ちょっと話し合いをさ

せていただきました。その前に代表者の方が１人、意見を聞きたいということで来ました

ので、村としての意見もそのときお話をしてございます。 

 この前のときにも、村の方針としていろいろ説明はしたんですけども、今回、そういう

団体もしくは事業者を募集いたしまして、今の美浦の運営をきちんと理解をした事業者が

あらわれないときには、即座に、それでもやるのかということは、しません。今の運営よ

りも悪くなるような事態のものであれば、たとえ１年であっても、それはその事業者に担

ってもらうというわけにいきませんので、その辺は今と同等より以上のものを求めて、説

明はしてございます。 

 ですから、心配だという意見も随分出ておりますけども、一番職員の中の立場からする

と、今、余りにも長過ぎて14年いる方が２人おります。これもちょっといかがなものかと

いう部分があります。ですので、その辺も踏まえて。 

そしてまた、児童館の職員も大変なのはわかりますけども、一番、収納課とか福祉介護

課、国保年金課、大変、残業を議会の方からも減らせという話はもう十分受けております

ので、残業をしないような体制もつくっていかなければならないのは重々わかっているん

ですが、福祉的なところはだんだん多岐にわたってきておりまして、対応の仕方がなかな

か大変だというのは、これは議員の皆さんもご存じだと思うので、その辺、ある程度長く

そこにいるということじゃなくて、職員のいろんな方が対応できるようにしていかないと、

村民サービスができないであろうというふうに思っておりますので、できれば児童館の部

分も長くいて、どうということの部分もありますから、その辺も踏まえて、前から人事交

流的に入れかえてやっていかなければ本当はいけなかったんですね。たまたまそういう長

くなってしまったことについては、人事の配慮が悪いと言われたら、それなのかもしれま

せんけども、そういう流れで来てしまったことについては、私の方からはおわびするしか

ないのかなというふうに思います。 

 また、民間でもやっているところが、先進的にやっている自治体があります。そういう
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ところの視察も、今回村の方でさせていただいて、その利点とか欠点、その辺もちゃんと

研修をした上で、村との違いを見きわめてやっていきたい。 

 そして、公募でやりますけども、公募の中で果たしてそれが、美浦村の運営にかなう、

かなわないをちゃんと見きわめた上でそれはやりますので、必ずしも来年そうなりますよ

ということじゃなくて、かなう、それを担ってくれる事業所・団体が出てこないときには、

村の運営のままで、そういう事業所・団体が出てくるまでは、村の中でやるというお話も

してございます。 

 できるだけ、今、宮本館長が一生懸命取り組んでいらっしゃるものを今よりも下げるよ

うなことは絶対したくないというふうに思っておりますので、移行するにしても、今と同

等、それ以上のものを村は念頭に入れておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○委員（林 昌子君） 答弁漏れ、非常勤の方の対応。 

○村長（中島 栄君） 非常勤の方の対応については、これはある程度、そういう児童館

のところを理解をした人を入れていきたいというふうに思っております。まだ、ちょっと

今の時点ではお話することはちょっとできませんけども、後で４月になるとわかるのかな

というふうには思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 議長。 

○委員（石川 修君） 村民体育祭について。 

○村長（中島 栄君） 議長が、村民体育祭もやれということなんですけども、これは毎

年、区長会を開いてやるんですけども、ことしも４月17日でしたっけかね、21でした、ご

めんなさい。21日に区長会を開かせていただきます。毎年、区長会の皆さん、新たに区長

会長が、ことしは安中地区から多分出るんであろうというふうに思っております。安中・

大谷・木原地区ということで、毎年輪番で回っているという凡例がありますので。 

 体育祭の種目の説明もそのときやりますし、毎年同じように、今のところは変わらない

でやってきております。当初、前から見ると種目が変わったかなというふうには思うんで

すが、事故が起きたりするとちょっと、いろんな意見が出て、変えようよという話が出て

きておりますけども、今の時点では、去年では、これはやめて、こういうふうにしようよ

という意見は出ませんでした。その前の年のやつをそのまま継承してやってきたと思いま

す。 

そういう意味でも、よその体育祭等でやっている部分も踏まえて、美浦の中でも変えら

れる種目があれば、ぜひいろんな方が参加できることが一番いいのであって、そう言いな

がらも、実際やっている区から参加しているのは、美浦村の区の半分以下ですね。 

 やっぱり仕事柄、日曜日になかなか出られないところがあるのはわかっているんですけ

ども、でも、これも片方平日になると、また片方が出られなくなるだろうし、その辺は、

村のいろんな仕事の事情でできるできないの部分がありますから、体育祭もそういう一つ

の悩みがあります。 
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 前に議員の方でおっしゃられた盆踊りもそうなんですけども、村でもやっていまして、

それがなくなった。それでトレーニングセンターの地区は、今も予算を盛大に、フルに使

いながら、芸能人を呼びながらやっていますけども、なかなか村ではそこまでできないの

が現状で、今お願いしているのは、なるべくお金をかけないで、商工会の青年部あたりに

担っていただけるといいねえということで、３年ぐらい前からちょっと声をかけているん

ですけども、なかなか腰が重くてそこまでいかないというんだと思いますけども、ぜひ、

議員が先頭に立って盆踊りをやっていただけると盛り上がるのかなというふうに思うんで

すが、それは今のお話の中じゃなくて、盆踊りだけじゃなくて、ぜひ、体育祭の方もいろ

んな自治体でやっている部分の情報も得て、提案をしていただけることも、私の方からは

お願いしたいというふうに思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） それで、児童館の方ですが、あの話は理解をしたわけなんですが、

なかなか自分は、民間委託という言葉に敏感に反応し、村長が意図されている、今よりも

程度が落ちることじゃなくて、今と同等もしくはそれ以上というようなところの業者でな

ければ頼まないというその部分が、なかなか保護者の心に入っていっていなかったのが現

状みたいです。 

 ですので、その部分は私の方からも、きっとお伝えはしたいと思いますが、その民間委

託するときに、できればなれ親しんだ方も継続して、正規雇用の方は庁内だとかいろんな

役割もあるかと思うんですが、非常勤の方に対して、できれば民間委託するときに、その

方々も契約しますよというか、雇用してくれるという条件つきの民間委託をしてくれると

ありがたいという要望がありました。その点はいかがかなということを再度お尋ねをさせ

ていただきます。 

 村民体育祭に関しては、結局、村の行事といいながらも参加者が少ないというのは、皆

さん周知のとおりだと思います。新聞の折り込みにプログラムというのは折り込まれます

ので、参加されない方も目にするわけなんですね。ですので、行政区に入っていない方も

目にするわけなんです。 

 あとは、その区に参加をしていても、ある程度区長さんが当たる人というのは、ある程

度、例年参加されている方とか一部の方に当たっていて、本来は参加できる体力を持って

いても参加していない方も現実にいらっしゃるということも踏まえますと、もっとこの村

民運動会に対する意識啓発も兼ねながらアンケート調査の実施だとか、また、盆踊りに関

しては、年間50万という予算でしたので、寄附を募るのが大変ということで、なかなか現

実続かなかった部分もありますので、そういうこともまた並行しながら、村の行事を見直

す時期ではないかということを常々提言させていただいておりますので、その部分を並行

して、24年度は同じ内容でやっていくということですが、しっかり区長会と、また商工会

と、いろいろ検討をしていただき、今後どのような方向に持っていくのか、住民の意識調
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査をぜひしていただけたらと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） 児童館の職員に関しては、その担ってくれる事業所・団体等がは

っきりとした時点で、今の臨時の方でお手伝いいただいている方には、できるだけ継続を

してという部分は申し上げるつもりでおりますけども、それ以前の部分では、その担って

くれる事業者等が決まらない時点では、今のまま行きますので、それは安心していただき

たいなというふうに思いますし、決まっても、できるだけ村としては今の環境を落とすわ

けにいきませんのでということで、その辺も踏まえて継続的に雇用をお願いできるような

ことはしていきたいというふうに思います。 

 それ以上の配慮のあるところが出てきたとすれば、それは、担っていただくところの考

えもありますので、その辺は村の方でちゃんと見きわめていきたいというふうに思います。 

 体育祭については、区に入っていない人を、今度、区長が取りまとめてやるというよう

なはなかなか難しいので、一般参加の部をどうやってふやすかというのは、今までも一般

参加、1,500メーターとかそういうのを昔はやっていたんですが、ここ最近はないんですね。 

 ですから、その辺も、区長会がありますので、その辺のこともちょっと踏まえて検討は

していきたいと思います。 

 周知できる部分は、区に入っている方は区長さん、班長さんを介して全部できるんです

けども、入っていない人がかなり美浦の中でもいますので、ふだん、区に協力してくれる

のが本当は一番行政の方はありがたいので、できましたら、本当は区に入っていただくの

が望ましいことだと私は思います。それでも入らない人は、入らないので強制はできませ

んけど。 

 それでも参加したいという人がもしいるとすれば、一般参加の部をどこかに入れるべき

しかないのかなというふうに考えておりますので、今回の区長会の中で、議会の方からそ

ういう意見が出ましたのでということで、区長会に諮りたいというふうに思います。 

○委員長（羽成邦夫君） アンケート調査の方は。 

○村長（中島 栄君） アンケート調査というよりも、区長会と体育委員が大体体育祭に

ついては、ほぼ、かなめになってくれているので、全村民からこれをとるということにな

りますと、また、考え方が変わってくるのかなというように思いますので、今の区長さん、

そして体育委員主導でやっておりますので、その辺のアンケートはとれるかなというふう

には思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 林君。 

○委員（林 昌子君） 了解をいたしました。 

 児童館に関しては、やはり保護者の一番の心配は、民間委託した場合に、すべての人が

一斉に入れかわり、子どもたちが、すべて今まで知らなかった人がかかわることに対して

の不安です。 
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 やっぱり子どもたちは、なれている先生がいるから安心してそこで過ごせるんですね。

ですので、ぜひ，それは強く継続してもらえる業者にお願いをしたいということを強く要

望して、終わりにさせていただきます。 

 あと、村民体育祭に関しては、結局、行政区に入っていない方が半分以上いて、その人

の意見の吸い上げる場所が全然ないというのも、ちょっとおかしな話ですので、何らかの

形でその方々も、意見の集約ができる位置づけというか、そういうような場所も考えてい

ただければありがたいのかなと思いますので、その点、よろしくお願いします。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） 私の方から、ちょっと村への提案の部分があります。この中では、

体育祭はやめた方がいいんじゃないかという提案が来ています。でも、区に入っていない

方の方で、私らの部分も考えて体育祭をやってくれという部分のものはありません。今ま

での中ではね。 

 実際、体育祭は、村はもうやんなくてもいいんじゃないかという声があります。これは、

今参加している地区の中でも、先ほど議員の方からあったのは、出たくても出られない人

がいるという意見がありましたけども、かけ持ちで大変だという部分の方が、やっぱりこ

ちらの声には聞こえてくるのは、そっちの方がちょっと多いのかな。なかなか選手を集め

られない。 

 そういうことから、次の日には、体育祭は月曜日に今、体育の日がかわっておりますの

で、日曜日やって、雨天の順延はなくしております。順延をなくすということは、区長会

の方では、次の日に順延されても、選手がまとまって集まってくれないという一つの区の

方からの上がってきている部分があるので、雨天順延というのは一応ないというふうにし

て了解をいただいております。 

 もし当日、日曜日が雨で、次の日の体育の日に順延でやりますよと言っても、選手が集

まらないとなかなかできない部分がありますので、その辺は区長会からの選手をまとめる

側の意見として、それは聞かないわけにいきませんので、そういう意味で、雨のときには

朝６時ちょっと過ぎに、美浦村の上空の天気予報をネットで調べるんですけども、９時過

ぎの天気を見て判断はしておりますけども、次の日のところまでは、今度は天候じゃなく

て、選手をそろえる、そろえられないのところにいってしまうということがありますので、

区長会の意見と体育委員の意見として、それは聞き入れてあります。 

○委員長（羽成邦夫君） 教育長。 

○教育長（門脇厚司君） 児童館のことについて、私も住民との話し合いの折に村長に出

席するように言われて出席しておりました。そのときも説明をして、皆さん、安心しまし

たというふうに言ってくれたのは、多分、どこかにお願いするというのは、民間会社とい

うようなことはもう決まっていないわけですね。指定管理者制度に基づいて、やるとした

ら、今、宮本館長が頑張ってやっているようないろんなことを、これとこれとこれは、ぜ
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ひきちんとやってほしいというような条件は出すことはできますよね。 

 それは、どこに、どの段階に、どのＮＰＯ法人にお願いするかというのは、これは議会

の承認事項になっていますから。そこで、この団体業者だったらだめだというような判断

をしたら、その時点でお願いしなければいいことですから、そういうような説明をしたと

きに、お母さん方は「それで安心しました」というふうに、理解してもらって帰っていた

だいたのかなというふうに理解しております。ですから、そんなにサービスが今のサービ

スが低下するような選択は、まずあり得ないというふうに考えていただいてよろしいんじ

ゃないかと思います。 

 あとは、村民体育祭については、私が発言する必要はないかもしれませんけど、例えば

教育的な効果ということを考えたときから、そういうような視点から考えたときに、教育

長として、ゼロ歳から90歳まで社会力育てというようなことを掲げているそういう観点か

ら申し上げますと、社会力を高めるのは、大人と子どもたちが一緒にいろんなことを頑張

るというようなのが一番効果が上がるというようなことは、さまざまな調査によって明ら

かになっております。 

 そういう点から考えますと、大人たちだけでなくて、子どもたちの社会力を高めるとい

うような観点から考えると、今考えられるのは、三つの小学校の運動会を、私は小さいこ

ろ、村民大運動会というのがあって、これは大変楽しみな一つでありました。そこで、三

つの小学校の運動会を、地区大運動会というような形にして、大人と子どもたちが一緒に

楽しむような機会にするということも一案としてありうるんじゃないかと。 

 今、学校の運動会に行きますと、保護者たちはかなり無理しても相当参加していますの

で、我が子を学校に預けている親たちは、少なくとも出席するという可能性はあるんじゃ

ないかというふうに思っていますので、区長会あたりで、この件も、こういうようなもの

もありますということでご検討いただければ大変ありがたいなと思っています。 

○委員長（羽成邦夫君） 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） 先ほどの児童館の話で、確認というか１点聞きたいんですけども、

林議員の質問と村長の答弁からすると、民営化と一言に言いますけども、完全民営化と公

設民営化と、あるいは半民営化みたいなことも聞きますけれども、教育長のおっしゃった

指定管理者制度ということからすると、私は、完全民営化なのか公設民営化なのか、半民

営化なのか判断がつかないんですが、どのような方向性で民営化というか、考えていかれ

るんでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 村長。 

○村長（中島 栄君） あくまでも、運営は村です。費用も何も今までと変わりません。

中の人的運営だけをお願いするということです。 

○委員長（羽成邦夫君） よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（羽成邦夫君） 質疑がないようですので……、すみませんでした。 

 ここで、質疑の方を打ち切らせていただきます。 

 質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 本案を原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

○委員長（羽成邦夫君） これから、特別会計に関係する課長以外は退席となりますので、

よろしくお願いいたします。 

〔執行部、特別会計担当課長以外退席〕 

 

○委員長（羽成邦夫君） 議案第21号 平成24年度美浦村国民健康保険特別会計予算を議

題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

 質疑の方、ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

 

○委員長（羽成邦夫君） 議案第22号 平成24年度美浦村農業集落排水事業特別会計予算

を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

 山崎君。 

○委員（山崎幸子君） ページ数279ページ、この予備費が昨年は200万だったんですけど、
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24年度は400万になっています。この倍増した理由をお聞かせください。 

○委員長（羽成邦夫君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（青野道生君） 山崎議員のご質問にお答えをいたします。今年度の予算

につきましては、予算概要書で説明いたしました農業集落排水事業で、地図情報システム

を構築するという事業と、それから、予算の中で前回ご指摘をいただきました管理費の予

算を精査をしております。その中で、管理費の予算の部分を大分削った部分で、予備費の

部分をふやしております。 

 全体的な対応として最初は見ていた部分なんですが、24年度につきましては、予備費の

部分をふやしまして、その部分で対応するということで、前年度より予備費の部分をふや

しております。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 山崎君。 

○委員（山崎幸子君） 管理費の部分で減らした部分を、この予備費の方に組み込んだと

いうことなんですけど、これは、今までと同様に200万まででは何かまずいんでしょうか。 

○委員長（羽成邦夫君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（青野道生君） あくまでも、基本的には管理にかかわる予備費として考

えておりますので、施設、相当の施設、処理場・ポンプ場・管路ということで、相当な施

設を管理しております。その中で、やっぱり我々としては、ある程度安心した予算という

ことで考えておりますので、対応を早くするためにということで、その部分を多目に今年

度は計上しております。 

○委員長（羽成邦夫君） 山崎君。 

○委員（山崎幸子君） わかりました。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問のある方。 

 下村君。 

○委員（下村 宏君） ページ276ページの光熱関係で、電気使用料がありますので、そこ

のところで1,300万の予定が組んでありますけども、東京電力の方からは、こういうものに

対して当然、今から進めていく水道事業もみんなそうだと思うんですけども、東電の方か

らは、それに対して、幾ら上がるとかそういった通知は来ているのでしょうか、教えてい

ただきたいと思います。 

○委員長（羽成邦夫君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（青野道生君） 下村議員のご質問にお答えをいたします。 

 東京電力からは、今のところ農業集落排水関係、公共下水道関係に対しては、何らかの

通知はまだ来ておりません。 

 通知はきていないんですが、私どもの方で東電の方に確認した結果としましては、施設

全体で物を考えますと、約16％ぐらいの電気料の値上げになるということで試算をしてお
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ります。 

 ただし、高圧設備ということで、今、処理場だけの電気ということでの16％ということ

で東電の方で言っておりますので、今後、低圧部分としまして中継ポンプ施設200ボルトの

電気で受けているんですが、83カ所ある中継ポンプ施設については、そういう部分につい

ては今、協議中ということでご回答をいただいています。 

 以上です。 

○委員（下村 宏君） 了解です。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかにご質問、ご質疑ありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 討論がないようですので、討論を終結します。 

 採決します。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○委員長（羽成邦夫君） 議案第23号 平成24年度美浦村公共下水道事業特別会計予算を

議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 討論がないようですので、討論を終結します。 

 採決します。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

○委員長（羽成邦夫君） 議案第24号 平成24年度美浦村介護保険特別会計予算を議題と

いたします。 
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 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） 介護保険会計の中で、支払準備基金積立金とあります。それで、

この特別会計とは違う話で恐縮なんですが、今回の議会で出されている介護保険条例改定

の金額ですけども、これは厚生文教常任委員会でもお聞きしたので重複してしまって、多

分、福祉介護課長にはご迷惑をおかけしますけれども、この支払準備基金の切り崩しによ

って介護保険料の上昇が抑えられているということでしたけれども、単にこれは単年度予

算では考えられます、３年ごとの見直しなので、支払準備基金というのは、今後３年間の

予想で、例えば３年後の値上げも今回と同じ水準で保てるのか、その予想があれば教えて

いただきたいんですが。 

○委員長（羽成邦夫君） 福祉介護課長。 

○福祉介護課長（松葉博昭君） ただいまのご質問ですが、準備基金については、３年、

今おっしゃるとおりで、３年間、介護保険については保険料はそのまま推移していくわけ

ですけども、介護保険について一番大事なのは、高齢者の人口推移、それと高齢者の世帯

の推移の３年間の見込み数というのが、算定上非常に大事な部分になってきます。その部

分の上下するかしないかで、ほとんどこの取り崩し基金の額も決まってまいりますけれど

も、それと同時に、国の方からもこの準備基金については、取り崩す分には最終的には介

護保険自体がプラマイゼロという形が一番望ましいんでしょうけれども、今後の推移をや

はり見ますと、高齢化が上がるであろうという前提のもとでやっておりますので、ここの

準備基金というのが、その手当てをする、緩和する意味ですごく大事な基金の一部になっ

てきますので、ここについては、多くなるか少なくなるかは何とも、この推移で見ますと、

多分、今後はある一定、今回は５割、50％の取り崩し、この基金を使っておりますけれど

も。 

 これがどういうふうに変化するかは何とも言えませんけれども、全部使うことによって

というか、今後財政の安定ができなくなると、県と国の方から、そういう基金の方が、借

りる返還、還付、お金を借りて財政を運営するようになってくる可能性も出てきますので、

ここについては、多くなるのかならないのかというのは、まだ何とも申し上げにくいとこ

ろです。 

 以上です。 

○委員長（羽成邦夫君） 岡沢君。 

○委員（岡沢 清君） 確かに、厚生文教常任委員会でもお聞きした内容も含まれていて、

理解不足で申しわけございませんでした。 

 全員協議会でも、介護保険について説明されると思いますので、詳しくはそちらででも

お聞きしたいと思います。ありがとうございました。 

○委員長（羽成邦夫君） ほかに。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 討論がないようですので、討論を終結します。 

 採決します。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

○委員長（羽成邦夫君） 議案第25号 平成24年度美浦村後期高齢者医療特別会計予算を

議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

○委員長（羽成邦夫君） 議案第26号 平成24年度美浦村水道事業会計予算を議題といた

します。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決します。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（羽成邦夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

○委員長（羽成邦夫君） 以上で、本委員会に付託された議案の審査は、すべて終了いた

しました。 

 これで、予算審査特別委員会を閉会いたします。 

 長時間にわたり、大変ご苦労さまでございました。ありがとうございました。 

午後１時５５分閉会 
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